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取扱説明書 


ヤマ八 RT 58 i をお買い上げいただきありがとうごさ'います。 
お使いになる前に本書をよくお読みになり、正しく設置や設定を 
行ってください。 

本書中の警告や注意を必ず守り、正しく安全にお使いくださし、。 
本書はなくさないように、大切に保管してください。 




Net 
lante 





安全上のご注意 


本製品を安全にお使いいただくために 

以下の点を必ず守ってお使いください。 

安全のための注意事項を守る 

詳しくは、7〜8ページをご覧ください。 

故障したら使用を中止する。 

お買い上げの販売店またはヤマ八のお問い合わせ窓口 (286 ぺージ)にご連絡ください。 


マークの意味 

本書および本製品では、本製品を安全にお使いいただくため、守っていただきたい事 
項に次のマークを表示していますので、必ずお読みください。 

△警告 

人体に危険を及ぼしたり、装置に大きな損害を与える可能性があることを示していま 
す。必ず守ってください。 

zh 注意 

機能停止を招いたり、各種データを消してしまう可能性があることを示しています。 
十分注意してください。 


• 本書の記載内容を一部または全部を無断で転載することを禁じます。 

• 本書の内容および本体や「かんたん設定べージ」の仕様は、改良のため予告なく変 
更されることがあります。 

• 本製品を使用した結果発生した情報の消失等の損失については、当社では責任を 
負いかねます。保証は本製品の物損の範囲に限ります。予めご了承ください。 










はじめにお読みください 


お買い上げいただき、ありがとうございます。 

本製品はプロードパンドルーターやダイヤルアップルーター、 TEL ポート、 DSU、 
VoIP の機能を内蔵したブロードパンド VoIP ルーターです。 


付属品をご確認ください 


• AC アダプタ （P12V0.95A) 

• CD-ROM (1 枚） 


• スタンド （1 個） 
•保証書 (1 枚） 


接続ガイド （1 冊） 


本書の主な内容 


ネットワークに接続する準備についての情報 

• 準備する ►〇26ぺーシ 


ネットワークに接続するための情報 

• インターネットに接続する . 

• PPTP や IPP トンネルで拠点間接続する 


►〇 72ぺ-シ 


164ぺーシ 


電話を使ラための情報 

• インターネツト経由で通話する ( VoIP 通話) .►10^ ページ 

• ISDN 回線で通話する .► 1呈8ページ 

• アナログ回線で通話する .► 154ページ 


日々の運用管理に必要な情報 

• ネットボランチの運用管理 


►230 ぺージ 


問題が発生した場合に、問題を解決するための情報 

•困ったときは .► 2.5 

• サボート窓口のお問合わせ先 ぺ-ジ 

その他、本製品の機能を使いこなすための情報 

• セキュリティを強化する . 卜 1 .82 ページ 

•ネツトボランチを使いこなす . ^ 192^-. v . 

麟球 

• 本書は、本製品の基本的な機能を使用するための情報を提供するためのものです。 

•「コマンドリファレンス」や「かんたん設定ぺージ」のヘルプには、より詳細な情報が掲載され 
ています。必要にあわせてご覧ください。 


その他、本書には多くの情報が記載されています。 
詳しくは目次をご覧ください。 


二•覧ください。 
























目次 


安全上のご注意 . 2 

はじめにお読みください . 3 


■告, 

△注意, 


7 

8 


使用上のご注意 


9 


重要なお知らせ . 11 

本書の表記について . 13 


DOWNLOAD ボタンご使用時の 


ソフトウェアライセンス契約について . 14 

ヤマ八ル_夕_製品のお客様サポ_卜について 
(サホート規定） . 16 


インターネットに接続する 


インターネットへの接続方法を選ぶ . 72 

ブロー ドパンド回線でインターネットへ 

常時接続する (PPPoE/CATV). 73 

ISDN 回線でインターネットへ常時接続する 

(フレッツ- ISDN). 83 

ISDN 回線でインターネットへ必要なときだけ 

接続する(端末型ダイヤルアップ接続） . 89 

ネットワーク型接続サービスで常時接続する 
(ネットワーク型 ADSL • B フレツツ接続） ...... 95 


はじめに 

RT58i でできること . 18 

各部の名称とはたらき . 20 

lu®. 20 

±面/底® . 23 

. 24 


準備する 

準備の流れ . 26 

準備1:接続する . 28 

ブロードパンド回線のみに接続する[接続 A]. 30 
ブロードパンド回線でインターネツト接続する 

/ ISDN 回線で通話する[接続 B]. 33 

ブロードパンド回線でインターネツト接続する 

/アナログ回線で通話する[接続 C]. 40 

ISDN 回線のみでインターネツトへ接続/通話す 

る[接続 D]. 48 

準備2 :「かんたん設定ページ」を開く . 54 

準備3 :パスワードを設定する . 56 

準備4 :日付 • 時刻を合わせる . 60 

準備5 : LAN 側 IP アドレスを設定する . 62 

準備6: LAN 内のパソコンの IP アドレスを 
変更する . 64 


インターネット経由で 
通話する ( VoIP 通話） 

本製品で利用できる VoIP 通話機能の概要 . 102 

IP 電話サービス(有料)を利用する . 104 

NetVolante インターネット電話で通話する ...... 108 

内線 VoIP 通話する . 115 

通常電話と VoIP 通話の発信/着信を 

使い分ける . 119 

複数のルータ間で通話する（カスケード接続） ...121 
Windows Messenger と音声チヤツトする . 124 


ISDN 回線で通話する 


ISDN 回線で電話をかける/受ける . 128 

内線電話をかける . 130 

フッキング操作を練習する . 130 

外線通話を他の内線へ転送する . 131 

通話中に他の着信を受ける . 132 

通話を別の外線へ転送する . 135 

三人で通話する . 137 

外線の着信を転送する . 140 

相手へ通知する電話番号を登録する . 145 

相手によって着信べル音を変更する . 146 

ナンパー • ディスプレイを利用する . 147 

着信拒否を設定する . 148 

FAX を使5 . 149 

TEL ポートごとに使い分ける . 151 


























































アナログ回線で通話する 


アナログ回線で電話をかける/受ける . 154 

内線電話をかける . 156 

フッキング操作を練習する . 156 

相手によって着信べル音を変更する . 157 

ナンパー • ディスプレイを利用する . 158 

着信拒否を設定する . 159 

FAX を使5 . 160 

TEL ポートごとに使い分ける . 162 


PPTP や IPIP トンネルで 


拠点間接続する 

PPTP を利用してリモートアクセスする . 164 

PPTP を利用して VPN を構築する 

(PPTP-LAN 間接続) . 174 

フレッツ網を使用して、 LAN 同士を 
IPIP トンネル接続する . 178 


セキュリティを強化する 

不正アクセスとセキュリティ対策の概要 . 182 

フイルタを IS^： する . 184 

不正アクセスを検出して警告する . 188 


本製品の設定を変更できるホストを制限する ... 190 


ネットポランチを使いこなす 

グロー パル IP アドレスが必要なサービスを 


じ \N 内から利用する . 192 

ネットボランチ DNS サービスを利用する . 194 

外部にサーノ くを公開する . 196 

メ ール確認/通知機能を使う . 198 

複数の接続先を使い分ける . 202 

フレッツ•スクウェアを利用する . 205 

IPv6 環境で使う . 206 

UPnP 機能の動作設定を変更する . 208 

ダイヤルアップ接続を制限する . 210 

1 28kbit/s で接続する . 211 

PIAFS 対応の PHS から 

リモートアクセスする . 212 

専用線で接続する . 222 

ISDN 回線経由でじ \N とじ \N を接続する 

(L7\N 間接続） . 226 


ネットポランチの運用管理 

本製品の設定を変更する . 230 

利用できる設定方法の種類 . 230 

コンソールコマンドで設定する . 231 

電話機で設定する . 234 

CONSOLE ポートから設定する . 241 

USB メモリから設定する . 243 

ブザー音の設定を変更する . 245 

STATUS ランプで通信状態を確認する . 246 

最新の機能を利用する（リビジヨンアップ) ....... 247 

本製品の設定情報とログを確認する . 252 


5 














































目次(つづき) 


困ったときは 

故障かな？と思ったら . 256 

Q1 :ランプ類が'消灯している . 257 

Q2 :「かんたん設定 ページ :] で設定できない . 259 

Q3 :インターネットに接続できない . 261 

Q4 : ISDN 回線で通話/ FAX できない . 264 

Q5 :アナロク回線で通話/ FAX できない . 269 

Q6 : VoIP 通話できない . 271 

Q7 : VPN 通信できない . 273 

Q8 : STATUS ランプが'機能しない . 275 

09 : DOWNLOAD ボタンが機能しない . 276 

Q10 : USB デパイスが使用できない . 277 

Q11 :その他の問題 . 278 

通信料金に異常がある . 279 

本製品の設定を初期化する . 283 

) 《スワードを忘れてしまった場合は . 284 

本製品の保守サービスについて . 285 

サポート窓口のご案内 . 286 


付録 

战仕様 . 288 

本製品を譲渡/廃棄する際のご注意 . 290 

索引291 

英数字 . 291 

五十音順 . 292 



























本製品を安全にお使いいただくために、下記のご注意をよくお読みになり、必ず守っ 

てお使いください。 

• 本製品は一般オフィス向けの製品であり、人の生命や高額財産などを扱うような高 
度な信頼性を要求される分野に適応するようには設計されていません。 

本製品を誤っ て 使用した結果発生したあらゆる損失に ついて、 当社では一切その責 
任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

•本製品から発煙や異臭がするとき、内部に水分や薬品類が入ったとき、および AC ア 
ダフタや電源コードが発熱しているときは、直ちに AC アダプタをコンセントから抜 
いてください。そのまま使用を続けると、火災や感電のおそれがあります。 

• 濡れた手で AC アダプタや電源コードを触らないでください。感電や故障のおそれが 
あります。 

• 電源コードを傷付けたり、無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。火災 
や感電、故障、シヨート、断線の原因となります。 

• AC アダプタは必ず本製品に付属のもの (P12V0.95A) をお使いください。他の AC ア 
ダフタを使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

• 付属の AC アダプタは日本国内用 AC100V (50/60HZ) の電源専用です。他の電源で 
使用すると、火災や感電、故障の原因となります。 

• 安全のため、 AC アダプタは容易に外すことのできるコンセントに接続してください。 
家具の後ろなど手の届かない場所にあるコンセントには接続しないでください。 

• 本製品を落下させたり、強い衝撃を与えたりしないでください。内部の部品が破損し、 
感電や火災、故障の原因となります。 

•本製品を分解したり、改造したりしないでください。火災や感電、故障の原因とな 
ります。 

•本製品の通風口を塞いだ状態で使用しないでください。火災や感電、故障の原因と 
なります。 

• 電源を入れたままケーブル類を接続しないでください。感電や故障、本製品および 
接続機器の破損の恐れがあります。 

•本製品のポートに指や異物を入れないでください。感電や故障、シヨートの原因と 
なります。 

•本製品を他の機器と重ねて置かないでください。熱がこもり、火災や故障の原因と 
なることがあります。 

• 近くに雷が発生したときは、 AC アダプタやケーブル類を取り外し、使用をお控えく 
ださい。落雷によって火災や故障の原因となることがあります。 

• 本製品をご使用にならないときは、 AC アダプタを必ずコンセントから外してくださ 
い。 

• U\N ポートや ISDN ポート、 ISDN U/LINE ポート、 TEL ポートなどの通信ポートには、 
本来接続される信号と異なる信号ケーブルを接続しないでください。火災や故障の 
原因になります。 





本製品を安全にお使いいただくために、下記のご注意をよくお読みになり、必ず守っ 

てお使いください。 

• 直射日光や暖房器等の風が当たる場所、温度や湿度が高い場所には、置かないでく 
ださい。故障や動作不良の原因となります。 

• 極端に低温の場所や温度差が大きい場所、結露が発生しやすい場所で使用しないで 
ください。故障や動作不良の原因となります。結露が発生した場合は、 AC アダプタ 
をコンセントから抜き、乾燥させ、充分に室温に慣らしてから使用してください。 

• ほこりが多い場所や油煙が飛ぶ場所、腐蝕性ガスがかかる場所、磁界が強い場所に 
置かないでください。故障や動作不良の原因となります。 

• アースコードは必ず接続してください。感電防止やノイズ防止の効果があります。 
アース接続は必ず、 AC アダプタをコンセントにつなぐ前に行ってください。また、 
アース接続をはずす場合は、必ず AC アダプタをコンセントから取りはずしてから 
行ってください。 

• 本製品を修理や移動等の理由により輸送する場合には、必ず本製品の設定を保存し 
てください。 

• 本製品に触れる際は、人体や衣服から静電気を除去する等、静電気対策を十分に行っ 
てください。静電気によって故障するおそれがあります。 

• 同一電源ライン上にノイズを発生する機器を接続しないようにしてください。故障 
や動作不良の原因になります。 





使用上のご注意 

• ダイヤルアップルータはプロパイダ接続のために自動的に電話をかける機能を持っ 
た装置であり、本製品にも自動的に電話をかける機能があります。それに伴った通 
話料金やプロパイダ接続料金がかかります。あらかじめ製品の機能や動作をよく理 
解した上でご使用ください。本製品の使用方法や設定を誤って使用した結果発生し 
たあらゆる損失について、当社では一切その責任を負いかねますので、あらかじめ 
ご了承ください。 

• メール確認や転送を設定すると定期的にインターネットへ自動接続を行うので、そ 
の度に通話料金やプロパイダ接続料金がかかります。あらかじめご理解いただいた 
上で、この機能を設定およびご使用ください。 

• 自動接続が設定されている場合に、「かんたん設定 ページ」 の「ネットボランチホーム 
ぺージ」をクリックすると、インターネットへ自動接続します。それに伴った通話料 
金やプロパイダ接続料金がかかりますので、あらかじめご理解いただいた上で、こ 
の機能をご使用ください。 

• 本製品の TEL ポートに接続するアナログ機器は、技術基準適合認定を受けた製品を 
ご使用ください。 

• アナログ回線をご使用の場合、停電時は以下の点にご注意ください。 

-電話機を使った設定やインターネット電話機能など、本製品と電話機間は卜ーン 
(プッシュ）で信号がやり取りされます。そのため、停電などによって本製品の電 
源供給が停止すると、卜ーン（プッシュ）回線用に動作するように設定された電話 
機がダイヤル回線と直結されることになります。この状態では、お使いの電話機 
によっては110や119などの緊急電話も含めて、外線通話できない場合があります。 
お使いの電話機にダイヤル/Iン切り換えスイッチがある場合は、「ダイヤル」に 
切り換えて通話してください。 

- TEL2 ポートに接続した電話機で外線通話中に停電が発生すると、切断されます。 
停電時は、 TEL1 ポートに接続した電話機に外線通話が切り替わります。 

• ISDN 回線をご使用の場合、本製品に接続した電話機は停電時に通話できません。停 
電時に110や119などの緊急通話が必要な場合は、別回線の電話機や携帯電話など 
をお使いください。 

• 本製品の TEL ポートにはモデムあるいは FAX を接続して使用することができますが、 
インターネット電話機能を使用して通信することはできません。 

• 本製品の TEL ポートにはモデムを接続して使用することができますが、モデムの最 
高通信速度で接続できるとは限りません。モデムの通信速度は、その時の通信回線 
の環境や相手先の機器との相性によって決まりますので、モデムの最高性能よりも 
遅い速度でしか接続できない場合があります。 

• 本製品の DSU を使用している場合、本製品の ISDN S バ"ポートに TA や G4 FAX など 
のデジタル通信機器を接続できますが、本製品の ISDN S/T ポートは給電に対応して 
いませんので、給電を必要とする機器は正しく動作しません。 

• 本製品の USB ポートは、すべての USB メモリの動作を保証するものではありません。 


9 






• USB メモリの内部データは定期的にパックアップすることをお勧めします。本製品 
のご利用にあたりデータが消失、破損したことによる被害については、弊社はいか 
なる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 本製品の使用方法や設定を誤って使用した結果発生したあらゆる損失について、当 
社では一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

•本製品のご使用にあたり、周囲の環境によっては電話、ラジオ、テレビなどに雑音 
が入る場合があります。この場合は本製品の設置場所、向きを変えてみてください。 

• 本製品を譲渡する際は、マニュアル類も同時に譲渡してください。 

•本製品を廃棄する場合には不燃物ゴミとして廃棄してください。または、お住まい 
の自治体の指示に従ってください。本製品はコイン型リチウム電池を内蔵しています。 





重要なお知らせ 


セキュリティ対策と本製品のファイアウォール機能について 

インターネットを利用すると、ホームぺージで世界中の情報を集めたり、電子メール 
でメッセージを交換したりすることができ、とても便利です。その一方で、お使いの 
バソコンが世界中から不正アクセスを受ける危険にさらされることになります。 

特にインターネットに常時接続したり、サーパを公開したりする場合には、不正アク 
セスの危険性を理解して、セキュリティ対策を行う必要があります。本製品はそのた 
めのファイアウォール機能を装備していますが、不正アクセスの手段や抜け道（セキ 
ュリティホール）は、日夜新たに発見されており、それを防ぐ完璧な手段はありません。 
インターネット接続には、常に危険がともなうことをご理解いただくとともに、常に 

新しい情報を入手し、自己責任でセキュリティ対策を行うことを強くおすすめいたし 

ます。 


プロバイダ契約について 

本製品をルーターとしてお使いになる前（または新たにプロパイダ契約を行う前）に、 
必ずルーター経由による複数ノくソコンの同時接続が、プロパイダによって禁止されて 

いないかどうかご確認ください。 プロバイダによっては、禁止もしくは別の契約が必 
要な場合があります。契約に違反して本製品を使用すると、予想外の料金を請求され 

る場合があります， 

禁止されている場合は、プロパイダと別途必要な契約を行うか、同時接続を禁止して 
いない他のプロパイダと契約してください。 

通信料金について 

本製品をダイヤルアップルータとしてお使いになる場合には、自動発信の機能をよく 
ご理解の上ご使用ください。本製品をパソコンや U\N に接続した場合、本製品はパソ 
コンのソフトウェア（電子メールソフトウェアや Web ブラウザなど）が送信するデータ 
や、 U\N 上を流れるデータの宛先を監視します。 U\N 外の宛先があると、あらかじめ 
設定された内容に従って自動的に回線への発信を行います。 

そのため、 設定間違いや回線切断忘れがあった場合、ソフトウェアや機器が定期送信 
バケットを発信していた場合には、予想外の電話料金やプロバイダの接続料金がかか 

る場合があります， 

ときどき通信記録や累積料金を調べて、意図しない発信がないか、また累積料金が適 
当であるかどうかご確認ください。また、本製品の設定やリビジョンアップなどの最 
新情報を得るために、定期的に NetVolante シリーズのホームぺージ (http://NetVolante. 
jp/) をご覧になることを強くおすすめいたします。 


11 














以下の場合に、予想外の通信料金がかかっている場合があります 

• 本製品を使い始めたとき 
• 本製品のプロパイダ接続設定を変更したとき 
• MP 接続を設定したとき 

• パソコンに新しいソフトウェアをインストールしたとき 

• ネットワークに新しいパソコンやネットワーク機器、周辺機器などを接続したとき 
• 本製品のファームウェアをリビジョンアップしたとき 
• その他、いつもと違う操作を行ったり、通信の反応に違いを感じたときなど 


必ず本製品の接続設定を削除または再設定してく 
回線業者やプロパイダから意図しない料金を請求 


• プロパイダ契約を解除/変更した場合は、 

ださい。削除しないままお使いになると、 

される場合があります。 

• MP 接続に対応していないプロパイダに対して、 MP 接続の設定や発信は絶対に行わないで 
ください。意図しない料金を請求される場合があります。 

•プロバイダ側の状態（アクセスポイントの変更、メンテナンス、障害など）によって、予想外 
の通信料金がかかる場合があります。プロパイダからの告知情報には常にご注意ください。 


本製品の料金情報や累積接続時間管理について 

本製品を ISDN 回線に接続して使用する場合、料金情報に基づく累積料金額による発 
信制限や、累積接続時間による発信制限をかけることができます。これらの機能は、 
ISDN 回線を通して通知される料金情報や本製品が計算する累積接続時間に基づいて行 
われるため、サービス割引などによる異なる料金算出方法や、プロパイダ独自の通信 
時間算出方法には対応できません。 

従って、実際の運用においては、発信制限動作が意図した通りにならない場合があり 
ます。正確を期す場合は、一定期間試験運用をするなどしてずれがないかを確認して 
ください。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラ 
ス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こす 
ことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されること 
があります。 


局調波について 

JISC 61000 -3-2 適合品 

JIS C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性-第 3-2 部：限度値-高調 
波電流発生限度値 (1 相当たりの入力電流が 20A 以下の機器)」に基づき、商用電力 
系統の高調波環境目標レベルに適合して設計 • 製造した製品です。 


輸出に ついて 

本製品は「外国為替及び外国貿易法」で定められた規制対象貨物(および技術)に該 
当するため、輸出または国外への持ち出しには、同法および関連法令の定めると 
ころに従い、日本国政府の許可を得る必要があります。 
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本書の表記について 

略称について 

本書ではそれぞれの製品について、以下のように略称で記載しています。 

• YAMAHA RT58i :本製品 

• Microsoft® Windows® : Windows 

• Microsoft® Windows 200 0® : Windows 2000 

• Microsoft® Windows XP® : Windows XP 

•10BASE-T (100BASE-TX) ケーブル： LAN ケーブル 

設定例について 

本書に記載されている IP アドレスやドメイン名、 URL などの設定例は、説明のための 
ものです。実際に設定するときは、必ずプロパイダから指定されたものをお使いくだ 
さぃ。 

詳細な技術情報について 

本製品を使いこなすためには、インターネットやネットワークに関する詳しい知識が 
必要となる場合があります。付属のマニュアルではこれらの情報について解説してお 
りませんので、詳しくは市販の解説書などを参考にしてください。 

商標について 

• イーサネットは富士ゼロックス社の登録商標です。 

• Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft 社の米国およびその他の国における登録商標 
です。 

•Apple、Macintosh、MacOS は米国 Apple 社の登録商標および商標です。 

• 本製品は、 RSA Security Inc. の RSA® BSAFE™ ソフト 
ウェアを搭載しております。 RC4 および BSAFE は RSA 
Security Inc. の米国およびその他の国における登録商標 
です。 





v 
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DOWNLOAD ボタンご使用時の 

ソフトウェアライセンス契約について 

本製品の設定を変更することにより、 DOWNLOAD ボタンを操作して、本製品の内蔵 
ファームウェアをリビジョンアップすることができます。 

リビジョンアップを許可するように設定を変更する、および、 DOWNLOAD ボタンを 
押してリビジョンアップを実行する、という操作は、ソフトウェアライセンス契約(以 
下「本契約書」）（次べージ参照）に同意したこととみなされます。ご使用になられる前に、 
必ず本契約書をお読みください。 

本契約書の内容に同意していただけない場合には、 DOWN LOAD ボタンの操作による 
ファームウェアのリビジョンアップを許可する設定に変更してはなりません。過失を 
含むいかなる場合であっても、ヤマ八は、本使用許諾契約に起因するお客様側の損害 
について一切の責任を負いません。 


なお、 DOWNLOAD ボタンを使用しないでリビジョンアップする方法も提供しており 
ます。そちらをご利用される方は http://NetVolante.jp をご参照ください。 


DOWNLOAD ボタンの詳しい操作方法は、本書247ページにてご確認ください。 
本書はお使いになる方がなくさないように大切に保管してください。 




ソフトウ I アライセンス契約 


1. 使用許諾 

本使用許諾契約の定めにこ、同意いただくことによりダウンロード可能となるヤマ八 RT、 
RU、 ネットボランチシリーズ(以下、「本製品」という）用ファームウェア（以下、「本 
プログラム」という）はヤマ八株式会社(以下、「ヤマ八」という）がお客様に使用許諾す 
るものです。本使用許諾契約は、ダウンロードした本プログラム及び本使用許諾契約 
に基づいて作成された複製物に適用されます。 

2. 再配布の禁止 

本プログラムは、本製品の機能アップグレードを目的とした場合に限りダウンロード 
することができます。不特定多数の者によるアクセスが可能なウェブ•サイトなどに 
アップロード、掲示することはヤマ八の許可を得た場合を除きできないものとします。 

3. 複製物の作成 

パックアップ目的及び、複数の本製品のアップグレードに必要な場合を除き、本プロ 
グラムの複製物の作成はできないものとします。 

4. 逆コンパイル、リバースエンジニアリング、逆アセンブ 
ルの禁止 

お客様は、本プログラム又はその一部を、逆コンパイルし、リバースエンジニアリン 
グし、逆アセンブルし、修正し、再使用許諾し、頒布し、二次的著作物を創作しない 
ものとします。 

5. 責任の制限 

過失を含むいかなる場合であっても、ヤマ八は、本使用許諾契約に起因するお客様側 
の損害について一切の責任を負いません。 

6. 外国為替法及び外国貿易法による規制 

本プログラムは、「外国為替及び外国貿易法第25条第1項」に基づいて規制される技術 
(役務）に該当します。このため、本プログラム、及び本プログラムをインストールし 
た本製品の日本国外への持ち出しには、日本政府による輸出許可が必要となる場合が 
あります。また、本プログラムの、日本国内に住所を持たない人への提供にも、日本 
政府による許可が必要となる場合があります。 

7. 日本に居住する人への限定提供 

本プログラムは、日本国内に居住する法人または個人にのみ提供されるものとします。 

8. 日本国法令の準拠 

本使用許諾契約は、日本国の法令に準拠し、これに基づいて解釈されるものとします。 
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ヤマ八ルーター製品のお客様 

サポートについて (サポ-卜規定） 

ヤマ八株式会社はルーター製品を快適に、またその性能 • 機能を最大限に活かしたご 
利用が可能となりますように以下の内容 • 条件にてサポートをご提供いたします。 

1. サポート方法 

① FAQ、 技術情報、設定例、ソリューション例等の Web 掲載 

② 電話でのご質問への回答 

③ お問い合わせフォームからのご質問への回答 

④ カタログ送付 

⑤ 代理店 • 販売店からの回答 

ご質問内容によっては代理店 • 販売店へご質問内容を案内し、代理店 • 販売店より 
ご回答させていただく場合がありますので予めご了承のほどお願い致します。 

2. サポート項目 

① 製品仕様について 

② お客様のご利用環境に適した弊社製品の選定について 

③ 簡易なネットワーク構成での利用方法について 

④ お客様作成の config の確認、及び log の解析 

⑤ 製品の修理について 

⑥ 代理店または販売店のご紹介 





3 .免責事項*注意事項 

① 回答内容につきましては正確性を欠くことのないように万全の配慮をもって行いま 
すが、回答内容の保証、及び回答結果に起因して生じるあらゆる事項について弊社 
は一切の責任を負うことはできません。 

また、サポートの結果又は製品をご利用頂いたことによって生じたデータの消失や 
動作不良等によって発生した経済的損失、その対応のために費やされた時間的•経 
済的損失、直接的か間接的かを問わず逸失利益等を含む損失及びそれらに付随的な 
損失等のあらゆる損失について弊社は一切の責任を負うことはできません。 

尚、これらの責任に関しては弊社が事前にその可能性を知らされていた場合でも同 
様です。但し、契約及び法律でその履行義務を定めた内容は、その定めるところを 
遵守するものと致します。 

② ファームウェアの修正は弊社が修正を必要と認めたものについて生産終了後2年間 
行います。 

③ 質問受付対応、修理対応は生産終了後5年間行います。 

④ 実ネットワーク環境での動作保証、性能保証は行っておりません。 

⑤ 期日•時間指定のサポート、及び海外での使用、日本語以外でのサポートは行って 
いません。 

⑥ お問い合わせの回答を行うにあたって、必要な情報のご提供をお願いする場合があ 
ります。情報のご提供がない場合は適切なサボートができない場合があります。 

⑦ 再現性がない、及び特殊な環境でしか起きない等の事象に関しては、解決のための 
時間がかかったり適切なサポートが行えない場合があります。 

⑧ オンサイト保守 • 定期保守等は代理店にて有償にて行います。詳細な内容は代理店 
にご確認をお願い致します。 

⑨ 他社サービス、他社製品、及び他社製品との相互接続に関してのサポートは弊社 
Web 上に掲載している範囲に限定されます。 

⑩ やむを得ない事由によりヤマ八ルーターの返品 • 交換が生じた場合は、ご購入店経 
由となります。尚、交換、返品に際しましてはご購入店、ご購入金額を証明する証 
憑が必要となります。 

⑪製品の修理は代理店 • 販売店経由で受付けさせて頂きます。弊社への直接持ち込み 
はできません。また、着払いでの修理品受付は致しておりません。発送は弊社指定 
の通常宅配便(国内発送のみ）にて行わせて頂きます。修理完了予定期間は変更にな 
る場合がありますのでご了承のほどお願い致します。尚、保証期間中の無償修理(無 
償例外事項)等の詳細規定は保証書に記載しております。 

⑫上記サボート規定は予告なく変更されることがあります。 
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RT 58 i でできること 



本製品はブロードパンドルーターやダイヤルアップルーター、 TEL ポート、 DSU、 
VoIP の機能を内蔵したブロードパンド VoIP ルーターです。 

ISDN のダイヤルアップ接続から CATV/ADSL 接続、専用線接続まで、さまざまなイン 
夕ーネット接続方法に対応できます。より高速な回線で接続したい場合でも、本製品 
の設定変更のみで対応できます。 

ブロー ドバンド & ISDN 対応 

FTTH や CATV、ADSL などのブロードパンド回線用モデムに接続できる WAN ポート 
に加えて、従来の ISDN ダイヤルアップルーター機能も装備しています。「インターネッ 
卜には FTTH 回線を接続し、電話は ISDN 回線を使用する」という環境でも、本製品1台 
で対応できます。 

ファイアウォール機能 

静的/動的の2種類のフィルタによるパケットフィルタリング機能で、外部からの不 
正アクセスに対してセキュリティを強化できます。不正アクセスや攻撃を検出した場 
合にお知らせする、不正アクセス検知機能も搭載しています。 

インターネット経由の音声通話 ( VoIP 通話） 

通話の相手先がインターネット電話機能を持ったネットボランチシリーズルーターを 
使用している場合には、プロパイダへの通信料だけでインターネットを経由して通話 
できます (NetVolante インターネット電話)。また、通常は ISDN 回線やアナログ回線を 
経由して電話する一方で、特定の相手にはインターネット経由で電話するように設定 
することもできます。 


PPTP による仮想プライべ一トネットワーク 

本製品は PPTP (Point to Point Tunneling Protocol) に対応しているため、インターネッ 
卜（ブロードパンド）回線を利用した仮想フライべートネットワーク (VPN) を構築する 
場合でも、より安全にデータをやり取りできます。 

L7\N と U\N を PPTP 方式で接続するだけでなく （PPTP-UXN 間接続）、外出先から 
PPTP 方式で LAN にリモートアクセスすることもできます。 


はじめに 
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かんたん操作 

• 本製品は設定のためのホームページ「かんたん設定ページ」を内蔵していますので、 
パソコンの Web ブラウザを使って本製品の基本的な設定を変更できます。 

• DOWNLOAD ボタンを押すだけで、内蔵ファームウエアをリビジョンアップ(パー 
ジョンアップ)できます。ご購入後に新しい機能が追加されても、最新の機能を利用 
できます。ファームウエアはヤマ八ルータホームぺージから最新版をダウンロード 
する以外に、 USB メモリに保存したファームウエアを使用することもできます。 

• STATUS ランプの状態を確認するだけで、プロパイダとの接続や VPN 接続、 IPIP に 
よるトンネル接続において、接続先の機器との通信が不可能な状態になっていない 
かを判別できます。 

その他の便利な機能を装備 

• 本製品の設定ファイルやログを、市販の USB メモリに保存できます（「使用上のご注 
意」 （9 ページ)をよくお読みの上、 USB メモリをお使いください)。 

• ISDN 回線で使用する場合は、今まで使っていた電話や FAX、 モデムなどを本製品の 
2つの TEL ポートに接続して、2台同時に使用できます。サブアドレスやフレックス 
ホン、ナンパー•ディスプレイ、レナンバー、ダイヤルインなど、各種の ISDN サー 
ビスにも対応しています。 




充実のヤマ八 ルーターホームページ 

ヤマ八ルーターホー厶ページ (http://NetVolante_jp/、http://www.rtpro.yarnaha.co.jp/) 
で、ヤマ八ルーターを使った高度な活用例や詳しい解説がご覧いただけます。 


はじめに 
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各部の名称とはたらき 



保護フィルムのはがしかた 

お買い上げ時の本製品の前面には、輸送中のキズつきを防ぐための保護フィルム 
が貼られています。フィルムをはがすときは、セロ八ンテープなどをフィルムに 
密着させてから、テープごと引きはがしてください。 




表面をつめなどで引っかかないでください。 
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① ランプ 

本製品の動作状態を示します。ランプの点灯状態と本製品の動作の関係については、「前 
面ランプの点灯状態」（次ページ)をご覧ください。 

• POWER :本製品の電源の状態を示します。 

• STATUS: 接続先の機器との通信が不可能な状態になっているかどうかを示します 
(246ページ)。 

• LAN : U \ N ポートの使用状態を示します。 

• WAN : WAN ポートの使用状態を示します。 

• LINE :本製品に接続したアナログ回線の状態を示します。 

• L1 : ISDN の回線状態を示します。 

• B1 : ISDN の B 1 チャネルの使用状態を示します。 

• B2 : ISDN の B 2 チャネルの使用状態を示します。 

• VoIP: VoIP 通話の使用状態を示します。 

• USB : USB 機器の接続、使用状態を示します。 

② USB ボタンとポート 

市販の USB メモリを使用して、設定ファイルのコピーやログの保存、リビジョンアッ 
プを実行できます。詳しくは「 USB メモリから設定する」 （243 ページ）および「 USB メ 
モリからリビジョンアップする」 （250 ぺージ )、 「USB メモリに設定情報とログを保存 
する」 （253 ぺージ)をご覧ください。 

USB メモリを取り外す際は、 USB ボタンを2秒間押し続けて接続を解除してから、 
USB メモリを取り外してください。 

③ DOWNLOAD ボタン 

DOWN LOAD ボタンによるリビジョンアップを許可するように設定している場合は、 
このスイッチを3秒間押し続けるとファームウエアのリビジョンアップを開始します。 
詳しくは、「最新の機能を利用する（リビジョンアップ)」 （247 ぺージ)をご覧ください。 
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POWER ランプ 

(§) 電源が入っています。 

◎ 電源が切れているか、または停電しています。 

STATUS ランプ 

m 通信が不可能な状態になっています。 

「 STATUS ランプが点灯しているときは」 （246 ぺージ)をご覧ください。 
◎ 通信が不可能な状態になっていません。 

LAN ランプ 

m u \ n が使用可能な状態です。 

...iff U \ N にデータが流れています。 

◎ U \ N が使用不可能な状態です。 

WAN ランプ 

m WAN が使用可能な状態です。 

...類... WAN に データが 流れています。 

◎ WAN が使用不可能な状態です。 

LINE ランプ 

(§) アナログ回線の電話で通話中です。 

アナログ回線の電話が着信しています。 

◎ アナログ回線の電話を使用していません。 

L1 ランプ 

m ISDN 回線/専用線が正常な状態です。 

◎ ISDN 回線/専用線が使用できない状態です。 

B1 ランプ 

(§) B 1 チャネルを使用しています。 

■ : 0r B 1 チャネルにデータが流れています。 

◎ B 1 チャネルが空いています。 

B2 ランプ 

⑩ B 2 チャネルを使用しています。 

•'iff B 2 チャネルにデータが流れています。 

◎ B 2 チャネルが空いています。 

VoIP ランプ 

⑩ VoIP 通話で通話中です。 

■ M - voip 通話が着信しています。 

◎ VoIP 通話を使用していません。 

USB ランプ 

®) USB メモリが USB ポートに差さっていて、アクセスしていません。 
USB メモリにアクセスしています。 

◎ USB メモリが USB ポートに差し込まれていません。または、ポート 
に差し込まれている USB メモリを取り外すことができる状態です。 



前面ランプの点灯状態 

⑯点灯•••画•••点滅◎消灯 


はじめに 
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上面スイッチ 



① 通風口 

内部の熱を逃がすための穴です。 

② 機器名 

本製品の機器名が記載されています。 

③ 認証番号 

本製品の認証番号が記載されています。 

④ TERM (ターミネータ）スイッチ 

ISDN 機器のターミネータ（終端抵抗)を設定します。 

• 本製品のターミネータを使用する場合： TERM スイッチを ON に設定します。 

• U 点を使用する場合： ON に設定します。 

⑤ NOR-REV (極性反転)および LINE - S / T スイッチ 

DSU スイッチが ON の場合と OFF の場合で、機能が異なります。 

• 内蔵の DSU を使用する場合 (DSU スイッチが ON ) : ISDN U / LINE ポートの極性を切 
り替えます。 

• 内蔵の DSU を使用しない場合 (DSU スイッチが OFF ) : ISDN 回線に接続する場合は 

「 SAT 」、 アナログ回線に接続する場合は 「 LINE 」 に設定します。 

⑥ DSU スイッチ 

本製品内蔵の DSU を入/切します。内蔵の DSU を使うときは 「 ON 」、 使わないときは 
「 OFF 」 にします。 
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① INIT スイ ッチ 

このスイッチを押しながら RESET スイッチを押すと、本製品の設定を工場出荷状態に 
戻すことができます。詳しくは、「本製品の設定を初期化する」 （283 ページ）をご覧く 
ださい。 

② RESET スイッチ 

本製品を再起動します。 

③ 電源コネクタ （DC 12 V ) 

付属の AC アダプタを接続します。 

④ アース 端子 

アースコードを接続します。必ず接続してください。 

⑤ LAN ポ _ 卜 

パソコンの U \ N ポートまたは HUB のポートと U \ N ケーブルで接続します。 

各 LAN ポートの下部には LINK ランプがあり、リンク状態によって消灯（リンク喪失）ま 
たは点灯（リンク確立)、点滅(データ転送中）します。 

© MAC アドレス 

U \ N 側と WAN 側それぞれに付与されている機器固有のネットワーク識別番号が記載さ 
れています。 「00 A 0 DE 3 B 0000, 1」という上図の例の場合、と WAN 側それぞれ 
の MAC アドレスは以下のようになります。 

• LAN 側 MAC アドレス： 00 A 0 DE 3 B 0000 

• WAN 側 MAC アドレス： 00 A 0 DE 3 B 0001 






















































































⑦ WAN ポート 

ケーブルモデムや ADSL モデム、 ONU と U \ N ケーブルで接続します。 


⑧ ISDN S/T ポート 

内蔵の DSU を使用する場合と使用しない場合で、機能が異なります。 

• 内蔵の DSU を使用する場合： このポートと他の ISDN 機器を ISDN ケーブルで接続し 
ます。 

• 内蔵の DSU を使用しない場合： このポートと DSU を ISDN ケーブルで接続します。 

⑨ ISDN U/LINE ポート 

ISDN 回線に接続する場合とアナログ回線に接続する場合で、機能が異なります。 

• ISDN 回線に接続する場合： ISDN 回線や専用線をモジュラーケーブルで接続します。 
• アナログ回線に接続する場合： アナログ回線にモジュラーケーブルで接続します。 

⑩ シリアル番号 

製品を管理/区分するための製造番号です。 

⑪ TEL ポート 

電話機や FAX などのアナログ機器とモジュラーケーブルで接続します。停電時の動作 
は、接続する回線によって異なります。 

• ISDN 回線に接続する場合： 停電時は、 TEL ポートに接続した電話機を使用して通話 
することはできません。 

• アナログ回線に接続する場合： 停電時は、 TEL 1 ポートのみ使用できます。 


⑫ CONSOLE ポート 

コンソールからの設定を行う場合に、パソコンの RS -232 C 端子（シリアルコネクタ）と 
接続します。詳しくは、 「 CONSOLE ポートから設定する」 （241 ページ)をご覧ください。 
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準備の流れ 



本製品を利用するには、以下の順序で準備を行う必要があります。 


ネットワーク接続設定に必要な準備を行う 


本製品にバソコンや回線を接続して、 
電源を入れる 


かんたん設定ページ」を開く 


本製品のパスワードを設定する 


本製品の日付 • 時刻を合わせる 


► 28 ページ 


► 54 ページ 


► 56 ページ 


► 60 ページ 


本製品の LAN 側 IP アドレスを設定する ^62 ぺージ 


LAN 内のパソコンの IP アドレスを 
変更する 


► 64 ページ 



ネットワ- 

-ク接続を設定する 

V 

接続方法によって、設定に必要な手順が 
異なります。詳しくは「インターネット >72ぺ-ジ 
への接続方法を選ぶ」をご覧ください。 

_ y 


準備6 


準備5 


準備4 


準備3 


準備2 


準備1 


準備する 
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準備を始める前にご用意ください 


ノ 7 —ス -1 ー ド 

アースコードは必ず接続してください。感電防止やノイズ防止の効果があります。 

LAN ケーブル 

パソコンの台数や距離に合わせて、1 0 BASE - T または100 BASE - TX 対応の U \ N ケーブ 
ルをご用意ください。 

ISDN ケーブル 

他の ISDN 機器の DSU を使用して ISDN 回線と接続する場合には、 ISDN ケーブルをご 
用意ください。 

モジュラーケーブル 

本製品の DSU を使って ISDN 回線と接続する場合、またはアナログ回線と接続する 
場合には、モジュラーケーブルをご用意ください。モジュラーケーブルは、市販の電 



話用ケーブルが使用できます (2 極用、 


6極用いずれも使用できます)。 


ビジネスホン専用の、特殊な結線のケーブルは使用できません。 

HUB 

本製品の U \ N ポートには、パソコンを4台まで直接接続できます。5台以上のパソコン 
を接続したい場合は、 10 BASE - T または1⑴ BASE - T >： 対応の HUB (またはスイッチン 
グ HUB など）をご用意ください。 

本製品を設置するネットワークの情報 

本製品の U \ N 側に設定する IP アドレスを、あらかじめ決定しておいてください。 


DHCP サーパを使用しているネットワークに本製品を接続する場合は、本製品の DHCP サー 
パ機能を動作しないようにする必要があります。詳しくはネットワークの管理者にご相談くだ 
さい。 


準備する 
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インターネットへの接続回線と電話回線の種類に 
I^IIVb ^ ^ よって、接続方法が異なります 

V_ 

本製品を設置する環境に合わせて、必要な接続 • 設定方法を選んでください。 


接続 

A 


接続 

B 


インターネットへの接続回線►ブロードバンド 
電話回線の種類 ► なし ( 接続しない） 

ブロードパンド ( ADSL や光ファイバー）でインターネットに接続して、電話回線は 
使用しない接続です。本製品に接続した電話機からは、インターネットを経由し 
た通話 (Vol P 通話）のみ利用できます。 




— 30ページ 


インターネットへの接続回線►ブロードバンド 
電話回線の種類 ► ISDN 回線 

ブロー ドパンド ( ADSL や光 フ ァイパー）でインターネットに接続して、通話用に 
ISDN 回線にも接続します。本製品に接続した電話機からは、通常の ISDN 回線を 
経由した通話以外に、インターネットを経由した通話 ( VoIP 通話）も利用できます。 



ブロードバンド接続 ISDN 回線/ VoIP 通話 


— 33ページ 












































接続 

c 


インターネットへの接続回線►ブロードバンド 
電話回線の種類 ► アナログ回線 


ブロードパンド ( ADSL や光ファイバー）でインターネットに接続して、通話用にア 
ナログ回線にも接続します。本製品に接続した電話機からは、通常のアナログ回 
線を経由した通話以外に、インターネットを経由した通話 ( VoIP 通話）も利用でき 


ます 



ブロードバンド接続アナログ回線/ VoIP 通話 


— ページ 



インターネットへの接続回線 ► ISDN 
電話回線の種類 ► ISDN 回線 

インターネットと通話用に、 ISDN 回線のみを使用します。本製品に接続した電話 
機からは、通常の ISDN 回線を経由した通話のみ利用できます。 



ダイヤルアップ接続 ISDN 回線のみ 


— >4® ページ 
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ブロードバンド回線のみに 
接続する [ 接続八 ] 

VoIP 通話を利用する場合は、本製品の TEL ポートに電話機を別途接続する必要があ 
ります。詳しくは、「インターネット経由で通話する ( VoIP 通話)」 （102 ページ)をご覧 
ください。 



パソコンの LAN ポートと本製品の LAN ポートを、 
LAN ケーブルで接続する。 



ケーブルモデムや ADSL モデム、 ONU の LAN ポートと 
本製品の WAN ポートを、 LAN ケーブルで接続する。 

プロパイダの資料や ADSL モデム、〇 NU の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

ケーブルモデムや ADSL モデム、 ONU とパソコンを直接接続している環境を本製品 
との接続に切り替えたり、設置されていたルータを本製品に置き換えた場合に、ァ 
ドレスが取得できないなどの原因で正常接続できないことがあります。場合により、 
環境の変更後に何らかの設定やリセット操作、指定時間(例:20分以上)待つこと、な 
どが必要となる場合があります。詳しくは、それらの取扱説明書の指示に従ってく 
ださい。 
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アース端子のネジを + ドライバで少しゆるめてから、 

アースコードをアース端子に接続して固定する。 

アースコー ドは必ず接続してください。感電防止やノイズ防止の効果があります。 


4 


アースコードをコンセントのアース端子へ接続する。 

アースコー ドは必ず コン セントの アース 端子に接続してください。ガス管などには、絶対 
に接続しないでください。 



付属の AC アダプタのコネクタを本製品の電源コネクタに接続し 
てから、 AC アダプタをコンセントに接続する。 

AC アダプタは、必ず本製品に付属のものを使用してください。他の AC アダプタを使用す 
ると、火災や感電、故障の原因になります。 


© AC アダプタを取0はずす場合は 

先に AC アダプタを取りはずしてから、アー スコー ドを取りはずしてください。 
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バソコンや HUB の電源を入れる。 

本製品の U \ N ランプと WAN ランプが点灯または点滅すれば正常です。 

© LAN ランプが点灯または点滅しない場合は 

• L 7 XN ケーブルが正しく接続されているかどうか、パソコンや HUB の電源が入っているか 
どうか確認してください。 

• 本製品に接続したすべてのパソコンおよび HUB の電源が入っていないときは、 LAN ラン 
プは点灯または点滅しません。 

© WAN ランプが点灯または点滅しない場合は 

本製品と ADSL モデム（またはケーブルモデムや ONU ) が正しく接続されているかどうか、 
ADSL モデム（またはケーブルモデムや ONU ) の電源が入っているかどうか確認してくださ 

い。 


これで本製品の接続操作は終了しました。 
引き続き、他の準備を行ってください。 


_54 5 s 释さぃ。 










I . ISDN 回線を接続する 

本製品の DSU を使って接続する場合 

通常はこの方法で接続します。 


上面スイッチ 



LJi®Q) h ~—~ H 

k A A A J 

—— <3XB-^DC12V o O UNK O O 

WAN 

u 

ISDN S/T ISD 

N U TEL 1 TEL 2 

糊 

CONSOLE \ 

- 1, I MAC 

1 l\ 1 OOAO 

ADDRESS 

DE3B000.1 

SER. NlMcP.001 

__a 


r 邏 
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可 1 




本製品上面の DSU スイッチを「 ON 」 に合わせる。 

本製品上面の NOR - REV スイッチを「 NOR 」 に合わせる。 
本製品上面の TERM スイッチを 「 ON 」 に合わせる。 


4 


回線のモジュラージャックと本製品の ISDN U / LINE ポートを、 
モジュラーケーブルで接続する。 


このスイッチ設定の場合、アナログ回線を接続しないでください。 


ブロードバンド回線で 
インターネツト接続する/ 
ISDN 回線で通話する[接続 b ] 


準備する 
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他の ISDN 機器の DSU を使って接続する場合 


他の ISDN 機器を本製品と同時に使用したり、外部の DSU を使用する場合のみ 、以 

下の手順に従って接続します。 


上面スイッチ 




本製品上面の DSU スイッチを「 OFF 」 に合わせる。 



本製品上面の NOR-REV スイッチを「 S / T 」 に合わせる。 



本製品のみの接続の場合は、本製品上面の TERM スイッチを 
「 ON 」 に合わせる。 

複数の ISDN 機器を接続する場合は、最遠端の機器のみ終端抵抗を 「 ON 」 にします。 


4 


DSU (または他の ISDN 機器の S/T ポート）と本製品の ISDN S / 
T ポートを、 ISDN ケーブルで接続する。 































































































Vi- 




[LAN 


O 



ケーブルモデムや 
ADSL モデム 、 ONU 


パソコンの LAN ポートと本製品の LAN ポートを、 
LAN ケーブルで接続する。 


ケーブルモデムや ADSL モデム、 ONU の LAN ポートと 
本製品の WAN ポートを、 LAN ケーブルで接続する。 

プロパイダの資料や ADSL モデム、 ONU の取扱説明書もあわせてご覧ください。 


ケ— 


勤 


-ブルモデムや ADSL モデム、 ONU とパソコンを直接接続している環境を本製品 
との接続に切り替えたり、設置されていたルータを本製品に置き換えた場合に、ァ 
ドレスが取得できないなどの原因で正常接続できないことがあります。場合により、 
環境の変更後に何らかの設定やリセット操作、指定時間(例:20分以上)待つこと、な 
どが必要となる場合があります。詳しくは、それらの取扱説明書の指示に従ってく 
ださい。 


2■プロードバンド回線やパソコン、電話機を接続する 



ISDN S/T ISDN U TEL 1 TEL 2 CONSOLE 、 \ 

—Q 


▲ 

▲ 


SER. N1M0010C 


i 

- d 


電話機やファックス機 






i する 
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電話機を本製品の TEL ポートに接続する。 

電話機を本製品に接続すると、 ISDN 回線を利用した通常の通話に加えて、 VoIP 通 
話機能を利用できます。詳しくは、「インターネット経由で通話する ( VoIP 通話)」（102 
ページ)をご覧ください。 

賊_ 

•本製品に接続した電話機は、停電時には通話できません。停電時に110や119などの緊 
急通話が必要な場合は、別回線の電話機や携帯電話などをお使いください。 

• 停電時に VoIP 通話機能を使用することはできません。 

• VoIP 通話機能で110や119などの緊急通話をすることはできません。 

•各 TEL ポートにはアナログ機器1台のみ接続できます。分岐アダプタや切替器などで2台 
以上接続した場合は、正しく動作しません。 

• TEL ポートにアナログ回線を接続しないでください。 


3 

B 準備する 
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3 ■電源を入れる 



アース端子のネジを+ドライバで少しゆるめてから、 

アースコードをアース端子に接続して固定する。 

アースコード は必ず接続してください。感電防止やノイズ防止の効果があります。 



アースコードをコンセントのアース端子へ接続する。 


アースコードは必ずコンセントのアース端子に接続してください。ガス管などには、絶対に 
接続しないでください。 



付属の AC アダプタのコネクタを本製品の電源コネクタに接続し 
てから、 AC アダプタをコンセントに接続する。 

AC アダプタは、必ず本製品に付属のものを使用してください。他の AC アダプタを使用す 
ると、火災や感電、故障の原因になります。 


© AC アダプタを取りはずす場合は 

先に AC アダプタを取りはずしてから、アー スコー ドを取りはずしてください。 
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LAN WAN \ / LI 



バソコンや HUB の電源を入れて、本製品の LAN ランプと WAN 
ランプ、 L 1 ランプが点灯または点滅することを確認する。 

本製品の U \ N ランプと WAN ランプ、 L 1 ランプが点灯または点滅すれば正常です。 


© LAN ランプが点灯または点滅しない場合は 

• L 7 XN ケーブルが正しく接続されているかどうか、パソコンや HUB の電源が入っているか 
どうか確認してください。 

• 本製品に接続したすべてのパソコンおよび HUB の電源が入っていないときは、 LAN ラン 
プは点灯または点滅しません。 

© WAN ランプが点灯または点滅しない場合は 

本製品と ADSL モデム（またはケーブルモデムや ONU ) が正しく接続されているかどうか、 
ADSL モデム（またはケーブルモデムや ONU ) の電源が入っているかどうか確認してくださ 

い。 

@ L 1 ランプが点灯しない場合は 

• 本製品と ISDN 回線が正しく接続されているかどうか、本製品のスイツチが正しく設定さ 
れているかどうか確認してください。 

•本製品の DSU を使って接続している場合には、上面の NOR - REV スイッチを 「 REV 」 に変 
えてみてください。 
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4. 接続した電話機にあわせて、設定を変更する 

電話機や FAX などを接続していない TEL ポートが「着信可能」に設定されていると、か 
かってきた電話がその TEL ポートに着信してしまい、回線が話し中にならない場合が 
あります。何も接続していない TEL ポートがある場合は、本製品に接続した電話機を 
使って、その TEL ポートを「使用しない」に設定してください。 

公ヒント 

すべての TEL ポートにアナログ機器を接続している場合は、この設定は不要です。 

瞬 Sat 

電話機のダイヤル設定は、必ず「卜ーン」（プッシュ）にして操作してください。卜ーンの機能が 
ない電話機では、設定できません。 




試しに177などに電話をかけてみる。 

電話がつながると、 B 1 ランプまたは B 2 ランプが点灯します。 

電話がつながることを確認したら、いったん受話器を置いて電話を切ります。 



受話器を上げて、電話機や FAX を接続していない TEL ポートの 
設定番号をダイヤルする。 

• TEL 1 ポートに電話機や FAX を 接続していない 場合: ㊣ ( D ①④①⑧④ 

• TEL 2 ポートに電話機や FAX を 接続していない 場合: ㊣⑧①④②⑧ (D 

「ピー」という音が聞こえて、設定が変更されます。 

@「ピー、ピー」と聞こえたときは 

設定内容が間違っていたり、設定が正常に行われていません。いったん受話器を置 
いて、もう1度ダイヤルし直してください。 


4 


受話器を置く。 

公ヒント 

その他の設定操作について詳しくは、「電話機で設定する」（234ページ)をご覧ください。 






これで本製品の接続操作は終了しました。 
引き続き、他の準備を行ってください。 


► 54 " 


こ: s 爲さぃ。 
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ブロードバンド回線で 
インターネツト接綠する/ 
アナログ回線で通話する[接続 C ] 


1■アナログ回線を接続する 

ADSL 回線を使用してインターネットに接続する場合 

インターネットへ ADSL 回線で接続して、スプリッタで分割したアナログ回線に電 
話機を接続している場合は、この方法で接続します。 

上面スイッチ 



ADSL モデム 


LAN 

LINE 

0 




本製品上面の DSU スイッチを「 OFF 」 に合わせる。 



本製品上面の LINE - S / T スイッチを「 LINE 」 に合わせる。 



ADSL 回線を接続していない方のスブリッタのモジュラージヤッ 
クと本製品の ISDN U / LINE ポートを、モジュラーケーブルで接 
続する。 
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光ファイバ回線または CATV 回線を利用してインターネットに 
接続する場合 

インターネットへ光ファイバ回線や CATV 回線で接続して、独立したアナログ回線に 
電話機を接続している場合は、この方法で接続します。 



上面スイッチ 


DSU 

oNrnQFF 


norIrev 

m 


ON UBJ OFF 
TERM 


3 + S 




本製品上面の DSU スイッチを「 OFF 」 に合わせる。 

本製品上面の LINE - S/T スイッチを「 LINE 」 に合わせる。 

回線のモジュラージャックと本製品の ISDN U/LINE ポートを、 
モジュラーケーブルで接続する。 





















































































2 ■ブロードバンド回線やパソコン、電話機を接続する 




パソコンの LAN ポートと本製品の LAN ポートを、 
LAN ケーブルで接続する。 



ケーブルモデムや ADSL モデム、 ONU の LAN ポートと 
本製品の WAN ポートを、 LAN ケーブルで接続する。 

プロパイダの資料や ADSL モデム、〇 NU の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

ケーブルモデムや ADSL モデム、 ONU とパソコンを直接接続している環境を本製品 
との接続に切り替えたり、設置されていたルータを本製品に置き換えた場合に、ァ 
ドレスが取得できないなどの原因で正常接続できないことがあります。場合により、 
環境の変更後に何らかの設定やリセット操作、指定時間(例:20分以上)待つこと、な 
どが必要となる場合があります。詳しくは、それらの取扱説明書の指示に従ってく 
ださい。 




















































































































3 

通話機能を利用できます。詳しくは、「インターネット経由で通話する ( VoIP 通話)」 
(102ページ)をご覧ください。 

• TEL 1 ポートに接続した電話機は、停電時にも通話することができます。ダイヤル回線を 
使用している場合に電話機が「プッシュ」の設定になっていると、停電時にダイヤルできな 
くなります。この場合は、電話機を「ダイヤル」の設定に切り換えてください。 

• 停電時に VoIP 通話機能を使用することはできません。 

• VoIP 通話機能で110や119などの緊急通話をすることはできません。 

•各 TEL ポートにはアナログ機器1台のみ接続できます。分岐アダプタや切替器などで2台 
以上接続した場合は、正しく動作しません。 

• TEL ポートにアナログ回線を接続しないでください。 


電話機を本製品の TEL ポートに接続する。 

電話機を本製品に接続すると、アナログ回線を利用した通常の通話に加えて 、 VoIP 


i する 
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3. 電源を入れる 



アース端子のネジを+ドライバで少しゆるめてから、 

アースコードをアース端子に接続して固定する。 

アースコードは必ず接続してください。感電防止やノイズ防止の効果があります。 



アースコードをコンセントのアース端子へ接続する。 


秘球 

アースコードは必ずコンセントのアース端子に接続してください。ガス管などには、絶対に 
接続しないでください。 



付属の AC アダプタのコネクタを本製品の電源コネクタに接続し 
てから、 AC アダプタをコンセントに接続する。 

AC アダプタは、必ず本製品に付属のものを使用してください。他の AC アダプタを使用す 
ると、火災や感電、故障の原因になります。 


© AC アダプタを取0はずす場合は 

先に AC アダプタを取りはずしてから、アー スコー ドを取りはずしてください。 

































LAN WAN 



バソコンや HUB の電源を入れて、本製品の LAN ランプと WAN 
ランプが点灯または点滅することを確認する。 

本製品の L 7\ N ランプと WAN ランプが点灯または点滅すれば正常です。 


© LAN ランプが点灯または点滅しない場合は 

• LAN ケーブルが正しく接続されているかどうか、パソコンや HUB の電源が入っているか 
どうか確認してください。 

• 本製品に接続したすべてのパソコンおよび HUB の電源が入っていないときは、 L 7\ N ラン 
プは点灯または点滅しません。 

© WAN ランプが点灯または点滅しない場合は 

本製品と ADSL モデム（またはケーブルモデムや ONU ) が正しく接続されているかどうか、 
ADSL モデム（またはケーブルモデムや ONU ) の電源が入っているかどうか確認してくださ 

い。 









4. 


觀?ア鷂讕餐管続した離機に 


「1 . アナログ回線を接続する」 (40 ページ)で本製品に接続した電話回線の種類に合わせ 
て、 TEL ポートに接続したプッシュボタン式電話機で本製品の設定を変更します。 


電話機のダイヤル設定は、必ず「卜ーン」（プッシュ）にして操作してください。卜ーンの機能が 
ない電話機では、設定できません。 



TEL 1 ポートに接続した電話機の 
受話器を上げて、「ツー」という発 
信音を確認する。 




電話機のポタンを押して、お使いのアナログ回線の種類を指定 
する。 

• プッシュ回線の場合：⑧⑧②⑧①③⑧ 

• ダイヤル回線 (10pps) の場合：⑧⑧②⑧①① (g) 

• ダイヤル回線 (20pps) の場合：㊣⑧②⑧①② (g) 

「ピー」という音が聞こえて、設定が変更されます。 

@「ピー、ピー」と聞こえたときは 

設定内容が間違っていたり、設定が正常に行われていません。いったん受話器を置 
いて、もう1度ダイヤルし直してください。 

@回線の種類がわからない場合は 

N 订との電話回線契約書類をご覧ください。 

それでもわからない場合は、 NTT までお問い合わせください （116) 



試しに177などに電話をかけてみる。 

電話がつながると、 LINE ランプが点灯します。 

電話がつながることを確認したら、いったん受話器を置いて電話を切ります。 







設定番号をダイヤルする。 


• TEL 1 ポートに電話機や FAX を 接続していない 場合: ㊣ ⑧①④①⑧④ 

• TEL 2 ポートに電話機や FAX を 接続していない 場合: ㊣ ⑧①④②⑧⑧ 

「ピー」という音が聞こえて、設定が変更されます。 

@「ピー、ピー」と聞こえたときは 

設定内容が間違っていたり、設定が正常に行われていません。いったん受話器を置 
いて、もう1度ダイヤルし直してください。 

受話器を置く。 

公ヒント 

その他の設定操作について詳しくは、「電話機で設定する」 （234 ぺージ)をご覧ください。 


アナログ回線をお使いの場合のご注意 

電話機を使った設定やインターネット電話機能など、本製品と電話機間は卜ーン（プッ 
シュ）で信号がやり取りされます。そのため、停電などによって本製品の電源供給が 
停止すると、トーン（プッシュ）回線用に動作するように設定された電話機がダイヤル 
回線と直結されることになります。この状態では、お使いの電話機によっては110や 
119などの緊急電話も含めて、外線通話できない場合があります。 

お使いの電話機にダイヤル/ I ^_ン切り換えスイッチがある場合は、「ダイヤル」に切り 
換えて通話してください。 

令ヒント 

•電話機をダイヤル回線用に設定しておき、常に「卜ーン」ボタン(通常は®ボタン）を押して 
から相手の電話番号をダイヤルすることで、停電時の問題を回避できる場合があります。 
•「トーン」ボタンはお使いの電話機によって異なります。詳しくは、お使いの電話機の取扱説 
明書をご覧ください。 






これで本製品の接続操作は終了しました。 
引き続き、他の準備を行ってください。 


►54 ? 


游さぃ。 
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4 


回線のモジュラージャックと本製品の ISDN U / LINE ポートを、 
モジュラーケーブルで接続する。 


■ ISDN 回線を接続する 


本製品の DSU を使って接続する場合 

通常はこの方法で接続します。 


上面ス 



-1| ^<5-^DC12V CD CD | ink CD CD 

/- 1, I MAC ADDRESS 

/ fl_OOAODE3BOOO,1 


7 


4 







ISDN 回線のみでインターネットへ 
接続ノ通話する [ 接続 D ] 


23 


SUD1RS 


5 
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他の ISDN 機器の DSU を使って接続する場合 

他の ISDN 機器を本製品と同時に使用したり、外部の DSU を使用する場合のみ 、以 

下の手順に従って接続します。 


上面スイッチ 




本製品上面の DSU スイッチを「 OFF 」 に合わせる。 



本製品上面の NOR-REV スイッチを「 S / T 」 に合わせる。 



本製品のみの接続の場合は、本製品上面の TERM スイッチを「 ON 」 
に合わせる。 

複数の ISDN 機器を接続する場合は、最遠端の機器のみ終端抵抗を 「 ON 」 にします。 


4 


DSU (または他の ISDN 機器の S/T ポート）と本製品の ISDN S / 
T ポートを、 ISDN ケーブルで接続する。 























































































2 ■パソコンと電話機を接続する 



パソコンの LAN ポートと本製品の LAN ポートを、 
LAN ケーブルで接続する。 


2 


電話機を本製品の TEL ポートに接続する。 

電話機を本製品に接続すると、 ISDN 回線を利用した通常の通話に加えて、 VoIP 通話 
機能を利用できます。詳しくは、「インターネット経由で通話する ( VoIP 通話)」 （102 
ページ)をご覧ください。 


•本! 




本製品に接続した電話機は、停電時には通話できません。停電時に110や119などの緊急 
通話が必要な場合は、別回線の電話機や携帯電話などをお使いください。 

停電時に VoIP 通話機能を使用することはできません。 

VoIP 通話機能で110や119などの緊急通話をすることはできません。 

各 TEL ポートにはアナログ機器1台のみ接続できます。分岐アダプタや切替器などで2台 
以上接続した場合は、正しく動作しません。 





準備する 
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3 ■電源を入れる 



アース端子のネジを+ドライバで少しゆるめてから、 

アースコードをアース端子に接続して固定する。 

アースコードは必ず接続してください。感電防止やノイズ防止の効果があります。 



アースコードをコンセントのアース端子へ接続する。 


アースコードは必ずコンセントのアース端子に接続してください。ガス管などには、絶対に 
接続しないでください。 



付属の AC アダプタのコネクタを本製品の電源コネクタに接続し 
てから、 AC アダプタをコンセントに接続する。 

AC アダプタは、必ず本製品に付属のものを使用してください。他の AC アダプタを使用す 
ると、火災や感鼋、故障の原因になります。 


© AC アダプタを取0はずす場合は 

先に AC アダプタを取りはずしてから、 アースコー ドを取りはずしてくださし、。 
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パソコンや HUB の電源を入れて、本製品の LAN ランプと L 1 ラ 
ンプが点灯または点滅することを確認する。 

本製品の LAN ランプと L 1 ランプが点灯または点滅すれば正常です。 


© LAN ランプが点灯または点滅しない場合は 

• LAN ケーブルが正しく接続されているかどうか、パソコンや HUB の電源が入っているか 
どうか確認してください。 

• 本製品に接続したすべてのパソコンおよび HUB の電源が入っていないときは、 LAN ラン 
プは点灯または点滅しません。 

© L 1 ランプが点灯しない場合は 

• 本製品と ISDN 回線が正しく接続されているかどうか、本製品のスイッチが正しく設定さ 
れているかどうか確認してください。 

• 本製品の DSU を使って接続している場合には、上面の NOR - REV スイッチを 「 REV 」 に変 
えてみてください。 
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4. 接続した電話機にあわせて、設定を変更する 

電話機や FAX などを接続していない TEL ポートが「着信可能」に設定されていると、か 
かってきた電話がその TEL ポートに着信してしまい、回線が話し中にならない場合が 
あります。何も接続していない TEL ポートがある場合は、本製品に接続した電話機を 
使って、その TEL ポートを「使用しない」に設定してください。 

公ヒント 

すべての TEL ポートにアナログ機器を接続している場合は、この設定は不要です。 

瞬 Sat 

電話機のダイヤル設定は、必ず「卜ーン」（プッシュ）にして操作してください。卜ーンの機能が 
ない電話機では、設定できません。 




試しに177などに電話をかけてみる。 

電話がつながると、 B1 ランプまたは B2 ランプが点灯します。 

電話がつながることを確認したら、いったん受話器を置いて電話を切ります。 



受話器を上げて、電話機や FAX を接続していない TEL ポートの 
設定番号をダイヤルする。 

• TEL 1 ポートに電話機や FAX を 接続していない 場合: ㊣ ( D ①④①⑧④ 

• TEL 2 ポートに電話機や FAX を 接続していない 場合: ㊣⑧①④②⑧ (D 

「ピー」という音が聞こえて、設定が変更されます。 

@「ピー、ピー」と聞こえたときは 

設定内容が間違っていたり、設定が正常に行われていません。いったん受話器を置 
いて、もう1度ダイヤルし直してください。 


4 


受話器を置く。 

公ヒント 

その他の設定操作について詳しくは、「電話機で設定する」（234ページ)をご覧ください。 


これで本製品の接続操作は終了しました。 
引き続き、他の準備を行ってください。 


► 54 s 爲 さぃ, 
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「かんたん設定 ページ〕 を開く 

本製品の設定の変更は、本製品に接続したパソコンの Web ブラウザから本製品の「か 
んたん設定ページ」を開いて行います。 

「かんたん設定ページ」を開くには、以下の手順で操作します。 

• 「かんたん設定べージ」を使用するには、 Windows 版 Internet Explorer 6.0 以降の Web ブラ 
ウザ、または、 MacOSX 版 Safari 2.0 以降の Web ブラウザが必要です。 

• 本書では Windows XP と Internet Explorer 6.0 の画面を例に説明します。他の環境の場合は 
画面表示が多少異なりますが、操作は同じです。 

なヒント 

TELNET ソフトウェアでコンソール画面からコマンドを入力して、「かんたん設定べージ」より 
も詳細な設定を行うことができます（コンソールコマンド）。 TELNET ソフトウェアで本製品に 
接続する方法については231ぺージ、本製品で使用できるコマンドについては「コマンドリフ 
アレンス」をご覧ください。 


ファイルを閎く 




ドキュメントやフォルダを聞くには、インターネットアドレスまたはパスを 


入ガ Lt くだざレ。 

聞く® 


http ：// setup.netvo lante . jp / 


入力する 


□ Web フォルダとして閉く© 


0K 


3^ クリックする Q 


Net 

^ffolante 


參 YAMAHA 


























































本製品の電源が入っていることを確認する。 

パソコンで Web ブラウザを起動して、「ファイル」メニューから 
「開く」を選ぶ。 



「 http :// set 叩 . netvolante . jp /」 と半角英字で入力してから、 
「0 K 」 をクリックする。 

「かんたん設定ページ」のトップぺージが表示されます。 

© 「かんたん設定ページ」のトップページが表示されないときは 

「『かんたん設定ページ』で設定できない」（259ページ)をご覧ください。 


かんたん設定ページ」の見かた 

現在の画面名を示します。 ヘルプ画面を表示します。 



必要にあわせて設定を行います。設定した内容を確定して、 設定した内容を保存せずに、 

本製品に保存します。 トップページに戻ります。 
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パスワードを設定する 

工場出荷状態では本製品にパスワードが設定されていません。セキュリティ対策を行 
う上でも、パスワードを設定することをおすすめします。パスワードを設定すると、 

本製品にアクセスする際にパスワード入力が必要となるので、第三者が本製品の設定 
を変更することが困難になります。 

本製品のパスワードには「管理パスワード」と「ログインパスワード」の2つがあります。 
まず「管理パスワード」を設定し、引き続き「ログインパスワード」を設定します。 


Net 

^Kolante 


SYAMAHA 


新しくブロノ〖イダの設定を行ったり、修正したりします。 

1 ブロバイダ情報の設定| 


電話、 VoIPO 設定を行ったり、変更したりします。 

* IS の踩 j 


より詳細な設定を行ったり、本製品の通信記録を参照したりしま 
す。 


クリックする 



























































































SSH サーバ 機能 


SSH サーバ 棵隹 

〇使用する ® 使用しない 

SSH の利用を許 51 する本スト 

| すべて許可す 5 v| 

IP アドレス指定 

1 1 

同時に接耪できる ユーザ 数 

\EM 


設定の確定 3-4 4 クリックする I 

〔トップへ s る I 
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「かんたん設定ページ」のトップページの「詳細設定と情報」を 
クリックする。 

「詳細設定と情報」画面が表示されます。 

「ユーザとアクセス制限の設定 ( HTTP 、 TELNET 、 SSH )」 の「設 
定」をクリックする。 

「ユーザとアクセス制限の設定」画面が表示されます。 

「管理パスワード」欄に本製品のパスワードを入力する。 

入力したパスワードの文字は、❿で表示されます。 

「設定の確定」をクリックする。 

設定したパスワードが有効になり、確認画面が表示されます。 

「トップへ戻る」をクリックする。 

パスワード入力画面が表示されます。 

手順3で入力した本製品のノ ゞ スワードを「パスワード」欄に 
入力してから、 「0 K 」 をクリックする。 

「かんたん 設定 ページ」 のトップ ぺージ に戻ります。 

引き続き、本製品のログインパスワードを設定します。 

なヒント 

「ユーザー名」欄には、何も入力する必要はありません。 































Net 

^Kolante 


©YAMAHA 



新 IX ブロノ彳イダの設定を行ったり、修正したりします。 

jj プ□バイダ情報の設定| 


電話、 VoIP の設定を行ったり、変更したりします。 

電話の設定 」置 


より詳細な設定を行ったり、本製品の通信記録を参照したりしま 
す。 


詳細設定と情報 


an 7クリックする 


本体の設定(日付•時刻、ブザ-) 


agJl 


ユーザとアクセス制限の設定 ( HTTP 、 TELNET 、 SSH ) 


USB ホスト機能の設定 


詳細設定と情報 


8クリックする 


ユーザとアクセス制限の設定 


[トップ] > [詳細設定と情報 ] > [ IL ーザとアクセス制限の設定] 


.ー ザとパスワードの設定 


ユーザの登録 a : 〇 


I ヘルプ] 


設定 


設定- 


i -4 9クリックする 


詳細設定と情報 


無名ユーザの設定 


I ヘルプ| 


[トッゴ] > [詳細設定と惜報] > b —ザとアクセス制限の設定] > [無名ユーザの設定] 


無名ユーザの設定 



1""" -brnmm 

10入力する 

号化して保存する 

r 

ログインパスワード - 飞 

□ロヴインバスワードを暗 

昇:^ント■によ5钟ュ-ザへの o ft；IUs い 


コネクションの制限 


® 全ての接続を許可する 
〇全ての接続を禁止する 
〇接続方法ごとに許可する 

□シリアルコンソールからの接続を許可する 
□ TELNET による接続を許可する 
□リモートセツトアッゴによる接続を許可する 


接袋の許可 
IP アドレス指定 


丨すべて許可 t る 






設定の確定- 


11クリックする 














































































































「かんたん設定ページ」のトップページの「詳細設定と情報」を 
クリックする。 

「詳細設定と情報」画面が表示されます。 



「ユーザとアクセス制限の設定 ( HTTP 、 TELNET 、 SSH )」 の「設 
定」をクリックする。 

「ユーザとアクセス制限の設定」画面が表示されます。 



「無名ユーザ」欄の「設定」をクリックする。 

「無名ユーザの設定」画面が表示されます。 
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11 

12 


「ログインパスワード」欄に、ログイン用のパスワードを入力する。 

入力したパスワードの文字は、•で表示されます。 

「設定の確定」をクリックする。 

設定したパスワードが有効になり、確認画面が表示されます。 

「トップへ戻る」をクリックする。 

「かんたん設定 ページ」 のトップ ページに 戻ります。 




日付 • 時刻を合わせる 

「本体の設定」画面で、本製品の日付と時刻を合わせます。 


Net 


^olante _ #YAMAHA 


新 lx ブロ/彳イダの設定を行ったり、修正したりします。 


ブロバイダ情報の設定 


電話、 VoIP の設定を行ったり、変更したりします。 

電話の設定 






より詳細な設定を行ったり、本製品の通信記録を参照したりしま 
す。 


クリックする 


UPnP の設定 


設定コ 


LAN の設定 (IP アドレス' DHCP サーバ） 


設定 JI 


本体の設定(日付•時刻、ブザー） 


クリックする 


ユーザとアクセス制限の設定 (HTTP、TELNETs SSH) 



ra い合せ先 htp サーバ 


0下記設定 W 
[ 2006 J 年[〇9 ]^|〇9 || 


3 |09峙 [00 |分 |00 |秒 

4入力する 


NTP サーバによる自助 P 整 日：^吏わない ^]]〇1" 34 ] 


ブザー 設定 ! 

0以下の状態変化(通知条件)をブザーで知らせる 


□ TEL ボートの格続と切断をしたときにブザーで知6せる 


0デ'-5通信の接続と切断をしたとき1こプザ'-で知らせる 

プザー通知条件 

0 MP0SDN 回線で1 28kbit/s> で掊続したときにプザーで知らせる 


0不正アクセスを検知したとき1こゴザーで知らせる 
(つ7イ7勹:*—ル榴能） 


0 US ノ i •イスの状態をブザーで知6せる 


設定の確定 3-4 5 クリックする 


I トップへ戻る I 































































































「かんたん設定ページ」のトップページの「詳細設定と情報」を 
クリックする。 

「詳細設定と情報」画面が表示されます。 



「本体の設定(日付 • 時刻、ブザー)」の「設定」をクリックする。 

「本体の設定」画面が表示されます。 



「日付と時刻の設定」欄の、「下記設定日時に変更する」に 
チェックを付ける。 
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日付と時刻を入力する。 

公ヒント 

あらかじめ少し先の時刻を入力しておき、時報と同時に「設定の確定」をクリックするとより 
正確に時刻合わせできます。 

「設定の確定」をクリックする。 

確認画面が表示されます。 



「トップへ戻る」をクリックする。 

「かんたん設定べージ」のトップぺージに戻ります。 


本製品の時刻を自動的に合わせたいときは 

インターネット上の NTP サーバ(時刻配信サーバ)を利用して、本製品の時刻を自動 
的に合わせることができます。また、 NTP サーバを利用して手動で時刻を合わせたり、 
時刻を直接入力して合わせたりすることもできます。 

詳しくは、「本体の設定」画面のヘルプをご覧ください。 

•本製品のセキュリティ設定によっては、 本製品だけでなく U\N 内のパソコンからも NTP 
サーバを利用して時刻を合わせられない場合があります。外部の NTP サーバを利用する 
場合は、フィルタの設定を変更してください （186 ページ)。 

• ファイアウォール機能のセキュリティレベルが4または5 (静的セキュリティフィルタ）に 
設定されている場合は、 NTP サーバからの応答パケットが破棄されてしまうため、時刻 
を合わせることができません。 

この方法で時刻を合わせるときは、ファイアウォール機能のセキュリティレベルを6また 
は7 (動的セキュリティフィルタ）に設定してください （186 ページ)。 
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LAN 側 IP アドレスを設定する 

ブロードパンド回線または ISDN 回線を経由して異なる場所の IAN 同士を接続する場 
合は、それぞれの U\N のネットワークアドレスが重複しないようにする必要がありま 
す。それぞれの U\N の新たなネットワークアドレスを決めて、本製品とパソコンに新 
たなネットワークアドレスに応じた IP アドレスとネットマスクを設定してください。 

瞬綠 

すでに異なるネットワークアドレスが設定されている場合には、そのネットワークアドレスに 
応じた IP アドレスとネットマスクを本製品に設定してください。本製品には、 L7\N 内にすで 
に設置されている他の機器の IP アドレスと重複しない IP アドレスを設定してください。 



電話、 VoIP の設定を行ったし人変更したりします。 

電話の設定 

JI 





よ y 詳縦 s 設定を行つ r こり'本製品の通信記参照 u こ yut 詳 _ 設定と j 1 クリックォ叉 



2クリックする 


「かんたん設定ページ」のトップページの「詳細設定と情報」を 
クリックする。 

「詳細設定と情報」画面が表示されます。 



「LAN の設定 (IP アドレス、 DHCP サーバ)」をクリツクする。 

「 U\N の設定」画面が表示されます。 






























































詳細設定と情報 


[トップ] > [詳細設定と惜報]> [ LAN の設定] 


L^N ポートの P アドレス設定 


LAN の設定 


I 1 •■ヘルプ| 


プライマリ - ip アドレス 


® 1192.168 .200.1 


〇 DHCP クライアント 


1255.255 .255.0 C4tf ット） 


セカンダ IJ _ IP アドレス 


® 「 


〇 DHCP クライアント 


[255.255.255.0 G4e ； ット〉 v| 



WAN ポート (LAN2) の IP アドレス設定 


WAN ボート ( LAN 2 ) を LAN としてゆ用しない v 


DHCW —バ機能 


□ DHCP サーメ彳機能を使用する 


3入力する 


識另リ番号 IP アドレスの割り当て範囲 ネットマスクビット数 スコープの削 

1 192 . 168 . 100.2 〜 192 . 168 . 100 .191 255 . 255 . 255.0 (24 ビット） □ 

[i ] [192.168.200.2 1~[?92.1 68.200.19l][255.255.255.0 <24 h) v] 



4 入力する 


設定の確定- 


5クリックする 


「 LAN ポートの IP アドレス設定」欄に、本製品の LAN 側 IP アド 
レスを入力する。 

プライマリ • IP アドレス 

新たに決めたネットワークアドレスに応じた IP アドレスとネットマスクを入力する。 


「DHCP サーバ機能」欄に、 LAN 内のパソコンに割り当てる IP ア 
ドレスを入力する。 

IP アドレスの割り当て範囲 

本製品の IP アドレスとは重複しないように、害！]り当てる IP アドレスの範囲を入力します。 
ネットマスクビット数には、本製品のネットマスクと同じ値を入力します。 

「設定の確定」をクリックする。 

確認画面が表示されます。 


「実行」をクリックしてから、パソコンの IP アドレスを変更する。 

パソコンの IP アドレスを変更するには、次べージからの説明をご覧ください。 


























































LAN 内のパソコンの IP アドレスを 
変更する 

U\N のネットワークアドレスを変更した場合には、本製品以外にも U\N 内のパソコン 
の IP アドレスとネットマスクも変更する必要があります。なお、 U\N 内にパソコン以 
外の機器も設置されている場合には、それらの機器の IP アドレスとネットマスクもあ 
わせて変更する必要があります。それらの機器の設定方法については、各機器の取扱 
説明書をご覧ください。 

本製品を設置した LAN のネットワークアドレスを変更していない場合は、 U\N 内のパソコン 
の IP アドレスを変更する必要はありません。 


Windows 2000の場合 


「スタート」ボタンをクリックして、「設定」-「コント ロール パネ 
ノレ」をクリックする。 



「ネットワークとダイヤルアップ接続」をダブルクリックする。 


7Hlk'D Ki< & ワ -lkfP へ A •ブ QJI 

麵 Ci » -» • Qnr« 








卜!!-ルパネ H * 



， .、，:， 

IQ 4ir da 4 # 



騸 Ui 

' jxtu . X ^ rftii *9 似 

省^ J 也 


ダブルクリックする 



本製品を接続しているネットワークボード名の「ローカルエリア 
接続」をクリックして選んでから、「ファイル」メニューから「プ 
ロパテイ」を選ぶ。 


7HIHD ■»© 桃:、⑽ 

•蟑 ，: SI | 教 Mt | W 3 

7 -FWiii 


ヘルプ Oil 

>13. 


JLiOjjiJ 


3 パ *** 1 


■^J 


4 Q 




㈣ t _ 7 




クリックする 
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リストの「インターネットプロトコル ( TCP / IP )」 を選んでから 
「プロパティ」をクリックする。 


クリックする 


「 IP アドレスを自動的に取得する」を選んでから、「詳細設定」を 
クリックする。 



クリックする 



「 DNSj タブをクリックしてから「この接続のアドレスを DNS に 
登録する」のチェックを外し、 「0 K 」 をクリックする。 


不適切な名前の解決に使用 t るオプションを逞択してく技 U 以下の設定は 

TCP/IP が使用可能になっている接続すべてに適用されます 

^ ブライマリおよ U 接続専用の DNS サフィックスを追加する (£) 

W プライマリ DNS サフィックスの親サフィッ奴を追加する凶 
r 以下の DNS サフィックスを川目(こ追加する (d): 


Jj 

追加©... I 編実 CD ... | 肖|滁她 | 


こ中祎荇 /n pns 计つィ、 v り i/s)- | 


r P) 掊筏のァトしスを DNS に登择 f る膝 -^^g クリツクする 

「 「山拐后小 orj-, 卄つ.,...■りつ芩 Dr-j：-, 旮綠に使う ( Li ) ' 



1 0K — クリックする 


「TCP/IP 詳細設定」画面が閉じます。 
































































「0 K 」 を何回かクリツクして、「インターネツトプロトコル ( TCP / 
IP ) のプロパティ」画面と「口ーカルエリア接続のプロパティ」画 
面を閉じる。 



「スタート」ボタンをクリックして、「プログラム」-「アクセサリ」 
-「コマンドプロンプト」をクリックする。 
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「ioconfia /release 」 と入力してから、 Enter キーを押す。 



パソコンに割り当てられていた ip アドレスが解放されます。 



新たな I p アドレスがパソコンに割り当てられます。 
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LAN 上のすべてのパソコンに対して手順1〜8の操作を繰り返 
し、すべてのバソコンが異なる IP アドレスを持つように設定する。 










Windows XP の場合 


「スタート」 ポタンをクリックして、「コント ロールパネル」 をク 
リックする。 



「ネットワークとインターネット接続」をクリックする。 



4 


ネットワーク接続」をクリックする C 


E, itWilWiAi 


y 〇•ネ， W-5t イン，-?.， 




作業を選びます 


”プゎ ; ‘ンヴ H 

•' T ' ■ ' I 

__ 

— ^^^^1クリックォる 


ローカル エリア接続」のアイコンをクリックする。 


TrAK^V 你 t . 

〇 




WO 'HWtrtrtflS 

II 9 令- I.WJ7.S4 I 

■ * つ- 51 セ， f ァ，ァれ 

■ 鼸••纗 H 

I ”产撕她-チ* | 




クリックする 


この接続の設定を変更する」をクリックする。 















































「インターネツトプロトコル( TCP / IP )」を選んでから、「プロパ 
テイ」をクリックする。 



クリックする 


「IP アドレスを自動的に取得する」と 「DNS サーバーのアドレス 
を自動的に取得する」を選んでから、 「0 K 」 をクリックする。 



「口ーカルエリア接続のプロパティ」画面で 「0 K 」 をクリックする。 


「スタート」ボタンをクリックして、「すべてのプログラム」-「ア 
クセサリ」-「コマンドプロンプト」をクリックする。 


6 



8 9 



準備する 


68 
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「ipconfig / release 」 と入力してから、 Enter キーを押す。 



パソコンに割り当てられていた ip アドレスが解放されます。 

「ipconfia / renew 」 と入力してから、 Enter キーを押す。 



新たな ip アドレスがパソコンに割り当てられます。 



LAN 上のすべてのパソコンに対して手順1〜8の操作を繰り返 
し、すべてのバソコンが異なる IP アドレスを持つように設定する。 







MacOSX (10.4)の場合 


アップルメニューから「ネットワーク環境」-「ネットワーク環 
境設定」を選ぶ。 



「内蔵 Ethernet 」 を選んでから、「設定」をクリックする c 

00O 


ネツトワーク 


► I [ すべてを表示 


A 


ネットワーク環境：自動 


自動 

: 3 


' ネットワークの状況 

3 


蔵 Ethernet" は現在使用中で、 _P アドレス 
れています • •内蔵 EthernetTi 由でインター 


❿内蔵モデム 


AirMac は現在" W” です 


蔵モデム *»S»S されていません • 


設定... 


クリックする 


クリックする ⑦ 



以下のように設定されていることを確認してから、 「DHCP リー 
スを更新」をクリックする。 

• ネットワーク環境:自動 
• IPv 4 の設定: DHCP サーパを参照 


0 〇 〇 ネットワーク 

[< ►] I すべてを表示] Q . 

ネットワーク 環境： raja 確認する 

表示： 内蔵 Ethernet 


IPv 4 の設定： DHCP サーバを参照一"二^^^^ 確 1 忍する 



クリックする 

サブネットマスク： DHCP クライアント ID : 

(必要な場合〉 

ルーター： 


DNS サーバ： | (オプシ3ン） 



検索ドメイン： （オプション） 

IPv 6 アドレス： 

( IPv 6 を設定... ) fy ) 
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「今すぐ適用」をクリックする c 


eoo 


I ， ► 丨〔すべてを表示| 


ネットワーク理境：自動 


ネットワーク 



自動 

T | 


内蔵 Ethernet 

マ] 


TCP/IP I PPPoE AppleTalk プロキシ Ethernet 


IPv4 の設定： DHCP サーバを参照_ : I 

IP アドレス： 

サブネットマスク： DHCP クライアント ID 

ルーター： 

DNS サーバ： 


DHCP リースを更新 


検索ドメイン： 
IPv6 アドレス： 


Q IPv6 を設定… ) 

i i* 1 変更できないようにするにはカギをクリックします。 ( アシスタント ( 今すぐ a 


クリックする 



LAN 上のすべてのパソコンに対して手順1〜4の操作を繰り返 
し、すべてのバソコンが異なる IP アドレスを持つように設定する。 




































インターネットへの 
接続方法を選ぶ 



本製品はさまざまな回線接続方法に対応しています。接続方法によって必要な回線契 
約やプロバイダ(インターネット接続業者）との接続契約が異なりますので、接続方法 
に合わせて説明をご覧ください。 


ブロードバンド回線でインターネットへ 
常時接続する 


►73 ページ 


フレッツ • ISDN でインターネツトへ常時接続する >83 ページ 


ISDN 回線で必要なときだけインターネットへ 
接続する 


►89 ページ 


ネットワーク型接続サービスでインターネットへ 


常時接続する 

►95ぺ_ジ 

ノ 

• PPPoE ネットワーク型接続： 95 ページ 

• unnumbered 接続： 95 ページ 

V. 


•プ [ 




ロバイダ契約を解除/変更した場合は、必ず本製品の接続設定を削除または再設定してく 
ださい。削除しないままお使いになると、回線業者やプロバイダから意図しない料金を請求 
される場合があります。 

本製品をルータとしてお使いになる前（または新たにプロバイダ契約を行う前）に、必ずルー 
夕経由による複数パソコンの同時接続が、プロバイダによって禁止されていないかどうかご 
確認ください。プロバイダによっては、禁止もしくは別の契約が必要な場合があります。契 
約に違反して本製品を使用すると、予想外の料金を請求される場合があります。禁止されて 
いる場合は、プロバイダと別途必要な契約を行うか、同時接続を禁止していない他のプロバ 
イダと契約してください。 


に接続する 


インタ I ネツ 
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ブロードバンド回線で 
インターネットへ常時接続する 

(PPPoE/CATV) 

本製品の「かんたん設定ページ」で接続先を設定して、インターネットに接続します。 
ネットワーク型 PPPoE 接続や unnumbered 接続を使用する場合は、「ネットワーク型 
接続サービスで常時接続する（ネットワーク型 ADS い B フレッツ接続)」 (95 ぺージ)を 
ご覧ください。 



設定する前に 


•プ [ 




プロ バイダ契約を解除または変更した時は、必ず本製品の接続設定を削除または 再 設定して 
ください。削除しないまま使っていると、回線業者や プロ バイダから意図しない料金を請求 
される場合があります。 

• インターネットへ常時接続する場合は、インターネット側から不正なアクセスや攻撃を受け 
る危険性が高くなります。セキュリティには十分ご注意の上、お使いください。詳しくは「セ 
キュリティを強化する」 （182 ページ)をご覧ください。 

• 本書では Windows XP と Internet Explorer 6.0の画面を例に説明します。他の環境の場合は 
画面表示が多少異なりますが、操作は同じです。 

プロバイダの設定資料を用意してください 

接続先を設定してインターネットに接続するには、プロパイダから通知される以下の 

情報が必要です(接続方法によっては、必要のないものもあります)。 

• ユーザ ID (認証 ID 、 アカウント名） 

• パスワード（認証パスワード、初期パスワード） 

• IP アドレス 

• ネツトマスク 

• ネームサー パアドレス （DNS サー バアドレス、 ネームサー パ IP アドレス 、 DNS サー 
パ IP アドレス） 

• デフオルト • ゲートウエイ • アドレス 


インタ I ネツトに接 Sb する 
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接続方法を確認する 


Net 

^folante 



# YAMAHA 

ヘルプ 


新 LX ブロノ ^イダの設定を行ったり、修正したりします。 


クリックする 


電話、 VoIP の設定を行ったり、変更したりします。 


電話の設定 


/纖な設定を行ったり、繼の通信記録を参贴りしま 



プロバイダの設定1/4 回線の種類と接続方法 


回線の種類と接続方法を設定します。順番に設定を入力してください 


^^5 


プロバイダの新規登録 


〇 CATV インターネこット、ま?■こは PPPoE を用いない羅莱型ス DSL 接 

〇 PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続(フレッツ ■ ADSL 、 B フレッツ） 



2確認する 


〇 ISDN 回線で必要に応じて接続/切断を行ぅ端末型接続 
〇端末型フレッツ 'ISDN ( ISDN 回線による端末型ブロ； W ダ接続） 

〇 IPv 6/ IPv 4 同時接続(ブラグ■アンドづレイ機能)を行う ADSL 接続 


3クリックする 


「かんたん設定ページ」のトップページで、「プロバイダ情報の設 
定」をクリックする。 

本製品のブロードパンド回線自動判別機能が動作して、接続した回線に合わせた接続 
方法が選ばれた画面が表示されます。 


秘球 

• 本製品の WAN ポートにブロードバンド回線を接続していない場合は、自動判別機能は動 
作しません。 

• 回線自動判別機能を一度実行すると、次回から自動判別は行いません。 


B インタ I ネツトに接続する 
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自動判別された接続方法を確認する。 


「 CATV インターネット、 

または PPPoE を用いない 
端末型 ADSL 接続」が 
選ばれた場合 

「 CATV インターネット、または PPPoE を用いない端末型 ADSL 接続」が選ばれる代 
表的な接続サービスは、以下の通りです。 

• Yahoo ! BB 

• アッカ.ネットワークス ( ADSL モデムがルータモードの場合） 

• イー.アクセス ( ADSL モデムがルータモードの場合） 

• プロパイダ独自の ADSL 接続サービス 
• 各種 CATV インターネット接続サービス 

「 PPPoE を用いる端末型 
ADSU 妾続 （フレッツ- ADSL 、 

B フレッッ)」が選ばれた場合 
「 PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続(フレッッ . ADSL 、 B フレッッ)」が選ばれる代表 
的な接続サービスは、以下の通りです。 

• フレッツ • ADSL 
• B フレッツ 

• アッカ•ネットワークス ( ADSL モデムがブリッジモードの場合） 

•イ ー• アクセス ( ADSL モデムがブリッジモードの場合） 


ブロバイダの新規登録 


O CATV インターネット、または PPPoE を用いない端末型 ADSL 接練 
© PPPoE を用いる端末型 ADSL 接練(フレッツ 'ADSL、B フレッツ） 

I O ISDN 回線で必要に応じて接練/切断を行ろ端末型接続 


プロパイダの新規登 


© CATV インターネット、または PPPoE を用いない端末型 ADSL 接続 


O PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続(フレッツ 'ADSL B フレッツ） 


O ISDN 回線で必要に応じて接続/切断を行う瑞末型接続 



ン 

夕 

I 

ネ 

ヅ 



何も選ばれなかった場合は 

►ブロー ドンド回線の自動判別に失敗しました。 

接続回線に合わせて 「 CA 1 V インターネット、または PPPoE を用いない端末型 ADSL 
接続」または 「 PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続（フレッツ . ADSL 、 B フレッツ)」を 
選んでから、「次へ」をクリックしてください。 

どちらかわからない場合は、契約書を確認するかプロパイダにお問い合わせください。 

「次へ」をクリックする。 

接続回線に合わせた設定画面が表示されます。 

以下の設定は接続回線によって異なりますので、選んだ接続回線の説明をご覧くだ 
さい。 



▼ 


A 

「CATV インターネツト、または PPPoE を 
^用いない端末型 ADSL 接続」が選ばれた場合 

ページを 

~ / 〇ご覧ください。 

〇 

► 「PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続 

^ VO ページを 

~ / C/ ご覧ください。 

C 
^_ 

► (フレッツ. ADSL 、 B フレッツ)」 が選ばれた場合 
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2 —プロバイダの情報を指定する 



設定名を入力する。 

接続先がわかるような名前を入力します。名前は自由に付けられますが、あとで設 
定を修正する必要が出たときなどにわかりやすい名前にしておくと便利です。 



WAN 側 IP アドレスを指定する。 

プロバイダから _ P アドレスが指定されていない場合 

「 DHCP クライアント」をクリックして選びます。 

プロパイダから DHCP クライアント識別名を指定されている場合は、「 DHCP クライ 
アント識別名」欄に指定された識別名を入力します(指定されていない場合は、入力 
する必要はありません)。 


プロバイダから _ P アドレスを指定されている場合 

「指定 IP アドレス」をクリックして選んでから、以下の設定を行います。 

• WAN 側 IP アドレス： プロパイダから指定された IP アドレスを、半角数字で入力します。 
• ネットマスク： プロパイダから指定されたネットマスクを選びます。 

• デフォルトゲートウェイ： プロパイダから指定されたデフォルト • ゲートウェイ • アド 
レスを、半角数字で入力します。 



「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定3/4」画面が表示されます。 
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3— DNS サーバアドレスを指定する 



DNS サーバアドレスを指定する。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されていない場合 

「 DNS サーノくアドレスを指定しない、またはプロパイダから自動取得」をクリックし 
て選びます。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されている場合 

「プロパイダとの契約書に DNS サーパアドレスの指定がある」をクリックして選んで 
から、以下の設定を行います。 

• プライマリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレス 
を半角数字で入力します。 

• セカンダリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレス 
が2つある場合に入力します (1 つだけ指定されている場合は、この欄は空欄にしてく 
ださい)。 



「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定4/4」画面が表示されます。 

































































4 一設定内容を確認して、 
インターネッ トに接綠する 


プロバイダの設定4/4: 設定内容の確認 


設定内容の確認後、[設定の確定]ポタンを押してください。 




2 


プロバイダの新規登録 


接続型 


CATV インターネット、または 
PPPoE を用いなし、端末型 ADSL 
接続 


設定名 


CATV 


1確認する 


WAN 側 IP アドレス 


自動取得 


DNS サーバアドレス 


自動取得 



戻る設定の確定 3 K 2 クリックする 


ゴロパイダ格耪 


WAN ボート 
CATV 


通信中 


3確認する 


グローバル 

000 . 000 . 000 . 000/23 


表示された設定内容が、プロバイダから送付された設定資料と 
合っているかどうか確認する。 

誤って設定した内容がある場合は、「戻る」をクリックして必要な設定画面を表示し 
て、正しく設定し直してください。 

「設定の確定」をクリックする。 

表示された確認画面で「トップへ戻る」をクリックすると、本製品は自動的にインタ 
—ネットに接続して「かんたん設定べージ」のトップぺージに戻ります。 

インターネットに接続しているかどうか確認する。 

画面下部の表示を見て、本製品がインターネットに接続していることを確認してください。 


設定終了 

これでインターネツトへの 
接続設定は終了です 


►インターネットに接続できない場合は 

Check 1本製品とパソコン、 ADSL モデムやケーブルモデムの接続を 
確認してください。 

Check 2 76 〜 77 ぺージの設定内容をもう一度確認してください。 
Check 3それでも問題が解決しない場合は、「困ったときは」 (256 ぺ一 
ジ)を参考にして、問題を解決してください。 


Check 2 
Check 3 


B インタ I ネツトに接続する 
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PPPoE 端末型 

(75 ページから) 


2 —プロバイタの情報を指定する 


ブロノ くイダからの契約書をお手元にご用意して正確に入力してください 
(※は必ず入力してください） 


] 


プロバイダの新規登録 ^ 


設定 名 

( 省略可能 ) 

|PPPoE — ^ 

^ 1 入力する 1 

ユーザ ID 

( またはアカウント名） 

JK |username@provider.ne.jp 

^ 2 入力する 

接耪 バス ワード 

( 回線接銪用） 

. 

H 3 入力する 


L 


次へ 


4 クリックする 


4 


設定名を入力する。 

接続先がわかるような名前を入力します。名前は自由に付けられますが、あとで設 
定を修正する必要が出たときなどにわかりやすい名前にしておくと便利です。 

ユーザ ID を入力する。 

プロパイダから指定された、接続用のユーザ ID を入力します。必ず書類を確認して、 
間違いのないように入力してください。 


フレッツ • ADSL や B フレッツで接続する場合は、ユーザ ID の後にプロパイダ名を 
入力する必要があります。詳しくはフレッツ - ADSL または B フレッツの契約の際に 
NTT から送付された資料や、プロパイダからの資料をご覧ください。 

ユーザ ID が username の場合の例： 
username @ provider . ne.jp 

username @ aaa . provider . ne.jp (サブドメインが付加される場合） 

接続パスワードを入力する。 

プロパイダから指定されたパスワード（または自分で変更したパスワード）を入力し 
ます。半角英数字で、大文字小文字も正確に入力してください。 

入力したパスワードの文字は•で表示されます。 

「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定3/4」画面が表示されます。 


プロバイダの設定2/4 契約先プロパイダの情報入力 





Uj ィンタ—ネットに接続する 
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PPPoE 端末型 

(75 ページから) 


3 DNS サーバアドレスを指定する 



DNS サーバアドレスを指定する。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されていない場合 

「 DNS サーバアドレスを指定しない、またはプロパイダから自動取得」をクリックし 
て選びます。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されている場合 

「プロパイダとの契約書に DNS サーノ ^アドレスの指定がある」をクリックして選んで 
から、以下の設定を行います。 

• プライマリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレス 
を半角数字で入力します。 

• セカンダリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレス 
が2つある場合に入力します (1 つだけ指定されている場合は、この欄は空欄にしてく 
ださい)。 

「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定4/4」画面が表示されます。 


プロバイダの設定3/4 : DNS サーバアドレス設定 


£ヘルプ 




インタ I ネツトに接続する 
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設定の確定 1 ^ 2クリツクする 


r 

プロバイダの登録 

mm \ 


DNS サーノ S の IP アドレスを設定しました。 
接続するブロノ彳イダを登弱^しました。 


接続する場合は[接続]ボタンを押してください 


I 接続^) E •ップ3る 


表示された設定内容が、プロバイダから送付された設定資料と 
合っているかどうか確認する。 

誤って設定した内容がある場合は、「戻る」をクリックして必要な設定画面を表示して、 
正しく設定し直してください。 

「設定の確定」をクリックする。 

「プロバイダの登録」画面が表示されます。 






PPPoE 端末型 

(75 ページから) 


4一設定内容を確認する 


プロバイダの設定 4/4:設定内容の確認 


設定内容の確認後、[設定の確定]ポダノを押してさい 


プロバイダの新規登録 


接続型 

PPPoE を用 L 、る端末型 ADSL 接 
続(フレッツ ADSL B フレッツ） 

設定名 

PPPoE —i 

ユーザ ID (またはアカウント名） 

username® provider, ne.jp 

接続ノ {スワード （回線接続用） 

00000000 

DNS サーバアドレス 

0.0.0.0 



インタ I ネツトに接続する 
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5 —インターネットに接続する 


DNS サーメ奶 IP アドレスを設定しました。 

接続するブロノ彳イダを登録しました。_ 

接続する場合は[接続]ポタンを押してください。 


接続 


1クリックする 



PP[01] 

プロパイダ格 S 接続名： PPPoE 

PPPoE 接梡(自觔接続先〉 


通信中 — 

グローバル 
000.00〇.〇〇〇.〇〇〇 


2確認する 


「接続」をクリックする。 

インターネットに接続して、「プロパイダへの接続 • 切断」画面が表示されます。 
「トップへ戻る」をクリックすると、「かんたん設定べージ」のトップぺージに戻ります。 

インターネットに接続しているかどうか確認する。 

画面下部の表示を見て、本製品がインターネットに接続していることを確認してく 
ださい。 


設定終了 

これでインターネツトへの 
接続設定は終了です 


►インターネットに接続できない場合は 

Check 1本製品とパソコン、 ADSL モデムや 0NU の接続を確認して 
ください。 

Check 2 79〜80ページの設定内容をもう一度確認してください。 
Check 3それでも問題が解決しない場合は、「困ったときは」 (256 ベー 
ジ) を参考にして、 問題を解決してください。 


Check 2 
Check 3 


プロバイダの登録 


PPPoE 端末型 

(75 ページから) 


ii 


2 



インタ I ネツトに接続する 
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接続 2 


ISDN 回線でインターネットへ 

常時接続する (フレッツ • ISDN ) 

本製品の「かんたん設定ページ」で接続先を設定して、インターネットに接続します。 
必要に応じてダイヤルアップ接続する場合は、 「 ISDN 回線でインターネットへ必要なと 
きだけ接続する(端末型ダイヤルアツプ接続)」 (89 ページ)をご覧ください。 


設定する前に 

• プロバイダ契約を解除または変更した時は、必ず本製品の接続設定を削除または再設定して 
ください。削除しないまま使っていると、回線業者やプロバイダから意図しない料金を請求 
される場合があります。 

• インターネットへ常時接続する場合は、インターネット側から不正なアクセスや攻撃を受け 
る危険性が高くなります。セキュリティには十分ご注意の上、お使いください。詳しくは「セ 
キュリティを強化する」 （182 ページ)をご覧ください。 

• 本書では Windows XP と Internet Explorer 6.0 の画面を例に説明します。他の環境の場合は 
画面表示が多少異なりますが、操作は同じです。 

プロバイダの設定資料を用意してください 

接続先を設定してインターネットに接続するには、プロパイダから通知される以下の 

情報が必要です(接続方法によっては、必要のないものもあります)。 

• ユーザ ID (認証 ID 、 アカウント名） 

• パスワード（認証パスワード、初期パスワード） 

• ネームサー バアドレス （DNS サーパ アドレス、 ネームサーパ IP アドレス 、 DNS サー 
パ IP アドレス） 

• フレッツ， ISDN 用アクセスポイントの電話番号 （1492) 


ィンタ I ネットに接続する 
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接続方法を指定する 


Net 

^fblante 


©YAMAHA 


新しくブロノ彳イダの設定を行ったり、修正したりします。 


薩「プ□パィ组 1クリックする 


電話、 VoIP の設定を行ったり、変更したりします。 


電聋の設寒 



プロバイダの設定 1/4:回線の種類と接続方法 


回線の種類と接続方法を設定します。順番に設定を入力してぐ^さい。 


プロバイダの新規登録 


〇 CATV インターネット、または PPPoE を用いない端末型 ADSL 接続 
O PPPoE を用 L 、る端末型 ADSL 接続(フレッツ ■ ADSL B フレッツ） 

O ISDN 回線で必要に応じて接続/切断を行う端末型接続 


® 端末型フレッツ 'ISDN ( ISDN 回線による端末型ブロバイダ接続） 


O IPv 6/ IPv 4 同時接続(ブラグ•アンド•ブレイ機能)を行う ADSL 接続 


圍 


2クリックする 


3クリックする 


2 


「かんたん設定ページ」のトップページで、「プロバイダ情報の設 
定」をクリックする。 

「プロパイダの設定1/4」画面が表示されます。 

「端末型フレッツ • ISDN ( ISDN 回線による端末型プロバイダ接 
続)」をクリックする。 


「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定2/4」画面が表示されます。 


B インタ I ネツトに接続する 
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2 プロバイダの情報を指定する 


プロバイダの設定 2/4: 契約先プロパイダの情報入力 


\-^W ^イダからの契約書をお手元にご用意して正確に入力してください。 
(※は必す入力してください） 




プロバイダの新規登録 


設定名 


(省略可能） 



入力する 


本_の ISDN 回線番号 


(契約回線番号〉 


03 xxxxxxxx 


2入力する 


電話番号 


.最初にかける電話番号 :11861492 

. 話中の B 寺にかける電話番号| 


— ^ 3入力する 


-ザ ID 


(またはアカウント名〉 


username @ provider . 


4入力する 


接耪バスワード 


(回線接続用） 


5入力する 


戻る 


次へ 


クリックする 



3 

4 




設定名を入力する。 

接続先がわかるような名前を入力します。名前は自由に付けられますが、あとで設 
定を修正する必要が出たときなどにわかりやすい名前にしておくと便利です。 

自分の電話番号を入力する。 

フレッツ • ISDN では、接続認証のために自分の電話番号を通知する必要があります。 

電話番号欄に「1861492」と入力する。 

本製品の設定や電話会社との契約によっては、手順2で入力した自分の電話番号が通 
知されないため、フレッツ • ISDN 接続できない場合があります。この問題を避ける 
ために、フレッツ • ISDN の電話番号「1492」の前に「186」（自分の電話番号を相手先 
に通知する）を入力します。 

ユーザ ID を入力する。 

プロパイダから指定された、フレッツ • ISDN 接続用のユーザ ID を入力します。必ず 
書類を確認して、間違いのないように入力してください。 

接続パスワードを入力する。 

プロパイダから指定されたパスワード（または自分で変更したパスワード）を入力しま 
す。半角英数字で、大文字小文字も正確に入力してください。 

入力したパスワードの文字は•で表示されます。 

「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定3/4」画面が表示されます。 




















































3 DNS サーバアドレスを指定する 


プロバイダの設定3/4 : DNS サーバアドレス設定 


ブロノ くイダを設定または変更します。ブロノ W ダからの契約書をお手元にご用意して正確に入 
力してぐ ' d ’ さい。 




プロバイダの新規登録 


〇 DNStl — パアドレスを指定しない、またはプロバイダか6自勒取浔 


0プロ；^イダとの契約番に DNS サーノ V アドレスの指定が®る 

— 1 

プライマリ DNS サーバアドレス 

100.00 .00.00 

1 Z カンダリ DNS サーバアドレス 

〇〇.〇〇.〇〇.〇0| 


指定する 


:土 [ 次へ 2クリックする 




DNS サーバアドレスを指定する。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されていない場合 

「 DNS サーバアドレスを指定しない、またはプロパイダから自動取得」をクリックし 
て選びます。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されている場合 

「プロパイダとの契約書に DNS サーパアドレスの指定がある」をクリックして選んで 
から、以下の設定を行います。 

• プライマリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレ 
スを半角数字で入力します。 

• セカンダリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレ 
スが2つある場合に入力します (1 つだけ指定されている場合は、この欄は空欄にして 
ください)。 

「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定4/4」画面が表示されます。 






























4 設定内容を確認する 


プロバイダの設定 4/4:設定内容の確認 


設定内容の確認後、[設定の確定]ボタンを押してぐ^さい 




プロバイダの新規登録 


接続型 


型ラレッツ ■ ISDN ( ISDN 回 
線による端末型ブロノ くイダ接続） 


設定名 


F.ISDN 


ISDN 回線番号 


(契約回線番号〉 


03 xxxx>cxxx 


1確認する 


電話番号 

1. 最初にかける電話番号 

2. 話中の時にかける電話番号 

1861492 

ユーザ ID 

〈またはアカウント名） 

use rna me @ provider . ne.jp 

接続バスヮード 

(回線接続用〉 

xxxxxxxx 

DNS サーバ アドレス 


0.0.0.0 


戻る 


設定の確 :I 


2クリックする 


プロバイダの登録 


^^5 


DNS サーノ S の IP アドレスを設定しました。 

接続するブロノ彳イダを登錄しました。_ 

接続する場合は[接続]ボダノを押してください。 


|接続」1 士ップ へ戻 f 




表示された設定内容が、プロバイダから送付された設定資料と 
合っているかどうか確認する。 

誤って設定した内容がある場合は、「戻る」をクリックして必要な設定画面を表示して、 
正しく設定し直してください。 

「設定の確定」をクリックする。 

「プロパイダの登録」画面が表示されます。 













































圓 


DNS サーノ tolP アドレスを設定しました。 

接.続するブロ/《イダを登 f •录しました。_ 

接続する場合は[接続]ポタンを押してください 


クリックする 




PP[01] 

接続名： F.ISDN 

匕 

ISDN 掊梡(自觔接続先） . 


通信中 確認する 


「接続」をクリックする。 

インターネットに接続して、「プロパイダへの接続 • 切断」画面が表示されます。 

「トップへ戻る」をクリックすると、「かんたん設定べージ」のトップぺージに戻ります。 

インターネットに接続しているかどうか確認する。 

画面下部の表示を見て、本製品がインターネットに接続していることを確認してく 
ださい。 



設定終了 

これでインターネツトへ 
の接続設定は終了です 


►インターネットに接続できない場合は 

Check 1本製品とパソコン、 ISDN 回線への接続を確認してください。 
Check 2 33〜34または48〜49ぺージのスイッチの設定を確認してく 
ださい。 

Check 3 85〜86ぺージの設定内容をもう1度確認してください。 

Check 4それでも問題が解決しない場合は、「困ったときは」(256ぺ_ 
ジ)を参考にして、問題を解決してください。 


プロバイダの登録 


る 

続 

接 

IJ 

M 

ヅ 

ネ 

I 

夕 

ン 


5 



インタ I ネツトに接続する 
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接続 3 


ISDN 回線でインターネットへ 
必要なときだけ接続する 

(端末型ダィヤルァップ接続） 

本製品の「かんたん設定ページ」で接続先を設定して、インターネットに接続します。 

フレッツ • ISDN で接続する場合は、 「 ISDN 回線でインターネットへ常時接続する（フ 
レッツ. ISDN )」（83 ぺージ)をご覧ください。 


設定する前に 

• プロバイダ契約を解除または変更した時は、必ず本製品の接続設定を削除または再設定して 
ください。削除しないまま使っていると、回線業者やプロバイダから意図しない料金を請求 
される場合があります。 

• ダイヤルアップ接続の設定を行うと、意図しない発信を防ぐためにいくつかのフィルタが自 
動的に設定されます。 

• 本書では Windows XP と Internet Explorer 6.0の画面を例に説明します。他の環境の場合は 
画面表示が多少異なりますが、操作は同じです。 

プロバイダの設定資料を用意してください 

接続先を設定してインターネットに接続するには、プロパイダから通知される以下の 
情報が必要です(接続方法によっては、必要のないものもあります)。 

• ユーザ ID (認証 ID 、 アカウント名） 

• パスワード（認証パスワード、初期パスワード） 

• ネームサー パアドレス （DNS サーパ アドレス、 ネームサーパ IP アドレス 、 DNS サー 
パ IP アドレス） 

• ISDN 対応アクセスポイントの電話番号 
• 回線速度 (64 kbit / s 、128 kbit/s MP 接続） 
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1 接続方法を指定する 


Net 

^folante 


©YAMAHA 

r ヘルプ i 


新 LX ブロノ <：イダの設定を行ったり、修正したりします。 

1 プ□パイ ダ播 

1 クリックする 



電話、 VoIP の設定を行ったり、変更したりします。 

f — 電 IS の設定 一 ， j 





より詳細な設定を彳了ったり、本製品の通信記録を参照したりしま 
す。 

■ 詳細設定と情1 



回線の種類と接続方法を設定します。順番に設定を入力してぐ^さい。 


〇 CATV インター ネット、または PPPoE を用いない端末型 ADSL 接続 
〇 PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続 (フレッツ ■ ADSL、B フレッツ） 


© ISDN 回線で必要に応じて接続/切断を行う端末型接続 
〇端末型フレッツ 'ISDN ( ISDN 回線による端末型ブロノ ^イダ接続） 

〇 IPv 6/ IPv 4 同時接続(ブラグ•アンド•ブレイ機能)を行う ADSL 接続 



2クリックする 


B^L 3クリックする 


「プロバイダ情報の設定」をクリックする。 

「プロパイダの設定1/4」画面が表示されます。 

「ISDN 回線で必要に応じて接続/切断を行う端末型接続」をク 
リックする。 


「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定2/4」画面が表示されます。 


プロパイタの新規登録 


プロ/《イダの設定 1/4:回線の種類と接続方法 


B インタ I ネツトに接続する 
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2 プロバイダの情報を指定する 



設定名を入力する。 

接続先がわかるような名前を入力します。名前は自由に付けられますが、あとで設 
定を修正する必要が出たときなどにわかりやすい名前にしておくと便利です。 



電話番号を入力する。 

ISDN に対応したアクセスポイントの電話番号を入力します。 
複数ある場合は、2つまで入力できます。 



ユーザ ID を入力する。 

プロパイダから指定された、接続用のユーザ ID を入力します。ユーザ ID はメールア 
ドレスとは異なる場合がありますので、必ず書類を確認して、間違いのないように入 
力してください。 


4 


接続パスワードを入力する。 

プロパイダから指定されたパスワード（または自分で変更したパスワード）を入力し 
ます。 

半角英数字で、大文字小文字も正確に入力してください。 

入力したパスワードの文字は•で表示されます。 



「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定3/4」画面が表示されます。 














































3 DNS サーバアドレスを指定する 


プロバイダの設定3/4 :DNS サーバアドレス設定 


ブロノ くイダを設定または変更します。ブロノ彳イダからの契約書をお手元にご用意して正確に入 
力してぐ ' d さい。 




プロバイダの新規登録 


〇 DNS サーバアドレスを指定しない、またはプロバイダか6自動)取得 


0 づ口 J Vイダとの契約軎に DNSV-J Vアドレスの指定が®る 


プライマリ DNS サーバアドレス 

100.00 .00.00 | 广■: 

〇〇.〇〇.〇〇.〇〇 | ! 

セカンダリ DNS サーパアドレス 


(J£\ 


次へ- 


2クリックする 


DNS サーバアドレスを指定する。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されていない場合 

「 DNS サーパアドレスを指定しない、またはプロパイダから自動取得」をクリックし 
て選びます。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されている場合 

「プロパイダとの契約書に DNS サーパアドレスの指定がある」をクリックして選んで 
から、以下の設定を行います。 

• プライマリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレ 
スを半角数字で入力します。 

• セカンダリ DNS サーバアドレス： プロパイダから指定されている DNS サーパアドレ 
スが2つある場合に入力します (1 つだけ指定されている場合は、この欄は空欄にして 
ください)。 

「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの設定4/4」画面が表示されます。 


B インタ I ネツトに接続する 
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4 設定内容を確認する 


プロバイダの設定 4/4 :ss 定内容の確認 


設定内容の確認後、[設定の確定]ポタンを押してください 




プロバイダの新規登録 



ISDN 回線で必要に応じて接続 
/切断を行う端末型接続 

設定名^ 

1— ^ -T 

甲过攻^ V 最初にかける電話番号 03 xxx > oooo < ■雁公 

^■ Da ^ ^ 2. 話中の時にかける電話番号 



]■ ー ザ ID (またはアカウント名） username 

接続バスワード 〈回辅接続用〉 XXXXXXXX 

DNS サーノ X アドレス 0000 


戻る 


設定の確定 j ^フ クリックする 


プロバイダの登録 


DNS サーメ、の IP アドレスを設定しました0 
接続するブロノ くイダを登_录しました。 




接続する場合は[接続]ボダンを押して < rd さい。 


接続丨|卜 'ジブへ 戻る 


表示された設定内容が、プロバイダから送付された設定資料と 
合っているかどうか確認する。 

誤って設定した内容がある場合は、「戻る」をクリックして必要な設定画面を表示して、 
正しく設定し直してください。 

「設定の確定」をクリックする。 

「プロパイダの登録」画面が表示されます。 


ィンタ I ネットに接続する 
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5 インターネットに接続する 


プロバイダの登録 


DNS サーメ S の IP アドレスを設定しました。 
接続するブロノ彳イダを登錄しました。 


^^5 


接続する場合は[接続]ボタンを押してぐ " d さい 


クリックする 



PP [01] 

ゴロパイダ接袋 接続名 ： ISDN 

ISDN 招梡(自觔接続先） 


通信中 —? 確認する 


グローバル 

000000000.000 


「接続」をクリックする。 

インターネットに接続して、「プロパイダへの接続 • 切断」画面が表示されます。 

「トップへ戻る」をクリックすると、「かんたん設定べージ」のトップぺージに戻ります。 

インターネットに接続しているかどうか確認する。 

画面下部の表示を見て、本製品がインターネットに接続していることを確認してく 
ださい。 


設定終了 

これでインターネットへ 
の接続設定は終了です 


▼ 


►インターネットに接続できない場合は 

Check 1本製品とパソコン、 ISDN 回線への接続を確認してください。 
Check 2 33 〜 34 または 48 〜 49 ぺージのスイッチの設定を確認してく 
ださい。 

Check 3 91〜92ページの設定内容をもう1度確認してください。 

Check 4それでも問題が解決しない場合は、「困ったときは」 (256 ぺ一 
ジ)を参考にして、問題を解決してください。 


Check 3 
Check 4 


B インタ I ネツトに接続する 
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接続 4 


ネット ワーク 型接続 サービスで 
常時接続する 

(ネットワーク型 ADS い B フレッツ接続） 

本製品の「かんたん設定ページ」で接続先を設定して、インターネットに接続します。 
unnumbered 接続を使用する場合も、この説明をご覧ください。 

フレッツ ■ ADSL や B フレッツなどの各種 ADSL 接続サービスや光ファイパ接続サービ 
スで、 IP アドレスを1つだけ割り当てられるサービスを使用する場合は、「ブロードパ 
ンド回線でインターネットへ常時接続する （ PPPoE / CA 1 V )」（73 ぺージ)をご覧くださ 

い。 


設定する前に 

• プロバイダ契約を解除または変更した時は、必ず本製品の接続設定を削除または再設定して 
ください。削除しないまま使っていると、回線業者やプロバイダから意図しない料金を請求 
される場合があります。 

• インターネットへ常時接続する場合は、インターネット側から不正なアクセスや攻撃を受け 
る危険性が高くなります。セキュリティには十分ご注意の上、お使いください。詳しくは「セ 
キュリティを強化する」 （182 ページ)をご覧ください。 

• 本書では Windows XP と Internet Explorer 6.0 の画面を例に説明します。他の環境の場合は 
画面表示が多少異なりますが、操作は同じです。 

プロバイダの設定資料を用意してください 

接続先を設定してインターネットに接続するには、プロパイダから通知される以下の 

情報が必要です(接続方法によっては、必要のないものもあります)。 

• ユーザ ID (認証 ID 、 アカウント名） 

• パスワード（認証パスワード、初期パスワード） 

• IP アドレス 

• ネツトマスク 

• ネームサー パアドレス （DNS サーパ アドレス、 ネームサーパ IP アドレス 、 DNS サー 
パ IP アドレス） 

• デフオルト • ゲートウエイ • アドレス 
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1 接続方法を指定する 


Net 

l^olante 


•YAMAHA 


新しくブロバイダの設定を行ったり、修正したりします。 

ダ獅の設定| 



電話、 VoIP の設定を行ったり、変更したりします。 

■[-置話の設定 J 




より詳細な設定を行ったり、本製品の通信記録を参照したりしま 



クリックする 


^ r 


[トップ] > [詳細設定と锸報] 


基本接続の詳細な設定 


VPN 接続の設定 


自動接続先/複数ブロノ彳イダ接続の設定 


ネットポランチ DNS ホストアドレスサービスの設定 


ファイア ウ オール 設定 


メール確認•通知機能の設定 


IPv 6 の設定 


設定 


厂設定1 



クリックする 


「詳細設定と情報」をクリックする C 

「詳細設定と情報」画面が表示されます。 


「基本接続の詳細な設定」をクリツクする c 

「設定可能なプロパイダ」画面が表示されます。 


その他の設定 


基本設定 • VPN 設定 • U \ N 間接続の設定 


詳細設定と情報 


RT58i [Rev.9.QJj)2lVbnJun ] 


B インタ I ネツトに接続する 
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「追力卩」をクリックする。 

「プロパイダの登録」画面が表示されます。 

「 PPPoE を用いるネットワーク型 ADSL 接続」をクリックする。 
「次へ」をクリックする。 

「プロパイダの登録」画面が表示されます。 































































2 プロバイダの情報を指定する 


詳細設定と情報 


プロバイダの登録 


^ 7 ] 


[トップ]. > [詳細設定と情報] > [基本接続の詳細な設定] > [プロバイダの登錄 ( PP [01])] 

PP [01] インタフ I ースに 『 PPPoE を用 I 、るネットワーク型 ADSL 接続』ブロノ くイダの設定をします。 
各欄の入力、または選択肢を変更してください。確認後、[設定の確定]ボタンを押してください。 

癱基本事項 


プロバイダの登録 


設定名 
ユーザ ID 
格蒺バスワード 


(省略可能〉 

法たはアカウント名〉 
(回線接続用〉 


INetworkADSL 


username 



入力する 


2入力する 


3入力する 


設定名を入力する。 

接続先がわかるような名前を入力します。名前は自由に付けられますが、あとで設 
定を修正する必要が出たときなどにわかりやすい名前にしておくと便利です。 


ユーザ ID を入力する。 

プロパイダから指定された、接続用のユーザ ID を入力します。必ず書類を確認して、 
間違いのないように入力してください。 


フレッツ - ADSL や B フレッツで接続する場合は、ューザ ID の後にプロバイダ名を入力する 
必要があります。詳しくはフレッツ . ADSL または B フレッツの契約の際に NTT から送付さ 
れた資料や、プロパイダからの資料をご覧ください。 

ユーザ ID が username の場合の例： 

username @ provider . ne.jp 

username @ aaa . provider . ne.jp (サブドメインが付加される場合） 


接続パスワードを入力する。 

プロパイダから指定されたパスワード（または自分で変更したパスワード）を入力し 
ます。半角英数字で、大文字小文字も正確に入力してください。 

入力したパスワードの文字は•で表示されます。 


B インタ I ネツトに接続する 
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NAT の設定 



助的アドレス変換 ( NAT 〉 


NAT 外 ffl アドレス範囲 

( NAT グローパルアドレス） 


IP アドレス半角入力 


終点 1 


4指定する 



〇すべてのアドレスを NAT 変換対象とする 


〇指定したアドレスを NAT 変換対象とする 

NAT 内 ffl アドレス範囲 

指定 :I 

(NAT プライペートアドレス） 

0以下のチ X ックされた範囲を通用する 


□ L AN ボー トのゴライマリ•アドレス範固 


(192.168.100.1 〜 1 92.168.1 00.25 4) 



アドレス変換 ( NAT ) の設定を指定する。 

動的アドレス変換 ( NAT ) 

回線側と U \ N 側のアドレス変換方法を選びます。 

• NAT を使用する：回線側と U\N 側のアドレスを1対1で変換する場合 

• IP マスカレードを使用する：回線側と U \ N 側のアドレスを1対多で変換する場合 

• NAT と IP マスカレードを併用す る： 1_7\1\1側の機器にグローパル IP アドレスとプライ 
ベート IP アドレスを混在して割り当てる場合 

• 使用しない：アドレス変換を行わない場合 
NAT 外側アドレス範囲 

回線側に割り当てる共用グローバル IP アドレスを入力します。 

NAT 内側アドレス範囲 

アドレス変換を行うプライべート IP アドレスの範囲を入力します。 

DNS サーバアドレスを指定する。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されていない場合 

「接続時に自動取得する」を選びます。 

プロバイダから DNS サーバアドレスが指定されている場合 

「 IP アドレスを指定する」を選んでから、以下の設定を行います。 

• プライマリ DNS サーパアドレス：プロパイダから指定されている DNS サーパアドレ 
スを半角数字で入力します。 

• セカンダリ DNS サーパアドレス：プロパイダから指定されている DNS サーパアドレ 
スが2つある場合に入力します (1 つだけ指定されている場合は、この欄は空欄にして 
ください)。 

プロバイダからドメイン名が指定されている場合 

指定されたドメイン名を 「 DNS ドメイン名」欄に入力します。 





















































3 インターネットに接続する 


@タイマで自動切断しな L K 常時接続または手動切断) 


設定の確定 


クリックする 


PP [01] インタフェースにブロノ S イダの設定をします。 

DNS サーメ くの IP アドレスは接続時に自動取得します。 

NAT の設定を 「 IP マスカレードを使用する」に設定しました。 
接続するブロノ彳イダを登錄しました。 

自動切断しな L 、ように設定しました。 


戻る 


トップ- 


^^2 クリックする 



PP [01] 

ゴロパイダ格 S 接続名： 

NetworkADSL 
PPPoE 接続(自動)接続先〉 


通信中 ^3確認する 



「設定の確定」をクリックする。 

「プロパイダの登録」画面が表示されます。 

「トップへ戻る」をクリックする。 

自動的にインターネットに接続して、「かんたん設定ページ」のトップページに戻り 
ます。 

インターネットに接続しているかどうか確認する。 

画面下部の表示を見て、本製品がインターネットに接続していることを確認してく 
ださい。 


設定終了 

これでインターネツトへ 
の接続設定は終了です 


►インターネットに接続できない場合は 

Check 1本製品とパソコン、 ADSL モデムやケーブルモデムの接続を 
確認してください。 

Check 2 98〜99ページの設定内容をもう1度確認してください。 

Check 3それでも問題が解決しない場合は、「困ったときは」 (256 ベー 
ジ) を参考にして、 問題を解決してください。 
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インタ—ネツトに接続する 







本製品で利用できる VoIP 通話機能の概要 



本製品でインターネットを経由した電話 ( VoIP 通話)を利用できます。 
さまざまな通話先に VoIP 通話できるので、お使しヽの環境に合 
わせて活用してください。 

電話機から通常電話と NetVolante インターネット電話や IP 電 
話サービスを使い分ける方法については、「通常電話と VoIP 
通話の発信/着信を使い分ける」 （1 19ベージ)をご覧くださいメ 


IP 電話 サービスの050 番号 
050-xxxx-xxxx 




Windows Messenger と音声チヤツト 


1 


インタ—ネツト経由で通話する 
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本製品で対応している VoIP 
通話の種類 

IP 電話サービス(有料)(104ページ） 

050で始まる電話番号や、 SIP サーパを使う IP 電 
話サービスに対応しています。これらのサービス 
は有料のため、プロパイダへの通信料以外に IP 電 
話サービスの提供会社との契約および利用料金が 
必要です。 


カスケード接続による内線 VoIP 通話 
(121 ページ） 

複数の RT 58 i の TEL ポートをまとめて管理して、 
内線通話ができるようになります。また、1台の 
ルータがインターネットや ISDN 回線に接続され 
ていれば、他のルータの TEL ポートに接続した電 
話から VoIP 通話または外線通話をすることもでき 
ます。 ルータを複数台カスケード接続することで、 
同時に使用できる VoIP 通話数を増やすこともでき 

ます。 




NetVolante インターネツト電話 
(108 ページ） 

インターネツトに接続したネツトボランチシリー 
ズのルータ間で、 VoIP 通話できます。独自のネツ 
トボランチ電話番号を利用したり、相手の | p アド 
レスを特定の電話番号に割り当てたり（インター 
ネツト電話帳)できます。 

NetVolante インターネツト電話を利用する場合は、 
プロパイダへの通信料以外の通話料金はかかりま 
せん。 

内線 VoIP 通話 (11 5ページ） 

電話帳サーパー RTV 01 を使用した VoIP システム 
が構築されていると、事業所番号と内線番号のみ 
で VoIP 通話できるようになります。各種の VPN 
と併用すると、遠隔地の支社や営業所ともセキュ 
リティを保持した状態で内線 VoIP 通話できます。 


Windows Messenger との 
音声チヤット(124ページ） 

Windows Messenger のパージヨン 4.6 以降と 
本製品に接続した電話機で、インターネット電 
話機能による通話を楽しめます。相手先が VoIP 
通話に対応する環境を用意していない場合でも、 
Windows Messenger に対応したパソコンがあれ 
ば、インターネット経由で会話できます。 



1 


インタ—ネツト経由で通話する 
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IP 電話サービス(有料)を利用する 


一般の IP 電話サービス(有料)を利用すると、本製品を VoIP アダプタとして使用できます。 

ネットボランチシリーズのルータがない相手先など、一般の050番号と通話したいときに便利で 
す。本製品で利用できる IP 電話サービスの最新情報については、 NetVolante ホー厶ページ ( http :// 
NetVolante . jp /) をご覧ください。 



公ヒント 


• IP 電話サービスを利用する際に、 IP 電話でのサービスが提供されていない番号を自動判別し公衆回線経由で 
発信したり、市外局番号なしでダイヤルした番号に自動的に市外局番号を付与して発信することもできます 
(電話番号ルーティング機能)。ルーティングのルールは、コマンドで編集できます。具体的な設定例や文法 
については、「コマンドリフアレンス」をご覧ください。 

• IP 電話サーバの障害などが原因で一時的に IP 電話サービスを利用できない場合に、自動的に公衆回線経由で 
迂回発信するように設定することもできます(公衆回線への自動迂回機能)。 



電話番号ルーティング機能により公衆回線への自動迂回機能を使用する場合は、通話料金が発生しますので、 
課金にご注意ください。 



インタ—ネツト経由で通話する (> OIP 通話) 
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本製品で IP 電話サービスを 
利用する場合のご注意 

• IP 電話サービス事業者のサービスを利用すると、 
追加で課金される場合があります。詳しくは事 
業者にご確認ください。 

• 本製品で IP 電話サービスの累積課金情報を確認 
することはできません。 

• 110/118/119をダイヤルすると、プレフィック 
スの設定は無視されて ISDN 回線またはアナロ 
グ回線へ接続します。 

• IP 電話サービス事業者が提供するサービスによ 
つては、本製品では利用できないものがありま 
す。詳しくは NetVolante ホームページ ( http :// 
NetVolante . jp /) をご覧ください。 

• VoIP 通話は IP 網を経由するため、ベストエフォ 
—卜のサービスとなります。そのため、遅延や 
エコー、音切れの可能性がありますが、あらか 
じめご了承ください。 

•通話相手までの経路に ISDN 経由部分があると、 
G .729 a 方式の音声圧縮が行われます。そのため、 
音質が多少劣化することがあります。 


IP 電話 サービスに 必要な情報 

IP 電話サービスを契約すると、サービスの提供会 
社から以下の情報が書類で届きます。 

① VoIP 電話番号 

例） 05012345678 

② VoIP サーバ名 

例） voip . yamaha . co.jp 

③ サービスドメイン 

例） yamaha . co.jp 

④ VoIP ユーザ ID 

例 ） username 

⑤ VoIP ューサパスワード 

例 ） password 


VoIP 機能を 
使用できるよラにする 

「 VoIP の基本設定」画面で、 VoIP 機能を利用できる 
ように設定を変更します。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「 Vo _ P の基本設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリツクします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 VoIP の設定」の「設定」 

►「 VoIP の基本設定」の「設定」 
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IP 電話サービス(有料)を利用する(つづき) 


IP 電話サービスを 
使无るよ 5 に準備する 

IP 電話サービスに必要な情報を入手したら 、 「IP 
電話サーパの設定」画面で、 IP 電話サービスを利 
用できるように設定を変更します。 


■r3\ > > Of ■電87-バめ*® 

■■*71•レス _ 细 |,，M 螬_ 

サ'■パアドレス ~~I 

zv - MniM-tiaar 匚]〇(用すち MTT 1 日* flETSrtol ナンパー« 15 > 


□全ボート S —括 H 2 T る 


格イやルする 


格+蕾**，ィゃ11■すな 


«♦•*«»■< や II •す* 


電篇デ4スブレイ名 


» 定の》度 


卜-パへ， i .| 


§ヒント 

契約した IP 電話サービスにあわせた設定を選んだ場合 
は、表示される画面が異なります。詳しくは HP 電話 
サーバをはじめて設定する場合は」をご覧ください(電 
話番号ルーティング機能を使用したい場合は、 IP 電話 
サービスにあわせた設定を選ぶ必要があります)。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 


• VoIP 通話するには、プロバイダとの接続でグローバ 
ル IP アドレスが割り当てられている必要があります。 
グローバル IP が割り当てられているかどうか確認し 
たい場合は、「かんたん設定ページ」のトップページ 
で「プロバイダ接続」欄を確認してください。 

• プロバイダへの接続と IP 電話サービス ( SIP サーバ） 
への接続は別の操作のため、それそれ接続操作を行 
う必要があります。 

• SIP サーバは最大32個まで登録できます。 

• 「電話ディスプレイ名」を入力すると、相手の電話機 
がネー厶 • ディスプレイ対応の場合にその端末画面 
上に表示されます。 

• SIP サーバと接続されていない場合、相手から発信 
すると話中音になります。 

•通話相手先が RT 58 i または RT 57 i 、 RTV 700な 
ど G .729 a 方式の圧縮をサポートしている場合 
は、 ISDN 回線経由でも VoIP 通話できます。相手 
が G .729 a をサポートしていない電話機の場合には、 
ダイヤルしても話中音（ビジートーン）が聞こえま 
す。なお、 G .729 a の音声圧縮が適用された場合には、 
音声品質が若干劣化します。 

「■ P 電話サーバの設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 

のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 VoIP の設定」の「設定」 

►「 IP 電話サーバの設定」の「設定」 


ip 電話サーバをはじめて設定する場合は 

すでに契約して取得した IP 電話サービスの05〇番 
号を入力して IP 電話サーパを自動判別したり、契 
約した IP 電話サ _ ビスにあわせた設定を選ぶこと 
もできます。 

令ヒント 

• IP 電話サービスを指定して設定すると、「電話番号 
ルーティング」や「公衆回線への自動迂回」など、選 
んだサービス固有の設定項目が表示される場合があ 
ります。設定内容について詳しくは、設定画面の「へ 
ルプ」をクリックして、表示される説明をご覧くだ 
さい。 

• 契約した IP 電話サーバに合わせた設定をした場合、 
Vol P 通話をする時はプレフィックスなしで発信でき 
ます。 ISDN 回線またはアナログ回線経由で発信し 
たいときは、プレフィックス「0000」をダイヤルし 
てください。 



インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 
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IP 電話 サービス 設定画面 1 : 

050番号を入力すると、 IP 電話サーバを自動判別 
できます。 



IP 電話サービス設定画面2 : 

契約した IP 電話サービスにあわせた設定を選べま 
す。 



IP 電話 サービス 設定画面3 : 

FUSION IP Phone を選んだ場合の設定画面の例 



■ P 電話で通話する 

インターネット電話を準備が終わったら、以下の 
手順で通話できます。 

IP 電話をかける 


1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2登録した相手先の電話番号をダイヤルする。 

プレフィックスのあとに、050番号をダイヤ 
ルする。 

ダィヤル例： 

プレフィクスが2 d )、050番号が0502236 
0679の場合： 

② ( D ⑧⑥⑧②②③⑧⑧⑥⑦⑧ 

受話器から「ププ」と SIP 確定音が聞こえてか 
ら、呼び出し音に変わります。 

相手が出ると通話できます。 

f ヒント 

ダイヤルした後に ® を押すと、すぐに発信します。 
また、何も押さなくてもダイヤル桁の間隔設定で設定 
された時間(工場出荷時は4秒)を過ぎると、自動的に 
発信します。 

なお、通常の加入電話としてアナログ回線を使用して 
いる場合、4桁以下のダイヤルでは、ダイヤル終了後 
に ( D を押しても発信は開始されないので、何も操作 
をせずに発信が開始されるまでお待ちください。 

詳しくは「電話機設定機能一覧」 (237 ページ)をご覧く 
ださい。 


IP 電話を受ける 

受話器の呼び出し音が鳴ったら、受話器を 
取る。 

通常の電話と違いはありません。 
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NetVolante インターネット電話で 
通話する 


インターネット経由で RT 58 i に接続した電話機間で会話 ( VoIP 通話)できます。 
電話会社を通さずに通話するため、通常の電話料金はかかりません。 



く、あらかじめ登録した通常の電話番号も利用で 
きます。詳しくは 「 NetVolante インターネット電 
話のダイヤル先は？」 （1 10ページ)をご覧ください。 
• 本製品に接続した2台の電話機で、同時に別の通 
話先と NetVolante インターネット電話を楽しむこ 
ともできます。 



インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 
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NetVolante インターネット 
電話機能についてのご注意 

• NetVolante インターネット電話機能は、人の生 
命や高額な財産などを扱うような、高度な信頼 
性を要求される分野で使用する目的で設計され 
ていません。本製品により発生したトラブルや 
損失について、当社では一切の責任を負いかね 
ますので、あらかじめご了承ください。 

• インターネット経由による VoIP 通話という特性 
上、 NetVolante インターネット電話機能による 
通話は第三者によって盗聴される可能性があり 
ます。あらかじめご了承ください。 

• VoIP 通話は IP 網を経由するため、ベスト エフ ォ 
—卜のサービスとなります。そのため、遅延や 
エコー、 音切れの可能性がありますが、あらか 
じめご了承ください。 

•通話相手までの経路に ISDN 経由部分があると、 
G .729 a 方式の音声圧縮が行われます。そのため、 
音質が多少劣化することがあります。 

• NetVolante インターネット電話機能は、フロパ 
イダからグローバル IP アドレスが割り当てられ 
ている環境でのみ、利用できます。グローパル 
IP が割り当てられているかどうか確認したい場 
合は、「かんたん設定 ページ」 のトップ ページで 
「プロパイダ接続」欄を確認してください。 


• 通話料は無料ですが、インターネットの利用料 
金(フロパイダ料金および回線料金)が別途かか 
ります。 

• NetVolante インターネット電話機能は、ネット 
ワークが混雑すると、音声が途切れる場合があ 
ります。 

• NetVolante インターネット電話では、モデムは 
使用できません。また、 NetVolante インターネ 
ット電話での FAX は、ブロードパンド回線の状 
態や FAX の機種により、正常に送受信できない 
場合があります。 

• G .729 a 方式の音声圧縮が行われている場合に 
は、 FAX は使用できません。 

• NetVolante インターネット電話機能は、ネット 
ボランチ DNS サービスを利用しています。ネ 
ットボランチ DNS サービスの制限について詳 
しくは、「ネットボランチ DNS サービスのご利 
用にあたって」 （113 ページ)をご覧ください。 



なお、グローパル IP アドレスが割り当てら 
れていても、ネットワーク型プロパイダ接続 
でインターネットに接続している場合には、 
NetVolante インターネット電話機能を利用でき 
ないことがあります。 

また、プライべ一卜 IP アドレスの場合でも、 
U \ N 内であれば NetVolante インターネット電話 
機能を利用できます。 
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NetVolante インターネット電話で通話する(つづき) 


NetVolante インターネット 
電話のダイヤル先は？ 


次の2種類の電話番号を使用できます。 



ン 

夕 

I 

ネ 


ヅ 

卜 

経 

由 


で 

通 

話 


る 


V 


〇 


P 



1.通常の電話番号 

通常の電話番号を利用できます。ただし、 
NetVolante インターネット電話機能では SIP ア 
ドレスという仕組みで通話先を管理しているた 
め、通常の電話番号にダイヤルして NetVolante 
インターネット電話で通話するには、あらかじ 
め通話先の電話番号を SIP アドレスと組み合わせ 
て登録する必要があります（次ページ)。つまり、 
NetVolante インターネット電話機能を使用する場 
合は、通話相手がお互いの SIP アドレスを知って 
いる必要があります。 

SIP アドレスとは？ 

SIP アドレスは以下の例のように、 「 sip : 電話ユー 
ザ名◎ホストアドレス」の形式で表されます。 

• sip : RT 58 i @ yamaha . netvolante.jp 

• sip : RT 58 i @10.0.0.1 

• sip : RT 58 i @12345678. tel . netvolante.jp 

電話ユーザ名は、本製品の TEL ポートごとに任意 
に設定できます。ホストアドレスをすでに取得し 
ている場合はそのアドレスまたはグローバル IP ア 
ドレスを、ネットボランチ DNS サービスで取得 
した場合は電話アドレスをそれぞれ指定します。 


2.ネットボランチ電話番号 

ネットボランチ DNS サービスを利用すると、8 
桁のネットボランチ電話番号が割り当てられます。 
< D ( g ) のあとに割り当てられたネットボランチ電 
話番号をダイヤルすることで、お互いに通話でき 
るようになります。 


電話番号を登録して電話をかける例： 

1電話番号「03-11 11-2001 を SIP ァドレス 「 sip : 
RT 58 i @ yamaha . netvolante.jpj に対応するよう 
に登録する。 

2インターネット電話に対応する識別番号（プレフ 
ィックス）をダイヤルしてから、 r 0311112001 j 
とダイヤルする。 

自動的に 「 sip : RT 58 i @ yamaha . netvolante . jp 」 
宛に NetVolante インターネット電話をかけます。 
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NetVolante インターネット 
電話を準備する 

以下の手順で NetVolante インターネット電話機能 
を利用するための準備を行います。 


1. VoIP 機能を使えるようにする 

「 VoIP の基本設定」画面で、 VoIP 機能を利用できる 
ように設定を変更します。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 


VoIP の基本設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリツクします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 VoIP の設定」の「設定」 

►「 VoIP の基本設定」の「設定」 


2.通話相手を登録する 

「インターネット電話帳」画面で、 NetVolante イン 
夕ーネット電話での通話相手を登録します。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

• インターネット電話帳に通話相手を登録するには、 
相手の SIP アドレス（インターネット電話ユーザ名 
と IP アドレスまたはホストアドレス）を入力する必 
要があります。これらの情報は、あらかじめ相手か 
ら聞いておくようにしてください。 

SIP アドレスについて詳しくは、「 NetVolante イン 
ターネット電話のダイヤル先は？」（前ページ)をご覧 
ください。 

•ネットポランチ電話番号を直接ダイヤルする場合は、 
通話相手をインターネット電話帳に登録する必要は 
ありません。 

「インターネット電話帳」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 VoIP の設定」の「設定」 

►「インターネット電話帳」の「設定」 
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NetVolante インターネット電話で通話する(つづき) 


3■ネットボランチ電話番号を取得する 

ネットボランチ DNS サービスを利用して、お使い 
のネットボランチ固有の電話番号（ネットボラン 
チ電話番号）を取得します。ネットボランチ電話 
番号を利用すると、通話先のグローバル IP アドレ 
スが変更されるごとに NetVolante インターネット 
電話帳の設定を更新する必要がなくなり、便利で 
す。 

•ネットボランチ電話番号は、ネットボランチ1台に 
つき1つしか取得できません。 

• ネットボランチ電話番号は、それそれのネットボラ 
ンチに固有の MAC アドレスと組み合わせて登録さ 
れています。そのため、すでにネットボランチ電話 
番号を取得しているネットボランチの設定ファイル 
を別のネットボランチに適用しても、同じネットボ 
ランチ電話番号は利用できません。 

• ご利用中のプロバイダによっては、ホスト名および 
ネットボランチ電話番号の登録/更新内容がネット 
ボランチ DNS サービスにすぐに反映されないこと 
があります。あらかじめご了承ください。 


1ネットポランチ DNS サービスを 利用でき 
るようにする。 

詳しくは「ネットボランチ DNS サービスを利 
用する」 （194 ページ)をご覧ください。 

なお、ネットボランチ DNS サービスの制限に 
ついて詳しくは、「ネットボランチ DNS サー 
ビスのご利用にあたって」（次ページ)をご覧く 
ださい。 

2「ネットポランチ DNS 電話アドレスサー 
ビス」画面で、ネットポランチ電話番号を 
取得する。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 

「ネットボランチ DNS 電話アドレスサービスの設 
定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 VoIP の設定」の「設定」 

►「ネットボランチ DNS 電話アドレスサービスの 
設定」の「設定」 



インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 
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ネットボランチ DNS サービスの 
ご利用にあたって 

ネットボランチ DNS サービスを利用すると、不特 
定多数の方から、お使いのルータにアクセスされ 
ることが想定されます。そのため、悪意の第三者 
による不正アクセスにより、損害を受ける場合が 
あります。また、お使いのパソコンを経由して第 
三者に対して被害を及ぼす可能性もあります。 

ネットボランチ DNS サービスのご利用にあたっ 
ては、お使いのパソコンのセキュリテイ対策には、 
自己責任にて十分ご配慮いただきますようお願い 
いたします。 

DNS の正引き • 逆引きについて 

ネットボランチ DNS サービスでは、登録ホスト名 
に関しての正引きはできますが、逆引きはできま 
せん。逆引きを行うと、登録ホスト名に対する IP 
アドレスは、接続先のプロパイダで使用している 
ホスト名になります。 

ホスト名•ネットボランチ電話番号の登録および 
更新について 

ご利用中のプロパイダによっては、ホスト名およ 
びネットボランチ電話番号の登録/更新内容が 
ネットボランチ DNS サービスにすぐに反映されな 
いことがあります。あらかじめご了承ください。 

ホスト名について 

登録時の希望ホスト名によっては、ネットボラン 
チ DNS サービスでご利用できない場合があります。 
あらかじめご了承ください。 

この場合は、別のホスト名を指定してネットボラ 
ンチ DNS サービスをご利用頂きますようお願いい 
たします。 


ネッ トポランチ DNS サービスの 設定をはじめて 
行5場合は 

ネットボランチ DNS サービスで「登録」をクリック 
すると、「ネットボランチ DNS サービス利用規約」 
が表示されます。規約を読んで、同意するときは 
「同意する」、同意しないときは「同意しない」をク 
リックしてください。規約に同意されない場合は、 
ネットボランチ DNS サービスをご利用いただけま 
せん。あらかじめご了承ください。 


インタ—ネット経由で_する (> Q - P 通話) 
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NetVolante インターネット電話で通話する(つづき) 


NetVolante インターネット 
電話で通話する 

NetVolante インターネット電話の準備が終わった 
ら、以下の手順で通話できます。 

1受話器を上げる。 



発信音が聞こえます。 

• ISDN 回線またはアナログ回線の外線に発信 
できる場合は： 「ツー」と聞こえます。 

• ISDN 回線またはアナログ回線の外線に発信 
できない場合は： 「ツ • ツー」と聞こえます。 

ブロードパンド 回線とは別に ISDN 回線または 

アナログ回線を本製品に接続していない場合は、 

ISDN 回線またはアナログ回線経由で電話はかけ 

られません。 

登録した相手先の電話番号をダイヤルする。 

• 「プレ フィックス(識別番号）の設定」で識別 
用の番号を指定した場合は： 電話番号をダ 
イヤルする前に、識別用の番号（プレフィッ 
クス、例：⑨⑧）をダイヤルしてください。 

• 相手のネットボランチ電話番号がわかって 
いる場合は： ネットボランチ電話番号の識 
別番号（プレフィックス、 ( g )( D ) に続けて、 
番号をダイヤルしてください。 

「プップッ」という音の後に呼び出し音が聞こ 

え、相手が応答すると通話できます。 


ダイヤル例： 

• 識別用の番号を® ( D に設定している場合に、 
電話番号 03-11 11-2001にダイヤルする 

⑥⑧、 © ③①①①①②©⑧①の順 
にダイヤルします。 

• ネットボランチ電話番号12345678にダイヤル 
する 

⑧⑧、①②③④⑤⑥⑦⑧の順にダイ 
ヤルします。 

NetVolante インターネット電話で接続できな 
いときに、 ISDN 回線またはアナログ回線で通話 
する場合は 

相手の電話番号を直接ダイヤルしてください（工 
場出荷状態)。この場合は、通常の電話料金がか 
かります。 

ヒント 

ダイヤルした後に®を押すと、すぐに発信します。 
また、何も押さなくてもダイヤル桁の間隔設定で設定 
された時間(工場出荷状態では4秒）を過ぎると、自動 
的に発信します。 

なお、通常の加入電話としてアナログ回線を使用して 
いる場合、4桁以下のダイヤルでは、ダイヤル終了後 
に®を押しても発信は開始されないので、何も操作 
をせずに発信が開始されるまでお待ちください。 

詳しくは「電話機設定機能一覧」 (237 ページ)をご覧く 
ださい。 
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インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 





内線 VoIP 通話する 


RTV 01 を利用して、下図のような内線 VoIP システムを構成できます。 

ここでは R 7 V 01 を電話帳サーバーとして使用する内線 VoIP システムを構成する場合の、本製品の設定 
について説明します。 RTV 01 など他機器の設定については、それぞれの機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい 0 


本社 


プレフイツクス： 
なし（内線 VoIP 用) 


特番： 8 

( RTV 700指定用） 


事業所番号201 
172.16.1/ 


事業所番号202 
172.16 .2.1 


拠点 B 


内線 

1001 



\ へ 

プレフイツクス： 

RT 58 i 

プレフイツクス： 

^8 (内線 VoIP 用） 



なし（内線 VoIP 用） 

1 ノ 


Mm A 

L ノ 


内線100 200 


内線番号なし 
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内線 VoIP 通話する(つづき) 


1_ VolP 機能を 
使えるようにする 


2■本製品を登録(レジスト） 
するための情報を設定する 


「 VoIP の基本設定」画面で、 VoIP 機能を利用できる 
ように設定を変更します。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「VoIP の基本設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリツクします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 VoIP の設定」の「設定」 

►「 VoIP の基本設定」の「設定」 


RTV 01 側での各拠点情報の設定に加えて、本製品 
を RTV 01 に登録（レジスト）するために必要な情報 
を各拠点側の 「 IP 電話サーバの設定」画面で設定し 
ます。 

RTV 01 で拠点情報を設定する際に使用した、拠点ごと 
の情報が必要です。あらかじめ必要な情報を手元に用 
意してから、設定を行ってください。 


1「かんたん設定 ページ」 のトップ ページで 
「電話の設定」をクリックしてから、 「VoIP 
の設定」の「設定」をクリックする。 

2 「ip 電話サーバの設定」の「設定」をクリック 

ハする。 




ネット霣渊 

因 

ネ>トボランチ CNS . 電括 TKb スサー t ： スめ KEE 



コ 


3「手動設定」をクリックして選んでから、「次 
へ」をクリックする。 
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4 「ヤマ八鼋話帳サーバー」をクリックして選 
んでから、「次へ」をクリックする。 



「ヤマ八電話帳サーパーの登録」画面が表ホさ 
れます。 



5「事業所番号」欄に、本製品を設置した拠点 
の事業所番号を入力する。 

g 「パスワード」欄に、拠点の認証パスワード 
を入力する。 

パスワード認証を使用しない場合は、入力す 
る必要はありません。 


y 「サーバアドレス」欄に、 RTV 01 の IP アド 
レスを入力する。 

RTV 01 で冗長構成機能を使用する場合は 

冗長構成機能を使用する場合は、冗長構成時 
の仮想 IP アドレスを指定してください。 

迂回発信を使用する場合は 

迂回用のサーパアドレスを入力してから、「未 
接続時には直ちに迂回する」にチェックを付け 
ます。 

g「sip ドメイン」欄に、 RTV 01 側で指定した 
sip ドメイン名を入力する。 

9 「 Q 値」欄に、本製品に設定する Q 値を入力 
"" する。 

Q 値について詳しくは、 RTV01 の取扱説明書 
「本装置を使いこなす」の「同一事業所番号の同 
時通話数を増やす(八ントグループ機能)」をご 
覧ください。 

10各電話ポートのプレフィックスを指定する。 

「直接」を選ぶか、または任意のプレフィック 
スを指定してください。 

f ヒント 

事業所番号のみで発信を許可する場合や、各電話 
ポートごとに電話機の鳴り分けやダイヤルイン番 
号を設定する場合は、コマンド入力で設定を追加 
する必要があります。 

詳しくは、 RTV 01 の取扱説明書「通話に必要な設 
定を行う」の「設定3:ヤマ八 VoIP ゲートウェイを 
設定する」の「3.拠点の運用に合わせて設定を追加 
する」をご覧ください。 

11「設定の確定」をクリックする。 
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内線 VoIP 通話する(つづき) 


内線通話する 

内線 VoIP 通話の準備が終わったら、以下の手順で 
通話できます。 

1受話器を上げて発信音を確認してから、相 
手の電話番号をダイヤルする。 

以下の順序でダイヤルします。 

• PBX の特番 (PBX がある場合） 

• 本製品で設定した内線 VoIP 用プレフィック 
ス（前ページ） 

• 相手の事業所番号 

• 相手の内線番号(内線番号がある場合） 

ダイヤル例 

以下の条件で発信する場合は、⑧②⑧① 
① (§)(§) とダイヤルします。 

• PBX の特番： 8 

• 本製品の内線 VoIP 用プレフィックス：なし 
• 相手先の事業所番号： 201 
• 相手先の内線番号：100 

通話が終わったら、受話器を置く。 

f ヒント 

ダイヤルした後に ® を押すと、すぐに発信します。 
また、何も押さなくてもダイヤル桁の間隔設定で設定 
された時間(工場出荷状態では4秒）を過ぎると、自動 
的に発信します。 

なお、通常の加入電話としてアナログ回線を使用して 
いる場合、4桁以下のダイヤルでは、ダイヤル終了後 
に®を押しても発信は開始されないので、何も操作 
をせずに発信が開始されるまでお待ちください。 
詳しくは「電話機設定機能一覧」 (237 ページ)をご覧く 
ださい。 



インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 
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通常電話と Vol P 通話の発信/着信を 
使い分ける 


使い分けの概要 

発信時の使い分け例 

電話番号の前にプレフィックスをダイヤルすることで、1つの電話機から以下の発信先を使い分ける 
ことができます。 

• 通常の加入電話 ( ISDN 回線やアナログ回線)の電話番号 
• NetVolante インターネット電話番号 



着信時の使い分け例 



TEL ポートごとに、通常の電話番号やダイヤルインサービス（有料)で取得した電話番号、 i •ナンパー(有 
料)の電話番号を割り当てられます。 

ポートごとに電話番号を割り当てることで、必要な電話機のみ呼び出し音が鳴るようになります。 

VoIP 通話 ( NetVolante インターネット電話および _ P 電話サービス） 

TEL ポートごとに、着信許可の設定を変更できます。電話ユーザ名とあわせて設定することで、必要 
な電話機のみ呼び出し音が鳴るようになります。 
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通常電話と VoIP 通話の発信/着信を 
使い分ける(つづき） 


発信を使い分ける 
(プレフイックスの登録) 


着信を使い分ける 
(ポートごとの着信設定) 


プレフィックスを登録するには、「プレフィック 
ス（識別番号）の設定」画面で、設定を変更します。 





ネポ7ン罨 


ブレ:1 I 


U 口 



ネ7卜累ランチ電 


ゴレフイツクス：_ 


プレ加抑|_| 

i tt 定の礒 X 


トプへ屋& | 


プレフイックスを登録する前に、 NetVolante インター 
ネット電話の設定 （108 ページ）と、 IP 電話サービスの 
設定 （104 ぺージ)を行ってください。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「プレフィックス!:識別番号)の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリツクします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 TEL の共通設定」の「設定」 

►「プレフィックス（識別番号）の設定」の「設定」 


着信を使い分けるには、「基本設定」画面で必要な 
設定を行います。 

ヒント 

通常の加入電話の着信設定と共通の設定画面です。 

TEL 1 ポートの設定画面の例 



Kit ■itirien 


BC *43_> t ナ a ブ〇薄 


k T - fa ^ am ザイヤ w 




□easi>7Ki. 


ルス 


w > wcii こめ ■ toiey 主曾ん 


この cei « り sir ん 


x « e » ない an 


boo 家 r ^ a ^ o * 




設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「基本設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

► 「 TEL の共通設定」の「設定」 

►■「基本設定」の「設定」 



インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 
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複数のルータ間で通話する 
(カスケ ー ド接続） 


本製品の「カスケード接続機能」を利用すると、複数の RT 58 i の TEL ポートをまとめて管理して、内線 
通話が できるようになります。また、 1台のルータがブロードバンド回線や ISDN 回線、アナログ回線 
に接続されていれば、他のルータの TEL ポートに接続した電話から VoIP 通話 または 外線通話を するこ 
ともできます。 ルータを複数台カスケード接続する ことで、 同時に使用で きる VoIP 通話数を増やす こ 
ともできます。 



瞬_ 内線番号： 21 

• アナログ回線のカスケード接続はできません。 

• アナログ子機に接続した電話機からカスケード 
接続機能で外線通話すると、エコー（自分の話 
した声が遅れて聞こえてくる）が発生する場合が 
あります。通話に支障があるような場合は、ア 
ナログ親機に接続された電話機で通話してくだ 
さい。 

•カスケード接続機能は、ネットワークが混雑す 
ると、音声が途切れる場合があります。 

• アナログ子機にモデムや FAX を接続した場合、 

ネットワークの混雑状況により通信が途切れる 
ことがあります。このような場合はアナログ親 
機に接続してください。 

• G .729 a の音声圧縮を使用するためには、通話す 
る電話機と直接接続されているルータが G .729 a 
の音声圧縮機能を搭載している必要があります。 

G .729 a の音声圧縮機能を搭載していないルータ 
に接続されている電話機からは、 G .729 a の通話 
はできません。 


インタ—ネット経由で_する (> Q - P 通話) 
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アナログ親機の設定を 
変更する 

アナログ親機（ブロードパンド回線や ISDN 回線 
を接続しているルータ）の設定をした後に、「カス 
ケード接続(機器間アナログ通話)」画面でアナロ 
グ子機の機器番号を割り当てます。 

「カスケード接続(機器間アナログ通話）」画面で 
「アナログ通話モード」を「アナログ親機」に切り替 
えてから、必要な設定を行います。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 



「カスケード接続(機器間アナロク通話)」画面を開 
くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

► 「 TEL の共通設定」の「設定」 

►「カスケード接続(機器間アナログ通話）の設定」 
の「設定」 


アナログ子機にするルータの 
設定を変更する 

最初にアナログ子機(ブロードパンド回線や ISDN 
回線を接続していないルータ）の「カスケード接続 
(機器間アナログ通話)」画面で設定を行います。 
「カスケード接続(機器間アナログ通話)」画面で 
「アナログ通話モード」を「アナログ子機」に切り替 
えます。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 



「カスケード接続(機器間アナロク通話)」画面を開 
くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

► 「 TEL の共通設定」の「設定」 

►「カスケード接続(機器間アナログ通話）の設定」 
の「設定」 



複数のルータ間で通話する(カスケード接続) 
(つづき） 



インタ—ネツト経由で通話する (> 〇 IP 通話) 
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アナログ親機とアナログ子機には、それそれ異な 
る IP アドレスを設定してください 

通常はアナログ子機の IP アドレスを変更します。 
IP アドレスの変更について詳しくは、 「 LAN 側 IP 
アドレスを設定する」 （62 ページ)をご覧ください。 

アナログ親機が DHCP サーバ機能を使用する設定にな 
っている場合は、アナログ子機では DHCP サーノ V 機能 
を使用しない設定にしてください。 


カスケード接続で通話する 


外線にかける 

ルータ間の接続の場合も、外線通話のかけ方は 
ルータ1台の場合と同じです。受話器を取ってダ 
イヤルすれば、通話できます。 

1受話器を上げて発信音を確認してから、相 
手の電話番号をダイヤルする。 

呼び出し音が聞こえ、相手が応答すると通話 
できます。 

2通話が終わったら、受話器を置く。 


内線にかける 

ルータ間の接続の場合も、内線通話、外線転送な 
どの機能が使えます。ただし、内線番号は「機器 
番号 + TEL ポート番号」に変わります。 

1受話器を上げて発信音を確認してから、 
® に続けて内線番号をダイヤルする。 

指定した内線番号のアナログ機器で呼び出し 
音が鳴ります。相手が応答すると通話できます。 
• アナログ子機2の TEL 2 ポートを呼び出す場 
合： （ D 、 ②、②とダイヤルします。 

• アナログ子機3の全 TEL ポートを呼び出す 
場合：®、③、 ® とダイヤルします。 

• 全ルータの全 TEL ポートを呼び出す場合： 
®、® とダイヤルします。 

指定した内線番号の機器が使用中のときは話中音 
が聞こえ、呼び出し音は聞こえません。 

通話が終わったら、受話器を置く。 


インタ—ネット経由で_する (> Q - P 通話) 
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Windows Messenger t 
音声チヤツトする 


Windows Messenger のバージョン 4. 6以降と本製品に接続した電話機で、 NetVolante インターネッ 
卜電話機能による通話を楽しめます。相手先が VoIP 通話に対応する環境を用意していない場合でも、 
Windows Messenaer に対応したパソコンがあれば、インターネツト経由で会話できます。 



ヤツトは使用できません。 

• CATV 接続など、プロバイダから割り当てられる 
IP アドレスがプライベート IP アドレスの場合 
• プロバイダへ接続するために、ルータ型 ADSL モ 
デムを介して本製品を接続している場合(グロー 
バル IP アドレスが本製品の WAN 側インタフエー 
スに割り当てられないため） 


必要な環境を確認する 

NetVolante ィンターネツト電話機能で Windows 

Messenger と音声チヤツトするには、以下の環境 

や設定が必要です。 

• バージョン 4. 6以降の Windows Messenger が 
パソコンにインストールされている。 

バージョンを確認するには 、 Windows 
Messenger の 「ヘルプ」 メニューから「バージ ョ 
ン情報」を選びます。バージョンが古い場合は、 
WindowsU pdate などを使用してバージョンア 
ツプしてください。 

• Windows Messenger でマイクとスピーカーが 
使用できるように設定されている。 


それぞれグローバル IP アドレスが割り当てられ 
てぃる。または通信相手のパソコンがグローバ 
ル IP アドレスの割り当てられてぃる UPnP 対応 
ルータ経由でインターネットに接続してぃる。 
「 NetVolante インターネット電話機能につぃて 
のご注意」 （ 109ページ)も合わせてご確認くださ 
い 〇 



インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 
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Windows Messenger 
の設定を変更する 


Windows Messenger を起動する。 

Windows Messenger の「ツール」メ 
ニューから「オプション」を選ぶ。 


ファイル©棟作⑻ 


ヘルブ㈣ 
メンバの追加⑻ ... 
kazuya«la メンバの苷理 (M) 


E 園 E 


I 


、嘲 S 

tto 


クル-ブの苷理 (S) 


メンバ①分類 (S) 

播作ウィン表示 (H) 

粑 1 トレイ タブの表示① 

55 オンライン Windows の配色を使用 (U> 

寸ンライン^ 常(こ手前に表示 (N) 

ち オフライン 刪^① 

寸フライン®|ア W ン Web サイト®... 

電話番号の公閡 (£)... 

丑 W ルの設定の茇更<£)... 

才-ディオチューニンク.ウィザ'- m >... 


「オプション」画面が表示されます。 

3「アカウント」タブをクリックする。 

4「リアルタイム通信サービスユーザを含 
める」にチェックを付けてから、「サイン 
イン名」に「適当なユーザ名@自分のパソ 
コンの ip アドレスまたはホスト名」（例： 
user @1 92.168.100.1 0) を入力する。 



「サインイン名」の右側にある、「詳細設定」 
をクリックする。 

「リアルタイム通信サービスの接続の設定」画 
面が表示されます。 


0「手動接続」を選んでから以下のように設 
定し、 「 OK 」 をクリックする。 

• サーバ名または IP アドレス： 通話したい 
ネットボランチのグローパル IP アドレスま 
たはホスト名を入力する。 

• 接続に使用しているプロトコル： 「 UDP 」 を 

S ，、、 

aS 、。 



7 「 OK 」 をクリックして、「オプション」画面 
を閉じる。 

g 「ファイル」メニューから「サインイン」を 
選び、 Windows Messenger にサイン 
インし直す。 



これで Windows Messenger と本製品に接 
続した電話機で通話できるようになります。 


ネットポランチの設定を 
変更する 

NetVolante インターネツト電話帳に電話番号と相 
手のリアルタイム通信 サービスに 使用する ユーザ 
名を登録します。 

詳しくは 「Windows Messenger の設定を変更す 
る」(前項)の手順3、および「通話相手を登録する」 
(111ページ)をご覧ください。 
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Windows Messenger と音声チ ヤツ トする (つづき） 


Windows Messenaer 
からネットポランチへ 
発信する 

Windows Messenger からネツトボランチに発信 
するには、相手先のネットボランチのグローバル 
IP アドレスに合わせて、発信する相手ごとにサー 
パの設定を変更する必要があります。詳しくは、 
「Windows Messenger の設定を変更する」（前べ一 
ジ)をご覧ください。 

Windows Messenger を起動する。 

「操作」メニューから「音声チヤットの開始」 
を選ぶ。 


[ッ'■ル①ヘルプ ㈣ 
_インスめトメッセージの送信⑤ ... 

卜 not 

r ビデオチゃツトの閡姶 ⑧ ...K 一 

i 〇 :ファイルまたは写臭の送信 ( £>… 

. モパイルに外セ-ジを送信⑽ - 

チ V 9 トル~ム(こ移助© 

電話をかける© 

八 電子メールの送信 ( E )- 

リモ-トアシス$ンスを要求⑧... 

㈣ ケーンヨン共有®閡始 ... 

ホワ仆ポード® PI . 


Q 「その他」タブをクリックしてから、「電子 
メールアドレスの入力」に相手先のネット 
ポランチの SIP アドレスを入力し、「サー 
ビス」から「リアルタイム通信サービス」を 

'3B 

进ふ〇 


音声チV外の問姶 




メンバ ( C ) 


その他© 


速格を取る相手の電子メールアドレスを入力します。 

電子メールアドレスの AW 


pt58i@192.168.100.10 


1 群激 r ルァドレス * A 

例： so meone@ m icrosof t,co m 


サービス迄)： 


I リア)イム通信サービス 


— V] 歡 « て附 - ビス 


[ キャンセル I 


SIP アドレスとは、「電話ユーザ名@ネットボ 
ランチのグローバル IP アドレスまたはホスト 
アドレス」です。電話ユーザ名は、相手先のネ 
ットボランチのインターネット電話機能で各 
TEL ポートに設定されているインターネット電 
話ユーザ名を入力してください。初期設定で 
は、機種名になっています(例: RT 58 i @192.168. 
100.10)〇 


4 「 OK 」 をクリックする。 

相手先に発信します。 



インタ—ネツト経由で通話する ( VOIP 通話) 
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ネットポランチから 
Windows Messenger 
へ発信する 


ネットボランチからは、「リアルタイム通信サー 
ビスユーザを含める」設定になっている Windows 
Messenger すべてに対して発信できます。相手先 
によって設定を変更する必要はありません。 

また、相手先が Windows Messenger の「リアル 
タイム通信サービス」のサーパを発信元のネット 
ボランチに設定している必要はありません。 

通常のインターネット電話機能と同様に、 
識別番号(プレフイツクス）に続けて、番 
号をダイヤルする。 

相手先に発信します。 


Windows Messenger との 
音声チヤツトを切断する 

ネットポランチ側で通話を止める 

電話の受話器を置きます。 

Windows Messenger 側で通話を止める 

「音声チャットの中止」をクリックするか、会話画 
面を閉じます。 


音声チャットが 
正しく動作しないときは 


音声チヤツトを開始できない場合は 

Windows Messenger の通信上の仕様により、音 
声チヤツトのための接続に時間がかかることがあ 
ります。 

また、接続に時間がかかりすぎると、接続されず 
にそのまま接続処理を中止してしまう場合があり 
ます 。 「Windows Messenaer からネツトボランチ 
へ発信する」（前ページ)の手順2から操作し直して 
ください。 


これまで接続できていた相手と 
接続できなくなった場合は 

Windows Messenger の終了/起動を繰り返し 
たり、ルータの再起動や回線の切断などによって 
パソコンとルータで U Pn P 機能の情報が異なると、 
正常に接続できなくなることがあります。 
この場合は、回線を接続した状態でいったん 
Windows Messenger をサインアウトしてから、 
Windows Messenger を再起動します。それでも 
接続できない場合は、パソコンを再起動してくだ 
さい。 


インタ—ネット経由で_する (> Q - P 通話) 
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ISDN 回線で電話をかける/受ける 


通常の電話と同じ操作で、電話をかけたり受けたりできます。2回線まで同時に通信できるので 、 FAX 
を使いながら電話をかけたり、インターネットを使いながら電話をかけることもできます。 






この章では ISDN 回線を使った電話の使用法につ 
いて説明しています。 VoIP で通話する場合は、「イ 
ンターネット経由で通話する ( VoIP 通話）」 （1 〇2 
ページ）をご覧ください。また、アナログ回線を 
使った電話の使用方法は、「アナログ回線で通話 
する」 （154 ページ)をご覧ください。 

本製品を ISDN 回線に接続している場合、停電時 
に TEL ポートに接続した電話機では通話できませ 
ん。停電時に110や119などの緊急通話が必要な 
場合は、別回線の電話機や携帯電話などをお使い 
ください。 

本製品の電話機能は、 ISDN 回線またはアナログ 
回線に接続している場合に利用できます。本製品 
を ISDN 回線にもアナログ回線にも接続していな 
い場合は、 TEL ポート間の内線通話とインターネッ 
卜電話、カスケード通話以外、電話をかけたり受 
けたりすることはできません。 


TEL2 ポート 


N 回線で通話する 
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電話をかける 


電話機で外線をかけるときは、通常の電話と同じ 
操作でかけられます。また、2回線まで同時に通 
信できるので、 FAX を使いながら電話をかけたり、 
インターネットを使いながら電話をかけることも 
できます。 


城 W 

電話機のダイヤル設定は、できる限り「卜ーン」（プッ 
シュ）でお使いください。「パルス」の場合は、 ® およ 
び®の入力ができないため、次のような制限があり 
ます。 

• 内線をかけることができません。 

• 外線をかけるときにサブアドレスを指定できません。 
• 電話機からの設定ができません。 


受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

相手の電話番号をダイヤルする。 


2 


呼び出し音が聞こえ、相手が応答すると通話 
できます。 

相手が ISDN 回線でサブアドレスを設定して 
いる場合は、 

電話番号に続けて®とサブアドレス番号を 
押します。 

サブアドレス2香にかける場合の例： 

©③①③③③⑦⑦⑦⑦、 ®、 ② 

と押す。 

f ヒント 

•ダイヤルを押した後に®を押すと、すぐに発 
信します。また、何も押さなくてもダイヤル桁 
の間隔設定 (238 ページ）で設定された時間（エ 
場出荷状態では4秒）を過ぎると、自動的に発 
信します。 

• 一度通話状態になった相手に電話する場合、即 
時発信を使用する設定がされていれば、過去 
20件までの相手先は ( D なしでもすぐに発信し 
ます。 

3通話が終わったら、受話器を置く。 


電話を受ける 



電話がかかってくると、本製品の TEL ポートに 
接続したアナログ機器から呼び出し音が鳴ります。 
また、通話中に着信があった場合は、他の機器の 
呼び出し音が鳴り、同時に2通話まで使うことが 
できます。 

1電話がかかってくると、呼び出し音が鳴り 
ます。 





f ヒント 

i •ナンパーやダイヤルインサービス、サブアドレ 
スを設定した場合は、設定したポートのアナログ 
機器のみ呼び出し音を鳴らすことができます。詳 
しくは、 「 TEL ポートごとに使い分ける」 (151 ぺ一 
ジ)をご覧ください。 


2受話器を上げて、通話する。 



Q 通話が終わったら、受話器を置く。 


N 回線で通話する 
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内線電話をかける 


TEL ポートに接続したアナログ機器どうしで、内 
線通話ができます。アナログ機器の内線番号は、 
TEL 1 ポートが「1」、 TEL 2 ポートが「2」となります。 



1受話器を上げる。 


発信音が聞こえます。 

2 ® に続けて、内線番号をダイヤルする。 

• TEL 1 ポートを呼び出す場合の例： （ D 、 ① 
• 全てのポートを呼び出す場合の例： （ D 、 
⑧ 

指定した内線番号のアナログ機器で呼び出し 
音が鳴ります。相手が応答すると通話できます。 

•指定した内線番号の機器が使用中のときは、呼 
び出し音は鳴りません。 

•カスケード接続機能を利用するときの操作は、 
「複数のルータ間で通話する（カスケード接続)」 
(121 ページ)をご覧ください。 

通話が終わったら、受話器を置く。 



フッキング操作を 
練習する 


フックボタンを押してすぐ放す操作を「フッキン 
グ」と呼び、電話を転送したり、着信中に電話を 
受けたときに通話先を切り替えたりするときに使 
います。 



多機能電話などをお使いのときは、フッキング操 
作は、キヤッチボタン（またはフックボタン、フ 
ラッシュボタンなど）を押す操作となります。詳 
しい操作は、お使いのアナログ電話機の取扱説明 
書でご確認ください。 

フックポタンを長く （1 秒以上)押すと、「オンフック」 
(受話器を置いた状態）とみなされて電話が切れてしま 
います。 

ヒント 

フッキングと判定する時間は、フッキング判定時間の 
設定(238ページ)で変更できます。 


Q ISDN 回線で通話する 
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外線通話を他の内線へ転送する 


通話中の外線通話を他のアナログ機器へ転送でき 
ます。 



外線通話を他のアナログ機器へ転送できるのは 、 ISDN 
回線で通話している場合のみです。アナログ回線で通 
話している場合には、外線通話を他のアナログ機器へ 
転送することはできません。 


1外線の相手に待っていただくよう伝えてか 
ら、フツキングする。 



通話中の相手は保留になります。 



® に続けて内線番号をダイヤルする。 

例えば TEL 2 ポートへ転送する場合は、 ®、 
②の順に押します。 


指定した内線番号のアナログ機器で呼び出し 
音が鳴ります。 



3内線の相手が応答したら、外線の転送を伝 
えてからフッキングする。 

ヒント 

呼び出し中に受話器を置くと、内線相手が応答す 
る前に転送できます。 

4「ツッ ツー ツッ ツー」 という音が聞こえてい 
る間に、受話器を置く。 

外線通話が転送されます。 



•「ツッツーツッツ_」という音が聞こえている間 
にフッキングすると、 TEL 1 ポートと TEL 2 ポー 
卜と外線の三者通話になります。 

•「ツッツーツッツ_」という音が聞こえている間 
に®をダイヤルすると、通話相手の切り替え 
ができます。 

• 指定した内線番号の機器が使用中のときは、呼び出 
し音は鳴りません。 

•本製品で接続できる外線と内線との三者通話、あ 
るいは擬似三者通話は合わせて1接続のみです。力 
スケード接続機能 (121 ページ)を使用している場合、 
他の TEL ポートが外線と内線との三者通話または擬 
似三者通話している間は、「ツッツーツッツ_」とい 
う音の間にフッキングしても、三者通話には切り替 
わりません。 

• カスケード接続機能(121ページ)を使用して、別の 
機器の ISDN 回線に繫がっている状態から、別の機 
器の内線との間で外線と内線との切り替え通話や三 
者通話に移行した場合、以下の制限が発生すること 
があります。 

1. カスケード接続した機器の TEL ポートから本製品 
の ISDN 回線を使用した一般回線への発呼ができ 
ない 。 

2. 本製品の ISDN 回線への着信がカスケード接続し 
た機器の TEL ポートで着呼できない。 

この場合は、外線と内線の切り替え通話や三者通話 
を終了してください。 
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ISDN 疆で通話する 









































通話中に他の着信を受ける 


ISDN 付加サービスの INS キャッチホン（コールウ 
エイティング）を契約していなくても、通話中に 
電話がかかってきた場合に、通話中の相手を保留 
にして、着信した電話を受けることができます(擬 
似キャッチホン)。 



擬似キャッチホン機能は、 ISDN 回線の2回線同時 

に通話できる特徴を応用した、キャッチホンサー 

ビスに相当する機能です。次の特徴があります。 

•本製品のみで利用でき、 NTT への申し込みや契 
約は不要です。 

• 各 TEL ポート毎に擬似キャッチホンをするかし 
ないかを設定できます。 FAX やアナログモデム 
をつないだ TEL ポートでは動作しないように、 
使い分けることもできます。 

• 擬似キャッチホンの場合、他で回線を使ってい 
るときは利用できません。その場合は、今話し 
ている通話を切ると、着信を受けることができ 
ます。 

• ISDN 付加サービスの INS キャッチホンの場合は、 
最大2つの TEL ポートで別々に利用することが 
できます。 


• 本機能のために、 NTT の「通信中着信通知サービス」 
の契約をお勧めします。 

• 擬似キャッチホンを利用する場合は電話機から設定 
するか (234 ページ)、「かんたん設定ページ」のトッ 
プページー「電話の設定」一 「TEL の共通設定」一「基 
本設定」一各ポートごとの「話中の着信通知」で「話中 
の着信通知」を「する」に設定してください。本製品 
の工場出荷状態では、「しない」になっています 
• カスケード接続機能 (121 ページ）と擬似キャッチ 
ホン機能の併用により、 TEL ポートが別の機器の 
ISDN 回線で外線と通話している状態から、 SU の機 
器の ISDN 回線に着信した通話との間で擬似キャッ 
チホンを使用した場合、以下の制限が発生すること 
があります。 

1 . カスケード接続した機器の TEL ポートから本製品 
の ISDN 回線を使用した一般回線への発呼ができ 
ない。 

2 . 本製品の ISDN 回線への着信がカスケード接続し 
た機器の TEL ポートで着呼できない。 

この場合は、擬似キャッチホンによる切り替え通話 
を終了してください。 

ISDN 付加サービスの INS キャッチホンを契約 
している場合は 

電話機から設定するか (234 ぺージ)、「かんたん設 
定ぺージ」のトップぺージー「電話の設定」 一 「TEL 
の共通設定」 一 「基本設定」一各ポートごとの「話中 
の着信通知」で「話中の着信通知」を「する」に、「か 
んたん設定ページ」のトップページー「電話の設 
定」一 「 ISDN 電話の設定」 一 「フレックスホン設定」 
で「種別」を「フレックスホン」に設定してください。 
本製品の工場出荷状態では、「擬似キャッチホン 
を使用する」（フレックスホンサービスを使用しな 
い）になっています。 


Q ISDN 回線で通話する 
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■NS キャッチホン/ 

擬似キャッチホンを 
使えるよラに設定する 

ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使って設定することもできます。 

電話機のダイヤル設定は、必ず「卜ーン」（プッシュ）に 
して操作してください。卜ーンの機能がない電話機で 
は、設定できません。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ® と@を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツー」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを③® (機能番号 36) と 
押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1 = CD 、 TEL 2=( D です。 
現在使用している電話機の TEL ポートに設定 
したいときは、 ® を押します。 

5①（許可)を押す。 
g ( D を押す。 

「ピー」という音が聞こえて、設定が変更され 
ます。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

7ダイヤルポタンを⑤②（機能番号 52) と 
押す。 


g キヤッチホンの種類を選んでから、ダイヤ 
ルポタンを押す。 

ISDN 付加サービスの INS キャッチホンを契約 
している場合は①、擬似キャッチホンを利 
用する場合は②を押します。 

g ® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて、設定が変更され 
ます。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順7から操作し直してください。 

10受話器を置く。 

別のポートも続けて設定する場合は、受話器 
を置かずに手順3〜6を繰り返します。 

アナログ機器を接続していない TEL ポートは、必ず 
「 TEL ポート使用制限の設定(機能番号14)」を「使用し 
ない」に設定してください (237 ページ)。 
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通話中に他の着信を受ける(つづき) 


■ NS キャッチホン/ 
擬似キヤッチホンを使ラ 


1通話中に電話がかかってくると、「ププッ、 
ププッ」という話中着信音が聞こえます。 



!フッキングする。 



通話中の相手が保留になり、着信した相手と 
通話できます。 



通話の相手を切り替えるときは、フッキン 
グする。 

「ツッツ_、ツッツ_」という音が聞こえて通 
話中の相手が保留になり、フッキング後の 
操作有効時間(工場出荷状態では約4秒)後に、 
保留していた相手と切り替わります。 

通信中転送や三者通話を使えるように設定してい 
ない場合は、フッキング直後に保留した相手と切 
り替わります。 



f ヒント 

フッキング後に®を押すと、すぐに保留してい 
た相手に切り替わります。 


4通話を切るときは、フックポタンを長く押 
して放す。 



通話中の電話が切れて、保留になっていた相 
手と通話できます。 



Q ISDN 回線で通話する 
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通話を別の外線へ転送する 


通話中に別の外線へ転送ができます(通信中転送)。 
ISDN 付加サービスの通信中転送を契約していな 
くても、本製品に内蔵の「擬似通信中転送」機能を 
利用できます。通信中転送または擬似通信中転送 
機能を使うときは、本製品の設定変更が必要です。 



擬似通信中転送とは？ 

擬似通信中転送は、 ISDN 回線の2回線同時に通話 
できる特徴を応用した、通信中転送機能です。次 
の特徴があります。 

•本製品のみで利用でき、 NTT への申し込みや契 
約は不要です。 

• 本製品から発信した通話は本製品に課金されま 
す。 

• 擬似通信中転送の場合は、発信時に他で回線を 
使っているときには転送できません。 ISDN 付 
加サービスの通信中転送の場合は、通話中のチ 
ヤネルのみを使用するためにもう1つのチヤネ 
ルを別の通話で使うことができます。 

ISDN 付加サービスの通信中転送を契約している場合 
は、電話機から設定するか (234 ページ)、「かんたん 
設定ページ」のトップページー「電話の設定」一 「ISDN 
電話の設定」一「フレックスホン設定」で通信中転送を 
「使用する」に設定してください。本製品の工場出荷状 
態では、「通信中転送を使用しない」（フレックスホン 
サービスを使用しない）になっています。 


通信中転送/擬似通信中転送 
を使えるよラに設定する 

ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザで設定することもできます。 

電話機のダイヤル設定は、必ず「卜ーン」（プッシュ）に 
して操作してください。卜ーンの機能がない電話機で 
は、設定できません。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ㊣ と⑧を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを CD ③（機能番号 53 ) と 
押す。 

4通信中転送の種類を指定する。 

ISDN 付加サービスの通信中転送機能を契約 
している場合は①を、本製品の擬似通信中 
転送機能を利用する場合は②を押します。 

5 ® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

g 受話器を置く。 

アナログ機器を接続していない TEL ポートは、必ず 
「 TEL ポート使用制限の設定(機能番号14)」を「使用し 
ない」に設定してください (237 ページ)。 
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通話を別の外線へ転送する(つづき) 


通信中転送/擬似通信中転送 
する 


1外線の相手に待っていただくよう伝えてか 
ら、フッキングする。 

通話中の相手は保留状態になります。 



受話器から「プツプツプツプツ」という音が 
聞こえたら、転送したい相手の電話番号を 
ダイヤルする。 

呼び出し音が聞こえます。 



相手が応答したら、外線を転送することを 
伝え、フッキングする。 

「ツッツ ー 、ツッツー」という音が聞こえ、両 
方の外線相手が保留になります。 



呼び出し中に受話器を置くと、相手が応答する前 
に転送することもできます。 


4「ツッツー、ツッツー」という音が聞こえて 
いる間に、受話器を置く。 

受話器を置いた後に、外線の相手と保留した 
外線がつながります。 



• ISDN 付加サービスの通信中転送の場合は、転送完 
了後に発着信できるようになります。ただし、擬似 
通信中転送機能を使用した場合は、発着信できませ 
ん〇 

• 本製品で同時に接続できる外線と内線との三者通話、 
あるいは擬似三者通話は合わせて1接続のみです。 
カスケード接続機能 (121 ページ)を使用している場 
合、他の TEL ポートが外線と内線との三者通話また 
は擬似三者通話している間は、「ツッツー、ツッツー」 
という音の間にフッキングしても、三者通話には切 
り替わりません。 

• カスケード接続機能 (121 ページ）と擬似三者通話の 
併用により、 TEL ポートが別の機器の ISDN 回線で 
外線と通話している状態から、別の機器の ISDN 回 
線で三者通話を行いたい相手に発信した場合、以下 
の制限が発生することがあります。 

1. カスケード接続した機器の TEL ポートから本製品 
の ISDN 回線を使用した一般回線への発呼ができ 
ない 。 

2. 本製品の ISDN 回線への着信がカスケード接続し 
た機器の TEL ポートで着呼できない。 

この場合は、擬イ以三者通話を終了してください。 

$ヒント 

擬似通信中転送中は、受話器を上げると「プップップ 
ップッ」という音がします。その状態でフッキングす 
ると、転送中の通話を強制的に切断できます。 


Q ISDN 回線で通話する 
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三人で通話する 


通話中に別の相手を呼び出して三人で通話するこ 
とができます（三者通話）。 ISDN 付加サービスの 
三者通話を契約していなくても、本製品に内蔵の 
「擬似三者通話」機能を利用できます。三者通話ま 
たは擬似三者通話機能を使うときは、本製品の設 
定変更が必要です。 



擬似三者通話は、 ISDN 回線の2回線同時に通話で 
きる特徴を応用した三者通話機能です。次の特徴 
があります。 

•本製品のみで利用でき、 NTT への申し込みや契 
約は不要です。 

• 呼び出した通話分の料金は、本製品に課金され 
ます。 

• 擬似三者通話の場合は、通話時に他で回線を使 
つているときには呼び出すことはできません。 
ISDN 付加サービスの場合は、通話中のチヤネ 
ルのみを使用するので、もう1つのチヤネルを 
別の通話で使うことができます。 


秘域 

_ ISDN 付加サービスの三者通話を契約している場 
合は、電話機から設定するか (234 ページ)、「かん 
たん設定ページ」のトップページー「電話の設定」一 
「 ISDN 電話の設定」-「フレックスホン設定」画面で三 
者通話を「する」に設定してください。本製品の工場 
出荷状態では、「三者通話を使用しない」（フレック 
スホンサービスを使用しない）になっています。 

• 本製品で接続できる擬似三者通話、あるいは外線 
と内線との三者通話は合わせて1接続のみです。力 
スケード接続機能 (121 ページ)を使用している場合、 
他の TEL ポートが擬似三者通話、または外線と内線 
との三者通話している間は、「ツッツ_、ツッツ_」 
という音の間にフッキングしても、擬似三者通話に 
は切り替わりません。 

• カスケード接続機能 (121 ページ)を使用して、別の 
機器の ISDN 回線に繫がっている状態から、別の機 
器の ISDN 回線や内線を加えた切り替え通話や擬似 
三者通話に移行した場合、以下の制限が発生するこ 
とが'あります。 

1. カスケード接続した機器の TEL ポートから本製品 
の ISDN 回線を使用した一般回線への発呼ができ 
ない。 

2. 本製品の ISDN 回線への着信がカスケード接続し 
た機器の TEL ポートで着呼できない。 

この場合は、切り替え通話や三者通話を終了してく 
ださい。 


mu ISDN 疆で通話する 
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三人で通話する(つづき) 


三者通話/擬似三者通話を 
使えるよラに設定する 

ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使つて設定することもできます。 


電話機のダイヤル設定は、必ず「卜ーン」（プッシュ）に 
して操作してください。卜ーンの機能がない電話機で 
は、設定できません。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ㊣ と⑧を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを⑤④（機能番号 54 ) と 
押す。 

4三者通話の種類を指定する。 

ISDN 付加サービスの三者通話機能を契約し 
ている場合は①を、本製品の擬似三者通話 
機能を利用する場合は②を押します。 

5⑧を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 


；|?受話器を置く。 


三者通話/擬似三者通話する 


外線の相手に待っていただくよう伝えてか 
ら、フツキングする。 



「プツプツプツプツ」という音が聞こえ、通話 
中の相手は保留状態になります。 


TEL1 ポート 



[bm\ 

TEL2 ポート 


2受話器から「プップップップッ」という音が 
聞こえたら、三者通話を行いたい相手の鼋 
話番号をダイヤルする。 

呼び出し音が聞こえます。 



Q 相手が応答したら、通話する。 



B ISDN 回線で通話する 
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4 フツキングする。 




5「ツッツー、ツッツー」という音が聞こえて 
いる間に、もう1度フッキングする。 



通話中の相手と、保留中の相手の三者で通話 
可能になります。 



、穿 ヒント 

•三者通話を解除するには、フッキングします。 
三者通話になる前に話していた相手と通話状態 
になり、もう一方の相手は保留になります。 

•通話の相手を切り替えるとき（保留中の相手と 
通話するとき）は、フッキングします。「ツッ 
ツー、ツッツー」という音が聞こえたらフッキ 
ング後の操作有効時間(工場出荷状態では4秒) 
待つか、 ® を押すことで保留中の相手と通話 
できます(通話中の相手は保留中になります)。 

g 話が終わったら、受話器を置く。 

• 三者通話の状態で受話器を置くと、両方の 
相手が切断されます。 

• 三者通話でない状態で受話器を置くと、保 
留中の相手があれば呼び出し音が鳴り、受 
話器を取ることでその相手と話すことがで 
きます。 


HU ISDN 疆で通話する 
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外線の着信を転送する 


外線の着信があったときに、その着信に応答しな 
いで、あらかじめ登録しておいた番号に転送でき 
ます（着信転送)。 ISDN 付加サービスのフレック 
スホン着信転送や INS ボイスワープ、 INS ボイス 
ワープセレクトを契約していなくても、本製品に 
内蔵の「擬似着信転送」機能を利用できます。フレ 
ックスホン着信転送や擬似着信転送機能を使うと 
きは、本製品の設定変更が必要です。 



INS ボイスワープや INS ボイスワープセレクトを契約 
している場合は、 「 INS ボイスワープ使用時のご注意」 
(143ぺージ)をご覧ください。 


擬似着信転送とは？ 

擬似着信転送は、 ISDN 回線の2回線同時に通話で 

きる特徴を応用した着信転送機能です。次の特徴 

があります。 

•本製品のみで利用でき、 NTT への申し込みや契 
約は不要です。 

• TEL ポートに実際にアナログ機器が接続されて 
いなくても、着信転送できます。 

• TEL 1、 TEL 2 ポートに異なる転送先アドレスを 
設定する場合は、それぞれのポートを指定して 
着信させるように i • ナンパーやダイヤルイン番 
号を設定してください（ただし、起動できるのは 
先に転送開始した1つの着信のみです)。 

• 転送した通話分の料金は、本製品に課金されます。 

• 着信時に他で回線を使っているときは、転送で 
きません。 

• フレックスホン着信転送の場合は、転送完了後 
に発着信可能になりますが、擬似着信転送機能 
を使用した場合には、転送した通話が終わるま 
で発信も着信もできません。 

転送先の回線によっては、擬似着信転送ができない場 

合があります。 


B ISDN 回線で通話する 
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着信転送/擬似着信転送を 
使えるよラに設定する 

ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使って設定することもできます。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ® と@を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツー」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを⑤⑤（機能番号 55) と 
押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

5着信転送の種類を指定する。 

フレックスホン着信転送を契約している場合 
は①を、本製品の擬似着信転送機能を利用 
する場合は②を押します。 

g @を押す。 

「ピー」という音が聞こえ、設定が変更されます。 

「ピー、ピー」と聞こえたときは 

設定内容が適切でなかったり、正常に変更さ 
れていません。設定内容を確認して、手順3 
から操作をやり直してください。 

7ダイヤルポタンを ( D ® (機能番号 56) と 
押す。 

g TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1 = CD 、 TEL 2=( D です。 
㊉ を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 


g 転送先の電話番号をダイヤルする。 

サブアドレスを指定するときは、電話番号に 
続けて ® とサブアドレス番号をダイヤルし 
ます。サブアドレスは擬似着信転送機能のと 
きのみ有効です。 

を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順7から操作し直してください。 

11ダイヤルポタンを ( D ⑧（機能番号 58) と 
押す。 

12 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

13着信時のコール回数を押す。 

1を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順11から操作し直してください。 

Ifi 受話器を置く。 

この後、設定した TEL ポートへの着信は全て 
転送されます。 

なお、設定したコール回数以内に受話器を取 
ると転送せずに応答することができます。 


HU ISDN 疆で通話する 
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外線の着信を転送する(つづき) 


設定を行ったあとに着信すると 

呼び出し音が設定回数鳴ったあとに、着信が転送 

されます。 

• フレックスホン着信転送の場合は、転送完了後に発 
着信可能になります。 

• 擬似着信転送機能を使用した場合には発信も着信も 
できません。 

@ヒント 

• 着信転送モードを解除するときには「着信転送/擬 
似着信転送を解除する」(次項)をご覧ください。 

•擬似着信転送中は、受話器を上げると「プップー、 
プップー」という音がします。この状態でフッキン 
グすると、転送中の通話を強制的に切断することが 
できます。 


着信転送/擬似着信転送を 
解除する 

着信転送モードをセットしたり解除しても転送先 
番号の設定は消えません。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ® と@を押す。 

発信音が止まり、「ツツー、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを⑤⑤（機能番号 55) と 
押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2=( D です, 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

g ® (使用しない)を押す。 
g ® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 


7受話器を置く。 


着信転送/擬似着信転送をもラ1度使ラときは 

上記の手順5で、①（フレックスホン着信転送を 
契約している場合)、または②（本製品の擬似着 
信転送機能を利用する場合)を押します。 


142 








■ NS ポイスワープ使用時の 
ご注意 

INS ボイスワープまたは INS ボイスワープセレク 
卜（以下、 INS ボイスワープと略します）を契約し 
ている場合は、以下の点にご注意ください。 

ヒント 

ネットボランチのホームページ ( http :// NetVolante . jp /) 
から、「ネットボランチに関するよくある質問とその 
答え」も合わせてご覧ください。 


INS ボイス ワープサービスと フレックス 
ホンの 着信転送 サービスの 違い 

INS ボイスワーフサービスとフレックスホンの着 
信転送サービスは異なります。 


フレックスホンの着信転送サービス 

•ルータや電話機などで行う、端末型の転送サー 
ビスです。 

• 転送先や転送条件などの設定は、ルータや電話 
機などの端末が保持します。 

• 転送はルータや電話機などの端末による転送要 
求によって、 NH 内部の交換機が行います。 
•回線の状態や端末の状態によって、サービスが 
利用できないことがあります。 



INS ポイスワープサービス 

• NTT 内部の交換機で行う、ネットワーク型の転 
送サービスです。 

• 転送先や転送条件などの設定は、 NTT 内部の交 
換機が保持します。 

• NTT 内部の交換機内で行われるため、回線の状 
態や端末の状態に関わらず利用できます。 
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外線の着信を転送する(つづき) 


本製品で INS ボイスワープサービスを 
利用するには 


臟に ■ 

INS ボー 


: INS ボイスワープを契約する場合は 

;ボイスワープを契約する際に、「スティミュ 
ラスプロトコル手順」のサボートの有無に ついて 
NTT から確認がある場合があります。本製品は「ス 
テイミュラスプロトコル手順」をサボートし てい 
ます。 


TEL 1 ポートの回線番号の設定」または 「 TEL 2 
ポートの回線番号の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

► 「 TEL の共通設定」の「設定」 

► 「基本設定」の「設定」 

►各ポートごとの「番号設定」欄にある「回線番号 
の登録」リンク 


INS ボイスワープを利用する場合は 

INS ボイスワーフサービスはネットワーク型 (NTT 
内部の交換機で行う）の転送サービスのため、本 
製品で特に設定を行う必要はありません。 

転送サービスの設定を変更する場合は 

ダイヤルインや i •ナンパー、代表取扱サービスを 
利用している場合は、本製品に発信者番号を登録 
する必要があります。 

「 TEL1 ポートの回線番号の設定」または「 TEL2 ポ 
_ 卜の回線番号の設定」画面で INS ボイスワープで 
契約した電話番号を入力してから、「その他の設 
定」画面で回線番号を通知するように設定します。 


「その他の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 TEL の共通設定」の「設定」 

►「その他の設定」の「設定」 


電話の設定 
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相手へ通知する電話番号を登録する 


TEL ポート毎に相手へ通知する電話番号(契約者 
回線番号もしくはダイヤルイン 、 i •ナンパー）を 
登録できます。相手がナンパー•ディスプレイサ 
—ビスや携帯電話を利用している場合に通知され 
る番号となります。また、ダイヤルイン契約時は、 
ダイヤルイン番号による着信判定にも使われます。 



031 - 333-2002 


ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使って設定することもできます。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ® と@を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを①①（機能番号 id と 
押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1 = CD 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

5契約者回線番号またはダイヤルイン番号を 
押す。 

サブアドレスを指定するときは、電話番号に 
続けて ® とサブアドレス番号をダイヤルし 
ます。 


g ( D を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

7受話器を置く。 

I ヒント 

電話番号は、契約者回線番号およびダイヤルイン、卜 
ナンパーを合わせて、 TEL ポートごとに最大5つまで 
登録できます。ただし、相手には最初の登録番号が通 
知されます。 
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相手によつて着信べル音を変更する 


ISDN 回線や携帯電話、 PHS からの着信時に、相 
手の発信者番号ごとに着信べル音を変更できます。 
着信した TEL ポートごとにべル音を2種類から選 
ぶこともできます。 

なお、相手がアナログ回線の場合でも発信者番号 
ごとに着信べル音を変更するには、 NTT へ 「 INS ナ 
ンパー.ディスプレイサービス」（有料)を申し込む 
必要があります。 



ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使つて設定することもできます。 


1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ㊣ と⑧を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを③⑧（機能番号 38 ) と 
押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2 二②です。 
獲)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 


g 着信べル音番号を指定する。 

着信べル音は1と2から選べます。 

お使いのアナログ機器によっては、着信音が鳴ら 
ない場合があります。 

g 相手の発信者番号を押す。 

7 ® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

g 受話器を置く。 
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Q ISDN 回線で通話する 










ナンバー • ディスプレイを利用する 


ナンパー•ディスプレイは、着信時に発信者の電 
話番号を表示するサービスです。電話に応答する 
前に相手の電話番号を確認できます。 



• 相手がアナログ回線の場合も表示したい場合は、 
NTT へ 「 INS ナンパー•ディスプレイサービス」（有料） 
の申し込みが必要です。 

• ナンパー•ディスプレイを利用するには、ナンパー • 
ディスプレイ対応の電話機や FAX が必要です。 

ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。工場出荷状態では「使用しない」になってい 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使って設定することもできます。 

本設定の前に、お使いの電話機や FAX のナンパー•デ 
ィスプレイが利用できる設定になっていることを確認 
してください。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ㊣ と⑧を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを③ ® (機能番号 39) と 
押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1 =( D 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 


5ナンバー•ディスプレイの種類を指定する。 

• ナンパー•ディスプレイを使用しない場合： 
( D を押します。 

• ナンパー • ディスプレイを使用する場合： 
①を押します。 

• ネーム.ディスプレイを使用する場合：③ 
を押します。 

g ( D を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

7受話器を置く。 
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着信拒否を設定する 


識別着信機能を使うと、登録した電話番号の着信 
を拒否したり、登録番号以外の着信を拒否するこ 
とができます。迷惑電話でお困りのときに便利で 
す。 

相手がアナログ回線の場合でも着信拒否したい場 
合は、 NTT へ 「 INS ナンパー•ディスプレイサービ 
ス」（有料)の申し込みが必要です。 



ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使つて設定することもできます。 


1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ㊣ と⑧を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを③③（機能番号 33 ) と 
押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2 二②です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

5拒否したい電話番号をダイヤルする。 


g ® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

7ダイヤルポタンを③②（機能番号 32 ) と 
押す。 

g TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1=( D 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

g 着信拒否の種類を指定する。 

• 手順5で指定した番号を拒否する場合：② 
を押します。 

• 手順5で指定した番号以外を拒否する場合： 
①を押します。 

• 使用しない場合： （§) を押します。 

⑧を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順7から操作し直してください。 

11受話器を置く。 
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Q ISDN 回線で通話する 







FAX を使う 


FAX 機器を使う FAX 送受信のしかた 


FAX 機器をお持ちの場合は、本製品の TEL ポート 
に接続して、これまでと同様に使えます。 


FAX 機器を接続する 


FAX 機器は、下図のように接続します。 



今までと同様に FAX 機器から送受信できます。詳 
しい操作方法については、お使いの FAX 機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

_ FAX やモデムでデータの送受信ができないときやエ 
ラーが多いときは、「かんたん設定ページ」や電話機 
から TEL ポート側の受信や送信の音量レベル （PAD 
調整)値を徐々に下げて調整してください (238 ペー 
ジ)。 

• FAX と電話を TEL ポートごとに使い分ける場合は、卜 
ナンパーサービスやダイヤルインサービスへ加入す 
る必要があります。 
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FAX を使う(つづき) 


FAX モデムを使ラ 


パソコンの設定について 


FAX モデムをお持ちの場合は、 FAX モデムを本製 
品の TEL ポートに接続して、パソコンで FAX を送 
受信できます。 

FAX モデムを接続する 

FAX モデムは、下図のように接続します。 


すでにパソコンで FAX を送受信していた場合は、 
現在お使いの FAX ソフトウェアをそのまま使用で 
きます。ダイヤル（パルス）回線から ISDN 回線に 
切り替えた場合は、 FAX ソフトウェアの回線設定 
を「プッシュ」 （1 ン）に変更してください。詳し 
い操作方法については、お使いの FAX ソフトウェ 
アの取扱説明書をご覧ください。 



FAX モデムの中には、 FAX モデムの TEL ポートにさら 
に電話機を接続できるものもありますが、この場合モ 
デムに接続した電話機とモデムの着信を使い分けるこ 
とはできません。 FAX モデムや電話機によっては正し 
く動作しない場合がありますので、本製品の別の TEL 
ポートに直接接続することをおすすめします。 


FAX 送受信のしかた 

すでにパソコンで FAX を送受信していた場合は、 
今までと同様に FAX を送受信できます。詳しい操 
作方法については、お使いの FAX ソフトウェアの 
取扱説明書をご覧ください。 

FAX やモデムでデータの送受信ができないときや エラ 
一が多いときは、「かんたん設定ページ」または電話機 
から TEL ポート側の受信や送信の音量レベル ( PAD 調 
整)値を徐々に下げて調整してください (238 ページ)。 
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TEL ポートごとに使い分ける 


本製品の TEL ポートに接続したアナログ機器に合 
わせて、 TEL ポートごとにさまざまな設定を行う 
ことができます。お使いのアナログ機器や付加サ 
_ ビスに応じて、「かんたん設定ぺ _ ジ」で設定を 
行います。 

ここでは、図のようにアナログ機器を接続した場 
合の設定例を紹介します。 



03 - 1 111-2002 


I * ナンノ サービスの 設定例 

i •ナンパーサービスは、契約者回線番号とは別 
に最大2つの電話番号を追加できるサービスです。 
契約者番号と合わせて3つの電話番号を使い分け 
ることができます。 

アナログ通信とデータ通信のいナンパーは独立し 
て同時に設定できるため、ルータと TEL 1 ポート 
を同時に i • ナンパーのポート番号2に設定するよ 
うな使いかたもできます。 


i -ナンバーによる着信について 

本製品に着信があると、まずアナログ着信である 
かどうかが判定され、アナログ着信の場合は i •ナ 
ンパーに合致した TEL ポートだけを呼び出します。 

アナログ着信ではない場合は 

ルータへの着信の扱いとなり 、 i •ナンパーの設定 
に合致して着信に応答するかどうかが判定されま 
す。 

ルータに着信するかどうかは最終的にはルータ着信に 
関する設定にも依存します 。 i • ナンパーが合致すると 
ルータに必ず着信するとは限りません。 


i -ナンパーの設定がされているときに、発信時に 
相手に通知される発信者番号には、各々以下の設 
定が使用されます。 

1. TEL ポート：「かんたん設定ページ」のトップぺ 
—ジー「電話の設定」一 「 TEL の共通設定」 一 「基本 
設定」一各ポートごとの「番号設定」欄の設定 

2. ルータ：「かんたん設定ページ」のトップページ 
一「詳細設定と情報」一「本体の設定（日付 • 時刻. 
ブザー)」の「本製品の ISDN 回線番号」 


「 ISDN 電話の基本設定」画面の設定例 

ここでは i •ナンパーサービスを利用して、 i •ナ 
ンパーのポート番号1を TEL 1 ポートの電話機、い 
ナンパーのポート番号2を TEL 2 ポートの FAX で 
使い分ける例を紹介します。 


電話の設定 


かソゴ! > 【•虹.时1 > [EDH 曾》の11(»] > USCMfltoSTirSl 





ISDN 電話の基本設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

► 「 ISDN 電話の設定」の「設定」 

► 「基本設定」の「設定」 
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TEL ポートごとに使い分ける(つづき) 


タイヤルイン サービスの 設定例 

ダイヤルインサービスは、契約者回線番号とは別 
にいくつかの電話番号を追加できるサービスです。 
ダイヤルイン番号毎に着信条件を設定することに 
より、アナログ電話や ISDN 回線から機器を指定 
して電話をかけることができます。 


「 TEL 1ポートの回線番号の設定」または 
「TEL 2ポートの回線番号の設定」画面の 
設定例 

ここでは契約者回線番号「03-1111 -2001 」を TEL 1 
ポートの電話機、ダイヤルイン番号「03-1111- 
2002」を TEL 2 ポートの FAX で使い分ける例を紹 
介します。 



_ 

103-1111-3)01] 


»定の** 



SS の 


TEL 1 ポートの回線番号の設定」または 「 TEL 2 

ポートの回線番号の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 

のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

► 「 TEL の共通設定」の「設定」 

► 「基本設定」の「設定」 

►各ポートごとの「番号設定」欄にある「回線番号 
の登録」リンク 

•各設定項目の詳細については、「かんたん設定ペー 
ジ」のヘルプ画面をご覧ください。 

• HLC (高位レイヤ整合性情報要素)情報は、接続し 
た機器の種類を示す情報です。機器の種類に応じて 
着信する TEL ポートを使い分けることができます。 
ただし、相手が正しい HLC 情報を送ってこない場 
合は、着信ができなくなります。設定するときはご 
注意ください。 

• F ネットの1,300 Hz の呼出信号に対応している FAX 
をお使いの場合、 FAX 無鳴動着信の項目を設定する 
と、無音で FAX を自動着信させることができます。 
ただし、 HLC の種類を同時に設定した場合は、相手 
が HLC 情報を送ってこないときに、着信できない 
ことに気付かないおそれがあります。 


Q ISDN 回線で通話する 
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TEL ポートごとの設定例 

ダイヤルインサービスを利用して電話番号を使い 
分けるときは、接続機器に合わせた設定を行って 
ください。以下の画面は、ダイヤルイン契約時の 
申し込みでグローバル着信ありで申し込んだ場合 
の設定例です。 

「ISDN 電話の基本設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

► 「 ISDN 電話の設定」の「設定」 

► 「基本設定」の「設定」 


TEL 1 ポートの詳細設定画面 

契約者回線番号を設定した TEL ポートは、「グロ 
—バル着信」で「する」を選びます。 



TEL 2 ポートの詳細設定画面 

FAX 用の電話番号を設定した TEL ポートは、「グロ 
ーパル着信」で「しない」を選びます。これで契約者 
回線番号では着信しなくなります。 









































アナログ回線で電話をかける/受ける 


通常の電話と同じ操作で、電話をかけたり受けたりできます。 



ついて説明しています。 VoIP で通話する場合は、 
「インターネット経由で通話する ( VoIP 通話)」 （102 
ページ）をご覧ください。また、 ISDN 回線を使っ 
た電話の使用方法は、 nSDN 回線で通話する」 （128 
ページ)をご覧ください。 

ご利用の回線がダイヤル回線の場合、電話機を卜一 
ン（プッシュ）に切り替えると、停電時やアナログ 
回線に直接電話機を接続したときに電話がかけら 
れなくなります。この場合はお使いの電話機の取 
扱説明書をご覧になり、電話機の回線種別をダイ 
ヤル回線に切り替えてからお使いください。 

本製品をアナログ回線に接続している場合、停電 
時に TEL 2 ポートに接続した電話機では通話できま 
せん。停電時に110や119などの緊急通話が必要 
な場合は、 TEL 1 ポートに接続した電話機をお使い 
ください。 

本製品の電話機能は、 ISDN 回線またはアナログ回 
線に接続している場合に利用できます。本製品を 
ISDN 回線にもアナログ回線にも接続していない場 
合は、 TEL ポート間の内線通話とインターネット 
電話、カスケード通話以外、電話をかけたり受け 
たりすることはできません。 


アナロク回線で通話する 
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電話をかける 


電話機で外線をかけるときは、通常の電話と同じ 
操作でかけられます。 


電話機のダイヤル設定は、できる限り「卜ーン」（プッ 
シュ）でお使いください。「パルス」の場合は、 ® およ 
び®の入力ができないため、次のような制限があり 
ます。 

• 内線をかけることができません。 

• 電話機からの設定ができません。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 



2相手の電話番号をダイヤルする。 

呼び出し音が聞こえ、相手が出ると通話でき 
ます。 

3通話が終わったら、受話器を置く。 


電話を受ける 



電話がかかってくると、本製品の TEL ポートに接 
続したアナログ機器から呼び出し音が鳴ります。 

1電話がかかってくると、呼び出し音が鳴り 
ます。 




ヒント 

ダイヤルインサービスを設定した場合は、設定し 
た TEL ポートに接続したアナログ機器だけ呼び出 
し音を鳴らすこともできます。詳しくは 、 「TEL 
ポートごとに使い分ける」 （162 ページ）をご覧く 
ださい。 


2受話器を上げて、通話する。 



Q 通話が終わったら、受話器を置く。 


アナロク回線で通話する 
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内線電話をかける 


TEL ポートに接続したアナログ機器どうしで、内 
線通話ができます。アナログ機器の内線番号は、 
TEL 1 ポートが「1」、 TEL 2 ポートが「2」となります。 



1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 



2 ® に続けて、内線番号をダイヤルする。 

• TEL 1 ポートを呼び出す場合の例：®、① 
• 全てのポートを呼び出す場合の例：®、 
⑧ 

指定した内線番号のアナログ機器で呼び出し 
音が鳴ります。相手が出ると通話できます。 

指定した内線番号の機器が使用中のときは、呼び 
出し音は鳴りません。 

通話が終わったら、受話器を置く。 



フッキング操作を 
練習する 


フックボタンを押してすぐ放す操作を「フッキン 
グ」と呼び、電話を転送したり、着信中に電話を 
受けたときに通話先を切り替えたりするときに使 
います。 



多機能電話などをお使いのときは、フッキング操 
作は、キヤッチボタン（またはフックボタン、フ 
ラッシュボタンなど）を押す操作となります。詳 
しい操作は、お使いのアナログ電話機の取扱説明 
書でご確認ください。 

フックポタンを長< (1 秒以上)押すと、「オンフック」 
(受話器を置いた状態）とみなされて電話が切れてしま 
います。 

ヒント 

フッキングと判定する時間は、フッキング判定時間の 
設定 (238 ページ)で変更できます。 



アナログ回線で通話する 
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相手によって着信べル音を変更する 


NTT の「ナンパー.ディスプレイサービス」（有料） 
を契約することで、発信者番号ごとに着信べル音 
を変更できます。着信した TEL ポートごとに、ベ 
ル音を2種類から選ぶこともできます。 



ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使って設定することもできます。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ® と ® を押す。 

発信音が止まり、「ツツ_、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを@、⑧（機能番号 38) 
と押す。 

4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

着信べル音番号を指定する。 

着信べル音は1と2から選べます。 

お使いのアナログ機器によっては、着信音が鳴ら 
ない場合があります。 


g 発信者番号を押す。 

7 ® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

3受話器を置く。 



アナログ回線で通話する 
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ナンバー • ディスプレイを利用する 


ナンパー•ディスプレイは、着信時に発信者の 
電話番号を表示するサービスです。 N 几の「ナン 
パー，ディスプレイサービス」（有料)を契約するこ 
とで、電話に出る前に相手の電話番号が確認でき 
ます。 



ナンパー • ディスプレイを利用するには、ナンパー • 
ディスプレイ対応の電話機や FAX が必要です。 

ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。工場出荷設定では「使用しない」になってい 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使って設定することもできます。 

本設定の前に、お使いの電話機や FAX のナンパー•デ 
ィスプレイが利用できる設定になっていることを確認 
してください。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ㊣ と⑧を押す。 

発信音が止まり、「ツツー、ツツー」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを③、 （D (機能番号 39) 


4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2 二②です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

5ナンバー•ディスプレイの種類を指定する。 

• ナンパー•ディスプレイを使用しない場合： 
® を押します。 

• ナンパー • ディスプレイを使用する場合： 
①を押します。 

• ネーム • ディスプレイを使用する場合：③ 
を押します。 

g ® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

7受話器を置く。 


と押す。 
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着信拒否を設定する 


NTT の「ナンパー.ディスプレイサービス」（有料） 
を契約することで、登録した電話番号の着信を拒 
否したり、登録番号以外の着信を拒否することが 
できる識別着信機能が使用できます。迷惑電話で 
お困りのときに便利です。 



• 着信拒否の設定などによって、本製品のどの TEL 
ポートにも着信できない状態になっている場合は、 
発信側では着信拒否を示す音ではなく、通常の呼び 
出し音が鳴り続けます。 

この状態で着信による呼び出しが続いている間 
(LINE ランプが点滅中）は、本製品に接続した電話機 
からアナログ回線へ発信することはできません。 

• TEL ポートに接続されている電話機のオフフック 
操作と LINE ポートへの着信タイミングによっては、 
着信拒否設定に関わらず無条件に着信に応答してし 
まう場合があります。 

ここでは、電話機を使って設定する方法を説明し 
ます。パソコンを接続している場合は、 Web ブラ 
ウザを使って設定することもできます。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 

2 ® と@を押す。 

発信音が止まり、「ツツ ー 、ツツ_」という音 
が聞こえます。 

3ダイヤルポタンを③、③（機能番号 33) 
と押す。 


4 TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

5拒否したい電話番号をダイヤルする。 
g ( D を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順3から操作し直してください。 

7ダイヤルポタンを③、②（機能番号 32) 
と押す。 

g TEL ポート番号を指定する。 

TEL ポート番号は、 TEL 1= CD 、 TEL 2=( D です。 
送)を押すと、今お使いの TEL ポートに設定 
されます。 

g 着信拒否の種類を指定する。 

• 手順5で指定した番号を拒否する場合：② 
を押します。 

• 手順5で指定した番号以外を拒否する場合： 
①を押します。 

• 使用しない場合： （§) を押します。 

10® を押す。 

「ピー」という音が聞こえて設定が変更されま 
す。 

「ピー、ピー」と間こえるときは 

正しく変更されていません。設定内容を確認 
して、手順7から操作し直してください。 

11受話器を置く。 



アナログ回線で通話する 
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FAX を使う 


FAX 機器を使う 

FAX 機器をお持ちの場合は、本製品の TEL ポート 
に接続して、これまでと同様に使えます。 


FAX 機器を接続する 

FAX 機器は、下図のように接続します。 
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FAX 送受信のしかた 

今までと同様に FAX 機器から送受信できます。詳 

しい操作方法については、お使いの FAX 機器の取 

扱説明書をご覧ください。 

• FAX やモ デムでデータ の送受信が で きないときやエ 
ラー が多いときは、 「かんたん 設定 ページ」 や電話機 
から TEL ポー ト側の受信や送信の音量レベル (PAD 
調整)値を徐々に下げて調整してください (238 ぺ一 
ジ)。 

• FAX と電話を TEL ポートごとに使い分ける場合は、 
モデム信号方式のダイヤルインサービスへ加入する 
必要があります (162 ぺー ジ)。 



アナログ回線で通話する 








































FAX モデムを使 5 

FAX モデムをお持ちの場合は、 FAX モデムを本製 
品の TEL ポートに接続して、パソコンで FAX を送 
受信できます。 


FAX モデムを接続する 


FAX モデムは、下図のように接続します。 



FAX モデムの中には、 FAX モデムの TEL ポートにさら 
に電話機を接続できるものもありますが、この場合モ 
デムに接続した電話機とモデムの着信を使い分けるこ 
とはできません。 FAX モデムや電話機によっては正し 
く動作しない場合がありますので、本製品の別の TEL 
ポートに直接接続することをおすすめします。 


パソコンの設定について 

すでにパソコンで FAX を送受信していた場合は、 
現在お使いの FAX ソフトをそのまま使用できます。 
詳しい操作方法については、お使いの FAX ソフト 
ウェアの取扱説明書をご覧ください。 


FAX 送受信のしかた 

すでにパソコンで FAX を送受信していた場合は、 
今までと同様に FAX を送受信できます。詳しい操 
作方法については、お使いの FAX ソフトウェアの 
取扱説明書をご覧ください。 

FAX やモデムでデータの送受信ができないときやエラ 
一が多いときは、「かんたん設定 ページ」 または電話機 
から TEL ポート側の受信や送信の音量レベル ( PAD 調 
整)値を徐々に下げて調整してください (238 ページ)。 



アナログ回線で通話する 
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TEL ポートごとに使い分ける 


本製品の TEL ポートに接続したアナログ機器に 
合わせて、 TEL ポートごとにさまざまな設定を行 
ぅ ことができます。お使いのアナログ機器や付加 
サービスに応じて、「かんたん設定ぺージ」で設定 
を行います。 

ここでは、図のようにアナログ機器を接続した場 
合の設定例を紹介します。 





03 - 1111-2002 


タイヤルイン サービスの 設定例 

ダイヤルインサービスは、契約者回線番号とは別 
にいくつかの電話番号を追加できるサービスです。 
ダイヤルイン番号毎に着信条件を設定することに 
より、機器を指定して電話をかけることができま 
す。 


アナログ回線のダイヤルインサービスには、以下の2 
種類があります。 

• モデム信号方式のダイヤルインサービス 
• PB 信号方式のダイヤルインサービス 
本製品の LINE ポート側（アナログ回線側）は、モデム 
信号方式のダイヤルインサービスのみ対応しています。 
PB 信号方式のダイヤルインサービスには対応してい 
ません。 


「 TEL 1 ポートの回線番号の設定」または 
「 TEL 2 ポートの回線番号の設定」画面の 
設定例 

ここでは、契約者回線番号「03-1111-2001」を 
TEL 1 ポートの電話機、 FAX 用のダイヤルイン番 
号「03-1111-2002」を TEL 2 ポートの FAX で使い 
分ける例を紹介します。 





f 如ゃ 1 い f ン番も | 名 X w CCT n mu I 


%話の設定 


〜ブ 1 


■イン 32 レス mu | 




to 



アナログ回線で通話する 
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TEL 1 ポートの回線番号の設定」または 「 TEL 2 

ポートの回線番号の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 

のボタンをクリックします。 

►トップページの「電話の設定」 

►「 TEL の共通設定」の「設定」 

卜「基本設定」の「設定」 

►各ポートごとの「番号設定」欄にある「回線番号 
の登録」リンク 

•各設定項目の詳細については、「かんたん設定ペー 
ジ」のヘルプ画面をご覧ください。 

• ダイヤルイン番号の設定などによって、本製品のど 
の TEL ポートにも着信できない状態になっている場 
合は、発信側では着信拒否を示す音ではなく、通常 
の呼び出し音が鳴り続けます。この状態で着信によ 
る呼び出しが続いている間 ( LINE ランプが点滅中） 
は、本製品に接続した電話機からアナログ回線へ発 
信することはできません。 

• F ネットの1,300 Hz の呼出信号に対応している FAX 
をお使いの場合、 FAX 無鳴動着信の項目を設定する 
と、無音で FAX を自動着信させることができます。 
なお、本製品の LINE ポート（アナログ回線)側は 、 F 
ネットの1，300 Hz の呼出信号には対応していません。 



アナログ回線で通話する 
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PPTP を利用してリモートアクセスする 


本製品は PPTP (PoinUo Point Tunneling Protocol ) に対応しているため、ブロードパンド回線、また 
は ISDN 回線、専用線に接続していれば、外出先からでも VPN (仮想プライべートネットワーク）とし 
て U \ N 上のパソコンへアクセスできます。 

リモートアクセスをするときは、本製品にリモートアクセスユーザのユーザ ID やパスワードを登録し、 
リモートのパソコンにはダイヤルアツプ接続の設定を行います。 



PPTP を利用して、リモートアクセスする 


トンネルで拠点間接続する 
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本製品で利用できる PPTP 
について 

• PPTP のデータ暗号化をサボートしています。 
暗号化アルゴリズムとして RC4 (鍵長 40bit ま 
たは 128bit) を使います。 

• MS-CHAP、MS-CHAPV2 によるユーザ/パス 
ワード認証をサボートしています。 

• MPPE で暗号化方式が成立しなかった場合に、 
着信拒否するか否かを設定できます（アクセス制 
御)。 

•圧縮には対応していません。 PPTP クライアン 
卜側の PPP の設定で、「ソフトウェアによる圧 
縮を行う」のチェックを外してください。 

• PPTP では、トンネル制御に TCP のポート 
1723をデータ通信に GRE のプロトコル番号47 
を使います。ファイアウォールの内側に PPTP 
サーパを設置したり、 NAT とリモートアクセス 
VPN サーパを併用する場合などは、 TCP のポ_ 
卜番号1723と GRE のプロトコル番号47を通す 
ようにしてください。詳しくはネットワーク管 
理者にご相談ください。 

•切断タイマが通信状態を監視しているため、 
PPTP トンネル中をデータが一定時間通過しな 
い場合は、 PPTP のセッションは切断されます。 

• PPP フォワーディング機能はサポートしていま 
せん。 


秘域 

• 回線を接続した状態で PPTP のトンネル設定を行う 
ため、 PPTP を利用したリモートアクセスの設定前 
にブロードパンド接続、または ISDN 回線、専用線 
の設定が必要です。 

_ PPTP を利用したリモートアクセスは、プロパイダ 
からグローパル IP アドレスが割り当てられている環 
境でのみ利用できます。グローパル IP アドレスとは、 
下記以外の IP アドレスです。 

一 10.0 .0.0 〜 10.255 .255.255 
一 1 72.16.0.0 〜 172.31 .255.255 
一 1 92. 1 68.0.0 〜 1 92. 168.255 .255 

• リモートアクセスを利用するときは、データを保全 
するために十分なセキュリティ設定を行ってくださ 
い。セキュリティ設定が不十分の場合は、 L7XN に接 
続されたパソコンが不正侵入や盗聴、妨害、データ 
の消失、破壊などにあう可能性があります。 

_本製品のリモートアクセス機能は、 Windows の 
NetBEUI プロトコルおよび MacOS の AppleTalk プ 
ロトコルには対応していません。 

• Windows でファイル共有をする場合は、 NetBIOS 
over TCP/IP プロトコルを使用するか、または 
WindowsNT サーパや Windows 2000 サーパを用意 
する必要があります。 

_ Macintosh でファイル共有する場合は、システム環 
境設定の「共有」で「パーソナルファイル共有」にチェ 
ックを付けます。 




トンネルで拠点間接続する 
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PPTP を利用してリモートアクセスする(つづき) 


必要な設定 


接続相手を登録する 


リモートアクセスするときは、ルータやパソコン 
に次のような設定が^;、要です。 


ルータの設定 

• ブロードパンド接続の設定 

-本製品の WAN 側または PP 側にグローバルが 
アドレスが割り当てられている必要がありま 
す。 

-動的に WAN 側または PP 側アドレスが割り当 
てられる端末型接続の場合は、ネットボラン 
チ DNS サービス （194 ページ)を利用して、使 
用できるホスト名を取得する必要があります。 

-ネットワーク型接続の場合は、 WAN 側または 
PP 側に割り当てられるグローパル IP アドレ 
スを確認してください。 

• 接続相手を登録する(次項） 


LAN 内のサーバまたはパソコンに必要な 
設定 

• 固定 IP アドレスを設定する 
• ファイルサーパソフトの設定を変更する 


リモートアクセスするパソコンの設定 

ダイヤルアツプ接続設定 ( 168ページ） 


接続相手を登録します。 

• PP 接続で登録できるユーザ数は最大4つです。 
PPTP のトンネル接続は Anonymous で利用してい 
るのも合わせて、同時に4つまでとなります。 

• Anonymous 接続で登録できるユーザ数に制限はあ 
りませんが、実際の PPTP のトンネル接続は PP 接 
続で利用しているのも合わせて、同時に4つまでと 
なります。 


*| 「かんたん設定 ページ」 のトップ ページで 
「詳細設定と情報」をクリックしてから、 
「VPN 接続の設定」の「設定」をクリックす 
る。 




I 1 ms. J 

自 mi^r. ^yoi vi 推後の彼 



登録したい接続先の「追加」をクリックする。 


詳細設定と情報 


o-vyi > mtusmitw] > 
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3 使用したい認証方式を選んでから、「次へ」 
をクリックする。 

「 VPN 接続設定の登録/修正」画面が表示され 
ます。 

• PP :指定されたホスト名または IP アドしス 
のみを接続先としてユーザー ID とパスワー 
ドで認証を行います。 

• Anonymous :接続先の制限は行わずに、 
ユーザー ID とパスワードで認証を行います。 



LAN 内のサーバや八ソコン 

を設定する 

リモートアクセスするには、 U \ N 内のサーパやパ 

ソコンに TCP / IP プロトコルでアクセスできるよ 

ぅ にするための設定が必要です。 

_本製品のリモートアクセス機能は、 Windows の 
NetBEUI プロトコルおよび MacOS の AppleTalk プ 
口トコルには対応していません。 

_ Windows でファイル共有をする場合は、 NetBIOS 
over TCP/IP プロトコルを使用するか、または 
WindowsNT サーパや Windows 2000サーパを用意 
する必要があります。 

• Macintosh でファイル共有する場合は、システム環 
境設定の「共有」で「パーソナルファイル共有」にチェ 
ツクを付けます。 


4必要な設定を行ってから、「設定の確定」を 
クリックする。 

接続相手が登録されます。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 


詳編投定と情報 


o-y^i > [Rmar と i»e > 1vp» 

【啊咚使用したパ：Iワート 
參基才亊 I 自 


1 


1> IWN«<«i»^ktM>PC[cVTUNMalnli] 
卿の•斤 一^アク t^VPISW" -/ «FP)】 



WSTKM lOHD^ -jfliaMVPiiT f 


サーバやパソコンの IP アドレスを設定する 

お互いの U \ N 上のサーパまたはバソコンで外部か 
らのアクセスを許可するパソコンには、固定プラ 
イベート IP アドレスを設定します。 


ファ イルサーバソフトの設定を変更する 

公開するサーパまたはパソコンにファイルサーパ 
ソフトやネットワーク共有を設定して、公開する 
フォルダやユーザ〇、パスワードを設定します。 


(手順3で 「 PP 」 を選んだ場合の画面例) 
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PPTP を利用してリモートアクセスする(つづき) 


リモートアクセスする 
パソコンの設定を変更する 


Windows 2000 の場合 

-| 「コントロールパネル」の「ネットワークと 
ダイヤルアツプ接続」をダブルクリックす 
る。 



2「新しい接続の作成」アイコンをダブルク 
リックする。 



3「次へ」をクリックする。 



4 「インターネット経由でプライべ一トネッ 
トワークに接続する」を選んでから、「次へ」 
をクリックする。 



g 「最初の接続にダイヤルしない」または「次 
の最初の接続に自動的にダイヤルする」を 
選んでから、「次へ」をクリックする。 



g ネットポランチ DNS サービスで取得した 
ホストアドレスまたは RT 58 i の WAN 側 IP 
アドレスを入力してから、「次へ」をクリツ 
クする。 
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「すべてのユーザー」または「自分のみ」を選 
んでから、「次へ」をクリックする。 


す サ awjflywntJBTfM す. r^J 

溢热職 *§? ;w ^- BWWto7D：>H,M w 




g 「接続名」に 「 VPN _ PPTP 」 と入力してから、 
「完了」をクリックする。 


[WTW.PPTfl 

納所教論把⑽湖 7 ^綱 

KisifL 17 mATA 21-<D LTQItT^r4iVyi<jrsc& l. 


^a-Hi»rtr«>H 7 UiaTMii 



これで、リモートアクセス接続の設定が完了 
しました。 


Windows XP の場合 

Windows XP の場合は、ネットワーク機能の設定 
とダイヤルアップネットワークの設定を行います。 

1「コントロールパネル」の「ネットワークと 
インターネット接続」をクリックする。 



'^£)，二 

ル¢1 ttur »■ kw ; 入 o_fii 




作業する分野を*びます 



31 •ノ* 


:S 卜 *-w ノト 

« 



2「ネットワーク接続」をクリックする。 



Q 「新しい接続を作成する」をクリックする。 

V-lUV BUBbtiB 1 MkW 


<> b :. 


<aic ftfv : 


F y Mu-rntnim ■ 




「新しい接続ウィザードの開始」画面が表示さ 
れます。 

「所在地情報」画面が表示された場合は、市外 
局番を入力してから、 「 OK 」 をクリックしてく 
ださい。 
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PPTP を利用してリモートアクセスする(つづき) 


g 「最初の接続にダイヤルしない」または「次 
の最初の接続に自動的にダイヤルする」を 
選んでから、「次へ」をクリックする。 


5「職場のネットワークに接続する」を選んで 
から、「次へ」をクリックする。 


0ネットポランチ DNS サービスで取得した 
ホストアドレスまたは RT 58 i の WAN 側 IP 
アドレスを入力してから、「次へ」をクリツ 
クする。 


g 「仮想プライべ一トネットワーク接続」を 
選んでから、「次へ」をクリックする。 


10 


7「会社名」に 「 VPN _ PPTP 」 と入力してから、 
「次へ」をクリックする。 


これで、リモートアクセス接続の設定が完了 
しました。 





「完了」をクリックする。 
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PVPN 4使用して格晓し、自宅や刖®から仕事抓:•き5よ 


O P 縑接苞をセ9トア9ブ寸 S (£> 

谷 n 温レル、粒は戴^"卜を漂碟 1 ゅコン 1 格掊摂します。软この 
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「次へ」をクリックする。 
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本製品へアクセスする 


Windows 2000 /XP の場合 

1ブロードバンド接続設定を行い、本製品を 
接続状態にする。 

2 「 VPN_PPTP 」 アイコンをダブルクリック 
して、接続画面を表示する。 

• Windows 2000 の場合 ：「コント ロー ルパネ 

ル」の「ネットワークとダイヤルアップ接続」 
を開き、 「 VPN _ PPTP 」 アイコンをダブルク 
リックする。 

• WindowsXP の場合： 169ぺージの手順1 

〜2を行ってから、 「 VPN _ PPTP 」 アイコン 
をダブルクリックする。 

3 「ユーザー名」と「パスワード」 欄に、 167 
ページの 手順 4 で 設定した認証 用ユーザ ID 
とパスワードを 入力す る。 



g 「全般」タブをクリックしてから、「宛先の 
ホスト名または ip アドレス」欄に、ネット 
ポランチ DNS サービスで取得したホスト 
アドレスまたは RT58i の WAN 側 IP アドレ 
スを入力する。 



g 「セキュリティ」タブをクリックしてから、 
セキュリティオプションの「詳細(カスタム 
設定)」を選び、「設定」をクリックする。 



A 「プロパティ」をクリックする。 
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PPTP を利用してリモートアクセスする(つづき) 


167 ページの手順 4 で行った設定に合わせ 
て、暗号形式を選ぶ。 

• RT 58 i で「暗号化なしでは接続拒否」を選ん 

だ場合： 「暗号化が必要(サーバーが拒否す 
る場合は切断します)」を選びます。 

• RT 58 i で「暗号化なしでも接続許可」を選ん 

だ場合： 希望する暗号化のレベルを選びます。 



g 「ログオンのセキュリティ」から「次のプロ 

トコルを許可する」を選び、以下のように 

設定してから 「0 K 」 をクリックする。 

• 「暗号化されていないパスワード （ PAP ) :チ 
ェックを外す。 

• Shiva パスワード認証プロトコル ( SPAP ) : 
チェックを外す。 

• チヤレンジ八ンドシェイク認証プロトコル 
( CHAP ) :チェックを外す。 

• Microsoft CHAP ( MS - CHAP ) : チェック 
を付ける。 

• Windows 95 サー パーで古いパー ジョ ンの 
MS - CHAP を許可する：チェックを外す。 

• Microsoft CHAP Version 2 ( MS-CHAP 
v 2) : チェックを付ける。 

• MS - CHAP ベースのプロトコルに対して 
Windows のログオン名とパスワード（およ 
びドメインがある場合はドメイン）を自動的 
に使う：チェックを外す。 



0「ネットワーク」タブをクリックしてか 
ら、「呼び出す VPN サーバーの種類」 
(Windows 2000 の場合）または 「VPN の 
種類」 (Windows XP の場合)で「自動」を選 
び、「設定」をクリックする。 
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1 〇以下のように設定してから、 「0 K 」 をクリッ 
クする。 

• LCP 拡張を使う：チェックを外す。 

• ソフトウェアによる圧縮を行う：チェック 
を外す。 

• 単ーリンク接続に対してマルチリンクをネ 
ゴシエートする：チエツクを付ける。 



11 「 VPN—PPTP のプロパティ」画面の 「0 K 」 
をクリックして、 「 VPN_PPTP のプロパ 
テイ」画面を閉じる。 

12「接続」をクリックする。 



本製品へのダイヤルアップをはじめます。 
接続すると、「ダイヤルアップネットワーク 
(プロパイダ名)」画面が表示され、接続速度と 
接続時間が表示されます。 

「パスワードを保存する」にチェックを付けると、 
次回からパスワードの入力が不要になります。た 
だし、他の人に使われたくないときは、チェック 
しないでください。チェックしない場合は、接続 
のたびにパスワード入力が必要になります。 


MacOSX (10.2 以降)の場合 

1ブロードバンド接続設定を行い、本製品を 
接続状態にする。 

2「移動」メニューから「アプリケーション」を 
選び、「インターネット接続」アイコンをダ 
ブルクリックする。 

3「ファイル」メニューから「新規 VPN 接続 
ウインドウ」を選ぶ。 

4以下のように入力する。 

• サーバアドレス： ネットボランチ DNS サ 
—ビスで取得したホストアドレス、または 
RT 58 i の WAN 側 IP アドレス 
• ユーザ名： 167ページの手順4で設定した 
ユーザ ID 

•パスワード： 167ぺージの手順4で設定し 
た接続パスワード 

0 VPN(PPTP) CD' 

-R 外部モデム Bluetooth AirMac VPN(PPTP) 



状況：待機中 • _ • 

「キーチェーンに追加」にチェックを付けると、次 
回からパスワードを入力する必要はありません。 
ただし、他の人に使われたくない場合は、チェッ 
クを付けないでください。 

g 「接続」をクリックする。 

本製品に接続すると、接続時間が表示されます。 


1，接続を解除するときは、「切断」をクリック 


する。 

本製品との接続が切れます。 


g 接続を解除するときは、「接続解除」をク 
リックする。 

本製品との接続が切れます。 
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PPTP を利用して VPN を構築する 
( PPTP-LAN 間接続） 


本製品をブロードパンド回線に接続していれば、仮想プライべートネットワーク ( VPN ) を構築して、 
U \ N どうしを接続することができます。 PPTP を利用して接続するため、インターネット経由の接続 
でもセキュリティを保つことができます。 

ADSL などの通常のブロードパンド回線をそのまま利用して VPN を構築できるため、専用線を導入す 
る場合と比較して、低コストで VPN を実現できます。なお、本製品の LAN 間接続機能は、 TCP / IP プ 
ロトコルのサーパソフトウェアに対応しています。 



PPTP を利用して、 VPN を構築する 


| M PPTP や— PIP トンネルで拠点間接続する 
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本製品で利用できる PPTP 
について 

• PPTP のデータ暗号化をサボートしています。 
暗号化アルゴリズムとして RC 4 (鍵長 40 bit ま 
たは 128 bit ) を使います。 

• MS - CHAP 、 MS - CHAPV 2 によるユーザ/パス 
ワード認証をサボートしています。 

• MPPE で暗号化方式が成立しなかった場合に、 
着信拒否するか否かを設定できます（アクセス制 
御)。 

•圧縮には対応していません。 PPTP クライアン 
卜側の PPP の設定で、「ソフトウェアによる圧 
縮を行う」のチェックを外してください。 

• PPTP では、トンネル制御に TCP のポート 
1723をデータ通信に GRE のプロトコル番号47 
を使います。ファイアウォールの内側に PPTP 
サーパを設置したり、 NAT とリモートアクセス 
VPN サーパを併用する場合などは、 TCP のポ_ 
卜番号1723と GRE のプロトコル番号47を通す 
ようにしてください。詳しくはネットワーク管 
理者にご相談ください。 

•切断タイマが通信状態を監視しているため、 
PPTP トンネル中をデータが一定時間通過しな 
い場合は、 PPTP のセッションは切断されます。 

• PPP フォワーディング機能はサポートしていま 
せん。 


_ブロードパンド接続した状態で PPTP のトンネル設 
定を行うため、 PPTP を利用した U\N 間接続の設定 
前にブロードパンド接続の設定が必要です。 

_ PPTP を利用した U\N 間接続は、プロパイダからグ 
口ーパル IP アドレスが割り当てられている環境での 
み利用できます。グローパル IP アドレスとは、下記 
以外の IP アドレスです。 

一10.0.0.0〜10.255 .255.255 
一 1 72.16.0.0 〜172.31 .255.255 
—192.168.0.0 〜1 92. 168.255 .255 

• L 7 VN 間接続を利用するときは、データを保全するた 
めに十分なセキュリティ設定を行ってください。セ 
キュリティ設定が不十分の場合は、双方の L 7\ N に接 
続されたパソコンが不正侵入や盗聴、妨害、データ 
の消失、破壊などにあう可能性があります。 

_本製品の LAN 間接続機能は、 Windows の NetBEUI 
プロトコルおよび MacOS の AppleTalk プロトコル 
には対応していません。 

• Windows でファイル共有をする場合は、 NetBIOS 
over TCP/IP プロトコルを使用するか、または 
WindowsNT サーノ V "や Windows 2000サーパを用意 
する必要があります。 

• Macintosh でファイル共有する場合は、システム環 
境設定の「共有」で「パーソナルファイル共有」にチェ 
ツクを付けます。 


設定する前に 

• U \ N 同士を接続する場合には、それぞれの U\N 
のネットワークアドレスが重複しないように、 
あらかじめ異なるアドレスを設定しておく必要 
があります。あらかじめ、本製品の U \ N のネッ 
トワークアドレスを変更してください。 

• すでに異なるネットワークアドレスが設定され 
ている U \ N に本製品を設置する場合には、設置 
するネットワークに合わせて本製品の設定を変 
更してください。詳しくは 「 U \ N 側 IP アドレス 
を設定する」 （62 ページ)をご参照ください。 
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PPTP を利用して VPN を構築する ( PPTP - LAN 間接続) 
(つづき） 


PPTP を使用できるように 
設定する 

本製品を PPTP サーパ/ PPTP クライアントとし 
て動作させるために必要な設定を行います。接続 
する側の U \ N に設置したネットボランチは PPTP 
クライアント、接続される側の U \ N に設置したネ 
ツトボランチは PPTP サーパとして設定してくだ 
さい。 


「かんたん設定ページ」のトップページで 
「詳細設定と情報」をクリックしてから、 
「VPN 接続の設定」の「設定」をクリックす 
る。 
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登録したい接続先の「追加」をクリックする。 
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3 「PPTP を使用したネットワーク型 LA 
接続 VPN 」 を選んでから、「次へ」をク 
クする。 

「 VPN 接続設定の登録/修正」画面が表示 
ます。 




> [VPNIMf^tN^PtffiyTUNNELIllpl 


© PPTPS 使用 U: ネットワーガ！ uWBl 期办州 


PPTPSft 用 Ufc バスワ. 


-FSSH ■りモ 


〇 ipipt •ンネル mmw ；； ネ升ワー® L»r_i®a 


k . «"-!][ *4.1 


4必要な設定を行ってから、「設定の確3 
クリックする。 

接続相手が登録されます。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「 
プ」をクリックして、表示される説明をご 
ださい。 


詳細 S 定と怕報 


詳細玟定と情報 


詳編設定と怕報 
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PPTP で接続する 


PPTP サーパ/ PPTP クライアントに接続します。 

• PPTP サーパに接続するには、以下の操作を行うネ 
ットポランチが PPTP クライアントとして設定され 
ている必要があります。 

• PPTP クライアントに接続するには、以下の操作を 
行うネットポランチが PPTP サーバとして設定され 
ている必要があります。 

「かんたん設定 ページ」 のトップ ページで、 
「LAN 間接続」から接続したい PPTP 設定 
の「接続」をクリックする。 

登録した PPTP サーパまたはクライアントに 
接続して、 PPTP-U\N 間接続します。 



ppIoi] 

ブ〇パイ》■屬 Wrt&Pmvder 

通 IS 中 

ク□-バル 
000000 CCOOOO 



ppfcej 

'<«■«*» fSIfl 名： pptp.bn 

VTH»« 

jE*WTa> 



PPTP - LAN 間接続を切断するには 

「かんたん設定 ページ」 のトツプ ページで、 「U\N 
間接続」の「切断」をクリックします。 

「切断」をクリックしても PPTP のセッシヨンが終了す 
るだけで、プロパイダに対する接続は切断されません。 















フレッツ網を使用して、 

LAN 同士を I PI P トンネル接続する 


インターネット経由で LAN 同士を接続する場合は、データの盗聴や改ざんの危険性があるため、デー 
夕を暗号化する必要があります。しかし、フレッツ網のように機密性の高いネットワークではデータ 
の暗号化の必要性が低下するため、 IPIP トンネルによる接続でもデータの機密を確保できます。 
ここでは、 NTT 東日本の「フレッツ•グループアクセスライト」や NTT 西日本の「フレッツ•グループ 
ベーシックメニュー」のように、固定 IP アドレスが1つだけ払い出される契約(端末型払い出し）でフレ 
ッツ網に接続して、 IPIP トンネルで U\N 同士を接続するときの設定方法を説明します。 
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設定する前に 

• LAN 同士を接続する場合には、それぞれの LAN 
のネットワークアドレスが重複しないように、 
あらかじめ異なるアドレスを設定しておく必要 
があります。あらかじめ、本製品の LAN のネッ 
トワークアドレスを変更してください。 

• すでに異なるネットワークアドレスが設定され 
ている LAN に本製品を設置する場合には、設置 
するネットワークに合わせて本製品の設定を変 
更してください。詳しくは 「 LAN 側 IP アドレス 
を設定する」 （62 ページ)をご参照ください。 

• IPIP トンネル接続では、データが暗号化されずに転 
送されます。データが暗号化されない IPIP トンネル 
接続をインターネットで使用することは、非常に危 
険です。 IPIP トンネル接続をインターネット上で使 
用しないでください。 

• IPIP トンネル接続の設定前に、フレッツ網などの閉 
域網への接続の設定が必要になります。 

• U \ N 間接続を利用するときは、データを保全するた 
めに十分なセキュリティ設定を行ってください。セ 
キュリティ設定が不十分の場合は、双方の U \ N に接 
続されたパソコンが不正侵入や盗聴、妨害、データ 
の消失、破壊などにあう可能性があります。 

• 本製品の U\N 間接続機能は、 Windows の NetBEUI 
プロトコルおよび MacOS の AppleTalk プロトコル 
には対応していません。 

• Windows でファイル共有をする場合は、 NetBIOS 
over TCP/IP プロトコルを使用するか、または 
WindowsNT サーバや Windows 2000 サーバを用意 
する必要があります。 

• Macintosh でファイル共有する場合は、システム環 
境設定の「共有」で「パーソナルファイル共有」にチェ 
ックを付けてください。 


フレッツ網に接続できるよラに 
設定する 

本製品をフレッツ網に接続するために 、「 PPPoE 
を用いる端末型 ADSL 接続（フレッツ - ADS し B 
フレッツ）」画面で必要な設定を行います。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続(フレッツ • 
ADSL、B フレッツ)」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を追加したい接続先の「追加」 

►「 PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続(フレッツ • 
ADSL B フレッツ） I を選んでから、「次へ I 
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フレッツ網を使用して、 LAN 同士を IPIP トンネル接続する 
(つづき） 


1必要な設定情報を入力する。 

設定名 

接続先がわかるような名前を入力します。 

ユーザ ID 

指定されたユーザ ID を入力します。 

接続パスワード 

指定されたパスワード（または自分で変更した 
パスワード）を入力します。 

接続先の宛先情報 

• 宛先アドレス： 「その他」をクリックして選ん 
でから、以下の設定を行います。 

-経路のアドレス情報: 接続相手に割り当て 
られる IP アドレスを入力します。 

-経路のネットマスク情報： 「255.255.255. 
255 (32 ビット）」を選びます。 

• 宛先ドメイン名： 「なし」をクリックして選び 
ます。 

2「設定の確定」をクリックする。 

「プロパイダの登録」画面が表示されます。 

3複数の LAN と接続する場合は、「戻る」を 
クリックしてから「接続先の宛先情報」を繰 
り返し設定する。 

接続相手に割り当てられるすべての IP アドレ 
スを経路に指定してください。 

接続相手の宛先アドレスの設定がすべて終わ 
つたら、「トップへ戻る」をクリックして、「か 
んたん設定ページ」のトツプページに戻ります。 


フレッツ網に接続する 


■ PIP トンネルを 
使用できるように設定する 

本製品と相手機器を IPIP トンネルで接続して使用 
するために、 「 IPIP トンネルを使用したネットワー 
ク型 U \ N 間接続」画面で必要な設定を行います。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「IPIP トンネルを使用したネットワーク型 LAN 
間接続」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「 VPN 接続の設定」の「設定」 

►設定を追加したい VPN 接続先の「追加」 

►「 IPIP トンネルを使用したネットワーク型 U\N 
間接続」を選んでから、「次へ」 


「かんたん設定ページ」のトップページで、 

「プロバイダ接続」からフレッツ網接続用の 
設定の「接続」をクリックする。 
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1 必要な設定情報を入力する。 

設定名 

接続先がわかるような名前を入力します。 

接続先の IP アドレス 

接続相手に割り当てられる IP アドレスを入力 
します。 

接続プロバイダ 

フレッツ網の接続に使用する設定 （179 ぺージ 
で行った設定)を指定します。 

インターネット接続用の PPPoE 接続を別に設定 
している場合は、インターネット接続用の接続設 
定を誤って指定しないようにご注意ください。 


■ PIP トンネル接続する 

これまでの設定が終わると、 IPIP トンネルの通信 
は自動的に確立されます（特に操作は必要ありま 
せん）。 IPIP トンネル接続が完了すると、「かんた 
ん設定ぺージ」のトツプぺージに「通信中」と表示 
されます。 



経路情報の設定 

「経路のアドレス情報」と「経路のネットマスク 
情報」に、接続先の U \ N のネットワークアド 
レスを入力します。 

2「設定の確定」をクリックする。 

「 VPN 接続設定の登録」画面が表示されます。 

3複数の LAN と接続する場合は、「戻る」を 
クリックしてから「経路情報の設定」を繰り 
返し設定する。 

接続相手ごとの経路情報をすベて設定してく 
ださい。 

接続相手に割り当てられる IP アドレスと、その接 
続先の U \ N のネットワークアドレスの組み合わせ 
を間違えないように設定してください。 

接続相手の経路情報の設定がすべて終わった 
ら、「トップへ戻る」をクリックして、「かんた 
ん設定ページ」のトップページに戻ります。 
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不正アクセスとセキュリティ対策の概要 



イ懊 



セキュリティホール 
不正な からの侵入 

バケットノ 





LAN 


セキュリティ/ if ル、 
からの侵入 — ~^ 



インターネットからの 
不正アクセスとは 

•インターネットに接続している間は、悪意のあ 
る者からパソコンやルーターがアタック（不正な 
アクセス）される可能性があります。ルーターを 
介してパソコンを接続している場合は、 NAT や 
IP マスカレードといったアドレス変換機能によ 
って比較的安全ですが、設定の誤りや不足によ 
って、同様の危険にさらされる場合があります。 

•また、インターネット経由の不正アクセスだけ 
でなく、コンピュータウイルスによる攻撃にも 
注意が必要です。 

•本製品の設定を改変されたり、パソコンのシス 
テムや データを 破壊された場合、多大な データ 
的被害や金銭的被害に遭うことも十分に考えら 
れます。本製品の フィルタを 設定するなどの セ 
キュリティ対策を行って、自己防衛してください。 


グローバル IP アド レ スが割り当てられて 
いる場合には、特にご注意ください 

悪意を持った者がアタックを行うときに主な足が 
かりにするのが「グローパル IP アドレス」です。同 
じグローパル IP アドレスを長時間使用している場 
合は、不正アクセスの被害にあう確率が高くなり 
ます。 

固定 IP アドレスサービスの利用時やネットワーク 
型接続、接続時に割り当てられた動的アドレスを 
使い続ける CATV や ADSL 、 フレッツ. ADSL など 
で接続する場合は、十分なセキュリティを設定す 
ることをおすすめいたします。 

パスワード設定にもご注意ください 

本製品にパスワードを設定しない状態で使用する 
ことは、セキュリティ上大変危険です。単にパス 
ワードを設定するだけでなく、定期的にパスワー 
ドを変更するようにしてください。 




岡阀岡固 
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不正アクセスに対抗するには 

インターネットの不正アクセスは、いくつかの種 
類に分けられます。それぞれの種類について、以 
下のように対策してください。 


• 不正アクセスの手段やセキュリティ上の抜け道/穴 
(セキュリティホール）は、日夜新たに発見されてい 
ます。本製品の機能を含めて、 すべての問題を解決 
できる完璧なセキュリティ対策は存在せず、インタ 

ーネット接続には常に危険があることをご理解くだ 

さい 。常に新しい情報を入手し、お客様の自己責任 
でセキュリティ設定を強化することを強くおすすめ 
いたします。 

• 本製品を使用した結果発生したあらゆる損失につい 
て、当社では一切その責任を負いかねますので、あ 
らかじめご了承ください。 


. 不正なバケットで侵入するもの 

インターネットへの接続の切断や、グローパル 
IP アドレスの変更がもっとも効果的です。 

バケツトフィルタリング式ファイアウオールで、 
不要なパケットを通さないことも、ある程度効 
果があります。 

アプリケーシヨン•ゲートウェイ式ファイアウ 
オールソフトウェアも、整合性のないパケット 
や不審な ActiveX 、 Java アプレットをパソコン 
に受け入れないようにするため、かなり効果が 
あります。ウィルス検知ソフトと組み合わせて 
使うこともできます。ただしこの場合は、ファ 
イアウオール用サーパを設けて、アプリケーシ 
ヨン • ゲートウェイ式ファイアウオールソフト 
ウェアをインス！ルする必要があります。 


本製品で可能な対策 

• 自動切断機能を設定することで、接続/切断の 
たびに動的 IP アドレスを変更できます。ただ 
し、サーパ公開用途に本製品を使用する場合に 
は、この対策を実施することは困難となります 
ので、サーバ側で対策を行ってください。 

• 攻撃に使用される特定の種類のパケットを通さ 
ないようにフィルタを設定する （186 ページ）こ 
とで、その攻撃を防御できることがあります。 

2. 0 S やサーバソフトウェアの 

セキュリティホールから侵入するもの 

0 S やサーパソフトウェアのパージヨンアップや、 

適切な設定/運用を行うことで、かなり防止でき 

ます。 

本製品で可能な対策 

• 本製品の設定を変更できるホストを制限して、 
悪意のある第三者が本製品の設定を勝手に変更 
することを防止できます （190 ページ)。 

• 攻撃に使用される特定の種類のパケットを通さ 
ないようにフィルタを設定する （186 ページ）こ 
とで、その攻撃を防御できることがあります。 

3. 電子メールの添付ファイルとして 
侵入するもの(コンピュータウイルス） 

添付ファイルを開くことで感染します。不審な添 

付ファイルは開かないことを徹底するだけでな 

く、パソコンにウィルス検知ソフトウェアをイン 

ストールして、ウィルスを早期発見/早期駆除す 

ることで、被害を最小限に抑えることができます。 

本製品で可能な対策 

•本製品のセキュリティ強化機能は、コンピュー 
タウイルスには効果がありません。 

• パソコン用のウィルス検知ソフトウェアを別途 
ご用意ください。 
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フイルタを設定する 


本製品では、接続先ごとに100個までのフィルタを設定できます。それぞれのフィルタでパケット 
の送信元や送信先、パケットの種類、プロトコルの種類、方向によって、パケットを通さないよう 
設定できます。不正なアクセスに使われやすいバケットやあり得ないバケットをルーター通過時に 
破棄するように設定することで、不正なバケツトが LAN 内に入ることを防ぐことができます。 

WAN 側 


フイルタ 



高度に偽装したパケットやメールに添付さ 
れるウィルス、 ActiveX 、 Java アプレット 
などのように、正規のパケットとして通過 
するものは本製品のフィルタで防ぐことは 
できません。ウイルス検知ソフトウェアや 
アプリケーション•ゲートウェイ式フアイ 
アウオールソフトウェアを併用するようお 
すすめいたします。 


LAN 側フイルタ 


192 . 168 . 100.10 


192 . 168 . 100.11 


「パ ケット」 とは？ 

ネットワークを流れるデータの単位です。 
ネットワークに流れているデータはパケッ 
卜単位で分割され、それぞれが発信元や送 
信先、データの種類などの情報を持ってい 
ます。 

フィルタを設定することで、パケットの条 
件を設定して不要な自動接続を防止したり、 
パケットの行き先を指定して複数の接続先 
を使い分けたりすることができます。 
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本製品のフィルタの特徴 


静的フィルタと動的フィルタ 

本製品で設定できるフィルタには、次の2種類が 
あります。実際に使用する場合は、それぞれの良 
いところを併用しながら設定を行います。 

•静的フィルタ： 一度設定を行うと、データや通 
信の有無にかかわらず常に有効になります。 

• 動的フィルタ： 通信状態を監視しながら、必要 
に応じてフィルタが有効になります。例えば「通 
常はインターネットから LAN へのデータはすべ 
て禁止にしておき、 U \ N 側から ftp のアクセス 
が発生したときだけ許可する」といった設定がで 
きます。 


「かんたん設定ページ」で接続先を登録す 
ると、基本的なフィルタが適用されます 

「かんたん設定ページ」で接続先を登録するだけで、 
接続の種類に応じて自動的に以下のフィルタが自 
動的に適用されます。この基本的なフィルタに加 
えて、必要に応じてフィルタを追加して登録•適 
用できます。 

• セキュリティレベルや設定内容は予告なく変更する 
場合があります。 

• コンソールで接続先を設定した場合は、フィルタは 
何も登録されていない状態になります。 

プロバイダ接続の場合 

フィルタの組み合わせパターンで、7段階のセキュ 
リティレベルを定義しています。プロパイダの新 
規登録時にはセキュリティレベル6の設定を自動 
的に適用します。セキュリティレベルは、必要に 
応じて後で変更することができます（次べージ)。 


フィルタ番号の意味 

本製品のフィルタ機能の番号は、ほぼ無制限に利 
用できますが、「かんたん設定ページ」では各接続 
先毎に100個 (0 香〜99番)ずつ設定できるように 
なっています。以下に「かんたん設定ページ」の利 
用する、フィルタ番号の対応を示します。 

割当領域 コンソールコマンドの 

フィルタ番号 
LAN / WAN ポート用領域 

100000〜199999 
接続先設定用領域 ( PP 01~) 

200000〜299999 
フィルタ型ルーティング用領域 

500000〜599999 

•セキュリティのために、フィルタの設定変更は機能 
を十分にご理解の上、行ってください。 

• フィルタを多く適用すると処理が複雑になり、イン 
夕ーネットへのアクセス速度が遅くなる場合があり 
ます。 
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フイルタを設定する (つづき) 


フィルタを登録する 


セキュリティを目的とした 
フィルタ設定の考えかた 

フィルタを設定するときは、以下の考えかたを基 
本にすることをおすすめします。 

LAN 側からインターネット側へのアクセス 
(出力方向)は原則許可し、必要に応じて禁止する 

U \ N 側からインターネット側へのアクセスを厳し 
く規制すると非常に使いにくいものになり、管理 
や設定変更に手間がかかります。原則自由とした 
上で、問題があればその部分だけ制限します。 

インターネット側から LAN 側へのアクセス 
(入力方向)は、原則禁止し、必要に応じて許可す 
る 

インターネット側から1_7\1\]側へのアクセスは、原 
則禁止して外部からのアクセスを防ぎます 。 Web 
サーパの公開など、必要がある場合にのみ最小限 
だけ許可します。 

インターネット側からのアクセスとは、インターネッ 
卜側からリクエストが始まつたパケットのことを指し 
ます。 LAN 側からリクエストしたパケットの応答パケ 
ットには ACK フラグという識別子が付くので、イン 
夕ーネット側からのアクセスとは区別して、フィルタ 
で通過させることができます。 


初期設定のフィルタセツトを選ぶ 
(セキュリティレベル） 

本製品の「かんたん設定ぺージ」では、フィルタを 
組み合わせた7段階のセキュリティレベルが定義 
されています。プロパイダの新規登録時に、接続 
の種類にあわせて自動的にセキュリティレベル 
が設定されます(前ページ)。設定されたセキュリ 
ティレベルは、「プロパイダの登録/修正」画面で 
あとから変更することもできます。 

亊 IS 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
「プロ バイダの登録/修正」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を変更したい接続先の「設定」 
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「かんたん設定ページ」で手動でフィルタ 
を作成する 

フィルタを設定するには、「ファイアウォールの 
設定」画面を使用します。 

• LAN を選ぶと、 LAN ポートに接続しているパソコン、 
および LAN ポートに接続している HUB に接続して 
いるすべてのパソコンが対象になります。 

• フイルタの具体的な設定例については、「コマンド 
リファレンス」をご覧ください。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
「ファイアウォールの設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「ファイアウォール設定」の「設定」 

►ファイアウォールを設定したいインタフェース 
の「設定」 （ IPv 4 で接続している場合は 「 IPv 4 フィ 
ルタ」の「設定」、 IPv 6 で接続している場合は 「 IPv 6 
フィルタ」の「設定」をクリックします。） 


フィルタのコマンドを直接入力して、 

フィルタを作成する 

フィルタのコマンドを直接入力して、フィルタを 
作成することもできます。あらかじめテキストエ 
ディタなどでフィルタのコマンドを作成しておき、 
複数のルーターにフィルタを適用したいときなど 
に便利です。 

フィルタのコマンドを直接入力するには、「かんたん 
設定ページ」の「コマンドの実行」画面を使用します。 

f ヒント 

フィルタのより専門的な設定例や文法については、「コ 
マンドリフアレンス」やヤマ八ルーターホームページ 

( http :// NetVolarrte . jp /、 http :// www . rtpro . yamaha . 
co . jp /) をご覧ください。 



「コマンドの実行」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「コマンドの実行」の「実行」 
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不正アクセスを検出して警告する 


不正アクセス検知機能はインターネットからの侵入や攻撃などを検出して、警告する機能です。 
検知情報を元に不審な発信元やアプリケーションを通さないフィルタを設定することで、 

よりセキュリティを高めることができます。 



• 不正アクセスの手段や侵入/攻撃パターンは日 
夜新たに発見されており、それを防ぐ完璧な手 
段はありません。この機能ですベての不正アク 
セスを検知できるものではありませんので、あ 
らかじめご了承ください。 

• この機能は侵入/攻撃パターンに近いものを検 
知する機能ですので、タイミングなどさまざま 
な理由により、検知できない場合があります。 
また、検知されたパターンが必ずしも重大な不 
正アクセスであることを判断するものではあり 
ません。あくまでセキュリティ管理の目安であ 
ることをご理解の上、ご利用ください。 

• 本機能は各インタフェースおよび入出力に適用 
できます。 

•本機能を使用すると、インターネットなどへの 
アクセス速度が遅くなります。 


ルーターを通過するバケツトをルーター内の侵入/攻撃パ 
ターンのデータベースと比較して、不正アクセスが疑われ 
るバケツトを記録/破棄します。 


不正アクセス 
データベース 
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不正アクセス検知機能を 
設定する 

「不正アクセス検知の設定」画面で 、 PP (プロパイ 
ダなどの外部接続側)や U\N ( LAN 接続側）のイン 
タフェースごとに、検知するパケットの方向や検 
知時の処理方法を設定できます。 

不正アクセス検知機能は各インタフェースおよび入出 
力に適用可能ですが、適用数によってはインターネッ 
卜などへのアクセス速度が遅くなります。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
「不正アクセス検知の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ファイアウオール設定」の「設定」 

►不正アクセス検知機能の設定を変更したいイン 
タフエースの「不正アクセス検知」の「設定」 


不正アクセス検知履歴を 
確認する 


不正アクセス検知履歴を確認します。 

「かんたん設定 ページ」 のトツ プぺージー 「詳細設 

定と情報」一「システム情報のレポート作成」画面 

の「不正アクセス検知情報」欄で、不正アクセス検 

知の履歴を確認できます。 

• 「システム情報のレポート作成」画面の「不正アクセ 
ス検知情報」欄は、不正アクセス検知を有効にして 
ないと表示されません。 

• 不正アクセスの手段や侵入/攻撃パターンは日夜新 
たに発見されており、それを防ぐ完璧な手段はあり 
ません。この機能ですベての不正アクセスを検知で 
きるものではありませんので、あらかじめご了承く 
ださい。 

• この機能は侵入/攻撃パターンに近いものを検知す 
る機能ですので、タイミングなどさまざまな理由に 
より、検知できない場合があります。また、パター 
ンが検知された場合でも、それが重大な不正アクセ 
スであるとは限りません。あくまでセキュリティ管 
理の目安であることをご理解の上、ご利用ください。 



セキユリティを強化する 
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本製品の設定を変更できるホストを制限する 


本製品には、本製品自体のセキュリティを確保するために、パスワード機能や利用ホスト制限機能 
を装備しています。これらの機能を利用することで、第三者が不正にルーターの設定を変更できな 
いように設定できます。本製品へのアクセス方法としては Web ブラウザ ( HTTP ) や TELNET、SSH 
ソフトウェアを使用できますが、それぞれについて個別に制限内容を設定できます。 


X 


特定の IP アドレスを持つホストからのみ、 
特定ユーザーによる TELN ET または 
SSH 経由で設定変更を許可 



パスワードを登録して、 
不正な設定変更を禁止 



個別のサービスごとに 
制限を設定する 


「ユーザとアクセス制限の設定」画面で、 Web ブラ 
ウザ ( HTTP ) や TELNET 、 SSH ソフトウェアを使っ 
て本製品の設定を変更できるホストを制限できま 
す。個別のサービスごとに本製品にアクセスでき 
るホストの IP アドレスを制限するだけでなく、同 
時接続ユーザー数を制限することもできます。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 


「ユーザとアクセス制限の設定」画面を開くには 

「かんたん設定 ページ」 から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ユーザとアクセス制限の設定 （ HTTP 、 TELNET 、 
SSH )」 の「設定」 
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本製品にログインする 
ユーザーを 登録する 

「ユーザの追加」画面でユーザーを登録して、本製 
品にログインできるユーザーを制限できます。設 
定に使用できるサービスなど、それぞれのユー 
ザーごとに詳細な権限を指定することもできるた 
め、きめ細やかなアクセス制限を行いたい場合に 
便利です。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「 ユーザの 追加」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ユーザとアクセス制限の設定 （ HTTP 、 TELNET 、 
SSH )」 の「設定」 

►「ユーザの登録数」欄の「設定」 


無名ユーザーのアクセスを 
制限することもできます 

「無名ユーザの設定」画面で設定を行うことで、無 
名ユーザーを使用する場合のアクセス制限を設定 
できます。 


詳_设定と情報 


ihv ゴ 1 > [pmagfiiKB > la- づとア > [* 备 2 ■•ザ 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「無名ユーザの設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ユーザとアクセス制限の設定 ( HTTP 、 TELNET . 

SSH )」 の「設定」 

►「無名ユーザ」欄の「設定」 



セキユリティを強化する 
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グロー ノ V ： ル IP アドレスが必要なサービスを 
LAN 内から利用する 



グロー ノ くル ip アドレスが必要なアプリケーシヨン 
ソフトウェアをルーターの1_7\(\1側から利用しよう 
としても、正しく動作しない場合があります。以 
下の順序で問題を解決してください。 


1. プロトコルとポート番号、ホストの ip アドレス 
の変換テーブルを登録する（静的 ip マスカレー 
ド')。 

2. DMZ ホスト機能を利用する。 


静的 IP マスカレード設定で問題を解決する 


IP アドレスの変換テーブルをあらかじめ登録し 
ておくことで(静的 IP マスカレード）、特定のプ 
口トコルのバケツトを LAN 内の特定のホストに 
送信できるようになります。 


192 . 168 . 100 .190 


192 . 168 . 100.1 91 



1. パソコンの IP アドレスを設定する 

外部からのアクセスを許可するパソコンに、固定 
プライべ一卜 IP アドレスを設定します。 


2. IP アドレスの変換テーブルを登録する 

「静的 IP マスカレードの登録」画面で、通信プロト 
コルとポート番号、ホストの IP アドレスの変換テー 
ブルを登録します(静的 IP マスカレード設定)。 


• プロトコルやポート番号については、利用するソフ 
トウェアや サービスの 説明書をご覧ください。 
•代表的なソフトウェアについては、「静的 IP マス 
カレードの登録」画面で「ヘルプ」をクリックすると、 
使用するポート番号などの設定例を確認できます。 


設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 


d-v^i > rttMie? と iMB > as6 

ppota > 


仰 31* 

アドレス 


I 1 M t l.J ! U 


R 定の*定 


「静的 IP マスカレードの登録」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を変更したい接続先の「設定」 

►「静的 IP マスカレード関連」欄の「追加」 


詳細 S 定と情報 


ネット 7r ランチを使いこなす 
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2. DMZ ホスト機能を使つて問題を解決する 

本製品が NAT / IP マスカレードテーブルに登録されていない宛先へのパケットを受信したときに、特 
定の IP アドレスのホストに転送するように設定できます （ DMZ ホスト機能)。 



• DMZ とは DeMilitarized Zone (非武装地帯）の略 
語です。 DMZ ホスト機能を利用中は、 DMZ の名 
の通りパケットが素通りできるため、外部から意 
図しない進入や攻撃を受ける可能性があります。 

籲 DMZ ホスト機能を、同時に複数のパソコンで利 
用することはできません。 


192.168 .100.1 90 




192.168.100.191 



II ] 二 

コ 192.168.100 .10 


f ヒント 

内部アドレスと分離することで、公開サーパなどが 
攻撃を受けても、内側アドレスのホストへの被害を 
防ぐことができます。 


NAT / IP マスカ レー ドテーブルに登録されていない 
宛先へのバケツトが来たら、「192.1 68.1 00.10」の 
IP アドレスを持つホストに転送する 


1. パソコンの IP アドレスを設定する 

外部からのアクセスを許可するパソコンに、固定 
プライべ一卜 IP アドレスを設定します。 


2. DMZ ホストのアドレスを指定する 

「プロパイダの登録/修正」画面で、 DMZ ホストの 
アドレスを設定します。 


•♦ wr ? ス刀レ-〇:»13れて\ 


[i92i«eiaoia 


|1» 定の《定 


「プロバイダの登録/修正」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を変更したい接続先の「設定」 


スカレード閱連(フィル9の自定義: 


ネットポランチを使いこなす 


設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
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ネットボランチ DNS サービスを利用する 


ネットポランチ DNS サービスとは？ 


サーバを構築してホー厶ページを公開したり、作業用のファイルをインターネット経由で共有した 
りするためには、相手のグローバル IP アドレスがわかっている必要があります。 

しかし、インターネットに常時接続している場合でも、割り当てられるグローバル IP アドレスは再 
接続時または時間によって変更される場合があります。そのため、グローバル IP アドレスが固定で 
割り当てられない接続サービスを利用していると、サーバを構築して公開することは困難でした。 



xxx.xxx.xxx.xxx 


サーバの IP アドレスは？ 


サーバの IP アドレスが変わつてしまうので、接続する側 
がサーノ v の IP アドレスを確認しながらアクセスする必要 
がある。 


ネツトボランチ DNS サービスを利用すると 


グローバル IP アドレスが変更されるごとに IP アドレスがサーバへ通知されるため、固定のホスト 
名を持つことができるようになります。したがって、固定 IP アドレスサービスを契約していなくて 
も自宅サーバで独自ドメインを使った各種サーバを運用したり、 PPTP を利用して VPN を構築して、 
外部とデータをやり取りしたりできるようになります。 


ネツトボランチ 
DNS サービス 



IP アドレスを通知 




xxx.netvolante.jp 

xxx.xxx.xxx.xxx 


ネットボランチ DNS サービスに 
IP アドレスを問い合わせて、 

サーバにアクセス 

サ ー J V：の I p アドレスが変わると、 
ネットボランチ DNS サービスに変 
更先を通知する。サーバにアクセス 
したいユーザーは、 IP アドレスを気 
にせずにアクセスできる。 



ネットボランチを使いこなす 
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ネットポランチ DNS サービス 
で取得できるホスト名 

ネットボランチ DNS サービスを利用すると、「(ユー 

ザの希望ホスト名） . xxx . netvolante . jp 」 という形式 

のホスト名を取得できます。「 XXX 」の部分は、ネッ 

トボランチ DNS サーノ ゞ が任意に自動で割り当てま 

す。グローバル IP アドレスが変更されるごとに設 

定を変更する必要がなくなり、便利です。 

♦ネットボランチ DNS サービスは、端末型プロバイ 
ダ接続に対してのみ設定できます。ネットワーク型 
接続や U \ N 間接続には設定できません。なお、端末 
型 CA 1 V プロバイダ接続の設定でも、 WAN 側 IP ア 
ドレスが固定アドレスの場合は設定できません。 

•ホストアドレスはルーター1台につき1つしか取得 
できません。 

♦希望のホスト名が取得できるとは限りません。あら 
かじめご了承ください。 

籲取得したホストアドレスに関しての正引きはできま 
すが、逆引きはできません。 

• ネットボランチ DNS サービスはヤマ八独自のプロ 
トコルを使用しているため、取得したホストアドレ 
スを外部のダイナミック DNS サーバに登録するこ 
とはできません。 

♦ネットボランチ DNS サービスは、プロバイダから 
グロー ノてル IP アドレスが割り当てられている環境で 
のみ利用できます。グローバル IP アドレスとは、下 
記以外の IP アドレスです。 

一10.0.0.0〜1 0.255.255.255 
- 1 72.16.0.0 〜172.31 .255.255 
-192.168 .0.0 〜192.168.255.255 

• ご利用中のプロバイダによっては、ホスト名の登録 
/更新内容がネットボランチ DNS サービスにすぐ 
に反映されないことがあります。あらかじめご了承 
ください。 


ネットポランチ DNS サービス 
でホストアドレスを取得する 

ネットポランチ DNS サービスを利用するには、 
「ネツトボランチ DNS ホストアドレスサービスの 
設定」画面を使用します。 

• ホストアドレスはルータ ー 1台につき1つしか取得 
できません。 

籲ホストアドレスサービスを設定するときは、希望の 
ホスト名のみを「ホスト名」欄に入力してください。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「ネットボランチ DNS ホストアドレスサービスの 
設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ネツトボランチ DNS ホストアドレスサービス 
の設定」の「設定」 


ホストアドレスを取得できない場合は 

• 契約プロパイダによっては、登録/更新してすぐに 
名前解決ができない場合があります。しばらく時 
間をおいてから再度試してみてください。 

•プロパイダからグローパル IP アドレスが割り当 
てられているかどうかを確認してください。 

• プロパイダの設定で指定した DNS サーバの IP ア 
ドレスが正しいかどうかを確認してください„ 



ネットボランチを使いこなす 
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外部にサーバを公開する 


インターネツトへサーバを公開したい場合は、公開したいサーバに固定プライベート IP アドレスを 
設定してから、 IP アドレスの変換テーブルを登録します(静的 IP マスカレード）。このあとに本製品 
に LAN 外からのアクセスを許可するフィルタを設定すれば、特定のプロトコルのバケツトを LAN 内 
のサーバに送信できるようになるため、インターネットからサーバにアクセスできるようになります。 


IP アドレスが 「 xxx . xxx . xxx . xxx 」 の Web 
サーバにアクセス 
—通信ポート「80」のバケツト 




192.168.100.190 



ルータの IP アドレス 
xxx.xxx.xxx.xxx 


192.168 .100.1 91 



ロバイダI 


通信ポート「80」へのアクセスは、 

IP アドレスが「192.168.1 00.1 0」の 
ホスト(公開 Web サーバ)に転送 


192.168 .100.10 
(公開 Web サーバ） 


瞬^ • 

U \ N の外部にサーバを公開するときは、データを保 
全するために十分なセキュリティ設定を行ってくださ 
い。セキュリティ設定が不十分の場合は、 U \ N に接続 
されたパソコンが不正侵入や盗聴、妨害、データの消 
失、破壊などにあう可能性があります。 

@ヒント 

ネットボランチ DNS サービスを利用することで、固 
定グローノ V ：ル IP アドレスが割り当てられない接続サー 
ビスでも、サーバを公開して運用できます。詳しくは 
「ネットボランチ DNS サービスを利用する」 （194 ペー 
ジ)をご覧ください。 


設定の流れ 


サーパを公開するためには、次の設定が必要です。 

ルーターの 設定 

鲁プロトコルとポート番号、サーパの ip アドレス 
の変換テーブルを登録する（静的 ip マスカレー 
ド、次ページ)。 

* アクセスを許可する設定に変更する（次ページ)。 

サーバの設定 

•パソコンの ip アドしスを設定する。 

• Web や FTP など、公開するサービスに合わせて 
ファイルサーバソフトの設定を変更する。 



ネットボランチを使いこなす 
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■ P アドレスの変換テーブルをアクセスを許可する設定に 
登録する 変更する 


「静的 IP マスカレードの登録」画面で、通信プロト 
コルとポート番号、サーパの IP アドレスの変換テー 
ブルを登録します(静的 IP マスカレード設定)。 

* プロトコルやポート番号については、利用するソフ 
トウェアやサービスの説明書をご覧ください。 
•代表的なソフトウェアについては、「静的 IP マス 
カレードの登録」画面で「ヘルプ」をクリックすると、 
使用するポート番号などの設定例を確認できます。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「静的 IP マスカレードの登録」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を変更したい接続先の「設定」 

►「静的 IP マスカレード関連」欄の「追加」 


サーパに対するアクセスを許可するため、サーパ 
の IP アドレスや通信プロトコルを指定したフィル 
夕を設定します。この場合、 U \ N 内のその他のパ 
ソコンに外部からアクセスすることはできません。 
フィルタを設定するには、「ファイアウォールの 
設定」画面を使用します。 

• 公開する相手を限定したい場合は、「送信元 IP アド 
レス」欄に相手の IP アドレスを指定します。 

• 「受信先ポート番号」は、利用したいサーパアプリケ 
—シヨンの使用プロトコルに設定してください。 

* 使用できるフィルタ番号は、各接続先毎に〇〜99の 
100個です。フィルタやプロトコルなどについて詳 
しくは、「コマンドリファレンス」をご覧ください。 



(Web サーバを公開する場合の入力 例） 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 


「■P フィルタの登録」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリツクします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ファイアウォール設定」の「設定」 

►ファイアウォールを設定したいインタフエース 
の「設定」 （ IPv 6 で接続している場合以外は、 「 IPv 4 
フィルタ」の「設定」をクリックします） 

►「 IPv 4 静的 IP フィルタの一覧」画面の「追加」 



ネットボランチを使いこなす 
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メ ー ル確認/通知機能を使う 


本製品が定期的にプロパイダのメールサーパに接続して、新しい電子メールが届いているかどうか確 
認できます（メール着信確認機能)。メールが届いている場合は、あらかじめ指定したアドレスにメー 
ルを転送できます。また、本製品のファイアウォール機能 （182 ページ)で検知した不正アクセス記録 
や、 ISDN 回線の累積料金情報を、指定したメールアドレスへ定期的に送信することもできます（メー 
ル通知機能)。なお、メールサーパは4つまで登録できます。 



定期チェック 


メールサーバ 



• プロパイダと接続中に他のプロパイダのメール 
サーパに対してこのコマンドを実行すると、パ 
スワード情報などが暗号化されずにインターネ 
ット上に流れてしまいますので、十分ご注意く 
ださい。 

• 電子メールソフトウェアでメールサーバにメー 
ルを残すように設定している場合は、メールを 
確認するたびに新着メールが着信していること 
になります。新着メールがあるかどうかを正確 
に確認したい場合は、受信済みメールをサーバ 
に残さないように電子メールソフトウェアの設 
定を変更してください。 


アクセスポイントの 
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確認したいメールアドレスを 
登録する 

「メール着信確認とメール転送機能」画面で、確認 
したいメ_ルアドレスを登録します。メ _ルサー 
パは4つまで登録できます。 

接続先プロバイダは、プロバイダの設定画面で設定し 
たプロバイダになります。 


■設定と情報 


D-V^l > CPIMggttMP > ty-A め > bf-A-mac-ty-A «««« 


I 着传 /POP) メールサーバの金嬅 
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設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「メール着信確認とメール転送機能」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「メール確認 • 通知機能の設定」の「設定」 
►「メール着信確認とメール転送機能（メールサー 
パの登録)」の「設定」 


メールの着信を確認する 

メールが届いていると、「メール着信確認とメー 
ル転送機能」画面で着信しているメールの数を確 
認できます。 


詳編没定と情報 


lb ゴ】 > •馨鞴 Et メ-1レ《1«»11] 



心 , 咐 


.ルサーバ 


電子メールソフトウェアでメールサーバにメールを残 
すように設定している場合は、メールを確認するたび 
に新着メールが着信していることになります。新着 
メールがあるかどうかを正確に確認したい場合は、受 
信済みメールをサーバに残さないように電子メールソ 
フトウェアの設定を変更してください。 

手動で確認するには 

メールが到着しているかどうか、手動で確認でき 
ます。 

「メール着信確認とメール転送機能」画面で、 
「実行」をクリックする。 

メールサーパに新規メールが届いているかど 
うか確認されます。 

プロパイダと接続中に他のプロパイダのメール 
サーパに対してこのコマンドを実行すると、パス 
ヮード情報などが暗号化されずにインターネット 
上に流れてしまいますので、十分ご注意ください。 

「メール着信確認とメール転送機能」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「メール確認 • 通知機能の設定」の「設定」 

►「メ ール着信確認とメール転送機能（メールサー 
パの登録)」の「設定」 
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メール確認/通知機能を使う (つづき) 


着信したメールを自動転送する 

メール着信転送は、着信したメールを登録した 
メールアドレスへ転送する機能です。インター 
ネットメールをサポートする機器(携帯電話、 PHS 、 
電話機を含む）であれば、どの機器/アドレスに 
も転送できます。また、転送文字数を設定したり、 
送信元や題名などの、さまざまな転送条件を設定 
することもできます。 

メール着信転送は「メール着信確認とメール転送 
機能」画面で設定します。 

受信メール容量が最大長（「かんたん設定ページ」の初 
期設定値は4096パイト）を超えている場合、メールは 
転送されません。受信メールの最大長は、コンソール 
コマンドの 「 mail-transfer receive maxlength 」 で変更 
できます。詳しくはコマンドリファレンスをご覧くだ 
さい。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 


メールサーバ 登録を 
削除する場合は 

「メール着信確認とメール転送機能」画面で、メー 
ル確認/転送で不要になったメ ールサーバの登録 
を削除します。 

「メール着信確認とメール転送機能」画面で、 
登録を削除したいメールサーバの「削除」を 
クリックする。 

メールサーパの登録が削除されます。 


辞■没定と悄糴 



「メール着信確認とメール転送機能」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「メール確認 • 通知機能の設定」の「設定」 
►「メール着信確認とメール転送機能（メールサー 
パの登録)」の「設定」 


「メール着信確認とメール転送機能」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「メール確認 • 通知機能の設定」の「設定」 
►「メール着信確認とメール転送機能（メールサー 
パの登録)」の「設定」 
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不正アクセス検知や料金情報 
を メールで 通知する 

本製品のファイアウォール機能 （ 182 ページ）で検 
知した不正アクセス記録や、 ISDN 回線の累積料 
金情報を、指定したメールアドレスへ定期的に送 
信できます。外出先から不正アクセスや意図しな 
い自動接続がないかどうか監視するときに便利で 
す。 

「メール通知機能」画面で、送信先と送信する日時 
を設定します。 

接続先プロパイダは、自動接続先として設定されてい 
るプロパイダになります。 


詳細 S 定と怕報 


a-yyi > > iy-A^ms > y-* 



[SUE の鑲定 ■ 


設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「メール通知機能」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「メール確認 • 通知機能の設定」の「設定」 

►「メ ール通知機能」の「設定」 
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複数の接続先を使い分ける 


複数のプロパイダを登録しておき、おもに使用するプロパイダとメールの確認のためだけにアクセス 
するプロパイダなど、目的に応じて接続先を使い分けることができます。 

必要に応じてメール専用のプロバイダを利用する場合の例 


メール 専用 



FTP ' 他 


パソコンごとに接続プロバイダを使い分ける場合の例 
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メール専用の接続先を パソコンことに接続先を 

使い分ける 使い分ける 


メール着信確認機能でプロバイダに直接接続した 
い場合など、メールとその他のインターネット接 
続で接続先を使い分けられます。 

1「自動接続先/複数プロバイダ接続の設定」 
画面で、「複数のプロバイダに同時接続す 
る」を選ぶ。 

2「同時接続方式」から「メール専用のプロバ 
イダ選択」を選び、「設定の確定」をクリッ 
クする。 


詳編没定と情報 


> IBaUX!: HW1 > CBKi»R£ 



股*の** ] 


設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 


パソコンごとに、接続するプロパイダを使い分け 
られます。 

この場合は、 U \ N 上のすべてのパソコンの IP アド 
レスをあらかじめ固定する必要があります。その 
あとに、本製品の複数プロパイダ選択に関する設 
定を行います。 


1.各パソコンの IP アドレスを変更する 

すべてのパソコンに固定プライべ一卜 IP アドレス 
を設定します。詳しくは、ネットワークの管理者 
にご相談ください。 


「自動1雜洗/複数プロバイダ接続の設定」画面を開 
くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリツクします。 

►トツプページの「詳細設定と情報」 

►「自動接続先/複数プロパイダ接続の設定」の 
「設定」 
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複数の接続先を使い分ける(つづき) 


2.本製品の設定を変更する 

「かんたん 設定」 画面で、パソコンの IP アドレスと 
使用する接続プロパイダの関連づけを行います。 

1 「自動接続先/複数プロバイダ接続の設定」 
画面で、「複数のプロバイダに同時接続す 
る」を選ぶ’。 

2 「同時接続方式」から「コンピュータ （ip アド 
レス）毎のプロバイダ選択」を選び、「設定 
の確定」をクリックする。 


詳編没定と情報 


1 


' *»为パイ y 


〇ひとつのプロパイタに ttR する 




K 讀»のブ□バイダする 

HHMKSiC ヴ 




KX の | 


3 パソコンの ip アドレスごとに、接続先を 
指定する。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 

「自動接驗 t / 複数プロバイダ接^の設定」画面を開 
くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「自動接続先/複数フロパイダ接続の設定」の 
「設定」 
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フレッツ•スクウェアを利用する 


フレッツ • ADSL や B フレッツでインターネット 
に接続している場合は、 NTT 東日本または NTT 西 
日本が運営するフレッツ • スクウェアに接続して、 
様々なコンテンツを楽しめます。 

通常の接続先（フレッツ- ADSL または B フレッツ） 
に接続している状態で、フレッツ•スクウェアに 
も接続するには、以下の手順で操作します。 

• フレッツ • ADSL または B フレッツを契約していな 
い場合は、以下の操作を行ってもフレッツ•スクウ 
ェアには接続できません。 

* NTT 東日本と契約している場合は、接続先の宛先 
情報を追加で設定する必要があります。詳しくは、 
http :// NetVolante . jp / の情報を参照してください。 

1 PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続(フレッ 
ツ . ADSL 、 B フレッツ）用の 「プロ バイダ 
の登録/修正」画面で、必要な設定項目を入 
力する。 

NTT 東日本とフレッツ接続 サービス 
(フレッツ ADSL または B フレッツ)を 
契約している場合は 

• ユーザ ID : 「 guest @ flets 」 と入力します。 
•パスワード： 「 guest 」 と入力します。 

NTT 西日本とフレッツ接続 サービス 
(フレッツ ADSL または B フレッツ)を 
契約している場合は 

• ユーザ ID : 「 flets @ flets 」 と入力します。 
•パスワード： 「 flets 」 と入力します。 



NTT 東日本とフレッツ接続サービスを 
契約している場合の入力例 


接続先の宛先情報 

•宛先アドレス： 「プライべ一トアドレスのネッ 
トワーク」を選びます。 

籲宛先ドメイン名： 「指定する」を選んでから、 
「 flets 」 と入力します。 

ファイアウォール関連 

「セキュリティレベル6:強(動的セキュリティ 
フィルタ）」を選びます。 


•れ扭9頂 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 

PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続(フレッ 
ツ ADSL、B フレッツ)用の「プロバイダの 
登録/修正」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を追加したい接続先の「追加」 

►「 PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続（フレッ 
ツ - ADSL 、 B フレッツ）」を選んでから、「次 
ぺ」 

2 「設定の確定」をクリックする。 

これまでの設定内容が、入力した「設定名」と 
して保存されます。 

Web ブラウザのアドレスバーに「 http :// 
www . flets /」 と入力して、フレッツスク 
ウェアに接続できることを確認する。 
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IPv 6 環境で使ラ 


本製品は次世代インターネット•プロトコルであ 
る「 IPv 6 」 （Internet Protocol Version 6) をサボート 
しています。従来の「 IPv 4」に関する機能も継承し 
ているため、既存のネットワークに影響を与えず 
に、 IPv 6 を利用できます。 

プロバイダが IPv 6 に対応していない場合、 IPv 6 環境 
でインターネットに接続できません。契約しているプ 
ロバイダが IPv 6 接続サービスを提供しているかどうか、 
あらかじめご確認ください。 


IPv 6 を導入する前に 


IPv 6 と IPv 4 環境を混在させる場合は 

IPv 6 は IPv 4 との互換性がないため、両者をネット 
ワーク上で混在させる場合は、移行技術 (Transition 
Mechanism ) と総称される仕組みが必要です。ま 
た、一般的には IPv 4 から IPv 6 への移行は複数の段 
階を踏むことになるため、それぞれの段階に応じ 
た移行技術が必要になります。 

本製品では、 IPv 4 ネットワークを経由して IPv 6 ネッ 
トワークを接続するための 「 IPv 6 over IPv 4 トンネ 
リング」、 IPv 6 ネットワークを経由して IPv 4 ネッ 
トワークを接続するための 「 IPv 4 over IPv 6 トンネ 
リング」を移行技術としてサボートしています。 


プロバイダからの設定情報を確認する 

IPv 6 接続サービスを契約すると、以下の情報がプ 
ロパイダから提供されます。 

• プレフイックス（アドレスブロック） 

• 接続方法(ネイティブ接続/デュアルスタック接 
続/トンネル接続） 

• トンネルの終端アドレス（トンネル接続の場合） 

• 経路制御方法 ( RIPng を使うか使わないか。特に 
記載がない場合、 RIPng は使用しません。） 

争接続の確認方法 ( ping 6 の相手アドレスや、閲覧 
する Web サイトなど） 


パソコン側に IPv 6 を 
導入する 


Windows XP で IPv 6 を導入する 

コマンドプロンプトで、以下のコマンドを入力します。 
ipv6 install 


f ヒント 

IPv 6 環境の導入について詳しくは、「スタート」-「ヘル 
プとサボート」をクリックして表示される 、 Windows 
XP のヘルプをご覧ください。「検索」欄に「 IPv 6」と入 
力すると、関連する情報が表示されます。 


MacOS X で IPv 6 を導入する 

MacOSX では、追加の設定をしなくても IPv 6 を 
使用できます。 
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本製品側で IPv 6 を 
使えるように設定する 

設定を始める前に、 「 IPv 6 の設定」画面で IPv 6 で接 
続する相手（プロパイダ)を登録します。 

プロパイダを登録していない場合は、 IPv 6 接続の操作 
を行ってもエラーが発生します。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「 IPv 6 の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「 IPv 6 の設定」の「設定」 


IPv 6 接続を確認する 

以下の手順で、 IPv 6 環境が正しく設定されている 
かどうか確認します。 

f ヒント 

本製品とバソコンは、 L 7\ N ケーブルで接続した時点で 
通信可能になります。パソコン側での設定は、特に必 
要ありません。 

1 LAN 側の接続を確認する。 

U \ N ポートに接続されたパソコンから、本 
製品の LAN 1 アドレスに ping 6 を実行します。 

返事があれば、正しく設定されています。 

f ヒント 

本製品の L 7\ N 1 アドレスは、プレフィックスに「1」 
をつけたアドレスになります。 

例：プレフィックスが 「 fec 0:12 ab ::/64」 の場合 
參 U \ N 1アドレスは「 fecO : 1 2 ab : :1/64」になります。 
•本製品の U \ N 1 アドレスに ping 6 を実行するに 
は、 「 ping 6 fec 0:12 ab ::1」 とコンソールで入力 
してから、 Enter キーを押します。 

2 LAN 側と WAN 側の接続を確認する。 

プロパイダへ ping 6 を実行したり、専用の 
Web サイトを閲覧するなど、プロパイダから 
指定されている確認手順を行います。 

これで I Pv 6 環境が利用できるようになりまし 
た。 
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UPnP 機能の動作設定を変更する 


UPnP 機能とは？ 

UPnP とは Universal Plug and Play の略で、ネツ 
トワーク上で UPnP 対応 OS が UPnP 対応機器を 
自動的に検出して、相互接続しやすくするため 
の仕組みのことです。本製品は UPnP をサボー 
卜しているため、本製品を設置した LAN 内に 
ある Windows XP を搭載しているパソコンから 
Windows Messenger の音声チヤツトなどを利用 
できます。 

• 本製品の UPnP 機能は 、 UPnP Forum で規定され 
ている機能すべてに対応しているわけではありませ 
ん〇 

籲 CA 1 V 接続など、プロバイダから割り当てられる 
IP アドレスがプライベート IP アドレスの場合は、 
UPnP 機能を使用した Windows Messenger による 
音声チヤツトは使用できません。 

• 「かんたん設定ページ」で UPnP 機能の設定を行うに 
は、あらかじめ接続プロバイダを登録しておく必要 
があります。 

• プロバイダを登録せずに Windows Messenger な 
どの UPnP 環境を必要とするソフトゥェァを起動す 
ると、ルーターとの通信に時間がかかるようにな 
ります。この場合は、接続プロバイダを登録するか、 
UPnP 機能を停止してください。 

• Windows Messenger の終了/起動を繰り返したり、 
ルーターの再起動や回線の切断などによってバソコ 
ンとルーターで UPnP 機能の情報が異なると、正常 
に接続できなくなることがあります。 

この場合は、回線を接続した状態でいったん 
Windows Messenger をサインアウトしてから、 
Windows Messenger を再起動します。それでも接 
続できない場合は、パソコンを再起動してください。 


パソコン側で UPnP 機能を 
使えるか確認する 

以下の手順で、お使いのバソコンが UPnP 機能を 
使える状態かどうか確認してください。 

ヒント 

UPnP 環境の導入に ついて 詳しくは、「スタート」 
-「ヘルプとサボート」をクリックして表示される、 
WindowsXP のヘルプをご覧ください。「検索」欄に 
「 UPnP 」 と入力すると、関連する情報が表示されます。 

*| 「スタート」ポタンをクリックして、「コン 
トロールパネル」をクリックする。 

2 「プログラムの追加と削除」をクリックする。 

，画面左側の 「Windows コンポーネントの 
追加と削除」をクリックする。 

4 「ネットワークサービス」をクリックして 
選んでから、「詳細」をクリックする。 
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g 「ユニバーサルプラグアンドプレイ」に 

チェックが付いているかどうか確認する。 



• チェックが付いていれば、パソコン側で 
UPnP 機能が利用できるようになっていま 
す。 

•チェックが付いていない場合は、引き続き 
手順6以降の操作を行います。 

g 「ユニバーサルプラグアンドプレイ」に 
チェックを付けてから、 「0 K 」 をクリック 
する。 

y 「次へ」をクリックする。 

以後は画面の指示に従って、インストールを 
行ってください。 


UPnP 機能を 
使用しないよラにする/ 
設定を変更する 

本製品の UPnP 機能は工場出荷状態では「使用す 
る」になっているため、起動するために特に設定 
を変更する必要はありません。 

ただし、使用環境によって UPnP 機能がうまく動 
作しない場合があります。この場合は 「 UPnP の設 
定」画面で、設定を変更してください。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「UPnP の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「 UPnP の設定」の「設定」 



ネットボランチを使いこなす 


209 























ダイヤルアツプ接続を制限する 


ISDN 回線でダイヤルアップ接続する場合、本製 
品の自動接続機能を使うと、ダイヤルアップ操作 
なしで快適にインターネットへ接続できます。し 
かし、意図しない接続や使い過ぎで、従量制の契 
約では通話料金やプロバイダの接続料金が思わぬ 
高額になることがあります。 

このようなトラブルを未然に防止するために、プ 
ロバイダ接続の累積料金や時間、回数に上限を設 
定したり、連続通信時間を制限したりできます。 

@ヒント 

設定した制限は、手動でプロバイダに接続した場合も 
適用されます。 

• 課金額や通信時間は、 ISDN 回線を通して通知され 
る料金情報や本製品が計算する累積接続時間に基 
づいて行われるため、サービス割引などによる異 
なる料金算出方法や、プロバイダ独自の通信時間 
算出方法には対応できません。 

従って、実際の運用においては、発信制限動作が 
意図した通りにならない場合があります。正確を 
期す場合は、一定期間試験運用をするなどしてず 
れがないかを確認してください。 

•端末型ダイヤルアップ接続の設定では、「かんた 
ん設定ページ」からプロバイダ登録を新規に行うと、 
自動的に発信制限が累積料金1万円、累積通信時間 
50時間、累積発信回数1000回に設定されます。ま 
た連続接続時間も9時間に制限されるように設定さ 
れます。 

• コンソールコマンドで 接続設定を変更した場合は、 
接続制限は自動的には設定されません。 


接続制限をリセットする 

設定した課金/時間/回数制限に達したためにプ 
ロバイダに接続できなくなった場合は、「料金情 
報の表示」画面で累積情報をクリアして、発信制 
限をリセットできます。 

• 通常の使いかたの場合でも制限が何度も働いてしま 
うときは、設定値を見直してください。 

• 異常に早く制限機能が動作する場合は、意図しない 
間に接続動作が行われている可能性があります。通 
信記録を確認して、問題がないか確認してください t 
詳しくは、「通信料金に異常がある」 (279 ページ)を 
ご覧ください。 

々ヒント 

各ポート毎に、接続制限を定期的に自動リセットする 
こともできます。定期的にリセットしたいときは、各 
ポート毎にリセットする日付と時刻を設定します。 
「自動クリアの実行日時を一括して設定する」にチェッ 
クを付けてから日付と時刻を入力すると、すべての項 
目をまとめて設定することができます。 


SM ■設定と情報 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
「料金情報の表示」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「料金情報の表示」の「実行」 
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128kbit / s で接続する參 


本製品では、 64 kbit / s の回線を2つ同時に使って1 28 kbit / s の通信速度で接続することができます。こ 
れを 「MP (Multilink PPP ) 接続」といいます。この機能を利用するには、 128 kbit / s 接続 ( MP 接続)に対 
応したプロパイダと契約する必要があります。設定を行う前にプロパイダの契約内容を確認してくだ 
さい。 




_ MP 接続に対応していないプロパイダや MP 接続 
用以外の電話番号に対して、 MP 接続の設定や発 
信は絶対に行わないでください。2チャネル目が 
発信と エラー を繰り返し、意図しない多額の料 
金を請求される場合があります。 

• この機能は回線を2つ同時に使いますので、電話 
料金は2回線分かかります。 

1 28 kbit / s で接続するには、「プロパイダの登録/ 

修正」画面で設定を変更します。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
「プロ バイダの登録/修正」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を変更したい接続先の「設定」 
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PIAFS 対応の PHS から 
リモートアクセスする® ► 


PIAFS 対応の PHS を使って、外出先から LAN 上のパソコンへアクセスできます(対応プロ 
トコルは TCP / IP のみです)。リモートアクセスをするときは、本製品にリモートアクセスユー 
ザのユーザ ID やパスワードを登録し、リモートのパソコンにはダイヤルアップ接続の設定 
を行います。 



• リモートアクセスを利用するときは、データを保 
全するために十分なセキュリティ設定を行ってく 
ださい。セキュリティ設定が不十分の場合は、双 
方の U \ N に接続されたパソコンが不正侵入や盗聴、 
妨害、データの消失、破壊などにあう可能性があ 
ります。 

•携帯電話から、 PIAFS 通信機能でリモートアクセ 
スすることはできません。 

• 本製品の PIAFS 機能は、 128kbit/s のデータ通信速 
度には対応していません。 

• 本製品のリモートアクセス機能は、 Windows の 
NetBEUI プロトコルおよび MacOS の AppleTalk プ 
口トコルには対応していません。 

• Windows でファイル共有をする場合は、 NetBIOS 
over TCP/IP プロトコルを使用するか、または 
WindowsNT サーバや Windows 2000 サーバを用 
意する必要があります。 

• Macintosh でファイル共有する場合は、システム 
環境設定の「共有」で「パーソナルファイル共有」に 
チェックを付けます。 


P ヒント 

本製品の PIAFS 通信機能は、 PIAFS verl.0/2.0/2.1 
に対応しています。 PHS のデータ通信に対応した 
PHS モデムカードや通信アダプタをつけた PHS 電話 
機から、 32kbit/s または 64kbit/s でアクセスできます。 
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必要な設定 


接続相手を登録する 


リモートアクセスするときは、ルータやパソコン 
に次のような設定が必要です。 

ルータの設定 

接続相手を登録する(次項） 

LAN 内サーバまたはバソコンに必要な設定 

• 固定プライべート IP アドレスの設定 
• ファイルサーバソフトの設定とユーザ登録 

リモートアクセスする^^ノコンの設定 

ダイヤルアップ接続設定 (2 15ページ） 


リモートアクセスの接続相手の登録は、「かんた 
ん設定ページ」の「フロパイダの登録/修正」画面 
で行います。接続相手の認証にはユーザ ID および 
パスワード以外に、接続相手の電話番号およびサ 
ブアドレスを利用することもできます。 

1 発信者番号認証(発信者番号認証のダイヤ 
ルアップサーバ）用の「プロバイダの登録 
/修正」画面、またはパスワード認証(パス 
ワード認証のダイヤルアップサーバ)用の 
「プロバイダの登録/修正」画面で、必要な 
設定項目を入力する。 

f ヒント 

リモートアクセスには2つの方法があります。 
•発信者番号 認証：発信者の ISDN 回線番号や 
PHS 番号で認証を行います。特定の回線からし 
かアクセスできないので、比較的安全です。 
•パスワード 認証：ユーザ ID とパスワードで認証 
を行います。 


辞細没定と情報 




Ff ^ Ky 穿フ i： _ フ C 54 情 « 金琴 ESI のダイヤル 7 タブ”一/切プロ, t イタの 

をしま T. 

- f たは•折 W を 3C 更して mss\k ポタン5队てくださ • 


參基才亊 IS 



»»先に綱リ当てる ip ア Ki/ ス 


「発信者番号認証(発信者番号認証のダイヤルアップ 
サーバ)」を選んだ場合の画面例 


設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 
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(^^>(つづき） 


発信者番号認証(発信者番号認証のタイヤルアッ 
フサーパ)用の「プロバイダの登録/修正」画面を 
開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を追加したい接続先の「追加」 

► 「発信者番号認証(発信者番号認証のダイヤ 
ルアッフサーパ)」を選んでから、「次へ」 

/以ワー ド認証(ノ以ワード認証のタイヤルアッ 
フサーパ)用の「プロバイダの登録/修正」画面を 
開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を追加したい接続先の「追加」 

►「パスワード認証(パスワード認証のダイヤ 
ルアップサーパ)」を選んでから、「次へ」 

2 「設定の確定」をクリックする。 

これまでの設定内容が、入力した「設定名」と 
して保存されます。 


LAN 内のサーバやパソコン 
を設定する 

リモートアクセスするには、 U \ N 内のサーパやパ 
ソコンに TCP / IP プロトコルでアクセスできるよ 
ぅ にするための設定が必要です。 

•本製品のリモートアクセス機能は、 Windows の 
NetBEUI プロトコルおよび MacOS の AppleTalk プ 
口トコルには対応していません。 

• Windows でファイル共有をする場合は、 NetBIOS 
over TCP/IP プロトコルを使用するか、または 
WindowsNT サーパや Windows 2000サーパを用意 
する必要があります。 

• Macintosh でファイル共有する場合は、システム環 
境設定の「共有」で「パーソナルファイル共有」にチェ 
ックを付けます。 

サーバやパソコンの IP アドレスを設定する 

お互いの U \ N 上のサーパまたはパソコンで外部か 
らのアクセスを許可するパソコンには、固定プラ 
イベート IP アドレスを設定します。 

ファイルサーバソフトの設定を変更する 

公開するサーパまたはパソコンにファイルサーパ 
ソフトやネットワーク共有を設定して、公開する 
フオルダやユーザ ID 、 パスワードを設定します。 
設定の方法については、各ソフトウヱアの取扱説 
明書をご覧ください。 
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リモートアクセスする 
パソコンの設定を変更する 


4 「プライべ一トネットワークにダイヤル 
アップ接続する」を選んでから、「次へ」を 
クリックする。 


Windows 2000 の場合 

Windows 20⑴の場合は、ネットワーク機能の設 
定とダイヤルアップネットワークの設定を行いま 
す。 

1「コントロールパネル」の「ネットワークと 
ダイヤルアップ接続」をダブルクリックす 
る。 


釦戻5 ▼畛，匀|為検索 J 履歴 


アドレス啤コントロールパネル 


▼I P 移 ftb 


タスク gaagagaa ハードウェアのフォ m オブショ, 
追加と則除 ン 

フォント プリンタ マウス ユ 1 ~とパス 

ほか©コンピュ やネゞ g マイコンピュータ 


2 「新しい接続の作成」アイコンをダブルク 
リックする。 


m a »&)3.- xtg ] ；：: . ? _ | □ | x | 

j ファイル (£> 

編集 (£) 表示秘 

お気 CA り达 


一戻る， 

负検索 

^7*)1^ 

j 履歴 w 

アドレス© |函ネットワ-クとタイヤルアップ接続 

J グ移的 

a 

斬し溫棚 

し在 

□一カルエリア 
格続 




Q 「次へ」をクリックする。 



ネ 9 ►ワ ー ; ザ -1*¢* 紿 

乾綠纖謂 ^®» 

抑；》 Wa ] 




0 »ドフ ー i < w « n « rM 7 , 


* ctrtiea gdni 

-)»KC94V»^*7«ttyft4D) 


• <irLt£fI EDNl *lJh.ty>9-?TH：»«L37. 

■* <ン»— 拿， MIlBr ブラ < ベー » •，卜*?-ク 

tsjf?5«- 卜 »9H7-9<wpki Minrreww. tea イン 9-j.»«K/4a し す. 

•tt 镛 け c(a» 

想?^ iT . 

'eiM*3>ei-»ta««t«46«c) 

シ y?ju / Ri . iKftawwwt - i ' OTc.'naim 


¢3 . 


5 本製品の電話番号とサブアドレスを入力し 
てから、「次へ」をクリックする。 

9代》«»明•号 PF 1 

Mawn^ea -»aa»T^ -oottt#**«n>c<S3c». Rgu 


»l-c* 

| pi)-nu-M3； 


r y - tvinni » rt » iu ' 


g 「すべての ユーザー」 を選んでから、「次へ」 
をクリックする。 
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PIAFS 対応の PHS からリモートアクセスする 
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7「接続名」に「リモート接続」と入力してから、 
「完了」をクリックする。 



g 「リモート接続」アイコンをクリックして選 
んでから、「ファイル」メニューから「プロ 
パテイ」を選ぶ。 

0「ネットワーク」タブをクリックする。 



以下のように設定してから、 「 OK 」 をク 
リックする。 

•「インターネットプロトコル( TCP / IP )」： 
チェックを付ける。 

•「 Microsoft ネットワーク用ファイルとプリ 
ンタ共有」：チェックを外す。 

•「 Microsoft ネットワーク用クライアント」： 
チェックを外す。 



これで、リモートアクセス接続の設定が完了 
しました。 
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Windows XP の場合 

Windows XP の場合は、ネットワーク機能の設定 
とダイヤルアップネットワークの設定を行います。 

1「コント ロールパネル」 の「ネツトワークとイン 
ターネツト接続」をクリックする。 



2 「ネットワーク接続」をクリックする。 



3 「新しい接続を作成する」をクリックする。 



TrIAIi 虐簋 |£:_ JiWdrMfli IMUnriHi MtTV 


* Q t P** Ttim ^3* 



「新しい接続ウイザードの開始」画面が表示さ 
れます。 

「所在地情報」画面が表示された場合は、市外 
局番を入力してから、 「 OK 」 をクリックしてく 
ださい。 


4 「次へ」をクリックする。 



5 「職場のネットワークに接続する」を選んで 
から、「次へ」をクリックする。 



0 「ダイヤルアップ接続」を選んでから、「次 
へ」をクリックする。 
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「会社名」に「リモート接続」と入力してから、 
「次へ」をクリックする。 


次_ク刀ここの播铳 dBSffiS 入力してく故、 
会社名⑧ 




tztm , 職堆の名前や格続するサ勺*;-の名前を入力できます。 


匚 < 戻 5© 1[;欠へ妙> J I キ VMZ ル] 


11「ネットワーク」タブをクリックする 


3机 


- SUNTAC U-Cable P ( COM 3) 


電話番号 (£): 

][03-1111-2002 ] I モ雜⑽ 


□タイやル借報$奶@ 


0招樹寺に通知铀域;:アイコン S 表示す5劬 


OK |匚キ v ンセ；レ 


g 霞舌番号を半角英数字で入力してから、「次 
へ」をクリックする。 


下に笼 S 番号してく / SFU 
瞄拆®: 
[03-1111-2002 




霉驟1»激識臃秘微織■置話番 


<戻 5( g ) jl ;欠へ妙:•二）匚キ v ンレ 


9 


「完了」をクリックする。 



新しい接続ウイザードの完了 


次®接続の作航必要な手順 j 正常に充了しました。 
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10「リモート接続」アイコンを選んでから、「こ 
の接続の設定を変更する」をクリックする。 
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12 以下のように設定してから、 「 OK 」 をクリッ 
クする。 

•「インターネットプロトコル( TCP / IP )」： 
チェックを付ける。 

•「 Microsoft ネツトワーク用ファイルとプリ 
ンタ共有」：チェックを外す。 

•「 Microsoft ネツトワーク用クライアント」： 
チェックを外す。 
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これで、リモートアクセス接続の設定が完了 
しました。 
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Macintosh の場合 

ここでは MacOSX 10.4の画面を例に説明してい 
ます。 

*|アップルメニューから「ネットワーク環境」 
— 「ネットワーク環境設定」を選ぶ。 

2「表示」欄から、 PIAFS 機器に対応するネッ 
トワークポートを選/交。 

3 「 ppp 」 をクリックしてから、以下の設定 
を行う。 

• アカウント名： RT 58 i に設定した認証用ユー 
ザ ID を設定する 

• パスワード： RT 58 i に設定した認証用パス 
ワードを設定する 

• 電話番号： RT 5 S の ISDN 番号を設定する 

• rt ハ _ 事フト * 7 -， _ 

Q * ►] |，ぺ Tta *"] [Q ， 


• 承： M)OATA UM-AH64 __ 



ul 1 <£で&«いよ,{：す4<：0»ギ•クリックし，す.1ぐ今すぐ邐兩 ) 


4 「PPP オプション」をクリックしてから、 
以下の設定を行う。 

•「PPP エコー パケットを 送信」 のチェックを 
外す 

•「 TCP ヘッダ圧縮を使用」のチェックを外す 
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5 「 OK 」 をクリックする。 

0ネットワーク画面で「モデム」をクリックし 
てから、以下の設定を行う。 

• モデム： PIAFS 機器に対応するモデムを選 
択する 



T 「今すぐ適用」をクリックする。 
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PIAFS 対応の PHS からリモートアクセスする 

(^^>(つづき） 


本製品へアクセスする 


Windows 2000 /XP の場合 

°| 「コント ロールパネル」 の「ネットワークと 
ダイヤルアップ接続」または「ネットワーク 
接続」を開き、「リモート接続」のアイコン 
をダブルクリックする。 



2「接続」をクリックする。 

パスワードを保存していない場合はソくスワー 
ドを入力します。 



本製品へのダイヤルアップをはじめます。 
接続すると、アイコンに「接続」と表示されます。 

「パスワードの保存」にチェックを付けると、次回 
からパスワードの入力が不要になります。ただし、 
他の人に使われたくないときは、チェックしない 
でください。チェックしない場合は、接続のたび 
にパスワード入力が必要になります。 


目的に応じたソフトウェアを使って、 LAN 
内のパソコンの IP アドレスを指定して作 
業を行う。 

4 接続を解除するときは、「切断」をクリック 
する。 

本製品との接続が切れます。 



ネットボランチを使いこなす 


220 


























Macintosh の場合 

ここでは MacOSX 10.4の画面を例に説明してい 
ます。 

1アップルメニューから「ネットワーク環境」 
- 「ネットワーク環境設定」を選ぶ。 

「表示」欄で、 PIAFS 機器に対応するネッ 
トワークポートを選/女。 

3設定されている内容を確認してから、「接 
続」をクリックする。 

• op n I 

， ^ j ^ a 

—■ »-a »«*«>■■■ 虎 ■ ，ザ /- vwj 



以下のような画面が表示されたら、接続完了 
です。 



4 接続を切るときは、「接続解除」をクリック 
します。 



ネットボランチを使いこなす 


221 

















専用線で接続する 


専用線を接続する 

OCN エコノミーやデイジタルアクセス64などの 
専用線を利用する場合は、以下の方法で接続しま 
す。本製品の DSU を利用するかどうかによって作 
業が異なりますので、申込票をご確認の上、該当 
する方法で接続してください。 


• 専用線の場合は、 VoIP 通話や TEL ポート間の内線通 
話以外で TEL ポートにアナログ機器(電話機、 FAX 、 
モデムなど）を接続して使うことはできません。 

• 専用線接続時には、本製品の S 汀ポートに他の ISDN 
機器を接続して使うことはできません。 


本製品の DSU を使ラ場合 

•専用線申込票の 「 DSU 」 項目で、本製品内蔵の 
DSU 使用で申し込んだとき 
•工事後の専用線が、通常のモジュラージャック 
と同じ形 (6 極端子）をしているとき 

専用線 



他の DSU を使ラ場合 

• 専用線申込票の 「 DSU 」 項目で、回線業者の DSU 
使用で申し込んだとき 

•工事後の専用線が、通常のモジュラージャック 
より幅の広い形 (8 極端子）をしているとき 


専用線 


DSU 


ISDN S/T 




LAN ポート 


ISDN S/T ポート 



HUB へ— 
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本製品の DSU を使って専用線に接続する 他の DSU を使って専用線に接続する場合 


通常はこの方法で接続します。 


外部の DSU を使用する場合は、以下の手順に従っ 


上面スイッチ 


て接続します。 



*|本製品上面の DSU スイッチを 「 ON 」 に合わ 
せる。 


本製品上面の DSU スイッチを 「 OFF 」 に合 
わせる。 


2本製品上面の NOR-REV スイッチを 「 NOR 」 
に合わせる。 

3本製品上面の TERM スイッチを 「 ON 」 に合 
わせる。 

4回線のモジュラージャックと本製品の 
ISDN U/LINE ポートを、モジュラーケー 
ブルで接続する。 

f ヒント 

モジュラーケーブルは、市販の電話用ケーブルが使用 
できます (2 極用、4極用、6極用いずれも可)。ただし、 
ビジネスホン専用の特殊な結線のケーブルは使用でき 
ません。 


2本製品上面の NOR-REV スイッチを 「 S / T 」 
に合わせる。 

3本製品上面の TERM スイッチを 「 ON 」 に合 
わせる。 

4 DSU と本製品の ISDN S/T ポートを、 
ISDN ケーブルで接続する。 
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専用線で接続する (つづき) 


専用線接続を設定する 

OCN エコノミーやディジタルアクセス64/128な 

どでインターネットに接続する場合は、本製品の 

「かんたん設定ページ」を開いて、専用線の接続先 

を設定します。 

• プロパイダ契約を解除または変更した時は、必ず本 
製品の接続設定と、バソコンのダイヤルアップネッ 
トワーク設定の両方を削除または再設定してくださ 
し、。 削除しないまま使っていると、回線業者やプロ 
パイダから意図しない料金を請求される場合があり 
ます。 

•インターネットへ常時接続する場合は、インターネ 
ット側から不正なアクセスや攻撃を受ける可能性が 
高くなります。十分なセキュリティ設定を行ってか 
ら、お使いください。詳しくは「セキュリティを強 
化する」 （182 ページ)をご覧ください。 

1本製品と設定を行うパソコンだけ電源を入 
れて、他のパソコンの電源を切る。 
f ヒント 

他のすべてのパソコンを終了できない場合は、本 
製品とパソコン1台を L 7 XN ケーブルで直接接続し 
て、設定を行います。 

「LAN の設定」画面で LAN ポートの IP アド 
レスを設定する。 


詳細 S 定と怕報 



«*®#* "'I 


セカンダリ • _ p アドレス 

現在「プライマリ • IP アドレス」欄に表示され 
ているプライべート IP アドレスとネットマス 
ク（工場出荷状態では1 92.168.100.1/24) を入 
力する。 

プライマリ • _ P アドレス 

プロパイダから割り当てられた IP アドレスの 
中から、ルータに設定する IP アドレスとネッ 
トマスクを入力する。 

f ヒント 

LANKl をプライべ一トアドレスで利用する場合は、 
L 7\ N ポートの IP アドレスの設定を変更する必要は 
ありません。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 

「LAN の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「 U \ N の設定 （ IP アドレス、 DHCP サーパ)」 
の「設定」 

3「設定の確定」をクリックする。 

確認画面が表示されます。 
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4 専用線によるネットワーク型常時接続用の 
「プロバイダの登録/修正」画面で、必要な 
設定項目を入力する。 


g 「設定の確定」をクリックする。 

これまでの設定内容が、入力した「設定名」と 
して保存されます。 


詳_玟定と怕報 


用 ft icio^h9-75WWfSf«l70 1 W ブの ますく . 
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0インターネットに接続しているかどうか確 
認する。 

「かんたん設定ページ」のトップページ下部の 
表示を見て、本製品がインターネットに接続 
していることを確認してください。 


設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 

専用線による ネッ トワーク型常時接続用の 「プ 
ロバイダの登録/修正」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を追加したい接続先の「追加」 
►「専用線によるネットワーク型常時接続」を 
選んでから、「次へ」 
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ISDN 回線経由で LAN と LAN を接続する 
( LAN 間接続) 


本製品のようなダイヤルアツプルータが接続されている LAN どうしを、 ISDN 回線経由で接続できま 
す （ U \ N 間接続)。ダイヤルアツプで U \ N どうしを接続すると、離れた場所にある相手側のバソコンでも、 
自分の U \ N 上にあるパソコンと同じようにアクセスできます。 

ダイヤルアツプルータを使うと必要なときだけ接続することができるので、専用線を使った場合と比 
較して、大幅な低コストで LAN 間接続を実現できます。なお、本製品の U \ N 間接続機能は、 TCP/IP 
プロトコルのサーパソフトウェアに対応しています。 



秘嘗 

• 同じネットワークアドレスを設定している U \ N どう 
しの L 7\ N 間接続はできません。あらかじめ、どちら 
かのネットワークアドレスを変更してください。 

• U \ N 間接続を利用するときは、データを保全するた 
めに十分なセキュリティ設定を行ってください。セ 
キュリティ設定が不十分の場合は、双方の U \ N に接 
続されたパソコンが不正侵入や盗聴、妨害、データ 
の消失、破壊などにあう可能性があります。 

• 本製品の L 7 VN 間接続は、 Windows の Net 巳 EUI プロ 
トコルおよび MacOS の AppleTalk プロトコルには 
対応していません。 

• Windows でファイル共有をする場合は、 NetBIOS 
over TGP/IP プロトコルを使用するか、または 
WindowsNT サーバや Windows 2000サーバを用意 
する必要があります。 

• Macintosh でファイル共有する場合は、システム環 
境設定の「共有」で「パーソナルファイル共有」にチェ 
ックを付けます。 
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LAN 間接続に必要な設定 

U\N と U\N を接続するときは、お互いのルータや 
パソコンに次のような設定が必要です。 

ルータに必要な設定 

• プライべート IP アドレスの 設定（発信側/着信 
側） 

• 接続 相手の 登録(発信側/着信側） 

サーバまたはパソコンに必要な設定 

• 固定プライべ一卜 IP アドレスの設定 
• ファイルサーパソフトの設定とユーザ登録 


LAN 内の サーバ や 
パソコンを設定する 

プライべ一卜 ip アドレスを設定する 

U\N 間接続を行う場合は、それぞれの LAN 内の機 
器のプライべート IP アドレスを重複しないように 
設定する必要があります。それぞれの U\N のネッ 
トワーク管理者でプライべ一卜 IP アドレスを決め 
て、ルータの IP アドレス設定を変更してください。 

お互いのルータを工場出荷状態のまま使っている場合 
は、必ず一方または双方の IP アドレス設定を変更して 
ください。 

パソコンの IP アドレスを設定する 

お互いの U\N 上のサーパまたはバソコンで外部か 
らのアクセスを許可するパソコンには、固定プラ 
イベート IP アドレスを設定します。 

ファイルサーバソフトの設定を変更する 

公開するサーパまたはパソコンにファイルサーパ 
ソフトをインストールし、公開するフオルダや 
ユーザ ID、 パスワードを設定します。設定の方法 
については、各ソフトウェアの取扱説明書をご覧 
ください。 
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ISDN 回線経由で LAN と LAN を接続する 
( LAN 間接続） (つづき） 


接続相手を登録する 

発信側と着信側の両方のルータには、自分の 
ISDN 回線番号と接続相手の電話番号、ネットワー 
クアドレスを設定します。接続相手の登録は、「か 
んたん設定べージ」の「プロパイダの登録/修正」 
画面で行います。 


秘嘗 

U\N 間接続は、 ISDN の設定および専用線の設定、 
PPPoE の設定を併用することはできません。切り替 
えるときは、いずれの場合も L7XN 間接続設定をすべて 
削除してから行ってください。 

1 ISDN 回線によるネットワーク型 LAN 間 
接続用の「プロバイダの登録/修正」画面で、 
必要な設定項目を入力する。 


詳騸設定と情和 


プロパイ食の登» 
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I •■用 j-rfu> <♦ 角 aam 文？ 

罐_两 M ス 9-f 伸角入？ jMSTt ! 押 


ZZI 


RT ^8 が行う/ 1 スワート - i * f •味 


BB 用:！-ザ m 
スワ -F 


入 71M 文亨 
<*_ 人力 MX 亨 U» 


ISDN 回線によるネットワーク型 LAN 間接 
続用の「プロバイダの登録/修正」画面を開く 
には 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「基本接続の詳細な設定」の「設定」 

►設定を追加したい接続先の「追加」 

►「ISDN 回線によるネットワーク型 U\N 間接 
続」を選んでから、「次へ」 

2「設定の確定」をクリックする。 

これまでの設定内容が、入力した「設定名」と 
して保存されます。 

接続する 

相手側の U\N へ接続するときは、「かんたん設定 
ページ」のトツプぺージで手動接続します。 


• 接続相手の新規登録を行うと、自動的に発信制限が 
累積料金1万円、累積通信時間50時間、累積発信回 
数1000回に設定されます。また連続接続時間も9 
時間に制限されるように設定されます。 

• 制限に達して接続できなくなったときは、接続相手 
の累積料金をリセットするか、発信制限の数値を見 
直してください。詳しくは、「ダイヤルアップ接続 
を制限する」 （21 0ページ)をご覧ください。 


設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘル 
プ」をクリックして、表示される説明をご覧く 
ださい。 
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本製品の設定を変更する 


本製品の機能は、以下の操作方法で設定したり、設定を確認したりできます。 
一番操作しやすい方法でお使いください。 



利用できる設定方法の種類 

バソコンの Web ブラウサで設定する (54 ページ） 

本製品にパソコンを接続している場合は、 Web ブ 
ラウザで本製品内蔵の「かんたん設定べージ」を開 
いて本製品の状態を見たり、各種機能を設定した 
りすることができます。 

コンソールコマンドで設定する(次ページ） 

TELNET、SSH ソフトウェアを使ってコンソール 
画面からコマンドを入力して、本製品の状態を確 
認したり、各種の機能を設定できます。 

また、本製品の CONSOLE ポートにシリアルケー 
ブルで接続したパソコンから、コマンドを入力す 
ることもできます。コンソールコマンドを使うと、 
他の方法よりも、より詳しい設定が行えます。 


電話機で設定する (234 ページ） 

本製品の TEL ポートに接続したプッシュボタン 
式電話機から、本製品の電話機能を設定できます。 
設定は、受話器を上げてダイヤルボタンを押して 
行います。 

USB メモリで設定する (243 ページ） 

市販の USB メモリに保存した設定ファイルを本製 
品に読み込ませて、設定を変更できます。 

リモートセットアップで設定する 

すでにヤマ八 RT シリーズのルータをお使いの場 
合は、本製品から ISDN 回線/専用線経由で相手 
のルータを設定したり、相手のルータから本製品 
を設定したりすることができます。 

リモートセットアップについて詳しくは、「コマ 
ンドリファレンス」をご覧ください。 
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コンソールコマンドで 
設定する 

本製品に直接コマンド（コンソールコマンド）を送っ 
て、本製品の機能を設定できます。 TELNET または 
SSH 経由で設定を変更するだけでなく、「かんたん 
設定ページ」からコンソールコマンドを入力して実 
行することもできます。 TELNET 、 SSH 経由で設定 
を変更する場合は、お使いの環境用の TELNET また 
は SSH ソフトウェアをご用意ください。 

コンソールコマンドとは？ 

コンソールコマンドは、ルーターに直接命令を 
送って、機能を設定する方法です。コンソールコ 
マンドを使うと、他の方法よりも、より詳しい設 
定が行えます。コンソールコマンドの詳細につい 
ては、「コマンドリファしンス」をご覧ください。 

コンソールコマンドは、コマンドの動作をよく理解し 
た上でお使いください。「かんたん設定ページ」で設定 
後にコンソールコマンドで設定を変更すると、意図し 
ない動作につながることがあります。設定後に意図し 
た動作をするかどうか、必ずご確認ください。 
f ヒント 

• 本製品の CONSOLE ポートにシリアルケーブルで接 
続したパソコンから、本製品をコンソールコマンド 
で設定することもできます (241 ページ)。 

• コンソールコマンドについて詳しくは、「コマンド 
リファレンス」をご覧ください。 


TELNET 、 SSH のユーザーを登録する 

「ユーザの追カロ」画面で TELNET または SSH でログ 
インするユーザを登録します。 TELNET では、ユー 
サを登録しなくても無名 ユーザと してログインす 
ることができますが、 SSH では登録ユーザでなけ 
ればログインすることができません。 


詳細没定と情報 


〜ブ 1 
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設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「 ユーザの 追加」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ユーザとアクセス制限の設定 ( HTTP 、 TELNET 、 
SSH )」 の「設定」 

►「ユーザとパスワードの設定」欄にある「ユーザ 
の登録数」の「設定」 
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本製品の設定を変更する (つづき) 


SSH でログインできるように設定する 

本製品の SSH サーバ機能は工場出荷状態では「使 
用しない」になっています。 SSH でログインする 
ためには、「ユーザとアクセス制限の設定」画面の 
「 SSH サーパ機能」欄で設定を「使用する」に変更し 
てください。 


詳細設定と情報 


0-/^1 > 革と糊 > la- プク G ス 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「ユーザとアクセス制限の設定」画面を開くには 

「かんたん設定 ページ」 から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ユーザとアクセス制限の設定 ( HTTP 、 TELNET 、 
SSH )」 の「設定」 


TELNET 、 SSH で接続する 

パソコンからの接続について、 Windows 標準の 
TELNET を使用する場合を例に説明します 。 SSH 
についてはご使用になる SSH ソフトウェアの使用 
方法に従ってください。 

1「スタート」メニューから「ファイル 名を指 
定して実行」を選ぶ。 

2 「 telnet 192.168.100.1 」 と入力してから、 
「 OK 」 をクリックする。 

本製品の IP アドレスを変更している場合には、 
「192.168.100.1」のかわりに本製品の IP アド 
レスを入力します。 



「 Password :」 と表示されたら、ログインパ 
スワードを入力してから Enter キーを押す。 

何も表ホされないときは、 ■ ~■度 Enter ■キーを 
押します。 

TELNET の場合、ここで入力するパスワード 
は、無名ユーザのログインパスワードです。 


無名ユーザとしてではなく、登録ユーザとし 
てログインするときは ( TELNET ) 

何も入力せずに Enter キーのみを押すと、 
「 Username :」 というプロンプトが表示されま 
す。また、すでに無名ユーザでログインして 
いる場合および無名ューザでのログインを禁 
止している場合は、最初から 「 Username :」 と 
いうプロンプトが表示されます。 

「 Username :」 に対して登録ユーザ名を入力す 
ると 「 Password :」 が表示されるので、登録ユー 
ザのログインパスワードを入力します。 


ネットボランチの運用管理 
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/ V スワードを設定していない無名ユーザで口 
グインするときは ( TELNET ) 

「 Username :」 とそれに続く 「 Password :」 に対 
して何も入力せずに、 Enter キーを押します。 

「>」が表示されると、コンソールコマンドを 
入力できるようになります。 

f ヒント 

•「 help 」 と入力してから Enter キーを押すと、キ 
—操作の説明が表示されます。 

•「show command 」 と入力してから Enter キーを 
押すと、コマンドー覧が表示されます。 

4 「 administrator 」 と入力してから、 Enter 
キーを 押す。 


「かんたん設定 ページ」 で 
コンソールコマンドを使用する 

「コマンドの実行」画面で行います。 

コンソールコマンドを入力してから「実行」をク 
リックすると、コマンドの実行結果が表示されます。 



0 「 Password :」 と表示されたら、管理パス 
ワードを入力する。 

「#」が表示されると、各種のコンソールコマン 
ドを入力できます。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「コマンドの実行」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「コマンドの実行」の「実行」 


g コンソールコマンドを入力して、設定する。 

H 設定が終わったら、 「 save 」 と入力してか 
ら Enter キーを押す。 

コンソールコマンドで設定した内容が、本製 
品のメモリに保存されます。 

0設定を終了するには、 「 quit 」 と入力してか 
ら Enter キーを押す。 

9コンソール画面を終了するには、もう一度 
「 quit 」 と入力してから Enter キー■を押す。 
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本製品の設定を変更する (つづき) 


電話機で設定する 

TEL ポートに接続したプッシュボタン式電話機で、 
本製品を設定できます。電話機からは、主に本製 
品の電話機能を設定できます。 

設定できる機能と設定値については、「電話機設 
定機能一覧」 (237 ページ)をご覧ください。よく使 
う設定例については、次ページをご覧ください。 

• 電話機から設定するときは、必ず電話機をトーン（プ 
ッシュ）に切り替えてから操作してください。パル 
ス（ダイヤル)方式だけでトーンの機能がない電話機 
からは、設定できません。 

ご利用の回線がダイヤル回線の場合に電話機を卜一 
ン（プッシュ）に切り替えると、停電時やアナログ回 
線に直接電話機を接続したときに電話がかけられな 
くなります。この場合はお使いの電話機の取扱説明 
書をご覧になり、電話機の回線種別をダイヤル回線 
に切り替えてから使用してください。 

• 外線電話からは設定できません。 

• 電話機から設定すると、設定内容は本製品の内蔵メ 
モリに保存されますので、本製品の電源を切っても 
内容は消えません。ただし、 IP アドレスとネットマ 
スクは内蔵メモリに保存されませんのでご注意く 
ださい。 


設定のしかた 

電話機で 「® 、 （ g )、 機能番号、 TEL ポート番号、 
設定値」の順でダイヤルしてから ( D を押すと、本 
製品の電話機能を設定できます。設定できる機能 
と機能番号について詳しくは、「電話機設定機能 
一覧」(237ページ)をご覧ください。 

ここでは、 TEL 2 ポートにダイヤルイン番号「031- 
333- 2⑻2」を登録する場合を例にして、操作の 
手順を説明します。 

1受話器を上げる。 

発信音が聞こえます。 



2電話機の®と ® ポタンを押す。 

発信音が止まり、「ツツー、ツツー」という音 
が聞こえます。 

3機能番号を押す。 

ダイヤルイン番号を設定する場合は、①① 
と押します。 


4 TEL ポート番号を押す。 

TEL ポート番号は、 TEL 1=( D 、 TEL 2 二②で 
す。 TEL 2 ポートを指定する場合は、②を押 
します。 

を押すと、設定に使っている電話機が接 
続されている TEL ポートが選ばれます。 

• TEL ポート番号が不要な機能は、何も押さ 
ずに次の手順へ進んでください。 


ネットボランチの運用管理 
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設定値を押す。 

ダイヤルイン番号「031-333-2002」を登録す 
るときは、 © ③①③③③② ©( D ② 
と押します。 

g ( D を押す。 

受話器から「ピー」という音が聞こえ、設定が 
変更されます。 

「ピー、ピー」と聞こえるときは 

設定内容が適切でなかったり、設定が正常に 
変更されていません。設定内容を確認してか 
ら、手順3から操作し直してください。 

7受話器を置く。 



続けて設定するときは、受話器をあげたまま 
手順3〜6の操作を繰り返します。 


設定例 

〇ダイヤルイン番号を設定する 

例： TEL 2 ポートのダイヤルイン番号を「031- 
333-2002」にする： 

受話器をあげてから、 ®、 （ D、CD CD (機能 
番号)、② （ TEL 2 ポート)、⑧③①③③③ 
② (§)(§) ②、 < D と押す。 

❷サブアドレスを設定する 

例： TEL 1 ポートのサブアドレスを「88」にする： 
受話器をあげてから、 ㊣ 、⑧、①②（機能番号)、 

① （ TEL 1 ポート）、⑧⑧、⑧と押す。 

O TEL ポートを使用制限する 

例： TEL 2 ポートに何も接続しない： 

受話器をあげてから、 ㊣ 、 ( D 、 ①④（機能番号)、 

② （ TEL 2 ポート)、⑧（何も接続しない)、 ( g ) と押す。 

❹フレックスホンを設定する 

•例： NTT の INS キヤッチホンを使用する（すべて 
の TEL ポート共通）： 

受話器をあげてから、 (SX (SX ⑤②（機能番号)、 
(D (フレックスホン)、@と押す。 

•例： N 几の通信中転送を使用する： 

受話器をあげてから、 (SX (SX ⑤③（機能番号)、 
(D (フレックスホン)、@と押す。 

•例： N 几の三者通話を使用する： 

受話器をあげてから、 (SX (SX ⑤④（機能番号)、 
(D (フレックスホン)、 （ g) と押す。 

• 例: TEL 2 ポートで NH の着信転送を使用する（転 
送先番号は「031-333-5555」、1回コール後に転 
送）： 

受話器をあげてから、 (SX (SX ⑤⑤（機能番号)、 
② （ TEL 2 ポート)、①（フレックスホン)、 ( g ) と押す。 
そのあとに続けて、⑤⑧（機能番号)、② ( TEL 2 
ポート)、 ⑧③①③③③⑤⑤⑤⑤、⑧と 
押し、さらに⑤⑧（機能番号)、② （ TEL 2 ポート)、 
① （1 回コール後)、⑧と押す。 
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本製品の設定を変更する (つづき) 


❺話中着信の設定 

例： TEL 1 ポートで話中着信を許可する： 

受話器をあげてから、 ®、( D 、 ③⑥（機能番号)、 
① ( TEL 1 ポート)、①（話中着信許可)、⑧と押す。 

〇ダイヤルの桁間隔時間を設定する 

例： TEL 1 ポートのダイヤルの桁間隔時間を10秒 
にす る： 

受話器をあげてから、 ( D 、( D 、 ④①（機能番号)、 
① （ TEL 1 ポート)、①⑧、⑧と押す。 

❼フッキング判定時間を設定する 

例： TEL 1 ポートのフッキング判定時間を1 .2 秒に 
する： 

受話器をあげてから、®、④、④②（機能番号)、 

① （ TEL 1 ポート)、①②、⑧と押す。 

〇識別着信を設定する 

例： 031 -444-1 818から TEL 2 ポートへの着信を 
拒否する： 

受話器をあげてから、 ㊣ 、④、③②（機能番号)、 

② （ TEL 2 ポート)、②（一致時拒否)、⑧と押す。 
そのあとに続けて、③③（機能番号)、② （ TEL 2 ポ_ 
卜)、⑧③①④④④①⑧①⑧、 ( D と押す。 

❾ナンバー • ディスプレイ対応に設定する 

例： TEL 2 ポートをナンパー • ディスプレイ対応 
にす る： 

受話器をあげてから、 ㊣ 、④、③⑨（機能番号)、 
② （ TEL 2 ポート)、①（ナンパー•ディスプレイ使用)、 
⑧と押す。 

❿パスワードを変更する 

例：パスワード「666」を「77」に変更する： 

受話器をあげてから、 ( D 、 €)、⑧⑧（機能番号)、 
⑥⑥⑥（旧パスワ—ド)、 ㊣ 、⑦⑦（新パスワ—ド)、 
㊣ 、⑦⑦（新パスワード確認)、⑧と押す。 


❽ IP アドレスとネットマスクを新規設定する 

例： IP アドレスを「192.168.11.1」、ネットマス 
クを r 255.255.255 ,0 j (24 ビット）に新規に設定す 
る： 

受話器をあげてから、®、@、⑦①（機能番号)、 
①⑨②、⑧、①⑥⑧、 ㊣ 、①①、 ㊣ 、①、 
⑧、②④、⑧と押す。 

• 専用線接続時に U \ N の IP アドレスとしてグローバ 
ル IP アドレスを設定する場合は、必ずプロバイダの 
接続情報を確認してから作業してください。不安な 
ときは、プロバイダまたは電話事業者の技術者に相 
談してください。万一間違った IP アドレスを設定し 
た場合、 U \ N 外のホストやネットワークにトラブル 
が起きることがあります。 

• IP アドレスを変更するときは、 U \ N の管理者に本製 
品に割り当てる IP アドレスとネットマスクをお問い 
合わせください。管理者がいないときは、 U \ N 上の 
すべての機器の IP アドレス設定を調べて、ネットマ 
スクの設定値と、重複しない IP アドレスを決めてく 
ださい。 
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電話機設定機能一覧 

2桁の機能番号は TEL ポート（機器)側の設定、3桁の機能番号は LINE ポート（アナログ回線)側の設定にな 
ります。なお、電話機から設定できる機能の詳細については、コマンドリファレンスをご覧ください。 


TEL ポート(機器)側の設定 


機能 

機能 

番号 


設定値 

初期 
設定値 

TEL ポートの 
ダイヤル番号設定 

11 


回線番号またはダイヤルイン番号 

番号なし 

TEL ポートの 
サブアドレス設定 

12 


サブアドレス 

番号なし 

通信機器の種類設定 

13 


0二指定なし 

1二電話 

2 = FAX ( G 2/ G 3) 

〇 

TEL ポート使用制限の 
設定 

14 


0=使用しない 

1二発信のみ 

2二着信のみ 

3=発信 • 着信可能 

3 

VoIP 着信制限の設定 

15 


0=着信不可 

1二すベて着信 

2=自己アドレスのみ着信 

1 

VoIP 発信制限の設定 

16 


0=発信不可 

1二発信可 

1 

発信者番号通知 

21 


0=通知しない 

1二通知する 

1 

即時発信 

22 

丁 E しホ——卜 
番号 

1 = TEL 1 

2= TEL 2 

◦二使用しない 

1=使用する 

1 

ポーズを判定する時間 

(秒） 

23 

1〜10 

2 

グローバル着信 

31 


0=しない 

1=する 

1 

識別着信 

32 


0=しない 

1=一致時着信 

2=—致時拒否 

2 

識別着信の番号登録 

33 


識別する電話番号 

番号なし 

サブアドレスなしの 
着信 

34 


0=拒否 

1二許可 

1 

通信機器種別指定の 
着信 

35 


〇=拒否 

1=許可 

1 

話中着信 

36 


拒否 

1=許可 

0 

優先着信ポート 

37 


1二優先順位高い 

2=優先順位普通 

3=優先順位低い 

2 

着信べル設定 

38 


1ニパターン1、識別する相手の電話番号 

2=パターン2、識別する相手の電話番号 

番号なし 
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本製品の設定を変更する (つづき) 


機能 

機能 

番号 


設定値 

初期 
設定値 

ナンバー • 

ディスプレイ機能 

39 

TEL ポー ト 
番号 

0=使用しない 

1=ナンパー • ディスプレイを使用する 

3=ネーム • ディスプレイを使用する 

〇 

ダイヤル桁の間隔設定 

(秒） 

41 

1〜59 

4 

10 

フッキング判定時間 
(1/10 秒） 

42 

5〜20 

フッキング後の 
操作有効時間(秒） 

43 

1 = TEL 1 

2 = TEL 2 

1〜9 

4 

フッキング、 

オンフック無効時間 

m 

44 


1〜3 

0=すべて有効 

〇 

擬似切断信号の設定 

45 


0=送出しない 

1=送出する 

1 

キャッチホン機能 

52 


0=使用しない 

1=フレックスホン 

2=擬似 

2 

通信中転送機能 

53 


0二使用しない 

1=フレックスホン 

2=擬似 

〇 

三者通話機能 

54 


0二使用しない 

1=フレックスホン 

2=擬似 

〇 

着信転送機能 

55 

TEL ポート 
番号 

1 = TEL 1 

2 = TEL 2 

0=使用しない 

1ニフレックスホン 

2=擬似 

〇 

着信転送先番号登録 

56 

転送先番号 

番号なし 

着信転送トーキ設定 

57 

0 =なし 

1=転送先のみ 

2=転送元のみ 

3 =あり 

〇 

着信転送起動 
タイミング設定 

58 

59 

0=無音転送 

1〜1〇= コール 数 

〇 

着信転送失敗時の 
動作設定 

0=話中音 

1二着信べル 

1 

送話 PAD の音量設定 

61 

0 = PAD なし 4 = -12 dB 

1 =-3 dB 5=-15 dB 

2=-6 dB 6=-18 dB 

3=-9 dB 7=-21 dB 

〇 

受話 PAD の音量設定 

62 

0 = PAD なし 4 = _12 d 巳 

1=-3 dB 5=-15 dB 

2=-6 dB 6=-18 dB 

3=-9 dB 7=-21 dB 

〇 
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ネットボランチの運用管理 
































機能 

機能 

番号 


設定値 


初期 
設定値 

DTMF 検出レベル 

63 


0二 PAD なし 6=-18 dB 

1=-3 dB 7=-21 dB 

2=-6 dB 8=-24 d 巳 

3=-9 dB 9=-27 dB 

4=-12 dB 10=-30 dB 

5=-15 dB 

0 

192*168 

*100*1 

*24 

LAN 側の 

ルータ IP アドレス設定 

71 

IP アドレスとネットマスク 

BOD の設定 

73 


0=使用しない 

1=使用する 

1 

i -ナンバーの設定 

81 


0二使用しない 

1 =i •ナンバー1着信 

2 = i • ナンパー 2着信 

3 = i • ナンパー 3着信 

12 = i • ナンパー1、2着信 

13 = i • ナンパー1、3着信 
23 = i • ナンパー 2、3着信 
123 = i •ナンバー1、2、3 
着信 
* =全て 

TEL 1 =1 

TEL 2 = 2 

着信時サービス設定 

82 

TEL ポート 
番号 

1 = TEL 1 

2 = TEL 2 

00=契約者番号発信端末 

01=ローカルアドレタイプ 
ス1 0 =なし 

02=ローカルアド1=電話 
レス2 2 = FAX 

03=ローカルアド *= 全て 
レス3 

04 = 口ーカルアド 
レス4 

05=口ーカルアド 
レス5 

11 =i •ナンパー1 

12 = i •ナンパー 2 

13 = i •ナンバー3 

着信サービス ダ 

タイプ イ 

1= PB ダイヤルイン ヤ 

2ニモデム ル 

ダイヤルイン イ 

3=無鳴動着信 ン 

番 

設疋なし 

発番号なし着信設定 

83 


発番号なし着信 

0二拒否 

1=許可 

非通知理由 

1=公衆電話 

2ニユーザーによる通知拒否 
3=表示圏外 
*= 全て 

発番号 
なし着信 
全て許可 

ダイヤル完了ボタン 
設定 

84 

0=使用しない 

1二使用する 

1 

再呼出時間設定(秒） 

TEL ポート設定の消去 

85 

91 


10〜180 

30 

- 

識別着信の番号削除 

92 

登録済みの電話番号 

着信べルの番号削除 

93 

着信べル番号 登録済みの電話番号 

- 

料金情報の消去 

94 


- 

- 

TEL ポート設定の 
全消去 

99 


— 

— 

パスワードの設定 

00 

- 

(旧パスワード） *( 新パスワード） *( 新パスワード） 

- 
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本製品の設定を変更する (つづき) 


LINE ポート(回線)側の設定 


機能 

機能番 

a 

設定値 

初期設定値 

ダイヤルの種別選択 

201 

1=ダイヤル回線 (10 pps ) 

2=ダイヤル回線 (20 pps ) 

3=プッシュ回線 

2 

ナンバー•ディスプレイ 
着信識別 

203 

〇=切 

1二自動 

1 

付加サービス機能設定 

204 

〇=付加サービスを契約していない回線 

1=付加サービスを契約している回線 

〇 

回線側のポーズ時間設定(秒） 

205 

1〜10 

2 

フッキング時間設定 (1 /10秒） 

206 

3〜10 

5 

送話 PAD の音量設定 

207 

0 = PAD なし 4=-12 dB 

1 =-3 dB 5=-15 dB 

2=-6 dB 6=-18 dB 

3=-9 d 巳 7=-21 dB 

〇 

受話 PAD の音量設定 

208 

0 =PAD なし 4 = -12 dB 

1=-3 dB 5=-15 dB 

2=-6 dB 6=-18 dB 

3=-9 d 巳 7=-21 dB 

〇 

LINE ポート使用制限の設定 

209 

〇 =LINE ポート発信•着信とも禁止 

1 = LINE ポート発信 • 着信とも許可 

1 
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ネットボランチの運用管理 











「八ードウエア」タブをクリックする。 
「デバイスマネージャ」をクリックする。 

「デパイスマネージャ」画面が表示されます。 


5「ポート （ COM と LPT )」 を展開して、「通 
信ポートのポート番号」 ( COMx ) を確認す 
る。 


CONSOLE ポート番号を確認する 

接続に使用するパソコンのシリアルポートが、ど 
の COM ポート番号に割り当てられているのかを 
確認します。 

1「スタート」メニューから 「マイコン ピュー 
夕」をクリックする。 

2「マイコンピュータ」画面左側の「システム 
のタスク」欄にある、「システム情報を表示 
する」をクリックする。 

「システムのプロパティ」画面が表示されます。 


通常は 「 C 0 M 1」 が割り当てられています。 

g 「デバイス マネージャ」 画面と「システムの 
プロパティ」画面を閉じる。 


CONSOLE ポートから 
職する 

本製品の CONSOLE ポートにシリアルケーブルで 
接続したパソコンから、本製品をコンソールコマ 
ンドで設定できます。 

• 「かんたん設定べージ」にパスワードを設定して 
TELNET での設定を禁止しておけば (1 90ベー 
ジ)、 本製品の設定を変更できるのは本製品に物 
理的にアクセスできる立場のユーザーだけにな 
り、セキュリティを強化するために役立ちます。 
• 本製品に保存されている複数の設定ファイルか 
ら、どの設定で起動するのかをターミナルソフ 
トウェアを使用してパソコンから指定すること 
もできます。 


CONSOLE ホ°一 卜とバソコンを接続する 


本製品の CONSOLE ポートとパソコンのシリアル 
ポートを、クロスタイプのシリアルケーブルで接 
続します。 



4ヒント 

シリアルケーブルの両端のコネクタは、本製品 
( D - sub 9 ピン、オス）とパソコンに適合したタイプを 
ご使用ください。 




3 4 



ネットボランチの運用管理 
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本製品の設定を変更する (つづき) 


CONSOLE ポートを指定して接続する 

CONSOLE ポートに接続しているパソコンから 
ターミナルソフトウェアで本製品にログインし、 
コンソールコマンドを送信して設定します。ここ 
では、 Windows 標準の「八イパーターミナル」を使 
用する場合を例に説明します。 

秘嘗 

コンソールコマンドは、コマンドの 動作をよく理解し 
た上でお使いください。「かんたん設定 ページ」 で設定 
後に コンソールコマンドで 設定を変更すると、意図し 
ない動作につながることがあります。設定後に意図し 
た動作をするかどうか、必ずご確認ください。 
f ヒント 

コン ソール コマンドの詳細については、「コマンドリ 
ファレンス」をご覧ください。 

*| 「スタート」メニューから「すべてのプログ 
ラム」-「アクセサリ」-「通信」-「八イパー 
ターミナル」をクリックする。 

「接続の設定」画面が表示されます。 

2「名前」欄に接続名を入力する。 

接続名は自由に設定してください。 

3「接続方法」で前ページで確認したパソコン 
のシリアルポート番号を選んでから、 「0 K 」 
をクリックする。 



「 COMx のプロパティ」画面が表示されます。 


4通信設定を以下の値に変更する。 



• ビット/秒： 9600 

• データピット：8 
• パリテイ：なし 
• ストップビット：1 
• フロー制御： Xon/Xoff 

5 「 OK 」 をクリックする。 

八イパ _ 夕 _ ミナルの画面が表ホされます。 



以後の操作は、 「 TELNET 、 SSH で設定する」 
(232 ページ)の手順3以降と同じです。 
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ネットボランチの運用管理 

























































USB メモリから設定する usb ボタンを押して設定ファイルを 

読み込む 


市販の USB メモリに保存した設定ファイルを本製 

品に読み込ませて、設定を変更できます。複数の 

ネツトボランチの設定を変更したい場合などに便 

利です。 

• FAT または FAT 32 形式でフォー マツ トされていない 
US 巳メモリは、本製品で使用できません。 

• USB 八ブを介して、複数の USB メモリを本製品に 
接続することはできません。 

• USB 延長ケーブルは、種類によっては動作しないこ 
とがあります。本製品の USB ポートに直接挿入し 
てご使用ください。 

• 本製品の USB ランプが点灯/点滅している間は、 
USB メモリを取り外さないでくださし、。 USB メモ 
リ内のデータを破損することがあります。 USB ボタ 
ンを2秒間押し続けて、 US 巳ランプが消灯している 
ことを確認してから USB メモリを取り外してくだ 
さい。 


USB メモリの設定ファイルを本製品に 
読み込めるように設定を変更する 

「 USB ホスト機能の設定」画面の「ボタン操作でコ 
ピーする設定ファイル名」欄で、本製品にコピー 
する設定ファイルのファイル名を指定します。 


詳鑲設定と怙報 


スト棚?の酿 


> iusb 章スト省 




1 「USB ホスト機能の設定」画面の「ポタン操 
作でコピーす る 設定ファイル名」欄で指定 
したファイル名の設定ファイルを用意し 
て、パソコンなどを使って USB メモリに 
コピーす る。 

2 USB メモリを本製品の USB ポートに差し 
込む。 

本製品の USB ランプが点灯/点滅します。 

USB ポタンを押しながら DOWNLOAD ポ 
タンを 3 秒間押し続ける。 

手順1で用意した設定ファイルが本製品に読 
み込まれます。設定ファイルの読み込みが終 
わると、本製品は自動的に再起動します。 
再起動後は、読み込んだ設定ファイルの設定 
で動作します。 
f ヒント 

「 USB ホスト機能の設定」画面の「ポタン操作でコ 
ピーするファームウエアファイル名」欄で指定し 
たファイル名のファームウエアファイルが同時に 
存在する場合は、引き続きファームウエアファイ 
ルのコピーが始まります。 

4 USB ポタンを 2 秒間押し続ける。 

本製品の USB ランプが消灯します。 

USB メモリを取り外す。 

US 巳メモリからの設定ファイルの読み込みに失敗した 
場合は、「 USB デパイスが使用できない」 （277 ページ） 
をご確認ください。 


「USB ホスト機能の設定」画面を開くには 


「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「 USB ホスト機能の設定」の「設定」 
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本製品の設定を変更する (つづき) 


「かんたん設疋ぺージ」から 

USB メモリ内の設定ファイルを読み込む 

1設定ファイルを用意して、パソコンなどを 
使って USB メモリに コピーす る。 

USB メモリを本製品の USB ポートに差し 
込む。 

本製品の USB ランプが点灯/点滅します。 

^ 「設定ファイル•ファームウェアファイル 
のコピー」画面で「設定ファイルを USB メ 
モリから内蔵不揮発性メモリへコピーす 
る」をクリックして選ぶ。 


詳編設定と怕報 



「設定ファイル • ファームウエアファイルのコ 
ピー」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「設定ファイル，ファームウエアファイルの 
コピー」の「実行」 

4 「 USB メモリ内のファイル名」欄に 、 USB 
メモリ内の本製品に読み込みたい設定ファ 
イル名を入力する。 

「実行」をクリックする。 

確認画面が表示されます。 


g 「実行」をクリックする。 

手順1で用意した設定ファイルが本製品に読 
み込まれます。設定ファイルの読み込みが終 
わると、本製品は自動的に再起動します。 
再起動後は、読み込んだ設定ファイルの設定 
で動作します。 

7 USB ポタンを2秒間押し続ける。 

本製品の USB ランプが消灯します。 

g USB メモリを取り外す。 

練 

USB メモリからの設定ファイルの読み込みに失敗した 
場合は、「 USB デバイスが使用できない」 （277 ページ) 
をご確認ください。 


ネットボランチの運用管理 
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ブザー音の設定を変更する 


本製品にはブザーが内蔵されており、工場出荷状 
態では以下の場合にブザー音が鳴るように設定さ 
れています。 

• インターネットへ接続/切断したとき 

• MP で接続したとき 

• 不正アクセスを検知したとき 

• USB デパイスの状態が変化したとき 

CATV 型プロパイダ接続の場合は、ブザーは鳴りません。 


「本体の設定」画面で、ブザー音を入/切できます。 

NTT? — パ日 : | 動 6 〇 pni | jx | 



[ K 定の破定| 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
「本体の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップぺージの「詳細設定と情報」 

►「本体の設定（日付 • 時刻、ブザー)」の「設定」 



















STATUS ランプで通信状態を確認する 


各接続設定でキープアライブ機能を有効にしてい 
る場合は、接続先の機器との通信が不可能な状態 
になっているかどうか、本製品の STATUS ランプ 
で確認できます。 



「かんたん設定ページ」のトップページを表示せず 
に通信状態を確認できるので便利です。 

f ヒント 

• 「かんたん設定ページ」からプロパイダとの接続や 
PPTP による VPN 接続、 IPIP によるトンネル接続を 
設定する場合は、初期設定画面のキープアライブ機 
能は「有効」になっています。 

•キープアライブが有効になっているかどうかを確認 
するには、それそれの接続の設定画面をご覧くださ 

い。 

「PPPoE を用いる端末型 ADSL 接続（フレッツ • 
ADSL、B フレツツ」接続の設定画面の例 
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STATUS ランプガ I 
点灯しているときは 

キープアライブ機能を有効に設定した接続設定に 

おいて、接続先の機器との通信が不可能な状態に 

なっています。 

• キープアライブ機能は通信が不可能な状態を検出す 
るまでに時間がかかります。そのため、 STATUS ラ 
ンプが点灯していない状態でも、接続先の機器と通 
信ができない場合があります。 

• DOWNLOAD ボタンからファームウェアのリビジョ 
ンアップを実行した場合も、 STATUS ランプは点灯 
します。 DOWNLOAD ボタンからリビジョンアップ 
を行った時の動作については「0〇\^1^1_〇八0ボタン 
でリビジョンアップする」（次ページ）をご覧くださ 
い。 

問題が解消すると 

STATUS ランプは消灯します。 


ネットボランチの運用管理 
















最新の機能を利用する(リビジョンアツ 7) 


インターネットから本製品の機能を管理するプロ 
グラム（ファームウェア）をダウンロードして、最 
新の機能をご利用いただけます（リビジョンアッ 
プ)。 

• リビジョンアップを始めたら、完了して本製品が 
再起動するまで他の操作は絶対しないでください。 
万一、中断したときは本製品が使えなくなることが 
あります。その場合は、持ち込み修理が必要となり 
ます。 

• リビジョンアップ中は、 POWER ランプ以外の前面 
ランプが順番に点灯します。 

• リビジョンアップが完了すると、本製品は自動的に 
再起動されるため、すべての通信が切断されます。 

• リビジョンアップ中は、絶対にケーブルを抜かない 
でください。ルーターが使えなくなり、持ち込み修 
理が必要となる場合があります。 

• 「かんたん設定ページ」の「リビジョンアップの実行」 
画面では、正式にリリースされたバージョンのファ 
一厶ウェアにのみリビジョンアップできます。ヤマ 
八による正式な動作保証のないだ版のファー厶ウェ 
アは、「かんたん設定ページ」を使ってリビジョンア 
ップすることはできません。 

$ヒント 

「かんたん設定ページ」の「リビジョンアップの実行」画 
面で、「リビジョンダウンの許可」を「許可する」に変更 
すると、リビジョンダウン（旧バージョンのファーム 
ウェアに更新）も実行できます。詳しくは「リビジョン 
アップの実行」画面のヘルプをご覧ください。 


DOWNLOAD ボタンで 
リビジョンアップする 

「 DOWNLOAD ボタンの設定」画面でリビジョン 
アップを「許可する」に設定している場合は、本製 
品前面の DOWNLOAD ボタンを押すだけで、リビ 
ジョンアップを実行できます。 



DOWNLOAD ボタン 


@ヒント 

DOWNLOAD ボタンでリビジョンアップを実行する場 
合、本製品のランプでリビジョンアップの状態を確認 
できます。 

• ファームウェアをダウンロードしている間は、 
STATUS ランプが点滅します。 

•ファームウェアのダウンロードが完了して、リビジ 
ョンアップが開始されると、 POWER ランプ以外の 
前面ランプが順番に点灯します。 

•ダウンロードやリビジョンアップに失敗した場合は、 
STATUS ランプが点灯します。 DOWNLOAD ボタン 
を1秒間押して、点灯を解除してください。 


ネットボランチの運用管理 
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最新の機能を利用する 
(リビジョンアップ) (つづき) 


DOWNLOAD ボタンによる 
リビジョンアップを許可する 

「 DOWNLOAD ボタンの設定」画面で行います。 


SM ■設定と怕報 







»龙の磚 X 1 

[[•a 


DOWNLOAD ボタンによるリビジョンアップを行 
いたいときは、「許可する」を選びます。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「DOWNLOAD ポタンの設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

► 「 DOWNLOAD ボタンの設定」の「設定」 


DOWNLOAD ボタンを押して 
リビジョンアップする 


DOWNLOAD ボタンを押すと、新しいリビジョ 
ンのファームウェアの有無をチェックします。新 
しいリビジョンのファームウェアがあった場合は、 
自動的にファームウェアをダウンロードしてから、 
リビジョンアップを実行します。 

• ファー ムウェアのダウン ロー ドまたはリビジョン 
アップに失敗すると、 STATUS ランプが点灯しま 
す。その場合は DOWNLOAD ポタンを1秒間押すと、 
STATUS ランプが消灯します。 

•ファー ムウェアのダウン ロー ド、またはリビジョン 
アップに失敗した場合は、 「 DOWNLOAD ボタンが 
機能しない」 (276 ページ)をご確認ください。 

リビジョンアツプが終7すると 

本製品が再起動します。 


「かんたん設定 ページ」 で 
リビジョンアップする 

「リビジヨンアップの実行」画面で行います。 


詳钃没定と情報 







奴*の** I 


「実行」をクリックすると、新しいリビジョンの 
ファー ムウェアの有無をチェックします。新しい 
リビジョンの ファー ムウェアがあった場合は、画 
面に今のリビジョン番号と新しいリビジョン番号 
が表示されます。その状態でもう一度「実行」をク 
リックすると、 ファー ムウェアのダウン ロー ド後 
に自動でリビジョンアップを実行します。 

設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 
ヒント 

「リビジョンアップの実行」画面で「リビジョンダウンの許 
可 j を「許可する」に変更すると、リビジョンダウン（旧パ 
—ジョンのファームウェアに更新）も実行できます。 

「リビジョンアップの実行」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「リビジョンアツプの実行」の「実行」 


リビジヨンアップが終了すると 

本製品が再起動します。 

本製品の「かんたん設定ぺージ」にアクセスして、 

リビジョン番号が更新されていることを確認して 
ください。 
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す。 

•ダウンロードが正常に終了すると、「ピー」 
という音が受話器から聞こえた後、本製品 
は通信切断処理を行い、再起動します。常 
時接続の場合には、再起動後に通信を再接 
続します。 

• 正常終了音が聞こえるまでは数分間かかる 
ことがありますので、受話器から耳を離さ 
ないようにしてください。 

•「ピー、ピー」という音が受話器から聞こえ、 
すぐに「ツツ_、ツツ_」という繰り返し音 
に変わった場合は、動作中に異常が発生し 
て、リビジョンアップ動作が行われなかっ 
たことを示します。 

• リビジョンアップを中断したい場合は、途 
中で受話器を置いて、リビジョンアップ動 
作を終了してください。 

受話器を置く。 

必要に応じて、リビジョン番号を確認する。 

リビジョン番号を確認するには、「かんたん設 

定ページ」のトップぺージまたはコンソールで 

ログインして表示されるメッセージをご覧く 

ださい。 


電話機からリビジョンアップ 
する 

本製品の TEL ポートに接続した電話機から、リビ 
ジョンアップを実行できます。 

• この機能は初期設定では実行可能に設定されていま 
すが、実行禁止に設定することもできます。実行禁 
止に設定する場合は、次のコンソールコマンドを実 
行してください。 

analog http revision-up permit ofr 
• リビジョンアップ動作の後半になると、受話器を置 
いても動作が中断できない場合があります。 

• あらかじめ 「console info on 」 コマンドを実行してお 
くことで、リビジョンアップの状況をコンソールの 
画面でリアルタイムに確認、することもできます。 

1受話器を上げる。 

「ツー」という発信音が聞こえます（アザーダイ 
ヤ ル！ ンが聞こえる場合もあります)。 

電話機で、 ㊣ ® ⑧② © ⑧⑧① の順に 

ポタンを押す。 

3電話機で、⑧ポタンを押す。 

ファームウエアの更新情報と、本製品のリビ 
ジョンアップ動作の実行許可があるかどうか 
の確認が行われます。 

「ピー、ピー」という音が受話器から聞こえ、 
すぐに「ツツー、ツツー」といラ繰り返し音に 
変わった場合： 

新しいファームウエアが存在しないか、またはリ 
ビジョンアップ動作の実行許可がありません。受 
話器を置いて、リビジョンアップ動作を終了して 
ください。 

「ピー、ピー」というやや高い繰り返し音が受 
話器から聞こえる場合： 

• 新しいファームウエアが存在するので、 
ファームウエアのダウンロードが始まりま 


ネットボランチの運用管理 
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最新の機能を利用する 
(リビジョンアップ) (つづき) 


USB メモリから 
リビジョンアップする 

市販の USB メモリに保存したファームウエアを本 

製品に読み込ませて、リビジョンアップできます。 

ファームウエアのパージョンを管理したり、複数 

のネツトボランチのファームウエアを変更したい 

場合などに便利です。 

• FAT または FAT 32 形式でフォーマットされていない 
USB メモリは、本製品で使用できません。 

• USB 八ブを介して、複数の USB メモリを本製品に 
接続することはできません。 

• USB 延長ケーブルは、種類によっては動作しないこ 
とがあります。本製品の USB ポートに直接挿入し 
てご使用ください。 

• 本製品の USB ランプが点灯/点滅している間は、 
USB メモリを取り外さないでくださし、。 USB メモ 
リ内のデータを破損することがあります。 USB ボタ 
ンを2秒間押し続けて、 USB ランプが消灯している 
ことを確認してから USB メモリを取り外してくだ 
さい。 


USB メモリからリビジョンアップできる 
ように設定を変更する 

「 USB ホスト機能の設定」画面の「ボタン操作でコ 
ピーするファームウエアファイル名」欄で、リビ 
ジョンアップに使用するファームウエアのファイ 
ル名を指定します。 


詳_没定と怕報 


o - y-n > > [ usb ♦スト 



「USB ホスト機能の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「 USB ホスト機能の設定」の「設定」 


USB ボタンを押してリビジョンアップを 
実行する 

1 「USB ホスト機能の設定」画面の「ポタン操 
作でコピーす る 設定ファイル名」欄で指定 
したファイル名のファームウェアを用意し 
て、パソコンなどを使って USB メモリに 
コピーす る。 

2 USB メモリを本製品の USB ポートに差し 
込む。 

本製品の USB ランプが点灯/点滅します。 

USB ボタンを押しながら DOWNLOAD/It 
タンを 3 秒間押し続ける。 

手順1で用意したファームウェアが本製品に 
読み込まれます。ファームウェアの読み込み 
が終わると、リビジョンアップ動作が始まり 
ます。 

リビジョンアップが終了すると、本製品は自 
動的に再起動します。 

f ヒント 

「 USB ホスト機能の設定」画面の「ポタン操作でコ 
ピーする設定ファイル名」欄で指定したファイル 
名の設定ファイルが同時に存在する場合は、設定 
ファイルのコピーが先に始まります。 

4 USB ポタンを 2 秒間押し続ける。 

本製品の USB ランプが消灯します。 

5 USB メモリを取り外す。 

USB メモリからのリビジョンアップに失敗した場合は、 
「 USB デパイスが使用できない」 （277 ページ)をご確認 
ください。 


ネットボランチの運用管理 
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「かんたん設定ぺージ」から 
USB メモリ内のファームウェアで 
リビジョンアップする 

1ファームウェアを用意して、パソコンなど 
を使って USB メモリにコピーする。 

2 USB メモリを本製品の USB ポートに差し 
込む。 

本製品の USB ランプが点灯/点滅します。 

3 「設定ファイル•ファームウェアファイル 
のコピー」画面で「ファームウェアファイル 
を USB メモリから内蔵不揮発性メモリへ 
コピーする」をクリックして選ぶ。 



g 「実行」をクリックする。 

手順1で用意したファームウエアが本製品に 
読み込まれます。ファームウエアの読み込み 
が終わると、リビジョンアップ動作が始まり 
ます。 

リビジョンアップが終了すると、本製品は自 
動的に再起動します。 

7 USB ポタンを 2 秒間押し続ける。 

本製品の USB ランプが消灯します。 

g USB メモリを取り外す。 

US 巳メモリからのリビジョンアップに失敗した場合は、 
「USB デパイスが使用できない」 （277 ページ）をご確認 
ください。 


「設定ファイル • ファームウヱアファイルのコ 
ピー」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「設定ファイル • ファームウェアファイルの 
コピー」の「実行」 

4 「USB メモリ内のファイル名」欄に、 USB 
メモリ内のリビジョンアップに使用する 
ファームウェアファイル名を入力する。 

5「実行」をクリックする。 

確認画面が表示されます。 
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本製品の設定情報とログを確認する 


本製品の設定情報を確認する 

プロ バイダに接続するために必要な情報や各種の 
設定情報は、本製品の内部で1つの設定ファイル 
( config ) として管理されています。この設定ファ 
イルをパソコンに保存すると、設定のパックアッ 
プ として利用したり、設定ファイルをパソコンで 
編集したりできるので便利です。また、サポート 
窓口にお問い合わせいただく場合にも、設定ファ 
イルの内容がわかった方がトラブルの早期解決に 
つながることがあります。 

1「かんたん設定 ページ」 のトップ ページで 
「詳細設定と情報」をクリックしてから、「本 
製品の全設定 ( config ) のレポート作成」の 
「実行」をクリックする。 

「本製品の全設定 ( config ) のレポート作成」画 
面に本製品の全設定情報が表示されます。 



2表示された設定情報をコピーして、「メモ 
帳」などのソフトウェアに貼り付けて保存 
する。 

^ヒント 

バソコンで編集した設定ファイルを本製品に転送した 
いときは、あらかじめテキスト形式の設定ファイルの 
内容をクリ ップポー ドに コピーして おいてから、「コ 
マンドの実行」画面(233ページ)に貼り付けます。 


本製品のログを確認する 

本製品の動作履歴は、ログファイル ( syslog ) とし 
て管理されています。ログファイルで本製品の動 
作履歴を確認することで、ネットワークの障害を 
解決するヒントになる場合があります。 

本製品の電源を切った場合には、ログファイルの内容 
は全て消去されます。 

ヒント 

ログファイルの保存方式には、しヽくつかの段階がありま 
す。詳しくは「コマンドリファレンス」をご覧ください。 

1「かんたん設定 ページ」 のトップ ページで 
「詳細設定と情報」をクリックしてから、「本 
製品のログ ( syslog ) のレポート作成」の 
「実行」をクリックする。 

「本製品のログ ( syslog ) のレポート作成」画面 
に本製品のログが表示されます。 


詳編没定と情報 


Ihv ゴ 1 > > l ： TIK0D プ叻レ - 卜作 A1 



設定の確定 ] 



2表示されたログをコピーして、「メモ帳」な 
どのソフトウェアに貼り付けて保存する。 


ネットボランチの運用管理 
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USB メモリに 
設定情報とログを保存する 

市販の USB メモリに本製品の設定情報やログを保 
存できます。パソコン経由でのパックアップと比 
較して、運用管理に必要な情報をより手軽に収集 
できます。 


• FAT または FAT 32 形式でフォーマツトされていない 
US 巳メモリは、本製品で使用できません。 

• USB 八ブを介して、複数の USB メモリを本製品に 
接続することはできません。 

• USB 延長ケーブルは、種類によっては動作しないこ 
とがあります。本製品の USB ポートに直接挿入し 
てご使用ください。 

• 本製品の USB ランプが点灯/点滅している間は、 
USB メモリを取り外さないでくださし、。 USB メモ 
リ内のデータを破損することがあります。 USB ボタ 
ンを2秒間押し続けて、 USB ランプが消灯している 
ことを確認してから USB メモリを取り外してくだ 
さい。 


USB メモリに本製品の設定情報を 
保存する 


「設定ファイル • ファームウヱアファイルのコ 
ピー」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「設定ファイル • ファームウエアファイルの 
コピー」の「実行」 

3 「USB メモリ内のファイル名」欄に、本製 
品の設定情報を保存する際のファイル名を 
入力する。 

4「実行」をクリックする。 

本製品の設定ファイルが USB メモリに書き込 
まれます。 

USB ポタンを 2 秒間押し続ける。 

本製品の USB ランプが消灯します。 

g USB メモリを取り外す。 

USB メモリへの設定ファイルの保存に失敗した場合は、 
「 USB デパイスが使用できない」 （277 ページ）をご確認 
ください。 


1 USB メモリを本製品の USB ポートに差し 
込む。 

本製品の USB ランプが点灯/点滅します。 

2 「設定ファイル•ファームウェアファイル 
のコピー」画面で「設定ファイルを内蔵不揮 
発性メモリから USB メモリへコピーする」 
をクリックして選ぶ。 


詳細没定と悄報 
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本製品の設定情報とログを確認する(つづぎ 〉 


USB メモリに本製品のログを保存する 

1 USB メモリを本製品の USB ポートに差し 
込む。 

本製品の USB ランプが点灯/点滅します。 

2 「USB ホスト機能の設定」画面の 「USB メ 
モリに保存する syslog ファイル名」欄で 
「開始する」を選んでから、ログのファイル 
名を入力する。 


»編投定と怕和 


Ihv^l > 
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「USB ホスト機能の設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定 
画面のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「 USB ホスト機能の設定」の「設定」 

3「設定の確定」をクリックする。 

本製品のログが、 USB メモリに書き込まれま 
す。以後、ログの保存を停止するまで、本製 
品のログが USB メモリに書き込まれ続けます。 
書き込まれるログの容量などに ついて 詳しく 
は、「保存されるログに ついての ご注意」（次 
ページ)をご覧ください。 

4 ログの保存を停止する場合は、 「USB ホス 
卜機能の設定」画面の 「USB メモリに保存 
する syslog ファイル名」欄で「終了する」を 
選んでから、「設定の確定」をクリックする。 


USB ボタンを 2 秒間押し続ける。 

本製品の USB ランプが消灯します。 

g USB メモリを取り外す。 

USB メモリへのログファイルの保存に失敗した場合は、 
「 USB デパイスが使用できない」 （277 ページ)をご確認 
ください。 
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保存されるログについてのご注意 

ログの保存を実行すると、 USB メモリ内には以下 
のログファイルが生成されます。 

• ログが現在書き出しされているファイル (main 
ファイル）： USB ホスト機能の設定」画面で指定 
したファイル名のファイル 
• 一定容量ごとに生成されるパックアップファイ 
ル：上記ファイル名で、拡張子が 「. bak 」 のファ 
イル 

ログの容量 

USB メモリ内の空き容量から、設定ファイル保存 
用の容量を除いた値の1/2が、ログファイルの最 
大容量になります。 main ファイルの容量が最大容 
量を超えると、自動的にパックアップファイルが 
生成されます。 

書き込み途中に USB メモリ内の空き容量が変化して、 
main ファイルに上限サイズまで書き込めなかった場合 
は、その時点での main ファイルをパックアップファ 
イルとして退避させ、使用領域の再計算が行われます。 

バックアップファイルの制限 

パックアップファイルは1つしか存在できません。 
そのため、ログの容量が再度上限に達してパック 
アップファイルが新たに生成されると、それまで 
に存在したパックアップファイルは上書きされて 
しまいますのでご注意ください。 


ネットボランチの運用管理 
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故障かな？と思ったら 


お問い合わせになる前に 


問題を解決する 


本書の内容をご覧になり、問題を解決してみましよう。症状ごとの説明ぺージをご覧ください。 


基本的なチェック 

• POWER ランプは点灯していますか？ 

点灯していない場合は、次ページをご覧くださ 
い。 

• L 1 ランプは点灯していますか？ 

点灯していない場合は、次ページをご覧くださ 
い。 

• WAN ランプは点灯していますか？ 

点灯していない場合は、次ページをご覧くださ 
い。 

• LAN ランプは点灯していますか？ 

点灯していない場合は、次ページをご覧くださ 
い。 


STATUS ランプの状態を確認してくださ 
い 

点灯している場合は、通信に障害が発生していま 
す。246ページをご覧ください。 

USB ランプの状態を確認してください 

アクセスできないのに点滅している場合は、障害 
が発生しています。277ぺージをご覧ください。 


• Q 1 :ランプ類が消灯している (次ページ） 

• Q 2 :「かんたん設定 ページ」 で設定できない 

(259 ページ） 

• Q 3 :インターネットに接続できない (261 ぺ一 
ジ） 

• Q 4 : ISDN 回線で通話/ FAX できない (264 ベー 
ジ） 

• Q 5 :アナログ回線で通話/ FAX できない (269 
ぺージ） 

• Q 6 : VoIP 通話できない (271 ぺージ） 

• Q 7 : VPN 通信できない (273 ぺージ） 

• Q 8 : STATUS ランプが機能しない (275 ページ） 

• Q 9: DOWNLOAD ボタンが機能しない (276 ベー 
ジ） 

• Q 10 : USB デバイスが使用できない (277 ページ) 

• Q 11 :その他の問題 (278 ページ） 

• 通信料金に異常がある (279 ページ） 


それでも問題が解決しない場合は 

サボート窓口までご相談ください (286 ページ ) c 


困つたときは 
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Q1 


ランプ類が消灯している 


症状2 

原因 Q 

対策 

ランプがひとつも 
点灯しない 

電源コネクタに、付属の AC ア 
ダプタが接続されていない 

本製品の電源コネクタに、付属の AC ア 
ダプタ （PI 2 V 0.95 A ) のコネクタを正し 
く接続する。 


付属の AC アダプタがコンセン 
卜に接続されていない 

コンセントから外れているときは、正し 
く差し込み直す。 


付属の AC アダプタを使ってい 
ない 

本製品に付属の AC アダプタ ( P 12 V 0.95 A ) 

を使用する。 


主ブレ_力一や 
配線別ブレーカーが 
切れている 

• ブレーカ _ が「切」になっている場合は、 
「入」にする。 

• ブレーカーが「入」になっている場合は、 
一度「切」にしてから「入」にし直す。 


停電している 

停電中は、復旧するまでお待ちください。 


コンセントに電気が来ていない 
(他の電気製品も使えない） 

•他の製品が動かないときは、コンセント 
や電気配線の修理を依頼してください。 

• 他の製品が動くときは、本製品の修理 
を依頼してください。 

L 1 ランプが 
点灯しない 

本製品上面のスイツチ設定が 
誤っている 

• 本製品の DSU を使って接続する場合： 

本製品上面の DSU スイッチが 「 ON 」、 




TERM スイッチが 「 ON 」 に設定されて 
いなければ、正しく設定し直してから 
電源を入れ直す。それでも L 1 ランプ 
が点灯しない場合は、 NOR - REV およ 
び LINE - S 汀スイッチを現在の設定と 
逆方向に設定し直してから、電源を入 
れ直す。 

他の ISDN 機器の DSU を使って接続 

する場合： 本製品上面の DSU スイッ 
チが 「 OFF 」、 TERM スイツチが 「 ON 」、 
NOR - REV および LINE - S 汀スイッチ 
が 「 S / T 」 に設定されていなければ、正 
しく設定し直してから電源を入れ直す。 
また、使用している DSU 機器の電源 
が入っているかどうか確認する。 


ISDN 回線に接続していない 


本製品をアナログ回線のモジュラー 
ジャックや U \ N ポートではなく 、 ISDN 
回線のモジュラージャックに接続する。 


困つたときは 
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Q1 


ランプ類が消灯している ( つづき 〉 


症状】 

原因2 

対策 

LAN ランプが 
点灯しない 

HUB やパソコンの電源が 
入っていない 

本製品および本製品に接続した機器の電 
源が入っていることを確認する。 U\N 
ポートに機器を正しく接続しても、接続 
した機器の電源が入っていないときは、 

本製品の U \ N ランプは点灯しない。 


正しく接続されていない 

本製品側、パソコンおよび HUB 側共に 
コネクタをいったん外してから、もう一 
度カチッとロックするまで差し込む。 


U \ N 用のケーブルを 
使っていない 

• ISDN ケーブルを使用していないかど 
うか確認する（コネクタ形状が全く同 
じなので注意が必要)。 

• 他の U \ N ケーブルと取り替えてみる。 


パソコンの LAN (ネットワーク） 
力ードが正しく動作していない、 
または接続モードが本製品と 
合っていない 

• パソコンのじ \ N ボード(力ード)が正しく 
インス！ルされ、正しく動作している 
ことを確認する。 

• パソコンの U \ N ボード（力ード）と本製 
品の通信速度および接続(二重）モード 
が合っているか確認する。 

WAN ランプが 
点灯しない 

ADSL モデムやケーブルモデム、 
ONU の電源が入っていない 

電源を入れる。 


ADSL モデムやケーブルモデム、 
ONU と正しく接続されていな 

い 

本製品の WAN ポートおよび ADSL モデ 
ムやケーブルモデム、 ONU の配線をいっ 
たん外してから、もう一度カチッと音が 
するまで差し込む。 


正しいケーブルを 
使用していない 

ADSL モデムやケーブルモデム、 ONU と 
パソコンを接続するものと、同じタイプ 
のケーブルで接続する。 
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nn 「かんたん設定 ページ] で 
U 厶設定できない 


症状】 

原因】 

対策 

「かんたん設定 
ページ」を表示 
できない 

本製品がパソコンを認識して 
いない （ L 7\ N ランプが点灯して 
いない） 

「 U \ N ランプが点灯しない」（前ページ）の 
説明に従って、問題を解決する。 


パソコンのネットワーク設定 
が不適切 ( LAN 上の他のバソコ 
ンやネツトワークプリンタも 
使用できない） 

• U \ N ボードや U \ N 力ードの設定をやり 
直して、パソコンを再起動する。 

• IP アドレスをリセットする。 


本製品が誤動作している 

本製品を初期状態に戻してから、設定を 
やり直す (283 ぺージ)。 


本製品の IP アドレスを変更し 
た 

• 本製品に設定した IP アドレス 「http : 

// (本製品の IP アドレス）/」にアクセス 
する。 

• 本製品と U \ N に接続しているすべての 
パソコンを再起動する。再起動または 
電源を切ることができないときは、パ 
ソコンを1台だけ本製品に接続し、そ 
れ以外の U \ N ケーブルを取り外してか 
ら、本製品とパソコンの電源を入れる。 

• パソコンの設定が同じ IP アドレス範囲 
になっているか、他の機器と IP アドレ 
スが重なっていないか確認する。 


ルータの URL が不適切である 

本製品を初めて使うときや工場出荷状態 
に戻した後は、「1 http I //1 92.168 ,100.1 /j 
にアクセスする。 


パソコンの Web ブラウザの 
接続経路設定が、 U \ N 経由に 
なっていない 

Windows 版 lnternetExplorer 6 の場合、「イ 
ンターネットオプション」の「接続」タブで 
ダイヤルアップ接続をする設定になって 
いると、「かんたん設定べージ」にアクセ 
スできないので、「ダイヤルしない」に変 
更する。 


パソコンの Web ブラウザで 
Proxy (プロキシ）サーパを使 
用している 

• プロキシの設定が正しくないと、「かん 
たん設定ぺ_ジ」が表ホできなくなる。 

• Windows 版 lnternetExplorer 6 の場合： 

メニューから「ツー■ル」-^「インターネッ 
トオプション」 — 「接続」タブ —「 U \ N の 
設定」を開き、「プロキシサーパーを使 
用する」のチェックをはずす。 
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「かんたん設定 ページ」 で設定できない (つづき 〉 


症状】 

原因 Q 

対策 

「かんたん設定 ページ」 
を表示できない 
(っづき） 

パソコンを Web ブラウザ経由 
で遠隔操作している 

• IP アドレスによるアクセス制限機能が 
働いていると、許可されていないホス 
卜からのアクセスに対しては、 

厂 Error 503 

This server is available to 
membersonly . I'm sorry , your host is 
notmember .」 と表示される。遠隔操作 
する場合は、 「 HTTP の利用を許可する 
ホスト」の設定を変更する （190 ページ)。 

パスワードを 

入力しても 
「かんたん設定 ページ」 
が表示されない 

パスワードが間違っている 
(パスワードエラーが表示 
される） 

•パスワードは、全角/半角や大文字/ 
小文字の違いも区別される。必ず半角 
の英数字で大文字/小文字まで正確に 
入力する。 

• Web ブラウザに認証情報(ユーザ名、パ 
スワード）が残っていると、それを自動 
的に送信するため、エラーになる場合 
がある。ユーザ名を削除してからパス 
ワードを入力し直すか、ブラウザをいっ 
たん終了してから「かんたん設定ぺ一 
ジ」を開き直す。 


ロ グインパスワードでは「かん 
たん設定ページ」にアクセスで 
きない 

パスワードを設定している場合は、管理 
パスワードを入力する。 

設定内容が 
元に戻ってしまう 

設定後に「設定の確定」をク 
リックしていない 

「かんたん設定ページ」で設定を変更した 
ときは、必ず「設定の確定」をクリックし 
て設定を保存する。「設定の確定」をクリッ 
クせずに「トップに戻る」をクリックした 
り画面を閉じたりすると、設定内容は保 
存されない。 


設定可能範囲外の値や、設定 
不可能な値を入力した 

正しい値を入力する。 

「かんたん設定 ページ」 
を開く際に、 

Web ブラウザに 
パスワードを保存 
できない 

「ネツトワークパスワードの入 
力」画面で、ユーザ名を空欄に 
している 

Web ブラウザによっては、パスワードを 
保存するためにユーザ名の入力が必要な 
場合がある。この場合は、任意の文字列 
を入力する。 
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Q 2 インターネットに接続できない 


症状】 

原因】 

対策 

ダイヤルアップで接続 
できない 

本製品が ISDN 回線を認識して 
いない （ L 1 ランプが点灯してい 
ない） 

「 L 1 ランプが点灯しない」 (257 ぺージ)の 
説明に従って、問題を解決する。 


本製品に接続できない（パソコ 
ンから「かんたん設定べージ」を 
開けない） 

• パソコンを再起動する。 

• Windows の場合は、 IP アドレスをリ 
セットしてから、もう1度接続してみる。 

• 「『かんたん設定ページ』を表示できな 
い」 (259 ページ）の説明に従って、問 
題を解決する。 


自動接続先のプロパイダ情報が 
登録されていない 

• 「かんたん設定ページ」で接続するプロ 
パイダの情報を設定する。 

• 「かんたん設定ページ」で自動接続設定 
を「入」にしてから、接続するプロパイ 
ダを選ぶ。 


同時に2つの機器を使用してい 
る （ ISDN 回線接続時のみ） 

アナログ機器で2チャネル分を使ってい 
る場合は、インターネットへ接続できな 
い。アナログ機器の回線使用状態を確認 
する。 

フレッツ • ISDN で 
接続できない 

本製品が ISDN 回線を認識して 
いない （ L 1 ランプが点灯してい 
ない） 

「 L 1 ランプが点灯しない」 (257 ぺージ)の 
説明に従って、問題を解決する。 


フレッツ . ISDN 契約していな 

い 

フレッツ • ISDN 契約しているかどうか 
を確認する。 


電話番号が間違っている 

NTT から指定された、フレッツ • ISDN 
専用の電話番号「1492」を指定する。 


本製品に ISDN 番号を登録して 
いない 

フレッツ • ISDN 契約した電話番号を 
本製品に登録しないと、接続できない。 
「 ISDN 回線でインターネットへ常時接続 
する（フレッツ_ ISDN )」（83 ぺージ)の操 
作をやり直して、正しく設定する。 


ユーザ ID またはパスワードが間 
違っている 

• プロパイダから指定されたユーザ ID に 
加えて、プロパイダ名まで指定する必 
要がある(例： username @ xxx . ne . jp )。 

• フレッツ • ISDN とプロパイダの設定 
資料を参照して、正しく入力する。 
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インターネツトに接続できない ( つづき 〉 



対策 


フレッツ • ADSL や 
B フレッツで 
接続できない 


本製品がブロードパンド回線を 
認識していない ( WAN ランプが 
点灯していない） 


「 WAN ランプが点灯しない」 （258 ページ） 
の説明に従って、問題を解決する。 


ユーザ ID またはパスワードが 
間違つている 


プロパイダから指定されたユーザ ID に 
加えて、プロパイダ名まで指定する必 
要がある（例： username @ xxx . ne . jp )。 
フレッツ .ADSL (または B フレッツ） 
とプロパイダの設定資料を参照して、 
正しく入力する。 


ホームページが 
表示されない/ 
表示が遅い 


プロパイダ設定の DNS サーパ 
アドレスが間違っている 


プロパイダ接続設定に DNS サーパア 
ドレスが設定されているか確認する。 
各パソコンの DNS サー■バアドレス設 
定に本製品の IP アドレスを入力してか 
ら、パソコンを再起動する。 

Web サーバや DNS サーパが混雑また 
は停止している可能性がある。しばら 
く時間をおいてから、アクセスし直す。 


本製品のフィルタが 
動作している 


プロパイダから与えられた IP アドレス 
がプライベートアドレスで、ファイア 
ウオールなどのセキュリティフィルタを 
適用している場合は、セキュリティレべ 
ルを2か4、または6に変更する （186 ぺ一 
ジ)。 






回線の種類に問題がある 
( PPPoE 方式 ADSL 接続時のみ） 


ADSL 回線の種類によっては、標準的な 
設定のままでは、一部のホームページの 
データが受信できないか、データの受信 
が非常に遅くなることがある。 

いったん接続を切断してから、「かんた 
ん設定ページ」の「詳細設定と情報」一「基 
本接続の詳細な設定」一「プロパイダの 
登録/修正」画面で MTU に1454などの値 
を設定して、接続し直す。 


プロパイダから与えられた IP ア 
ドレスと本製品に設定した IP ア 
ドレスが重複している 


「かんたん設定ぺ _ ジ」の 「 LAN の設定」画 
面で、本製品の IP アドレスをプロパイダ 
から与えられたものと重複しないアドレ 
スに変更する （62 ページ)。この場合、本 
製品のファイアウォール機能は再適用す 
る必要がある。 


262 


















症状 2 

原因 D 

対策 

ホームページが 
表示されない/ 

表示が遅い(つづき） 

パソコンのネットワーク設定が 
不適切 

• U \ N ボードや U \ N 力ードの設定をや 
り直して、パソコンを再起動する。 

• IP アドレスをリセットする。 


回線やプロバイダ、 Web サー 
パが混雑している 

時間帯などによっては、非常に遅くなる 
場合がある。回線速度に比べて非常に遅 
い状態が続く場合は、ご利用の回線業者 
やプロパイダにお問い合わせください。 

128 kbit/s ( MP 接続） 
で接続できない 

プロバイダと MP 接続の契約を 
していない 

• MP 接続するには、プロバイダが対応 
している必要がある。ご利用のプロバ 
イダへお問い合わせください。 

• プロバイダにより、別途 MP 接続契約 
が必要な場合がある。ご利用のプロバ 
イダへお問い合わせください。 



MP 接続に対応していないプロバイダに対し 
て、 MP 接続の設定や発信は絶対に行わない 
でください。2チヤネル目が発信とエラーを 
繰り返し、多額の料金を請求される場合が 
あります。 


MP 対応の電話番号以外にダイ 
ヤルしている 

MP 接続対応の電話番号（アクセスポイン 
卜）にかけないと、接続できない。プロ 
パイダの接続情報書類を確認し、 MP 接 
続対応の電話番号に設定し直す。 


端末型プロパイダ接続の設定で、 
MP を使用する設定になってい 
ない 

「かんたん設定ページ」の「プロパイダの 
登録/修正」画面で 「 MP を使用する」を選 
ぶ (211 ページ)。 
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Q4 


ISDN 回線で通話/ FAX できない 


症状】 

原因 j 

対策 

電話がかけられない 

アナログ機器の電源が入ってい 
ない 

アナログ機器（電話機や FAX 、 モデムな 
ど）に電源が必要な場合に、電源コード 
や AC アダプタが抜けていないか、電源 
スイッチが「入」になっているかどうかを 
確認する。 


アナログ機器が正しく接続され 
ていない 

• モジュラーケーブルをいったん外して、 
カチッと音がするまでしっかりと差し 
込む。 

• 他のモジュラーケーブルと取り替えて 
みる。 


TEL ポートに実際に接続した機 
器と「かんたん設定ページ」の 
TEL ポートの設定内容が合って 
いない 

• TEL ポートごとに設定した通りに、ア 
ナログ機器を接続し直す。 

• 「かんたん設定ページ」を開き、電話の 
設定内容を確認する。 


同時に2つの機器を使用してい 

る 

インターネット接続とアナログ機器を同 
時に使用している場合は、 ISDN の2チヤ 
ネルとも使用中になるため、それ以上電 
話をかけられない。アナログ機器は2つ 
接続できるが、同時に使えるのは、ルー 
夕の接続を含めて2通話まで。 


擬似着信転送または擬似通信中 
転送で2チャネル分を使ってい 
る 

受話器を上げて「プップー、プップー」と 
いう音が聞こえるときは、フッキングし 
て強制切断する。 


a ACR や superACR などの ACR 
(自動電話会社接続機能)を利用 
している 

ダイヤルの桁間隔時間(秒）（機能番号41 ) 

を9秒以上に設定する （238 ページ)。 


TEL ポートへ電力供給しない設 
定になっている 

TEL ポートへの電力供給を行うように設 
定する。 

電話が着信しない 

アナログ機器の電源が入ってい 
ない 

アナログ機器（電話機や FAX 、 モデムな 
ど）に電源が必要な場合に、電源コード 
や AC アダプタが抜けていないか、電源 
スイッチが「入」になっているかどうかを 
確認する。 


アナログ機器が正しく接続され 
ていない(相手は呼出音） 

• モジュラーケーブルをいったん外して、 
カチッと音がするまでしっかりと差し 
込む。 

• 他のモジュラーケーブルと取り替えて 
みる。 
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症状】 

原因 Q 

対策 

電話が着信しない 
(つづき） 

何も接続していない TEL ポート 
がある（相手は呼出音） 

「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「使用制限」欄の 「ISDN 
回線、アナログ回線」を「このポートを使 
用しない」に設定する。 


同じ回線に他の ISDN 機器が接 
続されている（相手は呼出音） 

他の ISDN 機器が応答していないか確認 
する。 


着信転送が設定されている（相 
手は別のアナログ機器につなが 
る） 

着信転送を解除する（142ページ)。着信 
転送が設定されていると、着信が転送さ 
れる。 


使用しているアナログ機器がナン 
パー • ディスプレイに対応してい 
ない 

• アナログ機器がナンパー•ディスフレ 
イ非対応の場合は、「電話の設定 」- 「TEL 
の共通設定」-「その他の設定」画面で、 
「ナンパー • ディスプレイ対応機器の 
接続」を「使用しない」に設定する。 

• アナログ機器がナンパー•ディスフレ 
イまたはネーム • ディスプレイ対応の 
場合は、上記設定項目を「使用する」ま 
たは「ネーム•ディスプレイ対応機器 
を接続」に設定する。 


TEL ポートへ電力供給しない設 
定になっている 

TEL ポートへの電力供給を行うように設 
定する。 

FAX やモデムが 
使えない 

通話音量が大きすぎる/小さす 
ぎる 

通話音量が大きすぎたり、小さすぎたり 
すると、通信ができないことがある。「電 
話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基本 
設定」画面で、「音量レペル」を変更する。 


アースコードが接続されていない 

アースコードが正しく接続されていない 
と、通信にノイズが入り、つながりにく 
くなることがある。必ず、アースコード 
で本製品のアース端子とコンセントの 
アース(接地)端子を接続する。 

ダイヤルイン着信 
しない 

回線番号ごとに電話番号、ダイ 
ヤルインの設定が正しく行われ 
ていない 

「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「ダイヤルイン/ FAX 無 
鳴動着信」欄の 「 ISDN 回線、アナログ回 
線」を正しく設定する。 
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Q4 


ISDN 回線で通話/ FAX できない(つづき) 


症状】 

原因2 

対策 

ナンバー•ディスプレイ 
が使えない 

ナンパー • ディスプレイを使用 
しない設定になっている 

「電話が着信しない」を参照して、正しく 
設定する。 


使用しているアナ ロ グ機器がナン 
パー.ディスプレイに対応してい 
ない 

「電話が着信しない」を参照して、正しく 
設定する。 

擬似着信転送 
(141 ページ)できない 

擬似着信転送を使えるように設 
定をしていない 

擬似着信転送をするための設定を行う 
(141ぺージ)。 


擬似着信転送する TEL ポートを 
誤って指定している 

TEL ポートごとに異なる転送先アドレス 
を設定する場合は、それぞれのポ _ 卜を 
指定して着信させるように i • ナンパーや 
ダイヤルイン番号を設定する （151 ぺ一 

ジ)。 

外線と内線の三者通話 
/擬似三者通話 
(137 ページ)できない 

もう1つの TEL ポートで外線と 
内線の三者通話/擬似三者通話 
している 

本製品で接続できる外線と内線の三者通 
話/擬似三者通話は合わせて1接続のみ。 
もう1つの TEL ポートの三者通話が終了 
してから、外線と内線の三者通話/擬似 
三者通話する。 

カスケード接続された 
ISDN 回線が使えない 

カスケード接続機能と外線と内 
線の切り替え通話/三者通話、 
あるいは擬似の切り替え通話/ 
三者通話を併用している 

外線と内線の切り替え通話/三者通話、 
あるいは擬似の切り替え通話/三者通話 
を終了する。 
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症状】 

原因 Q 

対策 

INS ボイスワープが 
使えない 

「あなたがおかけになっ 

た電話番号は、現在ご 
利用いただけません」と 

アナウンスが流れる 

INS ボイスワープを契約してい 
ない 

ご利用の電話会社へ INS ボイスワープを 
申し込む(有料)。詳しくは、ご利用の電 
話会社にお問い合わせください。 


発信者番号を通知していない 

ダイヤルイン、 i •ナンパー、代表取扱 
サービスなどを契約した回線で INS ボイ 
スワープの設定を変更するには、 INS ボ 
イスワープを契約した電話番号を交換機 
に通知する必要がある。 

「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「番号設定」欄の 「ISDN 
回線、アナログ回線」に電話番号を正し 
く入力して、回線番号を通知するように 
設定する。 


INS ボイスワープを使えるよう 
に設定をしていない 

電話局側の1 NS ボイスワープの設定を開 
始(使用する）にする。詳しくは、ご利用 
の電話会社にお問い合わせください。 


INS ボイスワープを契約した電 
話番号とは異なる電話番号を、 
発信者番号として通知している 

• 「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「番号設定」欄の 「ISDN 
回線、アナログ回線」に電話番号を正 
しく入力して、回線番号を通知するよ 
うに設定する。 

• TEL ポートごとに異なる電話番号を割 
り当てている場合は、 INS ボイスワー 
プを契約した電話番号を割り当ててい 
る TEL ポートに接続した電話機から、 
必要な操作を行う。 
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Q4 


ISDN@H で通話 / FAX できない (つづき) 


対策 


INS ボイスワープの 
設定を変更できない 

「142」をダイヤルしても、 
設定が変更できない 


アナログ回線用のボイスワープ 
と同じ操作を行っている 


ISDN 回線用のボイスワープの操作は、 
アナログ回線用の操作と異なる 。 NTT 
の資料を参照して、正しい操作を行う。 
ISDN 回線の場合はアナログ回線と異 
なり、「142」をダイヤル後に音声ガイ 
ダンスを待たずに続けてダイヤルする。 
転送サービスを開始する場合の例： 
「14211」と続けてダイヤルする。 


INS ボイフワーフサービスで利 
用可能な番号 


転送サービスを停止する場合：「1420」 
転送サービスを開始する場合： 

—無条件転送:「14211」 

—無応答時転送：「14212」 

—話中時転送:「14213」 

—無応答時および話中時転送： 
「14214」 

転送サービスの開始/停止の確認をす 
る場合：「1428」 

サービス設定を行う場合：「1422」、 
「1423」、「1424」 

リモ _ トコントロ ールで設定する場 
合:「1427」 


INS キヤツチホンが 
使えない 


INS キャッチホンを契約してい 
ない 


ご利用の電話会社へ INS キヤツチホンを 
申し込む（有料)。詳しくは、ご利用の電 
話会社にお問い合わせください。 


話中の着信通知が「しない」に設 
定されている 


「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「話中の着信通知」を「す 
る」に設定する。 


INS キャッチホンが使用「しな 
い」に設定されている 


「電話の設定」- 「 ISDN 電話の設定」-「フ 
レックスホン設定」画面で、 「 INS キヤッ 
チホン」を「する」に設定する。 


困つたときは 
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Qg アナログ回線で通話/ FAX できない 


症状】 

原因 j 

対策 

電話がかけられない 

アナログ機器の電源が入ってい 
ない 

アナログ機器（電話機や FAX 、 モデムな 
ど）に電源が必要な場合に、電源コード 
や AC アダプタが抜けていないか、電源 
スイッチが「入」になっているかどうかを 
確認する。 


アナログ機器が正しく接続され 
ていない 

• モジュラーケーブルをいったん外して、 
カチッと音がするまでしっかりと差し 
込む。 

• 他のモジュラーケーブルと取り替えて 
みる。 


TEL ポートに実際に接続した機 
器と「かんたん設定ページ」の 
TEL ポートの設定内容が合って 
いない 

• TEL ポートごとに設定した通りに、ア 
ナログ機器を接続し直す。 

• 「かんたん設定ぺージ」を開き、電話の 
設定内容を確認する。 


a ACR や superACR などの 
ACR (自動電話会社接続機能） 

を利用している 

ダイヤルの桁間隔時間(機能番号41 ) を9 
秒以上に設定する （238 ページ)。 


TEL ポートへ電力供給しない設 
定になっている 

TEL ポートへの電力供給を行うように設 
定する。 

電話が着信しない 

アナログ機器の電源が入ってい 
ない 

アナログ機器（電話機や FAX 、 モデムな 
ど）の電源コードや AC アダプタが抜けて 
いないか、電源スイッチが「入」になって 
いるかどうかを確認する。 


アナログ機器が正しく接続され 
ていない 

• モジュラーケーブルをいったん外して、 
カチッと音がするまでしっかりと差し 
込む。 

• 他のモジュラーケーブルと取り替えて 
みる。 


何も接続していない TEL ポート 
がある 

「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「使用制限」欄の 「ISDN 
回線、アナログ回線」を「このポートを使 
用しない」に設定する。 

ダイヤル回線で 
ボイスワープの 
設定ができない 

使用しているアナログ機器のダ 
イヤル設定が、「トーン」（プッ 
シュ）になっている 

ダイヤル回線でボイスワープの設定を行 
なうときは、アナログ機器のダイヤル設 
定を「パルス」にする。 
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Qg アナ□グ回線で通話/ FAX できない(つづき) 


症状】 

原因2 

対策 

電話が着信しない 
(つづき） 

使用しているアナログ機器がナ 
ンパー，ディスプレイに対応し 
ていない 

• アナログ機器がナンパー.ディスフレ 
イ非対応の場合は、「電話の設定 」- 「TEL 
の共通設定」-「その他の設定」画面で、 
「ナンパー，ディスプレイ対応機器の 
接続」を「使用しない」に設定する。 

• アナログ機器がナンパー • ディスプレ 
イまたはネーム • ディスプレイ対応の 
場合は、上記設定項目を「使用する」ま 
たは「ネーム • ディスプレイ対応機器 
を接続」に設定する。 


TEL ポートへ電力供給しない設 
定になっている 

TEL ポートへの電力供給を行うように設 
定する。 

FAX やモデムが 
使えない 

通話音量が大きすぎる/小さす 
ぎる 

通話音量が大きすぎたり、小さすぎたり 
すると、通信ができないことがある。「電 
話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基本 
設定」画面で、「音量レベル」を変更する。 


アースコードが接続されていな 

い 

アースコードが正しく接続されていない 
と、通信にノイズが入り、つながりにく 
くなることがある。必ず、アースコード 
で本製品のアース端子とコンセントの 
アース(接地)端子を接続する。 

ダイヤルイン着信 
しない 

回線番号ごとに電話番号、ダイ 
ヤルインの設定が正しく行われ 
ていない 

「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「ダイヤルイン/ FAX 無 
鳴動着信」欄の 「 ISDN 回線、アナログ回 
線」を正しく設定する。 

ナンバー•ディスプレイ 
が使えない 

ナンパー • ディスプレイを使用 
しない設定になっている 

「電話が着信しない」を参照して、正しく 
設定する。 


使用している電話機がナンパー • 

テ'ィスプレイに対応していない 

「電話が着信しない」を参照して、正しく 
設定する。 

TEL ポートに接続した 
留守番電話に、相手が 
切断した後、長時間の 
話中音が 
録音されている 

留守番電話が話中音の検出機能 
を持っていないため、相手の切 
断を認識できない 

留守番電話機側で伝言の録音時間が調整 
できる場合は、録音時間を調整する。 
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Qg VoIP 通話できなぃ 


症状】 

■ 

対策 

電話番号を 

ダイヤルしても、 

話中音になってしまう 

VoIP 通話が利用できない設定 
になっている 

• 「電話の設定」- 「 VoIP の設定 」- 「VoIP 
の基本設定」画面で、 「 VoIP 機能」を「使 
用する」に設定する。 

• 「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「使用制限」欄の 「 VoIP 」 

を適切なものに設定する。 


必要な識別番号（プレフィック 
ス）をダイヤルしていない 

• 設定したプレフィックスをダイヤルし 
てから、電話番号をダイヤルする。 

• 「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「プ 
レフィックス（識別番号）の設定」画面 
で、プレフィックスの番号を適切な番 
号に変更する。 


ネットボランチ電話番号の場合、 
ダイヤルした番号が間違ってい 
る 

相手の正しいネットボランチ電話番号を 
ダイヤルする。 


ネットボランチ電話番号の場合、 
相手がネットワークに繫がって 
いない 

相手がネットワークに繫がっていること 
を確認してから電話する。 


電話番号がインターネット電話 
帳に登録されていない 

• 登録されている電話番号をダイヤルす 
る。 

•新たに電話番号を登録する。 


インターネット電話帳の相手の 
アドレスが間違っている 

インターネット電話帳に正しいアドレス 
で登録し直す。 


相手が着信を拒否している 

インターネット電話帳に登録されている 
内容の ユーザ 名の設定が正しいか確認し、 
修正する。 

電話番号をダイヤルし 
ても、何も音がしない 

(30 秒ほど経過すると、 
話中音となる） 

インターネット電話帳の相手の 
アドレスが間違っている 

正しいアドレスで登録し直す。 


相手がネットワークに接続して 
いない 

相手がネットワークに繫がっていること 
を確認してから電話する。 


271 




















Q6 


VoIP 通話でき: 


症状】 

原因] 

対策 

VoIP 通話が 
着信しない 

VoIP 通話が利用できない設定 
になっている 

• 「電話の設定」- 「 VoIP の設定 」- 「VoIP 
の基本設定」画面で、 「 VoIP 機能」を「使 
用する」に設定する。 

• 「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「使用制限」欄の 「 VoIP 」 

を適切なものに設定する。 


インターネット電話着信時の宛 
先ユーザ名が、着信できない 
ユ_ザ名になっている 

• 「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「基 
本設定」画面で、「識別着信」欄の 「 VoIP 」 

を「全て許可」に設定する。 

• 通信相手に自分が設定しているユーザ 
名を知らせ、そのユーザ名宛に発信し 
てもらうようにする。 


TEL ポートへ電力供給しない設 
定になっている 

TEL ポートへの電力供給を行うように設 
定する。 

VoIP 通話で 
雑音が多い 

他に帯域を大幅に使用する通 
信(ストリーミング配信など）を 
行っている 

• 通信を終了してから、 VoIP 通話で電話 
をかける。 

• 「電話の設定」- 「 VoIP の設定 」- 「VoIP 
の基本設定」画面で、 「 QoS 」 を 「 VoIP を 
優先する/送信帯域を制限する」に設定 
する。 

•他の通信で使用する帯域がアプリケー 
シヨンで設定可能であれば、使用する 
帯域を少なくする。 


相手との間に帯域の狭い経路が 
存在する 

• 複数のサービスと契約している場合は、 
サービスを変えてみる。 

• 時間帯を変えて、通話をためす。 

電話番号をダイヤル 
している途中で 
発信してしまう 

先にダイヤル途中で発信してし 
まった番号が、今ダイヤルして 
いる番号の最初に含まれている 
(その番号までを入力した時点 
で発信してしまう） 

「電話の設定」- 「 TEL の共通設定」-「そ 
の他の設定」画面で、「相手番号による即 
時発信」を「しない」に設定する。 
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Q 7 VPN 通信 


できない 


症状】 

原因2 

対策 

「かんたん設定ページ」 

のトップページで 

PPTP トンネル接続が 

プロパイダからプライべ一卜 IP 
アドレスが割り当てられている 

本製品にグロー ノ ゞ ル IP が割り当てられて 
いない環境では、 PPTP 関連の機能は利 
用できない。 

「通信 中」 と 
表示されない 

インターネットに接続していな 

い 

• インターネットに接続する設定を行っ 
ているかを確認する。 

• 「インターネットに接続できない」（261 
ページ）の説明に従って、問題を解決 
する。 


PPTP 接続の接続先と通信がで 
きない 

PPTP の接続先の IP アドレスに対して 
ping コマンドを実行して、応答が返って 
くるかどうかを確認する。 

応答が返ってこない場合は、接続先の機 
器が通信可能な状態になっていることを 
確認する。 

PPTP 接続の 

VPN 通信ができない 

PPTP 接続が確立していない 

• PPTP の接続先と同じユーザ ID と接続 
パスワードを設定しているかを確認す 

る 0 

• 接続先のホスト名または IP アドレスに、 
正しい値を設定しているかを確認する。 


経路情報が誤って設定されてい 
る 

経路情報に接続先の U \ N のネットワーク 
アドレスを正しく設定する。 


接続先の U \ N 内に設置されて 
いるパソコンの設定が誤ってい 

る 

• 通信に使用するアプリケーションソフ 
トウヱアの設定を確認する。 

• パソコンのファイアウォール機能が有 
効になっている場合には、通信に使用 
されているバケットをブロックしない 
ように、ファイアウォール機能の設定 
を変更する。 WindowsXP では、「ス 
夕一卜」-「ヘルプとサボート」をクリッ 
クして表示される画面で、「検索」欄に 
「ファイアウォール」を入力して検索す 
ると関連する情報が表示されるので、 
その内容に従って問題を解決する。 
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Qy VPN 通信できない(つづき) 


症状】 

原因 □ 

対策 

「かんたん設定 ページ」 
のトツプ ページで 

フレッツ網に接続していない 

フレッツ網に接続する設定を行っている 
かを確認する。 

IPIP トンネル接続が 
「通信 中」 と 
表示されない 

ipip トンネル接続の接続先と通 
信ができない 

ipip トンネルの接続先の ip アドレスに対 
して ping コマンドを実行して、応答が 
返ってくるかどうかを確認する。応答が 
返ってこなければ、接続先の機器が通信 
可能な状態になっているかを確認する。 

IPIP トンネル接続の 
VPN 通信ができない 

IPIP トンネル接続が確立してい 
ない 

•接続先の IP アドレスに、フレッツ網か 
ら接続先に払い出された IP アドレスが 
正しく設定されているかを確認する。 

• 「かんたん設定 ページ」 の「詳細設定と 
情報」- 「 VPN 接続の設定」の IPIP トン 
ネル接続の設定画面で、「接続プロパ 
イダ」にフレッツ網との接続に使用さ 
れているインタフ I — スが選択されて 
いるかを確認する。 


経路情報が誤って設定されてい 
る 

経路情報に接続先の U \ N のネットワーク 
アドレスを正しく設定する。 


接続先の U \ N 内に設置されて 
いるパソコンの設定が誤ってい 

る 

• 通信に使用するアプリケーションソフ 
トウヱアの設定を確認する。 

• パソコンのファイアウォール機能が有 
効になっている場合には、通信に使用 
されているバケットをブロックしない 
ように、ファイアウォール機能の設定 
を変更する。 WindowsXP では、「ス 
夕一卜」-「ヘルプと サボー ト」をクリッ 
クして表示される画面で、「検索」欄に 
「ファイアウォール」を入力して検索す 
ると関連する情報が表示されるので、 
その内容に従って問題を解決する。 

IPIP トンネル接続の 
VPN 通信が遅い 

フレッツ網の通信が遅い 

回線状態に問題がないかを回線事業者に 
お問い合わせください。 

Windows のフアイル 
共有ができない 

NetBIOS に対するフイルタが設 
定されている 

「詳細設定と情報」-「ファイアウォール設 
定」画面で U \ N ポートの IPv 4 フィルタに 
対応する「設定」をクリックして、 「 IPv 4 
ファイアウォールの設定」画面で 「 IPv 4 
静的 IP フィルタの一覧」に設定されてい 
る NetBIOS に対するフィルタのチェック 
を外し、「設定の確定」をクリックする。 
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Qg STATUS ランプが機能しない 


症状】 

原因 { 

対策 

通信障害が 
発生していないのに 
STATUS ランプが 
点灯している 

DOWNLOAD ボタンによるリ 
ビジョンアップが行われてい 

る 

リビジヨンアップが完了した後に、再度 
STATUS ランプを確認する。 

通信障害が 
発生しているのに 
STATUS ランプが 
点灯しない 

キープアライブ機能が有効に 
なっていない 

プロパイダ接続や VPN 接続の設定で、キー 
プアライブ機能が有効になっているかを 
確認する。 


キープアライブ機能が通信障 
害を未だ検出していない 

数分間待ってから、再度 STATUS ランプ 
を確認する。 


PPPoE 接続が「かんたん設定 
ページ」の「切断」のクリックに 
より切断された 

「かんたん設定ページ」の「接続」をクリッ 
クして接続し直す。 


PPPoE 接続が切断タイマに 
よって切断された 

タイマで自動切断しないように設定を変 
更する。 

STATUS ランプの 
点灯を解除できない 

通信障害から復旧していない 

「インターネットに接続できない」 (261 
ページ)、 「 VPN 通信ができない」 (273 ベー 
ジ) の説明に従って、 問題を解決する。 
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nn DOWNLOAD ボタンが 
U3 機能しない 


症状】 

原因】 

対策 

DOWNLOAD ボタンを 
押してもリビジョン 
アップされない 

インターネットに接続してい 
ない 

インターネットに接続する設定を行って 
いるかを確認する。「インターネットに接 
続できない」 (261 ページ)の説明に従って、 
問題を解決する。 


ファー厶ウエアのダウンロー 
ド先 URL の設定が間違ってい 
る 

「かんたん設定ページ」の「詳細設定と情 
報」-「リビジョンアップの実行」画面で「ダ 
ウンロードする URL 」 を正しく設定する。 


DOWNLOAD ボタンの使用を 
許可する設定になっていない 

「かんたん設定ページ」の「詳細設定と情 
報 」 - 「 DOWN LOAD ボタンの設定」画面で 
「リビジョンアップの許可」を「許可する」 

に設定する。 


最新リビジョンのファー厶 
ウェアを使用している 

そのまま使い続けてください。 

STATUS ランプが 
点滅し始めた 

ファームウェアをサーパーか 
らダウンロードしている（正常 
な状態） 

そのままの状態でお待ちください。ケー 
ブルを抜いたり、電源を切ったりしない 
でください。 

STATUS 、 LAN 、 

WAN ランプが順番に 
点灯し始めた 

ファームウヱアを不揮発性メ 
モリに書き込んでいる（正常な 
状態） 

そのままの状態でお待ちください。ケー 
ブルを抜いたり、電源を切ったりしない 
でください。 

STATUS ランプが 
点灯したままの 
状態になった 

リビジョンアップに失敗した 

「 DOWNLOAD ボタンを押してもリビジョ 
ンアップされない」（本ページ）の説明に 
従って、問題を解決する。 

STATUS ランプの点灯を解除する場合は、 
DOWNLOAD ボタンを1秒間押す。 

DOWNLOAD ボタンを 

1 秒間押しても、 

STATUS ランプが 
消灯しない 

通信障害が発生している 

「 STATUS ランプが機能しない」（前べ一 
ジ)の説明に従って、問題を解決する。 
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Q10 


USB デノ V イスが使用できない 


症状 J 

原因】 

対策 

USB ランプが 
点灯しない 

USB ポートの使用が許可され 
ていない 

USB ポートの使用を許可するように設定 
する。 


USB メモリ以外のデパイスを 
挿入している 

本製品でサボートしている USB メモリを 
挿入する。 


USB メモリが壊れている 

USB メモリが使用できるかどうか、パソ 
コンなどで確認する。 


USB 八ブを経由して、 USB メ 
モリを挿入している 

USB 八ブには対応していない。本製品の 
USB ポートに、 USB メモリを直接挿入する。 


USB 延長ケーブルを経由して、 
USB メモリを挿入している 

USB メモリを本製品の USB ポートに直接 
挿入して使用する。 

USB ランプが点滅 
したままの状態で、 

USB メモリを 
使用できない 

過電流保護機能により、 USB 
機能の使用が中断されている 

消費電流の小さい USB メモリを使用する。 
機能を復旧させるには、 USB ボタンを 1 
秒以上押し続ける。 

USB ボタンと 

DOWN LOAD ボタン 

ボタン操作によるファイルの 
コピーが ffF 可されていない 

ボタン操作によるファイルのコピーを許 
可するよう設定する。 

を押しても 
コピーされない 

ボタン操作でコピーする設定 
ファイルまたはファームウ X 
アファイルが、 USB メモリ内 
に存在しない 

「かんたん設定ぺージ」で設定した名前の 
ファイルを、パソコンなどを使って USB 
メモリにコピーする。 

USB メモリに保存さ 
れた SYSLOG に、 

記録漏れがある 

起動直後、 USB メモリを挿し 
た直後、および、 USB メモリ 
を取り外す直前のログは記録 
されない 

USB メモリの書き込み準備が完了するま 
では、書き込みできない。 


SYSLOG の量が多過ぎて、 
USB メモリへの書き込みが間 
に合わない 

ログの保存モードを変更するなどして、 
SYSLOG の量を減らす。 

ヒント 

USB1.1 対応の USB メモリを使用している場 
合は、より高速な USB 2.0 対応の USB メモリ 
を使用することで症状が改善することがある。 

コマンドにより手動で 
ファームウェアを 
コピーしたが、 

反映されない 

コマンドにより手動でファー 
ムウエアをコピーしただけで 
は、実動作に反映されない 

手動でコピーしたあとに、本製品を再起 
動する。 

コマンドにより手動で 
設定ファイルをコピー 
したが、設定が反映 
されない 

コマンドにより手動で設定 
ファイルをコピーしただけで 
は、実動作に反映されない 

手動でコピーしたあとに、本製品を再起 
動する。 
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Q11 


その他の問題 


症状】 

原因】 

対策 

本製品やパソコンで、 
NTP サーバを使った 
時刻合わせができない 

NTP サーバの IP アドレスや 
ドメイン名が間違っている 

•入手した NTP サーバ情報と比較し、正 
しく設定されていることを確認する。 

• NTP サーバに対して ping を実行し、 
NTP サーバが稼動していることを確認 
する。 


登録されている NTP サーバへ 
の経路が設定されていない 

プロパイダ設定や経路設定を確認する。 


本製品のセキュリティフィル 
夕が動作している 

1「かんたん設定ページ」の「詳細設定と情 
報」-「ファイアウォール設定」- 「 IPv 4 
ファイアウォールの設定」画面で、「静 
的フィルタの一覧」の下部に表示されて 
いる NTP ポート（ポート番号 123) を通 
す ( Pass ) フィルタ （36 / 37香)の「入」と 
「出」の両方にチェックを付ける。 

2セキュリティレベルを6または7にする 
(186 ページ)。 

ネットボランチ DNS 
サービスでホスト 
アドレスを 

プロパイダによっては、登録 
/更新してすぐに名前解決が 
できない場合がある 

しばらく時間をおいてから、再度試して 
みる。 

取得できない 

ネットワーク型プロバイダ接 
続で接続している 

ネットワーク型プロパイダ接続で接続し 
ている場合は、ネットボランチ DNS サー 
ビスは利用できない。 IP アドレスを直接 
指定して接続する。 


プロバイダからプライべート 

IP アドレスが割り当てられて 
いる 

本製品にグローパル IP が割り当てられて 
いない環境では、ネットボランチ DNS 
サービスは利用できない。 

カスケード接続機能で 
通話できない 

接続されていない機器が、 
接続されているような設定に 
なっている 

アナログ親機側と子機側のルータを、そ 
れぞれ正しい設定に変更する （122 ぺ一 
ジ)。 

通信料金に異常がある 

パソコンのソフトウエアや機 
器が自動的にインターネット 
へ接続している（自動接続機能 
でインターネットへ接続して 
いる場合） 

「通信料金に異常がある」（次ページ）を読 
んで、問題を解決する。 

パスワードを 
忘れてしまった 


「パスワードを忘れてしまった場合は」 
(284 ページ)を読んで、問題を解決する。 


278 























通信料金に異常がある 


料金情報や通信記録を見て使った覚えの 
ない通話料金があつた場合は 


通信記録を確認する 


自動接続機能でインターネットへ接続している場 
合は、パソコンのソフトウェアや機器が自動的 
にインターネットへ接続している疑いがあります。 
また、ソフトウェアによっては、パソコンを起動 
しているだけで自動的に動作するものがあり、知 
らないうちに自動発信を繰り返している場合があ 
ります。放置すると、多額の通話料金になる場合 
がありますので、こまめに料金や通話記録を確認 
してください。 

次のような場合は、特にご注意ください 
• 本製品を使い始める時 
• 本製品のプロパイダ接続設定を変更する時 
• パソコンのダイヤルアップネットワーク設定を 
変更する時 

• MP 接続を設定する時 

• パソコンに新しいソフトウェアをインストール 
する時 

• ネットワークに新しいパソコンやネットワーク 
機器、周辺機器などを接続する時 
• 本製品のファームウェアをリビジョンアップす 
る時 

•その他、いつもと違う操作を行ったり、通信の 
反応に違いを感じた時など 

• プロバイダ契約を解除または変更する時は、必ず 
本製品の接続設定を削除または再設定してください。 
削除しないまま使っていると、回線業者やプロバイ 
ダから意図しない料金を請求される場合があります。 

• MP 接続に対応していないプロバイダに対して 、 MP 
接続の設定や発信は絶対に行わないでください。2 
チャネル目が発信とエラーを繰り返して多額の料金 
を請求される場合があります。 

• プロバイダ側の状態（アクセスポイントの変更、メ 
ンテナンス、障害など）によって予想外の通信料金 
がかかる場合がありますので、プロバイダからの告 
知情報には常に注意してください。 

• ここで使用している画面や設定項目は、各ソフトウ 
ェアのバージョンにより内容が異なります。 


「料金情報の表示」画面で確認する 

「かんたん設定べージ」-「詳細設定と情報」-「料金 
情報の表示」画面で、各ポート毎の累積料金や累 
積接続時間、累積発信回数、累積着信回数を確認 
できます。 
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プロバイダごとの累積料金や累積接続時間、累積 


発信回数、累積着信回数が表示されます。 

• 通信料金は ISDN 回線で接続している場合にのみ表 
示されます。 

• 通信料金は NTT から通知される料金を累積して表 
示しています。 NTT から通知される料金は少数点以 
下が切り上げられたり、各種割引サービスや NTT 以 
外の回線業者の料金が反映されないことなどにより、 
実際に請求される料金と異なる場合があります。あ 
くまで目安と考えてください。 
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通信料金に異常がある (つづき) 


「通信履歴のレポート作成」画面で確認する 

「かんたん設定ページ」-「詳細設定と情報」-「通信 
履歴のレポート作成」画面で、各ポート毎の通信 
履歴を確認できます。 
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発着信日付、発着信時刻、通信種別、通信時間、 
通信料金、切断コード、相手先の番号が新しい順 
に 100 件まで表示されます。通信種別が PPxx と 
なっている通信が、プロパイダ（または LAN 間接 
続相手)へ接続した通信です。 

秘嘗 

• 通信料金は ISDN 回線で接続している場合にのみ表 
示されます。 

• 通信料金は NTT から通知される料金を累積して表 
示しています。 NTT から通知される料金は少数点以 
下が切り上げられたり、各種割引サービスや NTT 以 
外の回線業者の料金が反映されないことなどにより、 
実際に請求される料金と異なる場合があります。あ 
くまで目安と考えてください。 


ログ情報で確認する 

「かんたん設定ページ」-「詳細設定と情報」-「本製 
品のログ ( Syslog ) のレポート作成」画面で、自動 
接続のきっかけになったアクセスの情報を確認で 
きます。 

意図しないアクセスが多いときは、 Syslog 表示の 
中で一番下から順に 「IP Commencing 」 の行を探し 
ます 。 IP Commencing 行のパソコン IP アドレス 
やアクセス先ホストの IP アドレス、アクセス時間 
(もしくは間隔）などを手がかりに、どのソフトウ 
エア（または機器）がアクセス要求を出しているか 
を調べて、原因を探してください。 

アクセス例1 

PP [01] IP Commencing : UDP 192 . 168 . 

100 .1 : 53 > xxx.xxx.xxx.xxx : 53 
(DNS Query [windowsmeaia.com] form 
192.168.100. 2) 

この例では、 U \ N 内のパソコン （192.168.100.2) 
から DNS サーパへインターネツトのホスト 
( windowsmedia . com ) の IP アドレスを調べる問い 
合わせ要求をきっかけに、プロパイダへの自動接 
続を開始しています。 

アクセス例2 

PP [01] IP Commencing : TCP 192.16 8. 

100 . 2:1311 > xxx.xxx.xxx.xxx :80 

• PP [01] :プロバイダ番号 

• 192.168 .100.2 :パソコンの IP アドレス 

• XXX.XXX.XXX.XXX :アクセス先の IP アドレス 

この例では、 LAN 内のパソコン （192. 1 68. 1 00.2) 
からインターネツトのホスト （ xxx . xxx . xxx . xxx ) へ 
のアクセス要求をきっかけに、プロバイダへの自 
動接続を開始しています。 
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原因になりやすい設定を 
確認する 

不審なインターネットアクセスの原因になる設定 
項目には、次のようなものがあります。 0 S を使 
い始めるときや、新しいソフトウェアをインスト 
—ルしたときは、以下の例を参考にして設定をご 
確認ください。 


頻繁に発信している場合は 

パソコンのネットワーク設定の DNS 設定値を確認 
してください。インターネット上の DNS サーパの 
IP アドレスが指定されていると、頻繁にアクセス 
する場合があります。 


パソコンを起動するたびに発信している 
場合は 

Windows でアクテイブデスクトップを使用してい 
る場合は、設定内容によって起動するたびにイン 
夕ーネットへ接続することがあります。また、パ 
ソコン起動時と同時に起動するソフトウ I アがあ 
る場合は、「スタート」ボタンの「スタートアップ」 
項目を確認してください。スタートアップに登録 
されているソフトウェアの設定を確認し、自動ア 
ッフデートなどの機能が有る場合は、設定を変更 
してください。 

コントロールパネルの「画面」設定 

Windows のデスクトップに Web ぺージを設定し 
ていると、パソコンを起動するたびにインターネ 
ットへ接続して Web ぺージの内容を更新するため、 
バソコンを起動するごとに電話料金と通信料金が 
かかります。必要がなければ、設定を解除してく 
ださい。 


定期的に発信している場合は 

• 1日に何回も発信している場合は： Internet 
Explorer のチヤンネルを購読している場合や 
Windows Update を利用している場合、電子メー 
ルの 自 動送受信が設定されている場合などが考 
えられます。本製品の LAN に接続しているパソ 
コンの、該当するソフトウェア設定を確認して 
ください。 

• 1日に数回以内の場合は：八ードウェアのメン 
テナンスプログラムや NTP サーパ（インター 
ネット自動時刻サーバ)の設定を確認してくださ 
い。 

ホームページのバナー広告 

パナー広告が掲載されているホームページでは、 
何も操作しなくても定期的に自動更新する場合が 
あります。そのぺージを開いたまま Web ブラウザ 
を放置すると、定期的にインターネットへアクセ 
スし続け、そのたびに料金がかかります。見終っ 
たら Web ブラウザを閉じることで、不要なアクセ 
スを防ぐことができます。 

購読チャンネルのプロパティ 

Internet Explorer のチヤンネルを購読している場 
合は、プロパティで指定した間隔で、チヤンネル 
内容の更新のためインターネットへ接続するため、 
そのたびに料金がかかります。購読する場合は更 
新間隔をよく確認してお使いください。 

不要な場合は、設定を解除してください。 
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通信料金に異常がある (つづき) 


Outlook Express の「オプション」設定 

Outlook Express などの電子メールソフトウェア 
には、新着メールを定期的に確認する機能があり 
ます。この機能を利用している場合は、定期的に 
インターネット上のメールサーパにアクセスする 
ため、そのたびに料金がかかります。この機能を 
利用する場合は、確認する頻度を十分考慮してく 
ださい。 

必要なければ設定を解除して、手動でメールを確 
認するようにしてください。 

0 S の自動アップデート機能 

0 S の自動アップデート機能を利用している場合 
は、定期的にインターネットのサーバにアクセス 
し、そのたびに料金がかかります。不要であれば、 
設定を手動更新に変更して、インターネットに接 
続しているときに手動で更新してください。 


ソフトウェアを起動するたびに発信して 
いる場合は 

インストールしたソフトウェアの環境設定(初期 
設定）を確認して、自動アップデートなどの機能 
が有る場合は、設定を変更してください。 

Internet Explorer の「インター ネッ トオフ ■ショ 
ン」設定 

Internet Explorer の自動アップデート機能を利用 
している場合は、 Internet Explorer を起動するた 
びにインターネットへ接続するため、そのたびに 
料金がかかります。 

不要であれば設定を解除してください。 

Windows MediaPlayer の環境設定 

Windows MediaPlayer をインストールすると、 
MediaPlayer を開くたびにガイドページの情報を 
得るためにインターネットへ接続するため、その 
たびに料金がかかります。 

不要であれば、ヘルプに従って設定を解除してく 
ださい。 
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本製品の設定を初期化する 


本製品の設定内容を工場出荷状態に戻すことがで 
きます。 

設定内容を工場出荷時の状態に戻す場合は、以下の点 
にご注意ください。 

• 実行した直後にすべての通信が切断されます。 

• 初期設定値が存在する設定は、初期設定値に変更さ 
れます。 

• フィルタ定義や登録されたアドレスは消去されます。 
• save コマンドなしで、不揮発性メモリの内容が書き 
換えられます。 

• 操作を完了した後に、設定内容を元の状態に戻すこ 
とはできません。 


「かんたん設定 ページ」 から 
初期化する 

本製品の設定内容を工場出荷状態に戻したいとき 
は、「お買い上げ頂いた時の状態へ戻す」画面で設 
定を初期化できます。 



設定内容について詳しくは、設定画面の「ヘルプ」 
をクリックして、表示される説明をご覧ください。 

「お買い上げ頂いた時の状態へ戻す」画面を開くに 
は 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「お買い上げ頂いた時の状態へ戻す」の「実行」 


「かんたん設定 ページ」 から 
初期化できないときは 

本製品の ip アドレスを誤って設定した場合など、 
本製品の「かんたん設定」画面から初期化できない 
場合は、次の操作を行ってください。 

1本製品の電源を入れる。 

ケーブル類を取りはずす必要はありません。 

2 INIT スイッチを押しながら、 RESET スイ 
ッチを押す。 

スイッチは小さな穴の内部にありますので、 
精密ドライパーやボールペンの先など、先の 
細いもので押してください。 



3 INIT スイッチを押したまま、 RESET スイ 
ッチのみを離す。 

本体前面のランプが何度か点滅します。 

4 INIT スイッチを離す。 

本製品の設定がすべて工場出荷状態に戻りま 
す。 

それまでに設定した内容はすべて初期化され 
ますので、最初から設定をやり直してください。 
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パスワードを忘れてしまった場合は 


ログインパスワードや管理パスワードとして設定 
した文字列を忘れてしまうと、本製品にログイン 
できなくなります。このような場合は、以下の方 
法で再設定してください。 

1本体背面の RESET スイッチを押して離す。 



2本製品の起動が完了するのを待つ。 

3 本製品背面の INIT スイッチを10秒以上押 
し続ける。 



パスワードなしで「かんたん設定」画面にアク 
セスできるようになります。 

41 〇分以内に、新しいパスワードを登録する。 

詳しくは、「パスワードを設定する」 （56 ペー 
ジ)をご覧ください。 

• INIT スイッチを押す操作は、電源投入後1回しか行 
うことができません。 

• INIT スイッチを押す操作は 、 password reenter コマ 
ンドにより無効にすることができます。詳しくはコ 
マンドリファレンスをご覧ください。 
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本製品の保守サービスについて 


保証期間 

ご購入から1年間です。 


保証書について 

保証書をお受取りの際は、お買い上げ年月日 • 
販売店などを必ずご確認の上保管してください。 
万一紛失なさいますと、保証期間中であっても実 
費を頂戴させていただくことになります。 


保証期間中の修理 

保証期間中に万一故障した場合には、ご購入の販 
売店またはネットボランチ • コールセンターまで 
ご連絡の上、製品をご送付ください。その際必ず 
保証書を同封してください。 


保証期間後の修理 

保証期間終了後の修理は有料となりますが、引続 
き責任をもって対応させていただきます。ご購入 
の販売店またはネツトボランチ • コールセンター 
まで こ、 連絡ください。 

ただし、修理対応期間は製造打ち切り後5年間です。 


• 本製品を修理等の理由により輸送される場合には、 
お客様の責任において必ず本製品の設定を別の環境 
に保存してください。 

•本製品の設定を保存する方法につきましては、「本 
製品の設定情報とログを確認する」 (252 ページ）を 
ご覧ください。 

• 修理の内容によっては、設定を工場出荷時の状態に 
させて頂く場合がございます。あらかじめご了承く 
ださい。 
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サポート窓口のご案内 


お問い合わせの前に 

本書をもう一度ご確認ください 

本書をよくお読みになり、問題が解決できるかど 
うかご確認ください。 

ログ情報や設定情報をご確認ください 

お客様のルータの状態を把握するために、弊社の 
担当者がログ ( Syslog ) 情報や設定 ( config ) 情報を 
確認させていただくことがあります。ログ情報や 
設定情報を問題の症状とあわせてお知らせいただ 
くことで、問題の解決が早まることがあります。 

ログ情報や設定情報は、以下の方法でご確認くだ 
さい。 

1パソコンで Web ブラウザを起動して、フ 
アイルメニューの「開く」を選ぶ。 

「フアイルを開く」画面が表示されます。 

2 「http :// 192.168.100.1 /」 と半角英字で入 
力してから、 「 0K 」 をクリックする。 

「かんたん設定 ページ」 のトップ ページが 表示 
されます。 

3「詳細設定と情報」をクリックする。 

詳細設定と情報」画面が表示されます。 

4 ログ情報を確認したいときは「本製品の 
ログ (Syslog) のレポート作成」、設定情 
報を確認したいときは「本製品の全設定 
(config) のレポート作成」の「実行」をクリ 
ックする。 

本製品のログ表示または全設定情報が表示さ 
れます。 

「本製品の設定情報とログを確認する」 (252 
ページ)もあわせてご覧ください。 


お問い合わせ窓口 

本製品に関する技術的なご質問やお問い合わせは、 
下記へご連絡ください。 


ネットボランチ • コールセンター 

TEL : 03-5715-0350 

NetVolante インターネット電話番号 

TEL : ##62594341 

ご相談受付時間 

9 : 00〜12 : 00、13 : 00〜17 : 00 
(日•祝日、年末年始は休業とさせて頂きます。) 

お問い合: b せページ 

http : // NetVolante . jp / 
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主な仕様 


外形寸法(幅 X 高さ X 奥行き、スタンドを除く）： 

220 mm x 43.5 mm x 159 mm 

質量： 

本体 560 g (付属品含まず） 

AC アダプタ 90 g 

電源： 

AC 100 V (50/60 Hz ) 

消費電流： 

最大 0.26 A 

動作環境条件： 

周囲温度〇〜40 °C 

周囲湿度15〜80 % (結露しないこと） 

保管環境条件： 

周囲温度一 20〜50 °C 

周囲湿度10〜90 % (結露しないこと） 

電波障害規格： 

VCCI クラス A 

認証番号： 

ACD 06-0208001 

LAN インタフェース： 

イーサネット 10 BASE - T 7100 BASE-TX 
4ポートスイッチング HUB 
プロトコル： IEEE 802.3 / IEEE 802.3 u 
通信モード：才一トネゴシエーション、 
固定設定 
コネクタ： RJ -45 

MAC アドレス：本製品ラベルに表示 
極性：ストレート/クロス自動判別 

WAN インタフェース： 

イーサネット 10 BASE - T 7100 BASE-TX 
1ポート 

プロトコル： IEEE 802.3 / IEEE 802.3 u 
通信モード：才一トネゴシエーション、 
固定設定 
コネクタ： RJ -45 

MAC アドレス：本製品ラベルに表示 
極性：ストレート/クロス自動判別 


アナログインタフェース 

2線式 ( RJ -1 1 ) 2ポート（給電電圧- 48 V ) 

PB、DP (10 PPS 、20 PPS ) 自動認識 
線路抵抗： 6000(電話機込み） 

呼出信号電圧交流 65 V 正弦波 

ISDN U 点インタフェース 

2線式 ( RJ -11) 1ポート （ LINE インタフェー 
スと共用、スライドスイッチで切替可能） 
ISDN またはディジタル専用線 
DSU 機能内蔵 

ISDN S 门■点インタフェース 

4線式 ( RJ -45) 1ポート 
ISDN DSU またはディジタル通信機器 
(スライドスイッチで入出力切替可能） 

LINE (アナログ回線)インタフェース 

2線式 ( RJ -11) 1ポート 
(ISDN U 点インタフェースと共用、 

スライドスイッチで切替可能） 

PB、DP (10 PPS 、20 PPS ) ソフト切替 
停電時アナログポート ( TEL 1) と直結 

シリアルインターフェース 

DTE 固定 

(パソコンとの接続はクロスケーブル） 
ポート数：1 

非同期シリアル： RS -232 C 
コネクタ： D - sub 9 ピン 
データ転送速度： 9600 bit/s 
データビット長：8ビット 
パリティチェック：なし 
ストップビット数：1ビット 
フロー制御：ソフトウェア ( Xon / Xoff ) 

USB インタフェース 

USB 2.0 

給電電流：最大 250 mA 
ポート数：1 

コネクタ： USBType - A コネクタ 




表示機能 (LED) 

前面 (10 個）： POWER 、 STATUS 、LAK 
WAN 、 LINE 、 LI 、 B 1、 B 2、 VoIP、USB 
背面 (4 個）： LINK/ACT 

付属品： 

AC アダプタ （ P 12 V 0.95 A ) 

スタンド （1 個） 

接続ガイド （1 冊） 

CD-ROM (1 枚） 

保証書 (1 枚） 




本製品を譲渡/廃棄する際のご注意 


本製品を譲渡/廃棄する際は、以下の操作を行っ 

てください。 

1. ネットボランチ DNS の登録を削除する 

2. 設定内容を初期化する 

•先に設定内容を初期化してしまうと、ネットボラン 
チ DNS サーバに登録されたホストアドレスを削除 
できなくなります。必ずネットボランチ DNS の登 
録を削除してから、設定内容を初期化するようにし 
てください。 

• ネットボランチ DNS の登録の削除は、ネットボラ 
ンチ DNS (ホストアドレスサービス）を登録したお 
客様のみ行ってください。 

• 本製品を譲渡する際は、付属のマニュアル類もあわ 
せて譲渡してください。 


ネットポランチ DNS の登録 
を削除する 


設定内容を初期化する 

保存されている設定内容には、プロパイダへの接 
続に必要な ID やパスワードも含まれています。設 
定内容を初期化せずに譲渡/廃棄すると、これら 
の情報が悪意のある第三者によって悪用されるお 
それがあります。 

初期化のしかたについては、「本製品の設定を初 
期化する」 （283 ページ)をご覧ください。 


ネットボランチ DNS サービスを効率良く運用する 
ために、譲渡/廃棄前に不要となったネットボラ 
ンチ DNS の登録の削除にご協力ください。 

「ネツトボランチ DNS ホストアドレスサービスの 
設定」画面で、「削除」をクリックします。 



「ネットポランチ DNS ホストアドレスサービスの 
設定」画面を開くには 

「かんたん設定ページ」から、以下の順に設定画面 
のボタンをクリックします。 

►トップページの「詳細設定と情報」 

►「ネツトボランチ DNS ホストアドレスサービス 
の設定」の「設定」 
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索引 


英数字 


英数字 

128 kbit / s で接続する . 211 

B 1 ランプ . 21、22 

B 2 ランプ . 21、22 

config . 252 

CONSOLE ポート . 25、241 

DC 12 V . 24 

DMZ ホスト機能 . 193 

DOWNLOAD ボタン . 14、21、276 

DSU スイッチ . 23 

FAX . 149、160 

INIT スイッチ . 24、283、284 

IP アドレス 

U \ N 個 JIP アドレス . 62 

U \ N 内のパソコンの IP アドレス . 64 

IPIP トンネル接続 . 178 

IPv 6. 206 

IP 電話サービス(有料） . 104 

ISDN S / T ポート . 25 

ISDN U / LINE ポート . 25 

ISDN 回線 

ISDN 回； SS で通話/ FAX できない . 264 

ISDN 回線で電話をかける/受ける . 128 

L 1 ランプ . 21、22 

U\N ポート . 24 

U \ N ランプ . 21、22 

L 7\ N 間接続 

ISDN-UXN 間接続 . 226 

PPTP - U\N 間接続 . 174 

LINE ランプ . 21、22 

LINE - S / T スイッチ . 23 

MAC アドレス . 24 

MP 接続 . 211 

NetVolante インターネット電話 . 108 

NOR-REV (極1生反転）スイッチ . 23 

PIAFS . 212 

POWER ランプ . 21、22 


RESET スイッチ . 24、283、284 

RTV 01. 115 

STATUS ランプ . 21、22、246、275 

syslog . 252 

TEL ポート . 25 

TEL ポートごとに使い分ける . 151、162 

TERM (ターミネータ）スイッチ . 23 

UPnP . 208 

USB 

USB デパイスが使用できない . 277 

USB ボタンとポート . 21 

USB メモリカヽら設定する . 243 

USB ランプ . 21、22 

VoIP 

IP 電話サービス(有料） . 104 

NetVolante インターネット電話 . 108 

VoIP 通話できない . 271 

VoIP ランプ . 21、22 

Windows Messenger . 124 

カスケード接続 . 121 

機能の概要 . 102 

通常電話との使い分け . 119 

内線 VoIP 通話 . 115 

VPN 

PPTP を利用して VPN を構築する 

( PPTP-LAN 間接続) . 174 

PPTP を利用してリモートアクセスする.164 

VPN 通信できない . 273 

フレッツ網を使用して、 U \ N 同士を 

IPIP トンネノし接続する . 178 

WAN ポート . 25 

WAN ランプ . 21、22 

Windows Messenger . 124 
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索引 (つづき) 


五十音順 ^ 


あ行 


相手へ通知する電話番号を登録する . 145 

ァース 端子 . 24 

アナログ回線 

アナログ回線で通話/ FAX できない . 269 

アナロク'、回$泉で通言舌する . 154 

安全上のご注意 . 2 

インターネット接続 

ISDN 回線でインターネットへ常時接続する 

(フレッツ， ISDN ). 83 

ISDN 回線でインターネットへ必要なときだけ 
接続する(端末型ダイヤルアップ接続） ...... 89 

インターネットに接続できない . 261 

専用線で接続する . 222 

ネットワーク型接続サービスで常時接続する 
(ネットワーク型 ADSL . B フレッツ接続）95 
ブロー ドパンド回線でインターネットへ 
常時接続する ( PPPoE / CATV ). 73 


運用 


230 


か行 


外線 


他の内線へ転送する . 131 

着•(言を車云送する . 140 

各部名称 . 20 

カスケード接続 . 121 

仮想、プライべ一トネットワーク . 164 

かんたん設定ぺ_ジ 

「かんたん設定ページ」で設定できない....259 
「カヽんたん設定べージ」を開く . 54 


ク'口ー ノ g し IP アドレス . 192 

難 . 7 

故障かな？と思ったら . 256 

コンソーノしコマンド . 231 


サーパの公開 . 196 

サポー[■'規定 . 16 

サボート窓口 . 286 

三者通話 . 137 

重要なお知らせ . 11 

準備 

「カヽんたん設定べージ」を開く . 54 

接続する . 28 

パスワードを設定する . 56 

日付 • 時刻を合わせる . 60 

仕様 . 288 

使用上のご注意 . 9 

譲渡 . 290 

初期化 . 283 

シリアル番号 . 25 

静的 IP マスカレード . 192、197 

セキュリティ対策の概要 . 182 

接続制限 . 210 

三ル中 

6X 疋 

CONSOLE ポート . 241 

USB メモリ . 243 

コンソーノレコマンド . 231 

電話機 . 234 

専用線 . 222 

ソフトウェアライセンス契約 . 14 
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た行 


着信拒否 . 148、159 

着信べル音 . 146、157 

；±* . 8 

通信料金 . 279 

通風口 . 23 

通話中に他の着信を受ける . 132 

通話を別の外線へ転送する . 135 

電源コネクタ （DC 12 V ). 24 

トラブル 

DOWNLOAD ボタンが機能しない . 276 

ISDN 回；!泉で通話/ FAX できない . 264 

STATUS ランプが'機育 g しない . 275 

USB デパイスが使用できない . 277 

VoIP 通話できない . 271 

VPN 通信できない . 273 

アナログ回線で通話/ FAX できない . 269 

インターネットに接続できない . 261 

「かんたん設定ページ」で設定できない....259 

故障かな？と思ったら . 256 

その他の問題 . 278 

通信料金に異常がある . 279 

ランプ類 A 、' 消灯している . 257 


な行 

内線 VoIP 通話 . 115 

内線電話 . 130、156 

ナンパー•ディスプレイ . 147、158 

認証番号 . 23 

ネットボランチ DNS サービス . 112、194 


は行 


廃棄 . 290 

パスワード . 56、284 

ノくソコンの IP アドレスを変更する . 64 

ファイアウォール . 182 

フィルタ . 184 

複数プロパイダ接続 . 202 

ブザー胃 . 245 

不正アクセス . 182、188 

フッキング . 130、156 

フレッツ • スクウェア . 205 

保守サービス . 285 


ま行 

メール確認/通知 . 198 


ら行 


ランプ 

ランプ類が'消灯している . 257 

前面ランプの点灯状態 . 22 

リビジョンアップ . 247 

利用ホスト制限 . 190 

□グ . 252 
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春 YAMAHA 



籲ー ネットボランチコールセンター 

tel 03-5715-0350 
NetVolante インターネッ ト 電話番号 
TEL ##62594341 

ご相談受付時間 

9:00〜12:00、13:00〜17:〇〇 

(日•祝日、年末年始は休業とさせていただきます) 

お問い合わせページ 

http://N etVol ante . jp / 



この取扱説明書は大豆油インクで印刷しています。 

この取扱説明書は無塩素紙 (ECF: 無塩素紙漂白パルプ ) を使用しています。 




